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一 

今日の 小春日和、 山 科の 光仙 林から、 逆 三位 一 体が 

宇治 醍醐の 方に 向って、 わた ましが ありました。 逆 三 

位 一 体と は 何ぞ。 

信仰と、 正義と、 懐疑と が、 袖 を つらねて 行く こと 

であります。 本来 は、 まず 懐疑が あって、 次に 正義が 

見出され、 最後に 信仰に 到達 するとい うのが 順序で あ 

ります けれども、 ここで は それが 逆にな つて、 懐疑が 

本体に なって、 正義と 信仰と が 脇 侍で あり、 もしくは 

従者の 地位し か 与えられ ていない、 というと ころが 逆 


三位一体と、 かりに 名 づけた もので、 三つ 一緒に 歩い 

ている から 三位の 観を呈 する までの こと、 内心に 於て 

は 必ずしも 一 体で なく、 また 一 体な らんと 予期しても 
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信仰が まず 正義 を 呼んで 言いました、 

「ねえ、 友さん、 しっかりし なくつ ちゃい けない よ」 

「うん」 

ここで、 まず、 信仰と 正義との 受け渡しが ありまし 

た。 

女が まず 口 を 開いて、 男が これに 応じた こと 古事記 

の 本文と 変り はありません。 だが、 ここで は 巻 直しに 


ならないで、 女の 方が あくまで 押しが 強い。 

「お前と いう 人 は、 正直 は 正直なん だが、 信心 ごころ 

という ものが ありません、 人間、 正直 はいい けれども、 

正直ば かりじ や 世に立てな いよ、 信心 だね、 人間の こ 

と は 神様 仏様が お見通しなん だから、 神様 仏様 を 御 信 

心 をして、 それからの 話なん です よ、 今日はお 前、 お 

嬢 様が 御 信心 ごころ でお いでに な るんだ から」 

ここまで 教訓した 信仰の 鼓吹者 は 別人なら ず、 江戸 

の 両国の 女 軽業の 親方、 お 角さん なのです。 お 角 さ 

んは あれで 信心 者 だから、 仮り に 三位一体の 信仰の 

ひとは しら 

一 柱に 見立てて みたた までの ことで、 その 神妙な 指 


令の 受方 になって いるの が 即ち 宇治山 田の 米 友な ので 

あります。 

宇治山 田の 米 友 は 正義の 権化です。 そこで、 これ を 

三位 一 体の 一 柱と 見立てた が、 信仰の 申 渡しに 反対し 

て、 正義 は あえて 主張 を 試みないで いると、 懐疑が 代つ 

て おもむろに、 それ を あしらい かけました。 

「わたし は 信心 者ではありません」 

とまず、 おごそかに 否定 をした の は、 逆 三位の 本体た 

る 懐疑 者の 声明と して は 至当の 声明であります。 

「わたし は、 神様 も 仏様 も 信じません、 では 何 を 信ず 

るかと 言えば、 まあ 自分 を 信ずる という ほか はないで 


しょう、 だが、 その 自分 も 信じ きれない のでね、 何 を 

信じて いいかわ からな いんです よ」 

覆面 をして、 背た けの すらりと した 美人、 姿 だけ を 

見て 言う、 お 銀 様です。 否定され た 信仰者 は あえて 動 

揺 もしないで、 直々 に 受取って、 

「わからないで する 信心が 本当の 信心で、 わかって す 

る 信心 は 本当の 信心 じ やない つて、 伝道師 さんがお つ 

しゃいました」 

「そんな ことがある ものです か」 

信仰者が、 逆らわずに 補綴 を 加えよう とする の を、 

懐疑 者 は 立ち どころ にハネ 飛ばして、 


「そんなば かな ことがある ものです か、 わからないで 

何の 信心が できます か、 物の 道理が わかって、 はじめ 

て 信心 をす る 気になる のでしょう、 わからな いもの を 

信ぜよ と 言って、 信ずる ことができます か」 

「いいえ、 お 嬢 様、 そこのと ころが …… そこのと ころ 

が、 その 何なん です …… 」 

何 か 相当の 拠り どころ は あるら しいが、 口に 上せて 

はっきりと 補う ことができない、 そこに 信仰者の 悶え 

が ありました。 ハネ 飛ばされても しょげ もしない し、 

反撥 もしない ところに、 信仰に 於け る 相当の 自信が あ 

る こと は あると 受取れ るので すが、 さて、 立ち どころ 


に その 反撥に 応酬して、 相手 を 取って 押える だけの 論 

鋒が 見出せない、 その 悶え を かえって 懐疑 者が 補って 

やる という 逆 三位。 

「いいんで すよ、 親方の は 親方ので いいんで すよ、 お 

前さん は 信心 者なん だから、 それでい いのよ、 鰯の 頭 

も 信心から、 つて 言う でしよう、 それ は 軽蔑して 言う 

ん じゃありません よ、 鰯の 頭 をで さえ 信じ きれる 人が 

結局 ェ ライん です、 鰯の 頭 をで さえ 信じ 得られる 人が、 

人間 を 信じなくて どうす る ものです か、 人間 を 信じ 得 

られる 人 は、 神 を も、 仏 を も、 信じ 得られる 人なん で 

す、 それ は 幸福です、 偉大で さえ あるんで す、 ところ 


が、 わたしと きた 日に は 何もの を も 信じ 得られません ■ 

悲惨です ね」 

ここに 至って、 女 軽業の 親方 は ダウの 音が 出ません 

でした。 相手から 逆 十字 がらみ に 抑え 込まれた のです 

から、 抗弁の 仕様 もな く、 さりと て 納得し きる に は 頭 

が 足りない。 こうして 女 軽業の 親方 は、 いつも この 暴 

女王ば つかりが 苦手な のです。 

なるほど、 お 角さん という 人 は、 信心 者 は 信心 者に 

相違ない けれども、 その 信心た る や、 あまりに 広汎に 

して 色盲に 近く、 その 祈念た る や、 あまりに 現実的に 

して 取引に 近いだ けの ものです。 それ は 熱 田 神宮へ 参 


詣 して、 そっと 茶店の 女中に 耳打ちして、 「この 神様 は 

何に きく 神様な の」 とたず ねて 女中 を 面 喰わした こと 

でも わかります。 ドコの 荒神 様 を 信心 すれば 金談が ま 

とまると か、 ドコの 聖天様 は 縁結びに あらた か だと 

いう こと は、 江戸 府 内なら ば 大抵 は 暗記して いて、 お 

のおの その 時と 事件に 合わせる こと を 心得ての 信心で 

すから、 いわば 神仏に 信心 を 捧げて 置いて、 それから 

お 釣 を 取ろうと いう 信心な のです。 そうかといって、 

その 信心 を 捧げた 神様 仏様が お 釣 を くれない からと 

言って、 それ を怨 むような こと は 微塵 もな く、 それ は 

ちょうど この 時分に、 神様が 御 不在で あったり、 さら 


ずば 自分の 信心の 仕方に 足りない ところが ある。 己れ 

の 信心の 誠意 は 自ら 疑う こと はない が、 その 作法に 何 

ぞ 神様 仏様のお 気に 召さない ことがあって、 それでお 

聞 入れに ならない から 信心が 届かない、 こう 信じて い 

るの だから かえって 己れ を 直く すと いう わけで、 この 

点で は、 やはり 功利 以上に 超越した 信心 者の 名 を 許し 

て、 さしつかえがない と 言わなければ なりません。 

二 

かくて、 この 三位一体 は、 山 科から 醍醐への 道 を、 


小春 日 を いっぱいに 浴びて、 悠々 閑々 と 下る ので あり 

ます。 道 は 勾配に なって いる わけで はない が、 さなが 

ら満 帆の 春風 を 負うて、 長江に 柔艫を やる ような 気分 

の 下に、 醍醐へ 下る のであります。 

お 角さん は、 称して、 お 嬢 様 は 御 信心の ために 醍醐 

へい らっしゃ るの だと 言う。 御 当人 は、 それ を排 して ■ 

わたしが 醍醐へ 行く の は 信心の ためではありません と 

言いき つたが、 それで は 信仰 以外の 何の 目的 を 以て 行 

くの か、 それ は 言いません。 さりと て、 今 は その 時で 

ないから、 醍醐までお 花見と 言っても それ は 成り立ち 

ません。 単純に 散歩の 気分なら ば、 なにも 特に 醍醐 を 


指定す る 理由 もなかろうと 思われる けれども、 それ を 

問いた だす こと を しないの が、 お 角さん の 気象で も あ 

り、 信心 者の 大らか さで も あり、 且つ また、 この 暴 女 

王 を あしらいの 勘所で も あると 思います から、 お 角 

は あえて それ 以上に は 押す ことなく、 また 押すべき 必 

要 もない と 口 を つぐみます。 

しかし、 本来 を 言えば、 お 嬢 様の 醍醐 をたず ねる 目 

的 は、 三宝 院の 庭と 絵と を 見ん がた めで ありました。 

それ を そそのか したの は不 破の 関守 氏でありまして、 

関守 氏 は、 つい 昨晩、 お 銀 様に 向って、 こんな こと を 

言いました —— 


「醍醐の 三宝 院へ 参詣して ごらんなさい ませ、 あそこ 

の 庭が 名作で ございます、 しかし、 庭よりも なお、 そ 

の 道の 人 を 驚かす の は、 国宝の 絵画 彫刻で ございまし 

て、 その 絵画の 数々 あるう ちに、 ことに 異彩 を 極めた 

だいげんみ ようおう  だいげんすい 

の は 大元帥 明 王の 大 画像で ございます、 大元帥と 書き 

ましても、 帥の 字 は 読まず、 ただ 大元明 王と 訓む のが 

宗教の 方の 作法で ございま すが、 あの 大 画像 は、 いつ 

の 頃、 何者に よって 描かれた もの か 存じません が、 い 

ずれ は 一 千年 以前の もので ございましよう、 幅 面の 広 

大 なること、 図柄の 奇抜なる こと、 彩色の けんらんな 

る こと、 いずれも 眼 を 驚かさぬ はありません。 但し、 


眼 を 驚かす ために 描かれた ので はなく、 密教の 秘法 を 

修 する 一 大要 具と して 描かれた ものに 相違 ございませ 

しろうと  くろ-つと 

んが、 絵 そのものが、 たしかに 素人 を も 玄人 を も 驚か 

さずに は 置きません、 実にめ ざ ましい グロテスク を 描 

いた ものです。 大元帥 明 王 —— そのい かに グロテスク 

であるか は 一見し ない ものに はわ かりません、 宗教 的 

に は なかなか 以て 神秘 幽玄な る 見方 も あるに 相違， 1 J ざ 

いません が、 これ を 単に 芸術的に 見て ですな、 芸術的 

に 見て、 実に 筆致と 言い、 墨色と 言い、 彩色と いい、 

全体の 表現と 言い、 すばらしい ものです。 ことに その 

彩色が —— 彩色のう ち、 人目 を 奪う 紅と 朱の 色が 大し 


たもので す。 なにしろ 千年 以上の 作と いうに かかわら 

ず、 朱の 色が、 昨日 硯を 発した ばかりの 色なん です、 

今時の 代用 安絵 具と は 違います、 絵 かきが 垂誕 してお 

ります よ、 こんな 朱が 欲しい もの だ、 ドコ カラ 来た、 

舶来？ 国産？ いかなる 費用と 労力 を かけても、 そ 

れを取 寄せて つかって みたい との 心願 を 致します けれ 

ど、 あんな 朱 は ドコで 求める こと もで きません、 科学 

者 は 研究 を はじめ ましたが、 今以て、 その 原料が 何物 

であるか わからん そうです、 動物質 か、 植物質 かさえ 

も わからな いの だとい うのです から —— つまり、 千年 

の 昔に 悠々 として 使いこなした 顔料 を、 千年 後の 今日 


の 科学で 解釈が つかない というん ですから、 現代の 科 

学 も 底の 知れた ものです。 あれ はぜ ひ 一 見の 必要が あ 

リま す.^」 

こう 言って 説き 立てた ものです から、 お 銀 様が、 そ 

の 明日と いう 日に、 この 通り 醍醐 詣で となった 始末で 

あります。 随行に 選ばれた の はお 角と 来 友、 これ は不 

破の 関守 氏の 当然の 見立てで も あり、 本人た ち も 納得 

したと ころであります。 

やす 

山 科から 醍醐まで は 下り 易い 道です、 歩き 易い 距離 

でした。 道 は 平坦 だが、 前に 言う 通り、 流れに 棹 さし 

て 下る 底の 道であります。 ほどなく、 逆 三位一体 は、 


醍醐 三宝 院の 門前に 着きました。 

お 銀 様と お 角さん が 三宝 院 のお 庭 拝見 をして いる 間、 

てすり 

米 友 は 門前の 石橋の 欄 に 腰 打ち かけて 休んで おり ま 

した。 そこへ、 六 地蔵の 方から 突然に、 けったいな 男 

が 現われて、 

「兄い、 洛 北の 岩 倉 村に 大 賭場が あるんだ が、 ひとつ、 

かついで 行かね え か、 いい 銭になる ぜ」 

と、 いったい、 藪から 棒に、 誰に 向って、 こんな こと 


を 言い かけた のか、 来 友と しても、 ちょっと 途方に 暮 

れて、 忙 がわし く 前後左右 を 見渡した けれども、 自分 

の ほかに 手 持 無沙汰で いる 人っ子 はない から、 多分、 

このお いらと いう 奴 を 目に かけて 呼びかけ たんだろう 

が、 それにし ちゃ あ、 人 を 見損って るぜ。 

「兄い、 どう だ、 行く 気 あねえ か、 いい 銭になる ぜ、 

洛 北の 岩 倉 村に 前代未聞の 大 賭場が あるんだ から 行か 

ねえ か」 

同じような こと を 繰返して、 今度 は、 ひたと 自分の 

眼の 前へ 足 を 踏みつけて 突立ち 止 つ ての 直接 談判 だか 

ら、 もう 思案の 問題ではありません。 


「おあいにくさま だよ」 

と 米 友が 言いました。 

「おあいにくさま、 いやはや」 

と、 けったいな 男 は 苦笑い をした が、 それで 思い止ま 

ると は 見えない、 ニヤ リニ ャリと 笑いながら、 来 友の 

前にお つ かぶ さるよう な 姿勢に な つ て、 

あいきょう 

「そんなお 愛嬌 のね えこと を 言わね えもん だ、 やび 

なよ、 やび なよ」 

「やばねえ よ」 

「やび なよ」 

「やばねえ てばな あ、 しっこい 野郎 だな あ」 


ここで、 やべ とやばぬ の 押 問答に なり ましたが、 や 

なまり 

ベと いうの は 「歩め」 或いは 「歩べ」 という 急 調な 訛 

でありまして、 ところに より、 俗によ つて 使用され る 

が、 必ずしも この辺の 方言と は 思われない。 ただ、 や 

びな よ、 やび なよ、 と言うの は、 先方の 希望で あり、 

懇願で なければ ならない し、 やぶと、 やばぬ と は、 こつ 

ちの 勝手で あり、 権能であります から、 断じて それ を 

強要すべき ではありません。 しかるに、 このけ つたい 

な 男 は、 懇願と 強要との 区別が つかない らしい から、 

米 友 は 改めて、 このけ つたいな 男の 面 を 見上げて うん 

と 睨みつ けたが、 そのと き 気がつく と、 このけ つたい 


な 男 は、 肩に しこた ま 背負い もの を 背負って いる。 袋 

入りの 来なら ば 五 升 も 入りそう なのに、 来ではなくて 

来より 重い もの、 袋の 角の 突つ ぱリ でも わかる、 この 

中には 銭と いう 人気 物が しこた まつめ て ある。 そこで、 

来 友 も、 このけ つたいの けったいなる 所以 を覚ら ない 

ほどの ぼん くらで はない。 よく ある 手 だと 見て取った 

の は、 渡る 世間に よく ある やつで、 つまり、 ばくち 打 

さんした 

ちの 三下、 相撲で 言えば 関取の ふんどし を かつぐ と 

いった やからと 同格で、 貸 元の テラ 銭 運搬が かりとい 

う ものが ある、 そいつ だな、 そいつが、 どうも 己れ の 

責任が 重くて やりきれ ねえ、 そこで 路瞎 のし かるべき 


ルンペン 子 を 召集して、 自分の 下請 をさせる こと はよ 

く ある 手で ある。 今、 おれ を その 下請の ルンペンに 見 

立て やが つたの だ、 という こと を 米 友が 覚 つたから 

一 喝 しました。 来 友から 一 喝 されても、 その 野郎 はな 

おひるまず、 

「二 貫 やる ぜ、 一 一貫 —— 洛 北の 岩 倉 村まで 二 貫 はいい 

曰 当だろう」 

「お気の毒 だが な、 おいら あ 主人持ち だ、 こうして、 

ここで、 ひとりぼっちで、 つまらね え 面 をして いるよ 

うな もんだ が、 職に あぶれて こうして る わけ じ やねえ 

ん だぜ、 頼まれて おとも を 仰せつかって、 御主人が こ 


の 寺の 中へ 入って いる、 おいら はこ こで 待って るんだ、 

だから、 誰に 何と 言って 頼まれた からって、 御主人 を 

おつ ぼり 出して 銭 儲け をす る わけ にゃあい かねえ」 

来 友と して、 珍しく 理解 を 言って、 おだやかに 断 わ 

りました。 

これほどまでに 理解 を 言って 聞かせたら、 いかにし 

つっこい 野郎 とても、 そのうえ 強いる こと は あるまい 

と 思って いると、 そのけ つたいな 男が、 突然き よろ きょ 

あた リ  おびた だ 

ろと 四方 を 見廻して、 落着かな いこと 夥 しい。 今 ま 

で 来 友 を 見かけて 口説いて いた 眼と 口と が、 忙 がわし 

く 前方へ 活動 をして、 面の 色 さしまで 変った の は 挙動 
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が 甚だ 不審です。 来 友 も 解せない と 思って、 その 男 

の 落着かなくなる 目標の 方 を 見やる と、 笠 を かぶった 

二三 人 連れの 人が こちら を 向いて、 徐々 に 歩んで 来る 

のです。 距離と して はま だ  一丁の 上 も あるから、 親の 

敵に したと ころで、 そう 今から 狼狽す るに は 及ぶ ま 

いと 思われる のです が、 この 男の 体勢 はいよ いよ 崩れ 

て、 ほとんど 腰の 据え どころ がありません。 

先方の 動静 を 見る と、 この 男 を 狼狽せ しむる ような、 

なんらの 体勢 を 示して いるので はない。 いわば 先方 は、 

こちらに、 けったい 在る こと も、 グロ 在る こと も 一向 

知らず、 平常の 足 どり で 歩んで 来る のです が、 その 姿 


形 だけ を 見て、 このけ つたい をして 身の 置き どころ な 

きを 感ぜし める ほどの 権威が、 先方に 備わって いると 

見なければ なりません。 つまり、 あれ は 十手 取 緦をぁ 

ず かるお 役人なん だ。 その 途端、 何と 思った か、 けつ 

たいな 野郎 は、 背中の しこた ま 重い 銭 袋 を、 来 友の 頭 

から 投げつ けて 置いて、 自分 は 一 散 飛びに 飛んで 横丁 

の 竹 藪の 中へ 飛び込んで しまいました。 

「危 ねえ —— 」 

と 叫んだ の は、 けったいな 野郎で なく、 来 友の 声で あ 

りました。 


四 

「危 ねえ —— 」 

これ は 米 友が 叫びました。 全く あぶない のです、 五 

升 袋へ 詰めた 銭 を、 まともに 頭から ブッ つけられた 日 

に は、 たいていの 面 はつ ぶれて しまう。 米 友 なれば こ 

そ 体 を かわして、 銭の 袋 は 後ろへ 外した けれど、 余人 

ならば 相当の 怪我です。 だが、 出来事 は、 それつ きり 

の 単純な もので ありました。 

目標の 笠 は、 ほどなく 来 友の 前へ、 ずつ しずつ しと 

通りかか りました けれど、 何の 騒がぬ 面色、 足 どり で、 


そのうちの 一 人が、 チラと 来 友 を 横目に 見た だけで、 

その 前 を 素通りして しまったの ですから、 けったいと 

やくたい 

も 言わず、 薬 袋と も 言わず、 何事もなく 素通り をして 

しまったので すが、 その 一行 は 山 科 方面から 来たに は 

来たが、 六 地蔵の 方へ 向けて 行く かと 思う とそうで な 

く、 来 友の 眼の 前 を 素通りして、 すぐに 鍵の 手に 曲つ 

たの は、 三位一体の 二 体が すでに 入門した と 同じく、 

三宝 院の 門に 向う ので ありました。 

宇治山 田の 来 友 は、 しばし それ を 見送って いたが、 

二三 子の 姿 は 三宝 院の 境内に 消えても、 竹 藪に 飛び込 

んだ、 けったいな 野郎 は 容易に 二度と 姿 を 見せません。 


時が 経つ うちに、 来 友 もよう やく 退屈 を 感じ 出して 

きました。 退屈 を 感じ はじめる と、 この 男 は 生来 短気 

かんしゃく 

なのです。 短気が 癇癩を 呼び出して 来る のが 持 前な 

のです が、 ようやく 少し 焦れ 出す と共に、 後ろ 捨身に 

投げられた 銭金 袋に 目が つかない わけに は ゆきません。 

これが 来 友でなかった 日に は、 何事 を 措いても、 この 

しこた まの テラ 銭が 気になって たまらな いはず なので 

すが、 今にな つて、 ようやく 草 むらの 中に、 かっぱと 

伏してい る 袋に 気がつい たの は、 無慾 は 感心と しても、 

この 男の 神経と して は 鈍感に 過ぎる。 

「やつけ えな もの を 置いて 行き やが つたな」 


試みに、 草 むらの 中へ 分け入って、 その 袋に 諸手 を 

かけて みました。 重い。 幸いに して この 男 は 稀代の 怪 

力 を 持って いる。 

かくて、 この 金袋 を 抱き起して みたが、 さて これ か 

らの 処分 法が 問題です。 

実は 問題で もなんでも ありよう はず はない。 およそ、 

盗難 や 遺失物 は 交番へ 届けさえ すれば、 それで 済む こ 

となので す。 当時 まだ 交番が 出来て いない、 出来て い 

ると しても、 その 近所 にないと いうならば、 これに 代 

る 一時の 手段 はいくら も あるべき はずな のです。 これ 

を 来 友が、 重大なる 問題 かの 如く 悩み 出す の も、 この 


男に 限って、 交番へ 届ける という 簡単な 手続 を、 極め 

てお つくう がる 理由が あるよう であります。 

届ける 分に は 何もお つくう はない が、 届けた 後に は 

必ず 住所 姓名 を 問われる にき まっている、 その 住所 姓 

名 を 問われる という ことが、 今日の この 男に とって は 

苦手な のです。 

彼 は、 自分で 自分 を 隠さなければ ならぬ 不正直 さは 

どこに も 持って いない。 また 自分で 自分 を 韜晦せ ねば 

ならぬ ほどの 経国の 器量 を 備えて いると いう わけで は 

ない。 それな のに、 天地の 間に 暗い ことのない 精神 を 

持ちながら、 天地 を 狭められたり、 行動 を 緊縛され た 


りする というの は、 何の わけ だか、 自分で 自分が わか 

ら ない。 ただ その 度 毎に 蒙る 不便、 不快、 不満と いう 

もの は、 いかばかり か、 ややもすれば 生命の 危機に 追 

い 込まれる こと も 今日まで 幾度 ぞ。 

そうかといって、 一身の 危険 を 回避 せんがた めに、 

公道の 蹂躪 を 敢えてして はならない。 正義の 名分 を 

あやまら しめて はならない。 届け出て、 住所氏名 を 問 

われる が、 いかに 個人的に 不利、 不益、 不快、 不満で 

あっても、 遺失物に 対して 相当の 責任 を 取るべき こと 

は、 免れ 難き 人間の 義務で ある。 

かくて、 五 升 袋の 銭 塊 を 前にして、 来 友が、 とつお 


い つと 思案に 暮れました。 

五 

宇治山 田の 来 友が、 門前に 於て、 かくば かり 当惑し 

ている 時に、 お 銀 様と お 角さん と は、 三宝 院 のお 庭 拝 

見 をして おりました。 

二人の 東 道 役 をつ とめる のが、 院に 子飼いと 覚 しい 

一 人の 小坊主で ありまし たが、 最初から この 坊主に 気 

を 引かれた の は、 女 軽業の 親方 だけではありません、 

お 銀 様で さえが、 玄関に 現われた その 瞬間から、 ハツ 


とした 思いです。 

というの は、 この 小坊主が、 別人なら ぬ 宇治山 田の 

米 友に 生き うつしな のです。 違う ところ は、 来 友より 

も 年 まわりが 一 まわり も 違う かと 思われる ほどの 幼年 

ですから、 背丈 も、 本来 高く も あらぬ あの 男 を また 一 

けた 低く したよう な もので、 これが 友し ゆうの 弟で な 

かったら、 世に 米 友の 弟 はない と 思われる ばかりです。 

そこで、 お 銀 様と お 角さん が、 思わず 眼と 眼 を 見合 

わせて うなずい たの は、 二人ともに、 ぴったりと 観る 

ところが 一 致した ので —— これ は 一 致しない わけに は 

そ つ たく どうじ 

ゆきません、 一致 もこの 程度に なると、 哼啄 同時の よ 


うな もので、 言 句 を 言わないで 眼 だけで よく わかる。 

「よく 肖て いますね え」 

「よく 肖て いる わね え」 

言語に 発して、 しかして 後、 呼吸 を 合わせる 程度の 

ものではなかった のです。 昭和 現代の 支那 事変の つい 

近 ごろ、 日本で、 ある 映画会社が フィルムに 製造す ベ 

しょうか いせき 

く、 かの 憎むべき 蔣介 石の モデル を、 一般に 向って 募 

集した ことがありました そうです。 そうすると、 四国 

かドコ かの 山中から 現われた 一 人の 応募者が あった そ 

うです。 テストに 現われた 係員が、 まず 呆気に 取られ 

たの は、 この 応募者が、 蔣介 石に 肖て いる こと、 肖て 


いる こと、 そっくり そのまま 以上、 本人よりも よく 肖 

ていた そうです。 斯様に して 求めさえ すれば、 日本の 

中に さえ 蔣介 石よりも 蔣介 石に よく 似た という 人間 も 

現われる ものな のであります が、 ここで は 求めざる に 

不意に 現われた ものです から、 さすがの 暴 女王 様 も、 

お 角 親方 も、 舌頭 を 坐 断され てし まって、 うなずき 合 

うより ほかに 言語の 隙 を 与えない ほどで ありました。 

もし、 ところがこう したと ころで なかったら、 お 角 

親方 は、 啖呵 を 切って 叫んだ かも 知れません —— 「こ 

れは 友の 舎弟なん です よ、 間違いつ こはありません、 

本人よりも よく 友に 似て るんで す、 もともと あいつ も 


上方の 生れと 聞いて いました、 家 も あんまり よくない 

もんだ から、 藁のう ちから 別れ別れに されて、 一 匹 は 

関東へ、 一匹 はこつ ちへ お 弟子に 貰われ たんです よ、 

友 を 呼んで 見せて やりましょう よ、 生別れ の 兄弟の 名 

乗り を させて やろうじゃありません か、 ほんとうに 当 

人よりも よく 似て いますよ、 これが あの 男の 弟で な 

かったら、 世間に 弟と いう もの はあり やしません」 

こう 言って、 親方 まる 出しの けたたましい 叫び声 を 

立てて、 権柄で 友 を 呼び込んで、 否 も応も 言わさず、 

兄弟 名乗り を させた かも 知れません。 しかし、 ここ は 

ところがら ですから 遠慮 をし ました。 ところがら を わ 


きまえて 遠慮の たしな みが あると ころが、 さすが 女親 

方の 取 柄で、 本来 自分が 字 学が 出来ない し、 身分に 引 

け 目が あると ころから、 場所柄に よって は 必要 以上に 

おびえ 込み、 謙遜 以上に 謙遜して しまう ことが、 この 

女性の 美徳と いえば 美徳の 一 つであります ことが また、 

ここでけ たたまし い 叫び を 立てなかった 一 つの 現 由な 

のであります。 

そこで、 二人が うなずき 合った だけで、 この 奇遇 的 

小坊主の 案内 を 受けて、 玄関から 名刹の 内部の 間 毎の 

案内 を 受け ようとす る 途端、 これ はまた 運命 の 悪戯！ 

いっとき 

とまでお 角さん を おびえさせて、 一 時、 その 爪先 をた 


じろ がせた ほどの 奇蹟 を 見ない わけに は ゆきません。 

本人よりも よく 米 友に 肖て いる この 小坊主が、 先に 

立って 案内に 歩き 出した ところ を 見る と、 どうで しょ 

う、 これが 跛 足な のです。 

「まあ、 お 嬢 様！」 

と 今度 は 音に 立てて、 さしもの 親方が、 ォゾケ を 振つ 

て 一 時 立ちす くんだ の は 無理 もありません。 暴 女王で 

あしもと 

さえが 覆面の 間から 鋭い 眼 をして、 この 小坊主の 足 許 

を 見定めた ほどであります。 

世に 遺伝と いう こと はあって、 子が 親 に似てい るの 

は 当然 中の 当然。 その子の 弟が、 兄 に似てい る こと も 


当然 中の 当然。 親が 頭が いいから、 子 も 頭が いいと い 

うの も 不合理で はない。 子の 体格の いいの は、 親の 譲 

り ものと いうの も 無理 はない し、 悪い のになる と、 悪 

疾の 遺伝、 悪癖の 遺伝まで も 肯定され るが、 跛 足が 遺 

伝 するとい うこと は、 あまり 聞かない ことです。 

親が 跛 足であった から 子が 跛 足、 兄貴が 跛 足 だ か ら、 

弟の 跛 足に 不足 はない という こと は 言えない のです。 

賢愚と、 不肖と、 性格と、 体格に は、 遺伝が ぁリ 得る 

けれども、 怪我と いう もの は 後天的な もの だから、 兄 

貴が 負傷して 跛 足に なった からと て、 弟まで 怪我 をし 

て 跛 足に なり 得る という 遺伝 はない のです。 


お つちよ こちよい と 

おつち よこち よ いが 

夫婦に なれば 

出来た その子が 

また、 おっちょこちょい 

これ は、 ふざけた ような 口 合い 唄であります けれど 

も、 また 一 面の 真理た る を 失わない。 

せがれ 

おっちょこちょいの 悴に、 おっちょこちょいが 生 

おうこ-つし よ-つしょう あにし ゆ 

れる という こと は 有り得る ことで、 王侯 将相豈 種 あ 

らん やという は、 それ は 歴史上 を 均して、 幾千 億万 分 

の 一 の 特例であって、 標準と すべく もありません。 百 


姓の 子 は 百姓に なり、 大工の 子 は 大工に なり、 町人の 

子 は 町人になる ことに、 わけて 階級 制度の やかましい 

と-つと-つ 

日本の 国で は、 滔々 たる 世間並みの おきてに なって い 

るが、 跛 足の 子が 跛 足で あり 得る こと、 兄が 跛 足なる 

が 故に、 弟 も 跛 足と いう 常識はありません。 

腕の 喜三郎 親分 (前の 政 友 会 総裁 鈴 木 喜三郎 氏の こ 

とで はない) は、 兄貴が 喧嘩で 片腕 を 失った から、 お 

れも 両腕が あって は 面白く ねえと 言って、 自分で 自分 

の 片腕 を 切り落して、 兄貴と 同格に なった という 特例 

は あるが、 あれ は 遊侠の する 気負いです。 これ は 運命 

いたずら 

の 悪戯！ と、 さすがの 両 女傑が、 案内の 小坊主 を 見 


て 一 時、 立ちす くんだ の も 無理はありません。 

六 

だが、 お 角さん とても、 驚くべき もの は 驚き もす る 

けれども、 驚いて そうして、 度 を 失う お 角さん では あ 

りません。 直ちに 平常心 を 取 戻して、 案内 役の 小坊主 

を、 ちょっと 杉戸の 蔭に 小手 招きして、 耳う ち をし ま 

した、 

「兄さん、 御苦労 さま、 あのね、 わたしの お連れの あ 

のお 方 はね、 少し わけが あって、 お 怪我 をして いらつ 


しゃ るんだ から、 あの 通り かぶり 物 を 取りません、 ね、 

それ を 承知して ね」 

と 言って、 その 途端に、 ふところ 紙で おひね リをー つ 

こしらえて、 この 小坊主に 持たせようと しました。 

これ は、 お 角さん として は 常識の 手法の 一 つで、 悪 

い 意味で はない 一 つの 軽少なる 賄賂、 あるいは 最も 好 

意 ある 鼻薬！ むしろ 儀礼の 一 つであって、 お 角さん 

の 社会で 普通に 行われる のみならず、 世界的に 公認の 

闇取引 —— ではない、 計算書にまで 公然と 記入して 来 

られ る、 記入して 来られた 方が 来られな いよりも、 む 

しろ 気持の よい 世界的の 社交 関税、 通称 を 「チップ」 


と 呼ばれる ところの ものの 労力に 対する 報酬、 ある 場 

合に は 敬意 を 含めた ところの 意志 表示な ので ありまし 

たが、 この 小坊主 は、 前の かぶり 物 御免に 対して は 相 

当の 黙認 を 与えた けれども、 後者の 関税 闇取引に 対し 

て は、 断然 それ を 拒絶して、 お 角 親方の 好意 を 無にし 

てし まいました。 つまり、 同行の 女性が 特殊の 事情に 

よって、 面に 覆面 を 施しながら 間 毎 を 通過 するとい う 

特権 を 黙認した の は、 これ は 一 種の 同情心が させる わ 

ざな ので ありました。 儀礼 を 重んずべき 女性と して、 

あえて- J の 無礼 を 忍ばなければ ならない 事情と いう も 

の は、 他より は 本人が 苦痛と すると ころで なければ な 


らぬ。 それ を 押して 行こうと いう 事情に は、 よくよく 

の ものがなければ ならぬ。 そこに 小坊主 も 暗黙の 間の 

同情心が 発揮され たと 見える が、 白い 紙で こしらえた 

社交 関税 は、 すげ なくお 角 親方の 手から 拒絶して、 押 

しっける その 手先 を かいくぐる ようにして、 早く も 先 

に 立って、 お 庭先の 舞台の 方へ 逸出して しまいました 

から、 さすがの 親方 も、 すっかり テラされ てし まい ま 

した。 ぜひな くお 角さん は、 せっかく こしらえた おひ 

ねり を そのまま 帯の 間へ 突 込んで しまって、 その あと 

を 追い ましたが、 この 時、 もはや 女王 様 は、 廊下 舞台 

の 欄干に 立って、 一心に 三宝 院 のお 庭 を ながめて いる 


ところで あります。 

三宝 院の庭 は、 京都に 於け る 名 庭園の 一 つで ありま 

す。 いや、 日本の 国宝の 一 つと して、 世界的に 名 園の 

一 つであります。 音に 聞いて はじめて 見る お 銀 様に は、 

大 なる 興味で なければ なりません。 名 園の 名 園た る 

所以の 常識 は、 お 銀 様の 教養の 中には、 もうとうに 出 

来て いる。 お 銀 様が 余念な く、 自分の 眼と 頭に よって 

余念な く 名 園 を 観賞し、 解釈して いると ころへ、 お 角 

さんの 社交的 儀礼 を すげ なく、 すり 抜けて 来た 小坊主 

とうと-つ 

が、 早く も そちらに 立って 滔々 と 説明 を はじめました 


「これなる は 有名なる 醍醐の 枝垂桜、 こちら は 表 寝殿、 

あおい  ま  いしだ ゆ-つてい 

葵の 間、 襖の 絵 は 石田幽 汀の 筆、 次 は 秋草の 間、 

狩 野 山 楽の 筆、 あれなる 唐門 は 勅使 門で ございます、 

扉に ついた 菊 桐の 御 紋章、 桃山時代の 建物、 勅使の 間 

II 襖の 絵 は 狩 野 山 楽の 筆、 竹 園に 鴛鴦、 ソ テツの 間、 

上げ 舞台、 板 を 上げます と、 これが 直ちにお 能舞台に 

なります、 中の 間、 狩 野 山 楽の 草花、 柳の 間 —— 同じ 

く 狩 野 山 楽の 筆、 四季の 柳 を かかれて ございます、 こ 

ちらの 廊下の 扉、 この 通り雨 ざら しにな つてお ります 

が、 これに 松 竹の 絵の あとが、 かすかに 残ります、 同 

じく 狩 野 山 楽と 伝えられて おります る、 これから 奥 寝 


殿、 この 屛風 は、 醍醐の 百 羽 烏と して 有名な 長 谷川 等 

伯の 筆、 こちら 〔# 「こちら」 は 底本で は 「これら 匕 が 

もんぜき 

門跡の 間で ございます、 あの 違棚が、 世に 醍醐 棚と 申 

しまして、 一本 足で 支えて ございます、 その 道の 人が 

特に 感心 を 致します、 あの 茶室が これ も 名高い 『舟 入 

茶室』 松 月亭と 申します、 太閤 様が お 庭の 池の 方から 

舟で この 堀 をお 通りに なって、 この 茶室へ お通いに な 

りました、 太閤 様お 好みの 茶室、 これ は桜屛 風、 山 口 

みろくぶ つ 

雪渓の 筆、 これからが 三宝 院の 本堂、 正面が 弥勒 仏、 

右が 弘法 大師、 左が 理源 大師の 御木 像で ございます、 

これが 枕流亭 …… 


さて こ れ からが お 庭で，、 y /ざ い ます、 - J のお 庭 は 太閤 

様 御 自作 のお 庭で ございます、 あれが 名高い 藤 戸石、 

一名 を 千 石 石と も 申します、 錦の 袋に 入れて 二百 人で 

これへ 運びました、 天下一 の 名 石で ございます。 

たいらの ただの リ 

これが 琴 平 石、 平忠 度の 腰掛 石、 水の 流れの よう 

な 皺の あるの がなん か 石、 蝦蟇 石、 あの 中島の 松が 前 

かぶと まつ  よろい まつ 

から 見れば 兜 松、 後ろから 見れば 鎧 松、 兜 かけ 松、 

鎧 かけ 松と も 申します、 向う の 小山の 林の 中に 小さく 

見えます 祠が、 豊臣 太閤 をお 祀り 致して ございます、 

なぜ、 あんな 小さく 隠して あるかと 思います と、 徳川 

家の 天下の 御 威勢に 遠慮 をした ので ございます、 この 


名 園に 一 つの 欠点が ございます、 それ は あの 二つの 土 

橋が 同じ 方面へ 向けて かけて ある ことが 一 つの 欠点で 

ございます」 

名 園の 名 園た る 来歴 を 一 通り 説明して のけた 上に、 

その 欠点 をまで 附け 加える 小坊主の 口 合い は、 そうい 

うこと をまで 附 加せ よと 教えられて いるので はなく、 

案内して いるう ちに、 誰か その 道の 者が あって、 立 話 

にこん な 批評 を 加えた の を 小耳に 留めて 置いて、 その 

後の 説明の 補足に 用いて いるものと 思われます。 

どうとう 

この 滔々 たる 説明 を、 小坊主の 口から 一気に 聞かさ 

れ たこと に 於て お 銀 様と お 角さん が、 再び 眼 を 見合わ 


せた の は、 今度 は、 弁 信 法師 に似てい る、 今まで は 宇 

治山 田の 兄い に 肖 過ぎる ほど 肖て いたのが、 今度 は、 

あのお 喋り 坊主のお 株 を も 奪おうと する、 重ね重ね、 

怖るべき 運命の 悪戯 だと 思わない わけに は ゆかな かつ 

たからでしょう。 

しかし、 この 点 は 前 ほどに、 二人 を おびやか すに 至 

ら なかった こと は、 この 程度の 雄弁 は、 いわゆる 門前 

の 小僧の 誰もよ くす ると ころで、 あえて 天才の 異常の 

させる ことで はない のです。 口癖に のみ 込ませて 置き 

さえ すれば 子供で もす る ことで、 ここに 行われる のみ 

ならず、 他の いずれで も 行われる。 また、 素材 をと つ 


つかまえて 来て、 もっと 誇張した 吹 込み をして、 世人 

の 好奇心の 前へ 売り物に 出す こと は、 むしろお 角 親方 

の 本業と する こと だから、 こういうのに は、 さの みお 

びえ るに は 及ばなかった のです。 

つま リ、 弁 信 法師の 怖るべき 舌 堤の 洪水 は、 超絶 的 

の 脳髄が させる、 千万 人の 中の 天才の 仕業です が、 こ 

の 小坊主の は、 そんな 手数の かかる もので はない。 こ 

の 場合、 またよ く 似て いる、 あんまり よく 似て いる、 

さきに 来 友で、 あれほど 人 を おびやかしながら、 また 

もお 喋り 坊主のお 株にまで 手 をのば そうとする、 この 

こまし やくれ が 面 僧くな つたから でありましょう。 


お 庭 拝見が 済む と、 お 銀 様 だけが 改めて、 弥勒 堂 後 

壁の 間へ 案内され ました。 

弥勒 堂 後 壁 の 間と いうの は、 建築が 極め て 高 いだけ 

に、 光線の 取り 方が 充分でありません から、 室内 はな 

ん となく 暗 陰た る 色が 漂うて おります。 けれども、 古 

風な 建築と して は、 相当 光線の 取 入れに は 注意が して 

あるら しく、 明るい ところから、 急に この 一室へ 入つ 

たのです から、 その 当座 こそ 視覚の 惑乱が あります け 


れ ども、 落着いて みれば、 掛物を 見て取る に 不足な 光 

線ではありません。 見上げる ところの 正面に、 とても 

広大なる 画幅が かかって いて、 その 周囲に は、 この 

わき じ 

脇 侍 をつ とめる らしい 一 尺 さがった 画像が あるので あ 

ります。 これらの 脇 侍の 画像 とても、 その 一枚 一枚 を 

取 外して 見れば 驚く ばかり 広大な 軸物に 相違ない が、 

正面の 大 画幅の 大きさが、 すぐれてす ばらしい もので 

すから、 脇 侍が 落ちて 見える の は、 ちょうど、 奈 良の 

大仏の 仁王門の 仁王が、 それだけ を 持 出せば 絶倫の 大 

きさの ものな のです が、 なにしろ 大仏の 本尊の 

盧遮那 仏が、 五 丈 三尺と いう 日本一の 大きさ を 誇って 


いる、 その 前です から、 仁王と して は 無双の 仁王が、 

子供ぐ らいに しか 見えず、 ただ、 その 芸術の 優秀な こ 

とに 於て 前後 を 睥睨して いるのと、 案内 人が 遠慮会釈 

もな く、 「これが 有名な 東大寺 大仏殿の 仁王、 右が 運慶、 

左が 湛 iS —— 」 と 言って、 作と いう こと を 言わない か 

ら、 仁王 尊 そのものの 右が 運慶 尊、 左が 湛慶 尊に なり 

きって、 本体と、 作者が、 見事に 習 合せ しめられ てい 

る。 識者 は それ を 笑い、 愚者 は それに 感歎す る。 案内 

者 自身 はまた、 右が 運慶 尊、 左が 湛慶 尊と 信じき つて、 

眼中に 信仰と 芸術の 差別な きと ころが、 お 愛嬌の よう 

な ものであります。 


そこで、 お 銀 様 はじつ と 立って、 この 特異の 大画を 

上から 下へ、 下から 上へ、 見上げ 見お ろして じっと 立 

ちました。 

この 怪異なる、 人と もっかず 魔と もっかぬ 大 画像 は、 

いったい 何 を 意味して いるの か、 不幸に してお 銀 様に 

はこれ がわ かりません。 

ただ 見る ところ は、 不動 尊 以上の 不動 尊の 形相 を 

呈 している が、 不動の ような 赤裸の いつわらざる 形体 

を 誇って いるので はない、 身辺 は あらゆる 紅 紫 絢爛た 

る 雑物 を 以て 装飾され、 彼の 如く、 しかく 単純に 剣と 

緦 との 威力 を 誇示す るに は 止まらない。 なるほど、 不 


破の 関守 氏から 予備知識 を 与えられた、 これが 三十 六 

臂の 形式と いう ものでしょう。 一 つの 形体から 三十 六 

の 手が 出て、 それが おのおのの 方向に 向って、 おのお 

のの 武器 を 持って いる。 世に は 千手観音 という 尊像 も 

あるの だから、 三十 六 や 七 は 数に 於て 問題で ない が、 

その 生血の 滴る 現実感の 圧迫に はこた えざる を 得ない。 

五体 を 見る と、 逞しい 黒 青色の 黒光り、 腰に は 虎 豹 

おびた だ  どくろ 

の 皮 を 巻き、 その上に 夥 しい 人間の 髑髏 を 結びつけ 

ている。 背後 は 一面の 鮮 かな 火 焰で 塗りつ ぶされ てい 

る。 よく 見る と、 その 火焰の 中に 無数の 蛇が いる。 お 

お、 蛇で はない、 竜 だ。 夥しい 小 竜 大蛇が うようよ と 


火の 中に 鎌首 を もたげて いるの みで はない、 なおよく 

見る と、 あの 臂 にも、 この 腕に も、 竜と 蛇が 巻きつ い 

ている。 

顔面 はと 見る と、 最初 は、 正面 をき つた 不動明王の 

ような のば かりが 眼に ついた が、 その 左右に 帝釈天 

のよう な 青白い 穏 かな 面が、 かえって 物凄い 無気味 さ 

を 以て、 三つまで 正面 首の 左右に 食つつ いている。 な 

およく 見る と、 その 三つの 首の いずれもが 三 眼で、 そ 

の 眼の 色が いずれも 血の ように 赤い。 その 口に は、 牙 

をが つきと 嚙み 合わせた 大怒 形。 

なお、 その 振りかざした 三十 六臂 のおのお のの 持つ 


得物 得物 を 調べて みると、 合掌す る もの、 輪 をと る も 

の、 槊を 執る もの、 索 を 執る もの、 羅を 握る もの、 棒 

を 揮う もの、 刀 を 構える もの、 印 を 結ぶ もの、 三十 六 

臂三 十六 般の形 を 成して いる。 

再び 頭上 を 見直す と、 さきに は 忿怒 瞋参の 形相の み 

が 眼に 入った が、 その 頭上 は 人間的に 鬢 髪が 黒く、 し 

し つぼうよ うらく 

かも おごそかな 七宝 嚶络を かけて いる —— 

物に 怖じない 暴 女王の 眼 も、 このまま 見上げ 見下ろ 

した だけで 消化す るに は 混乱し ました。 その 時、 お 銀 

様 は 甲 州の 家に あった 「阿娑 縛抄」 一部 を 惜しい もの 

だと 思い出さな いわけに は ゆきません。 


甲 州の 家に は 文庫が 幾 蔵 もあった。 お 銀 様 は、 それ 

を 逐一 風 を 入れて 虫 干 をした ことがあります。 ゆく ゆ 

く は 残らず、 それ を 頭に 入れる つもりで ありまし たけ 

れ ども、 その 時 は 一 通りの 風入れで ありまし たが、 「阿 

娑 縛抄」 百 八 冊 を 手がけて みたの も、 その 時の ことで 

ありまして、 この 大部の 書の あらわす ところが 何物で 

あるかに 歯が 立ちませんでした。 他日 必ず 読み こなし 

てみ せる と は、 この 女王の 気象で ありまし たが、 その 

時 は、 一 種 異様な 大部な 書物で ある、 内容が なかなか 

食いつ けな いのは、 その 中には 夥多 異様の 彩色 絵で 充 

たされて いる、 その 彩色 絵が 一 種 異様な グロテスクの 


み を 以て 充 たされて いて、 いわゆる さしえの 常識で は 

全く 歯が立たない。 何 を 書いて ある もの か 知ら、 これ 

ぞ 世間に 言う 「真言 秘密の 法」 を 書いた 本に 違いない、 

という こと を、 その 時に お 銀 様が 感じました。 

r 真 言 秘密 の 秘伝 書」 —— これ は 研究して 置かな けれ 

ばなら ない、 と 心が ハズン だの は 秘密 そのものの 魅惑 

で、 この 女王 は 秘密 を 好む のです。 その 時 は 秘密の 法 

は 即ち 魔術の 一種で、 超自然 力 以上の 魔力の 秘伝が こ 

の 本に 書いて ある、 この 本 を 読んだ 人が 役の 行者に 

なれる —— と いうよう な 世俗的 魅力が お 銀 様 を とらえ 

たのです が、 その 直下に これ を こなす の 機会と 時間と 


を 与えられなかった から、 いっか 「阿娑 縛抄」 を 読み 

解いて みせる との 心がけ だけ は 失われて いなかつ たの 

です が、 それが あの 時の 火事で、 すっかり 焼けて しま 

いました。 そのこと を 今にな つて、 くやむ の 心が お 銀 

様の 胸に 動いて 来ました。 

お 銀 様 は 剛情です。 わからな いこと はわから ない と 

して、 知らざる を 知らず として 問う こと は、 この 女性 

のよ くす ると ころではありません。 また、 こんな 人お 

どし の 仏像の 存在の 理由 を、 己れ を 空しう して 教え を 

乞うて みたところで、 無用 無益な りとの 軽蔑 さえ も 起 

りました。 


画像 そのもの は、 この 女性 を、 昏 惑から 来る 反感へ 

導いて 行く のです が、 その 表現の 色彩 だけ は、 それと 

引離して、 多大の 躍動と、 快感と を 与えずに は 置かな 

しろ-つと 

いのであります。 のつ けに 見せられた 素人に 向って は、 

何の 色が 幾つ だけ、 どの 部分に 点 彩され、 使用され て 

いるかと いうよう な、 複合の 観察 は 遂げられませんで 

した けれども、 まず 打 たれる の は、 その 赤と 朱との 与 

うる 燃 ゆるば かり 盛んなる 威力と、 快感で ありました。 

これ とても、 不 破の 関守 氏から、 特に 力を入れて 予 

備 知識 を 与えられ ていた 点であります けれども、 そう 

い う 予備知識が 全然 与えられて いないに してから が、 


この 盛んなる 燃 ゆる 色に は、 いかなる 素人 も 魅せられ 

ざる を 得ない ものが 確かに 有る と 信じました。 絵 は 千 

年 を 経てい る けれども、 色彩、 ことに 赤 は、 昨日 硯海 

を 飛び出した ほどの 鮮 かさで ある。 そうして、 その 道 

すいえん 

の 丹青 家 をして 垂诞 せしめる。 この 色 を 出したい、 い 

かにして この 色 を 出せる か、 そもそも この 清新なる 色 

彩の 原料 は 何物であって、 いずれより 将来し 来れる I 

I という ことが、 古来、 専門家の 間の 疑問であって、 

今日に 至って、 なお 解釈され ていない という ことに、 

お 銀 様 は、 最初から 最も 大きな 期待 を 持って いたので 

す。 信仰の 上から しても、 芸術の 上から しても、 画像 


そのもの を 特に 拝 するとい う 気分 は、 そんなに 切迫し 

いま 

たもので はありませんで したが、 古来 未だ 知られず、 

あお 

今人な お 発見し 難き 色彩の 秘密が、 お 銀 様の 意地 を 煽 

りました。 そういう もの を 見て やりたい、 見て 見破つ 

て やりたい、 という ほどの 反抗 心 を、 異常なる もの、 

難解なる もの、 威圧なる ものに 対する ごとに 起される 

この 女性の 通有 癖で ある ことに 過ぎません。 だが、 そ 

の 難問に 体当り をして 行く に は、 科学が 足りない こと 

は 省みずに はいられない。 問う こと を 好まない この 

女性が、 ここで 僅かに くちばし をき つたの は、 

「この 絵 は、 いつごろの ものです か、 時代 は」 


ただ、 それだけの 質問 を 発しました。 質問 を 受けた 

当の 案内 役 は、 以前の こまし やくれ た、 ている 小坊 

主ではありません、 しとやかな 学僧の 一人で、 且つ、 

極めて 無口の 若者で ありました。 

「は、 吉野朝 時代で ございます」 

ただ それだけ 答えた のみで、 更に 知識の 先走り をし 

な いのは、 知らない のか、 知っても 言う こと を 好まな 

いの か、 それ はわ かりません。 とにかくに、 拝観 人 か 

ら、 それだけの 質問の 口火を切れば、 それ をき つかけ 

に、 学僧に よって は、 滔々 と 知識 を 振 蒔いて 見せる、 

諄 々 と 豪 者 を 啓く の 態度 を 取って みたり する 学僧 


も あるので すが、 この 学僧に は 絶えて そういう 好意が 

なく、 街う 気 もありません から、 お 銀 様 は それ 以上に 

知識 を 要求す るの 機会 を 失いました。 

だが、 吉野朝 時代で ございます、 という 簡単な 応答 

に対して、 お 銀 様 をして 相当の 考証に 耽らし めた 余地 

はありました。 この 点 は 少々、 不 破の 関守 氏の 与えた 

予備知識に 不足が ある、 不足で なければ 放漫が ある、 

不 破の 関守 氏 は 千年 以上の 作と 言った が、 吉野 朝で は 

まだ 千年に ならない。 

そこでお 銀 様の、 年代記の うろ覚え を 頭の 中で 繰り 

ひろげて みると、 徳川 氏が 二百 年、 織 田、 豊臣 氏が 五 


十 年、 足 利 氏が 百 有余 年と 見て、 どのみ ち 五六 百年の 

星霜に は 過ぎまい と 思いました。 

きょみ はら 

もしかして、 吉野 朝と 言った のが、 浄見 原の 天皇の 

御 時代と すれば、 これ は、 たしかに 千年 以上に なり ま 

しょうが、 ここに 吉野 朝と 言った の は、 足 利 氏 以前の 

南北朝時代の 吉野朝 時代の ことに 違いない と 思われる 

から、 そうして みると、 どう 考えても 五六 百年 以前に 

さかのぼ 

は 溯 ら ない、 しかし、 古い 物 を 称して 千年 と言うの 

は、 一種の 口 合いな のです から、 それ はさの み 咎める 

に は 及ばない として、 千年 を 経て、 その 朱の 色が 昨日 

すず リ 

硯を 出で たるが 如しと いう 色彩 感は、 さの み 誇張で も、 


誤算で もない という こと を、 お 銀 様 も 認めました。 

本来 は、 そういう 質問 や、 そういう 認識 だけで、 こ 

の 画像 〔# 「画像」 は 底本で は 「面 像 匕 を 卒業して しまお 

うとい うのが 無理な ので、 そんな ことよりも、 まず 最 

初に 問わなければ ならない こと は、 「大元帥 明 王と は 

何ぞ や」 という ことなので あります。 これが 解釈な く 

して、 この 画像 を、 色彩と 年代 だけで 見ようと する の 

は、 縁日の 絵 看板の あくどい 泥 絵 だけ を 見て、 木戸銭 

を 払う こと を 忘れた のと 同じような ものな のです。 

お 銀 様が それ を しらない という こと は、 不幸に して 

それ を 知る だけの 素養 を 与えられて いないと いう 意味 


であります。 

八 

それ は それと して、 お 銀 様が 後 壁の 間に 参入した 瞬 

間に、 お 角さん として は、 これに 追従 を 試む る こと を 

遠慮し ました。 というの は、 後 壁の 間に 参入、 大元帥 

明 王に 見参と いう こと は、 お 銀 様 だけの 志願であって、 

お 銀 様 だけに 許された というよりも、 お 角さん にと つ 

て は、 よし、 もし 許された からといって、 猫に 小判の 

ような ものな のであります。 特別に 教養の ある もの だ 


けに 許される 特権で なければ ならない し、 特別に 教養 

の 無い ものが、 それに 追従す る こと は、 不敬で あり、 

不遜で ある こと を 自覚しての、 お 角さん としての 遠慮 

なのです。 

そこで、 明 王に 特別 謁見の 間 を、 お 角さん は、 次の 

間と いうよりも、 奥 書院の 廊下に 立って 待 受けて おり 

ました。 そこに 立って いると、 またも 本 庭の 余 水の 

蜿々 たる 入江に つづく 「舟 入の 茶屋」 を 見ない わけに 

は ゆきません。 お 角さん は、 太閤 様お 好みの 松 月亭の 

茶室に、 じっと見 入って いる。 が、 それ とても、 大元 

帥 明 王の 画像の 前に 立つ お 銀 様と 同様の、 色盲なら ぬ 


色盲 を もって、 木石の 配置 だけ を 深く 見入って いるよ 

うな 恰好 をして いる けれども、 内容 極めて 空疎なる は 

致し方な く、 お茶 を 知らない、 寂 を 知らない、 わびと 

いう もの を 知らないお 角さん は、 ただ 眼の 前に あるか 

ら それ を 見て いる だけで 所在が 無い から、 ことにお 場 

所柄で あるから、 枉げ て、 つつまし やかに している だ 

けの ものな のです。 

その 時、 廊下の 彼方で、 高らかに 経 を 読む 声が 聞え 

ました。 多分お 経だろう と 思われる。 お 寺へ 来て 朗々 

と 読まれる 文 言 を 聞けば、 お経と さと つ てよ ろしい。 

お経 は 何のお 経 だか わからな いが、 その 読み上げ てい 


る 主 は 門前の 小僧で ある ことが、 お 角さん によく わか 

ります。 門前の 小僧で はない、 本当 は 門 内の 小僧な の 

です が、 さいぜんから 門前の 小僧に してし まっている 

あの 薄 気味の 悪い ほどよく 似た、 びっこの 小僧の 読み 

立 てる 声に 紛れ もな いと 思いました。 

全く、 お 角さん の 思う ことに 間違いな く、 たしかに 

右の 門前の 小僧が、 廊下の 一 端に 膝小僧 を 据えて、 朗々 

と 音 を 挙げてい る こと は 確実な のです が、 それ は、 正 

式に 机 を 置き、 経文 を 並べて 読んで いるので はない、 

膝小僧と 談合 式に、 上の空で 暗誦 を 試みて いるもので 

あります。 何 を 読み上げ ている のか。 注意して 聞けば、 


次の ような 文章 を 読み上げて いるので す。 

「鎮護 国家 ノ法 タル 大元帥 御 修法 ノ 本尊、 斯法 タル 

すな は にょらい かんじん しゅじ やう  ぶ も  じ やう ざん 

ャ則チ 如来 ノ 肝心、 衆生 ノ 父母、 国 二 於テハ 城塹、 

きんみゃく 

人 二 於 テハ筋 脈 ナリ、 是ノ 大元帥 ハ 都内 二 ハ十 

供奉 以外 二 伝へ ズ、 諸 州 節度 ノ宅 ヲ出ヅ ルコト ナシ、 

縁ヲ表 スルニ ソノ 霊験 不可思議 也」 

音 をた どれば そういう ような 文 言 を 読み上げて いる 

の だが、 お 角さん に は、 そのな にかが わからない。 た 

だ、 お経 を 読み上げて いるとの み 聞え るので すが、 わ 

からな いのはお 角さん ばかりで はない、 読んで いる 御 

当人 も わかって いるので はない から、 ただ 音 を 並べて 


いる だけな のが、 そこが 即ち、 お 角さん の 言う 門前の 

小僧が 習わぬ 経 を 読む もので、 こうして 無関心 に 繰 返 

している うちに、 説明と なり、 密語と なって 卷舒 され 

る ことと 思われます。 

お 角さん は、 その いわゆる、 習わぬ 経 を 繰 返す 門前 

の 小僧の 咽喉が 意外に いいこと を 感づく と 同時に、 こ 

れを ひとつ ものにして みたら、 どんな もので あろうと 

いう 気が むらむらと 起り ました。 

ものにす ると は、 何 かお 手の ものの 商売 手に 利用し 

むほんぎ 

てみ て やろう じ やない かとい う 謀叛 気な のであります- 

このお 寺の 納所で、 案内係で あの 小坊主 を 腐らせて し 


まう の は 惜しい。 惜しい と 言って、 なにも 惜しが る ほ 

どの 器量と いう わけで はない けれど、 来 友で さえ も、 

利用の 道に よって は、 あのく らい 働かして、 江戸の 見 

世 物の 相場 を 狂わした ことがある。 いま さし 当り 何と 

いう 利用 法 はない が、 一晩 考えれば 必ず 妙案が 湧く。 

第一、 あのお 経 を 読んで いる 咽喉が ス テキ じ やない か、 

咽喉が 吹 切れて いる、 あれ を 研いで 板に かければ、 断 

じても のになる —— とお 角さん が 鑑定し ました。 

発見と、 鑑定 だけで は、 ものにする わけに は ゆかぬ。 

人間 を 買い取る に 第一 の 詮索 は 親元で ある。 親元 を 説 

たやす 

くこと に 成功 すれば、 人間の 引抜き は 容易い こと だ。 


ところで、 あの 小坊主の 親元と いう ことにな つてみ る 

と、 存外 埒が 明く かも 知れない。 というの は、 いずれ 

も あの 年配の 子供 を 寺に やる くらいの ものに 於て、 出 

所の なごやかなる は 極めて 少ない。 いずれ は 孤児で あ 

すてご 

ると か、 棄児で あると か、 そうでなければ、 身た とえ 

名門 良家に 生れた にして からが、 放 たれ、 棄 てられた 

と 同じ 月日の 下に 置かれた 人の子が、 こういう ところ 

へ 送り込まれ るの だ。 あわよ くば 名僧 智識に も なれよ 

うけれ ど、 それ は 千万 人に 一人。 そういう わけ だから、 

存外、 この 買 出し は 楽 かも 知れない。 そんなよ うな 謀 

叛気 がお 角 さ ん の 頭に むらむらと 湧 いて 来たの は、 実 


いかん  みょう リ 

行の 如何に か かわらず、 商売 商売 の 冥利 だから 仕方が 

ありません。 

だが、 それともう 一 っ異 つた 人情味に 於て、 お 角 親 

方 は、 あの 小僧 を つれ 出して、 友 公と 引合 わして 兄弟 

名乗り を させて やりた い、 そうすれば 二人 も 喜んで、 

こっち も 功徳になる —— なん ぞ という 人情味 も 大いに 

湧いて いるので す。 これ とても 独断 千万な ことで、 似 

ている からといって、 それが 兄弟と きまった わけの も 

ので はない が、 さすがのお 角さん の 頭 も、 今日の 瞬間 

に は、 想像と 実際と が 混乱して いると 見える。 


九 

三位 一 体 を 醍醐へ 向けて 送り出して 後の 不 破の 関守 

が、 がんりきの 百 蔵 を 端近く 呼んで、 こう 言いました、 

「が ん ちゃん や、 洛 北の 岩 倉 村 に 大バ クチが あるが、 

行って みる 気 はねえ か」 

「そいつ は 耳寄りで すねえ」 

と 言って、 がんりきの 百が、 耳から 先に、 関守 氏の 膝 

元 へ 摺リ つけて 行きました。 

普通 の 青年な らば、 バ クチな どと い う 言葉 を 聞 い て 

さ え 苦 々しく 思う ので すが 、そこ は、 がんりきの 百ち や 


ん のこと ですから、 それと 聞く や、 耳より だと 言って 

身体 を摺 りつけ たの は 浅ましい ものです。 それと 知り 

ながら、 浅ましい 心に 誘惑 を かけた 不破 氏の 挙動 も、 

断じて 君子の 振舞で ない と 言わなければ なりますまい。 

「行って みな、 お前 は 今まで 関東の バ クチ は 相当に 功 

を 積んで いるとの こと だが、 こっちの 方の 大バ クチ は 

見た ことがある まいから、 後学の ために 見て 置きな せ 

え」 

「有難い 仕 合せ」 

ますますよ くないた くらみです。 後学の ために も、 

前 学の ために も、 バ クチな ど は 見学して 置かなくても 


よろしい。 むしろ、 そういう 見学 は 避けた 方が よろし 

い、 避けし める のが、 先輩の つとめと いう もの だが、 

ここで 嗾 ける ような こと を 言う 関守 氏 は、 その 言葉 

つきから して わざと 下品に 砕けて、 

もと で 

「行くなら 行って みな、 資本と して はたん ともねえ が 

 ここに 一 一 十両 ある」 

胴 巻ぐ るみ、 百の 前へ 投げ出し たの は、 いよいよ 怪 

しからぬ ことで、 行って 見ろ と嗾 けた 上に、 資本金 ま 

でも 供給す るので すから、 シンパ 以上の、 むしろ 共謀 

に 近い ほどの 不 aj- なのです。 ところががん ちゃん、 否 

やに 及ばず、 早速 二 十両の 胴卷を 頂戴に 及んで、 


「善 は 急げ、 これから 早速 飛んで 参りましょう。 とこ 

ろで その 洛北岩 倉 村て えの はいった い、 どっちの 方向 

で、 当日の トバの 貸 元て えの は、 どういう 顔で ござん 

すかね え、 そこん ところ を ひとつ、 伺って 置きて え も 

んで ござん さあ」 

ロク でもない 片腕で、 早く も 二 十両の 胴 巻ぐ るみ 懐 

ろへ 捻 込みながら、 中つ 腰に なって、 善 は 急げと 来た 

が、 その 善なる もの を 急ぐ につけても、 善戦 をし なけ 

れ ばなら ない。 善戦 をす るに は、 彼 を 知り、 我 を 知ら 

なければ ならない。 そこで 相手方の 地の 理と、 相手方 

の 親分 大将の 身分に ついて、 相当の 知識 を 持た なけれ 


ばなら ない というの は、 この 男と して 相当の 心づ かい 

でありましょう。 

「うむ —— 洛北岩 倉 村と いうの はな」 

そこ は不 破の 関守 氏 も 抜からぬ もので、 がんりきの 

つまびら 

百の ために、 洛北岩 倉 村の 地理 を 説く ことかな り 詳 

かなもの であります。 

その 説く ところに よると、 これから、 日 岡の 峠 を 通つ 

て 蹴 上 粟田口へ 出る が、 三 条橋は 渡らずに、 比數 山の 

方へ とずん ずん 進んで、 それ、 名代の 八瀬大 原の 方へ 

行く 途中のと ころに その 岩 倉 村と いうの が ある。 そこ 

の 岩 倉 村 は 岩 倉 中納言 の 領地で、 大バ クチ は その 中納 


言 殿の 屋敷の 中で 行われる の だ —— という 説明 を 皆 ま 

で 聞かずに、 がんりきの 百 蔵が、 急に 白けき つた 面 を 

して 開き直り、 

「 へ え、 上方 じゃあ 中納言 様が バ クチ を 打 つんで げす 

かェ」 

「いや、 中納言 殿が バ クチ を 打つ ので はない、 その 岩 

倉 村の 山 ふところ にある 中納言 殿のお 屋敷の 中で、 大 

トバ の 開帳が 行われ る と 言う の だ 」 

「へへ え、 考え やが つたな、 江戸で も 御 老中の 屋敷の 

中なん ぞで、 そいつが、 しょっちゅう 御開 帳になる ん 

です よ、 仲間 や 馬丁が、 寄って たかって 御 老中のお 馬 


屋の 中で、 しゃ そじょう こて やつ を きめこ むんで さあ ■ 

御 老中で さえ その 位な ん だから、 中納言 様と きち や あ 

豪勢な もんだろう、 フリ にこつ ちとら が 行った つ て 歯 

が 立つ めえ がな あ」 

と、 いささか ゲン ナリ したの は、 がんりきの 百に、 中 

納言は 少し 食 過ぎる。 中納 言の 方で も、 がんりきの 百 

など は あまり 食いつ けまい。 そこで、 百が、 つまり 位 

負けが してし まった 様子 を不破 氏が 見て取って、 

「中納 言 だから つ て、 そんなに 慄 える こた あね えぞ、 

百 五十石の 中 納言様 だ」 

と 言って 聞かせました。 


「百 五十石で げす か、 位 は中納 言で、 お 高が 百 五十石 

でげ すか、 そんな こた あ ござんすまい、 そり や あ 間違 

い で ござんしょう」 

「間違いで はない、 摂家 筆頭の 近衛 家 だって、 千 石 そ 

こそ こだ」 

「セ ッケ はそう かも 知れません が、 中納言 様が 百 五十 

石なん てえ な 受取れ ねえ、 水 戸 も 中納言 で ，1 /ざんしょ 

う、 三十 五 万 石で げす ぜ、 仙 台 も中納 言で ござんし よ 

う、 六十 四 万 石で げす ぜ、 百 五十石で はお 前さん、 馬 

廻りの ごくお 軽い ところ じ やが あせん か、 そんな はず 

は ございま せんよ、 おからかい なすつ ちゃ 罪で ござん 


すぜ」 

「からかう わけで はない が、 まあ、 そんな こと はどう 

でもい いから、 行って みろ よ、 その トバ へ。 とても 面 

白い 面が 集ま るんだ そうだ、 全国的に な。 全国的に そ 

のトバ へ 面の 変った 鼻つ ぱ しの 強い バ クチ 打ちが 集 

まって、 ずいぶん タン 力 を 切る そうだ。 だから、 行つ 

てみ な、 変った 人相 を 見る だけで もた めになる ぜ。 手 

前 も 甲 州 無宿の が んリ きの 百と やら、 相当 啖呵 の 切れ 

る 男 じ やねえ か、 なにも 中納 言と 聞いて、 聞きお じ を 

する ような 柄で も あるめえ」 

不破 氏に、 こんな ふうに 油 を かけられて、 がんりき 


の 百が また 躍起と なりました。 

「ようがす、 行きます とも、 そう 聞いて 後ろ を 見せた 

日に は、 甲 州 無宿が 廃り まさ あ、 一 本 だけ 不足 だが が 

ん ちゃんの 腕の あると ころ を、 その 洛北岩 倉 村と いう 

ので 見せて やりてえ、 さあ 出かけましょう」 

ここで、 張りき つて 力み 返った の は 現金な ものです。 

「まあ 待て、 今からで は 遅い から、 今晩は 泊って 明日」 

この 時、 もう 日の 暮れ方で、 関守 氏 は 炉辺の 火 を 取つ 

あんどん 

て、 座右の 行燈に 移し 入れました。 


逸る がんりき を 控えさせて 置いて から、 不 破の 関守 

氏 は、 醍醐から 帰った はずの 女王 様の 御機嫌 伺いに と 

本邸の 方へ 伺候し ましたが、 ほどなく わが 庵へ 戻つ 

て 来てから、 改めて 控えの がんりき を 呼び出して、 わ 

が 庵の 炉辺の 向う 際へ 据えつ け、 さて 言 う よ う —— 

「明日 は、 しっかり やってくれ、 がんりき 名代の 腕 を 

まえい くさ 

上方 衆に 見せて やってくれ、 頼む よ。 時に、 その 前 戦 

の 小手調べに、 ひとつ その バ クチと いう やつの 本格 を、 

拙者に 見せて くれまい か。 拙者 通俗の 概念と いう は あ 

るが、 実際の 経験と いう はない、 予行演習 を ひとっこ 


の 場で 見せて もらえん もの かな あ」 

「 合点 で > J ざ ん す —— ず いぶん、 がんりきの 腕の ある 

ところ をお 目に かけやしょう」 

と 言って、 がんりきの 百 は、 いま 一方 だけの 手 を 懐ろ 

の 中に 差し込ん だと 見る と、 ズラリ 引き出した 自前の 

胴 巻、 それ を 逆さに ふると、 一 つの 小箱が 飛び出し ま 

した。 小箱の 大きさ 全長が 一 寸 五分、 幅が 一 寸足らず、 

関守 氏が 拾い上げて 見る と、 「下方 屋」 と 書いて ある。 

が んリ きが 受取って、 バチンと その 小箱 の 合せ 目 を 外 

すと、 コロ がり 出した 賽粒 という ものが 大小 四 個。 大 

小と いうが、 その 犬なる も 三分 立方 はなく、 以下 順次 


四 粒、 中なる と 小なる は それに 準じて、 小豆に 似た よ 

しろもの 

うな 代物まで あります。 

「ィャ に、 ちつ ぼけな 賽 ころ だね え」 

と 関守 氏が 言う。 百 は それ を もとの ように 小箱に 並 ベ 

ながら、 

「これ は 商売人の 懐賽 つて やつで、 躯 出しに は 持て 

ません、 さて 早速ながら 本文に 移ります が、 バ クチと 

いう やつ も、 その 種類 を 数え立て ると 千差万別、 際限 

ちょうはん 

はねえん です が、 まず 丁半、 ちょぼ 一 という やつが バ 

せき 

クチの 方で は 関なん で、 それに つづいて 花札、 めくり、 

穴 一、 コマ ドリ、 オイ チヨ カブ …… そこで、 丁半 を 心 


得て いれば 即ち バ クチ を 心得て る も 同様と いう わけな 

まず もつ- 

んで げす。 先 以て、 物の 数と いう やつ は、 たとえ 千万 

無量の 数が ありましょう とも、 これ を 大別して 丁と 半 

とに わける、 丁で ない 数 は 即ち 半、 半で ない 数 は 即ち 

丁、 世間に 数 は 多し とも、 この 二つの ほかに 種 は ござ 

いません。 これ を 人間に たとえて 申します てえ と、 人 

間の 数 は 天の 星の 数、 地に 砂の 数 ほど 有る にしまして 

からが、 種 を わければ 男と 女、 この 二つに 限った もの 

でげ す。 すなわち 男で ない 人間 は 即ち 女、 すなわち 女 

でなければ 即ち 男、 という わけで 人間の 区別に は、 こ 

の 二色し かご ざん せんよ、 たまに や、 ふたなり なんて 


いうの が あるが、 あれ は 出来 そこない なんで、 本来 は 

有る もの じ や ございません。 ところで 数と いう もの も ■ 

天地の 間に、 丁と 半と この 二つ だけに 限った もので、 

それ を 当てる のが 即ち バ クチの 極意なん で，、 - J ざ い ます 

ねえ」 

がんりきが 講釈 を はじめました。 これ は 驚くべき こ 

とで、 手の 人、 足の 人であった この 野郎 は、 今晩は 口 

の 人に 転向して しまって、 まかり 間違えば、 ここで も 

お喋り 坊主の 株 をね らう 奴が、 やくざの 中から 現われ 

ようと は、 ところがら とはいえ、 ふざけた 野郎と 言わ 

なければ ならぬ。 これ を、 


「ふん、 ふん」 

と 聞いて いるから、 この 手の ふざけた 野郎が、 いよい 

よいい 気になって、 

「さあ、 これ は 数の 取引で ござんす が、 今度 は 物で ご 

ざん すよ、 この 賽っ 粒と いう やつが、 バ クチの 方で は 

かんしょうば くや  つるぎ 

干 将莫耶 の 剣で ござんし てな、 この 賽 粒の 表に 

運否天賦 という 神様が 乗 移り、 その 運否天賦の 呼吸で 

こくびゃく たんてき 

黒白 の 端的が 現われる」 

「大した もの だ！」 

関守 氏が 気合 を 入れた もので、 がんりきが いよいよ 

乗気に なり、 


「ごらんな せえ な、 額面が 六 個あって、 一から 六まで 

星が 打って ある、 一 を ピンと も 言い、 六 を キリと も 申 

しゃす、 さて また この ピンから キリまでに、 天地 四方 

てん  ち  なん  ほく  とう  せい 

を 歌い 込んで、 一天、 地 六、 南 三、 北 四、 東 五、 西 二 

とも 申し やす、 まず この 六つの 数 を、 丁と 半との 二種 

類に 振 分ける こと 前文の 通り、 丁て えの は 丁度と いう 

ことで、 ちょうど 割り きれる 数が とりも 直さず 丁、 割つ 

はんぱ  ビン 

て 割り きれね え 半端の 出る のが 半 —— つま リ 一 は 割り 

きれね えから 半、 二 は割リ きれる から 丁、 三が 半で、 

四が 丁、 五が 半なら ば 六が 丁、 という 段取り なんで、 

おっと 待ったり、 このほかに 五の 数 だけ は ごと 言わず 


にぐ と 申し やす、 五の 目と いう やつで  こうして 置 

いて、 この 賽 ころ を 左の 手に こう 取って、 右に 壺をこ 

う 構える、 手が 足りね えから 恰好が つかねえ、 旦那、 

その 湯 呑 を 一 つお 貸しな すって おくん なさい」 

と 言って がんりき は、 炉辺に 飲み さしの 関守 氏の 九 谷 

の大湯 呑に 眼 をつ けました。 

「よし 来た」 

関守 氏 は 異議なく、 その 茶が す を 湯 こぼしに 捨て、 

がんりきの 前へ 提供して やる と、 がんりきの 百 は、 左 

手に 隠した 四 個の 小賽 を、 左の 耳元で、 巫女が 鈴 を 振 

るよう な 手つきに 溝え たが、 関守 氏 は、 その 構えつ ぷ 


り を 見て 感心し ました。 

十 一 

こいつ、 ロク でもね え 奴 だが、 さすがに その 道で、 

賽を 握らせる と、 その 手つき からして、 もう 堂に入つ 

たもの だ。 

四 粒の 天地 振 分けが、 その 中に 隠れて いるの か、 い 

ない のか、 外 目で 見て はわから ない、 軽い ものです。 

もとより 商売人の 賽粒 のこと だから、 軽少 を 極めて 出 

来た ものに は 相違ない が、 それにしても 軽 過ぎる ほど 


軽い、 その 手つきの あざやか さに、 関守 氏が ある 意味 

で 見惚れの 価値が 充分 ありました。 

そこで、 耳元で 振 立てる と、 はっと 呼吸が 一 つ あつ 

て、 振 一 振、 左の 小手が 動いた かと 見える と、 天地 振 

分け を四箇 まで 隠した 五本 (？) の 指が パッと 開き ま 

した。 その 瞬間、 四 粒の 天地 は、 早く も 五倫の 宇宙 か 

こちゅう 

ら、 壺 中の 天地に 移動して いる。 つまり、 はっとい う 

間に 四つの 小粒が、 今し 関守 氏から 借り受けた 湯 呑の 

中へ 整然として 落着いて いるので す。 これ また その 手 

つきの あざやか さに、 またも 関守 氏の 舌 を 捲 かせ、 

「うまい もんだ」 


と 言って、 思わず 感歎す ると、 がんりき は、 こんな こ 

と は 小手調べ の前芸 だよ と 言わぬ ばかりの 面 をして、 

「本来 は、 この 壺皿 を 左の 手に もって、 右で 振 込む や 

つ をこう 受取 るんで げすが、 手が 足りね えもんで すか 

おきつ ぼ 

ら、 置壺で 間に合せの、 まずこう いった もので、 パッ 

と 投げ込む、 その 時お そし、 こい つ を その 手で こう 持つ 

て、 盆ゴ ザの 上へ カッパと 伏せ るんで げす、 眼に 見え 

ちゃ だめです ね、 電光石火て やつで やらな くち やい け 

ません」 

左で 為す こと を 右で やり、 右で 行う こと を、 また 引 

抜きで 左 をつ かって やる の だが、 一本の 手 を あざやか 


に 二 本に 使い分けて 見せる 芸当に、 関守 氏が 引き つづ 

き 感心しながら、 膝 を 組み 直し、 

「まあ、 委細 順序 を 立てて やって みてくれ 給え、 ズブ 

の 初手 を 教育す るつ もりで、 初手の 初手から ひとつ I 

I いま 言った その 盆ゴ ザと いうの は、 い つたい どんな 

ゴ ザなん だ、 バ クチ 打ち 特有の ゴ ザが 別製に 編まして 

あるの か、 いや、 まだ その さきに、 この 場で は 湯 呑が 

代用の その 本格の 壺 という やつの 説明 も 願いたい」 

「壺 でげ すか、 壺は、 かんぜん よりで こしらえた、 さ 

し 渡し 三寸ば かりのお 椀と 思えば 間違い ございません、 

がんび  こより 

罹 皮 を 細く 切って それ を紙撚 にこ しらえ、 それで キセ 


ル の 筒 を 編む と同じように 編み上げた 品 を 本格と 致し 

やす、 それから 盆ゴ ザと 申し やしても、 特別 別製に 編 

ました ゴ ザが ある わけで は) J ざいません、 世間 並 み の 

ゴザ、 花ゴ ザで もなんでも かまいませんよ、 それ を 

賭場へ 敷き 込んで、 その 両側へ 丁 方と 半 方が 並びます、 

そうすると 壺 振が、 そのまん なか どころ へ 南向きに 坐 

り 込む のが 作法で ござん さあ」 

「まあ、 待ち 給え、 いちいち 実物に よって …… 時節柄 

だから 代用品で 間に合わせる として、 ここに ゴ ザが あ 

る」 

と 言って 関守 氏 は、 つと 立って、 なげし の 上から 捲き 


込んだ 一枚の ゴザを 取り出して、 それ をがん りきの 前 

で 展開し ました。 

「結構に ござんす、 それじゃ あ ひとつ、 盆 ゴザを 張つ 

て、 本式に 稽古 をつ けて ごらんに 入れ やしよう、 いい 

で ござんす か」 

「相手に 取って 不足で は あるが、 拙者が 君の 向う を 張 

るから、 本式に、 稽古と 思わず 勝負の つもりで、 一 つ 

やって みてくれ 給え、 つまり、 君が 丁 方と なり、 拙者 

が 半 方と なる、 では、 君が 半 方 を 張り、 拙者が 丁と 張 

るから、 一番、 委細のと ころ を 見せても らいたい」 

「ようがす、 そのつ もりで、 手 ほどきから 御 教授 を 致 


しましょう」 

と 言って、 がんりき は、 座 を 立ち上る と、 盆ゴ ザの 中 

央の ところへ、 前に 言った 通り 南向きに ど つ かと 坐り 

込みました。 

十二 

盆ゴ ザの 中央へ 坐り込んだ 途端に、 がんりきの 百が、 

無け なしの 片腕 を 内懐ろ へ 逆にく ぐらせ たと 見る と、 

すそ 

パッと 片肌 をぬ いでし まい、 それと 同時に 着物の 裾 を 

ひん まくった 源氏 店、 つまり これが 俗にい う 尻 をヒン 


マ クる形 だと 関守 氏が、 見て取りました。 今時 は 芝居 

でよ く 見る 形、 悪党が かけ 合い をす る 時の 常 作法、 尻 

を マ クルと いう やり方 を 舞台で は 見る が、 本場 はこれ 

が はじめて、 下品 極まる 伝統的 作法で は あるが、 下品 

のうちに も 作法 は 作法、 こうした もの かと 見て いると ■ 

「まず 壺 振りの 芸当 始ま リ —— こうして 諸肌ぬ ぎの、 

本式 は 諸肌なん です が、 ここ は 片肌で 御免 を 蒙り や 

すよ、 こう 尻をヒ ンマク る、 これ 壺 振りの 作法で ござ 

ん して、 つまり、 こり や 野郎の みえです るん じ や ござ 

いません、 さあ、 この 通り 潔白、 頭の てっぺんから、 

毛脛の 穴まで 見通して おくん なせえ、 ィ カサマ、 イン 


チキは 卯の 毛 ほど も ござい やせん、 という、 潔白 を 証 

拠 立てる ャク ザの 作法の 一 つなんで さあ —— 」 

と 説明 を 加えた ことによって、 関守 氏が また 改めて 覚 

りました。 

大肌 ぬぎに なったり、 尻をヒ ンマク つたり する こと 

を、 この やからの みえで あり、 強がりの 表示で あると 

のみ 見て いるの は 誤りで、 なるほど、 頭の てっぺん か 

ら 毛脛の 穴まで 見通して くれと いう、 潔白 表明の 作法 

から 来て いるの かな、 一挙一動 でも、 その 出 所に は 名 

分が 存 する もの だと 感じた ものです。 

そこで、 がんりきの 百 は、 代用品 拝借の 湯 呑 を 取つ 


て、 それに 紙 を 敷き、 最初の 形式で 置 壷に 構え、 これ 

も 最初の 形で 左の 掌で 軽 小に 一 振り、 眼に も 留まらぬ 

天地 振 分け、 賽は カラ リと 壷に 落ちた か 落ちない か、 

その 瞬間、 左の 手 は 早く も壺の 縁に 飛んで、 壷 は 天地 

返し —— カッパと 盆の 上へ 伏せられた ものです。 

「さあ、 旦那、 お張りな せえ、 丁 方な りと、 半 方な り 

と、 気の 向いた 方 をお 張りな せえ」 

「よし、 丁と 張った」 

「勝負！」 

と 言った がんりきの 百 は、 その 壺皿 を 引 起こす と、 関 

守 氏の 眼で 四つの 小粒が 行儀よ く 並んで いる だけ。 


「さあ、 持って おいで」 

と 言って がんりき は、 その 粒 を 消して みました。 

賽を 見せられた だけで、 どっちが 勝った か 負けた か 

わからない。 つまり 場面に は 丁と 出た のか、 半と 出た 

のか、 けじめが つかない うちに 賽を 消され、 眩惑され 

た 関守 氏が、 

「いったい、 どっちが 勝つ たんだ」 

しとろ-つ とし つ 

「はは、 そり や 素人 衆に やわから ねえ、 今の は 丁と 

出たん でげ すが、 四つ じゃあお わかりになります まい、 

一 一 つ で 真剣に やりましょう」 

と 言って、 小粒 を 握った 手 を 耳 もとへ 軽く あてがった 


形で、 がんりきが 言いました、 

くろ-つと  しろうと 

「四 粒で やるな あ、 玄人に 限った もんで、 素人に は 見 

わけが つきません、 二つで やりましょう、 二つで …… 

一 J くす ろもうと いうと - J ろで 伝授 しょうじゃ) J ざ いま 

せんか。 伝授に してから が、 素手 じゃあ 息が 合い ませ 

ん から、 何ぞ 賭け やしよう、 コ マ を 売り やすから、 張つ 

て ごらんなさい」 

「コ マと いうの は 何 だ」 

「コ マ 札と いう やつが あって、 貸 元から それ を 買って 

じょうほう 

張る のが 定法なん でげ すが、 そういう こと はこの 場 

では 行われません から、 まあ、 よう ござんす、 何ぞぉ 


かけなさい」 

「よし、 何ぞ 無い かな」 

と 言って 関守 氏 は —— あたり を 見廻す 途端に 裏 小屋で、 

烈しく 吠え 出した の は、 例の 電光石火の デン 公に 相違 

ない。 

十三 

犬の 吠える 声 を 聞いて、 人の 近づく こと を 知り、 そ 

の 人もう ろん な 人で はない、 犬 係 を 志願した 米 友が、 

犬小屋の 前 を 通過した ことによって、 犬が 挨拶 をした 


に過ぎない という こと を 関守 氏が 知る と、 まもなく、 

ガタピ シと裏 戸 を 開いて、 来 友が そこへ 現われました。 

「ど つ こいしよ」 

と 言って 入り込む と 同時に、 肩に かけた 何 か 特別に 重 

おろ 

味の ある 一個の 袋 を、 土間の 俵の 上へ、 ずしん と 卸し 

てし まいます。 

「何 だい、 めつぼう 重そう な もの を かついで 来たね、 

ナンキンまい 

南京米 じゃある まいな」 

と 関守 氏が ききます と、 

「持って来 るに は 持って来 たが、 置 場所に 困って るん 

だ、 お前さん、 こいつ を 預かって くんな」 


「何 だよ、 いったい、 品物 は。 南京米で なけり や、 じ や 

力 レち 力」 

「そんな あ、 不景気な もんじ やねえん だぜ」 

と 米 友が、 汗 を 拭き 加減に、 今 そこへ 取 卸した 至極 重 

みの かかる 袋 を、 伏目に 見ながら の 応対です。 

「何だか、 中身 を 名乗りな よ」 

「当てて みな」 

と、 来 友と して は 変に 気 を 持たせる ような 返答ぶ りで 

した けれど、 ヮザ と言うの でない こと は、 すぐに 自問 

自 答で 底 を 割って しまった ことで わかる のです。 

「銭 だよ、 こん 中に、 銭が いつべ え 詰って るんだ ぜ」 


「そいつ あ 驚いた」 

と、 関守 氏と、 がんりきと、 二人が 思わず 音 を 上げ ま 

した。 

代用食 類似の 不景気な 品で はなく、 銭と あってみ る 

と、 たとえ 鶴に してから が、 天下 御免のお 宝で ある。 

それ を 質の 如何に かかわらず、 ともかく、 袋に いっぱ 

い 包んで、 小柄の くせに 怪力 を 持つ この 野郎が、 汗 を 

拭き 拭き か つぎ 込む という その 重量 は 大した もので、 

「お気の毒」 ( 一 厘 銭の 異名) にして からが 莫大の 実 価 

である。 それ を 人 もあろう に、 銭金に は あんまり 縁の 

遠 かりそう な 男が、 不意に かつぎ 込んで 来たので すか 


ら、 大黒 童子が 戸惑い をして 来たよう な ものです。 

あっけ 

二人が 呆気に 取られて いる 間に、 来 友 は 素早く、 何 

故に 自分が 重たい 思い をして、 この 袋 を ここへ 荷い 

きた 

来った かとい うことの 因縁 を、 手 短 かに 物語りました。 

それによ ると、 今日、 この 男 は、 暴 女王のお ともを 

して 醍醐へ 赴いた が、 その 三宝 院の 門前で、 他の 二 体 

がお 庭 拝見 をして いる 間 を 待合 わせて いる 時に、 変な 

奴が 来て、 この おれ を 見かけて、 袋 を かついで 洛北岩 

倉 村へ 行けと 言う。 いい 銭になる から 行けと 言う。 い 

い 銭に なろうと なるまい と、 こっち はこつ ちの 果 すべ 

き 職務が ある、 人 は 同時に 二人の 主に 仕える わけに は 


いかない、 それ をい くら 説いて 聞かせても、 このけ つ 

たいな 野郎が、 強引にお いら を 誘惑す る。 それ を 虫 を 

こらえて あしらつ ている うちに、 観修 寺の 方から 役 向 

と覚 しい 二三の 両刀が やって来 ると、 何 を うろたえた 

か、 このけ つたいな 野郎が、 この 金袋 をお いらに 抛り 

つけて 一 目 散に 逃げて しまった。 役人 は 素通り をした 

が、 その 野郎 はかえ つて 来ない。 いつまで 経っても 取 

戻しに 来ない。 

そこで、 来 友 はさん ざん 考えさせられ たが、 本来 は、 

なにも 少しも 考える こと はない、 手 取 早い話が、 交番 

へ 届ければ いいので ある。 交番が その 辺に まだ 設けら 


れ てなければ、 しかるべき 役 向へ、 土地の人 を 介して 

届けても らい さえ すれば、 事 は 簡単 明瞭に 済む の だが、 

今日、 米 友の 場合、 それが なかなか 簡単 明瞭に は 済ま 

ない。 盗んだ 物と すれば 盗んだ 奴に 罪 は あるが、 拾つ 

た 者に 罪が ある はずがない。 拾って、 しかして これ を 

隠せば 当然 罪になる。 拾って そうして 我が物と すれば、 

これ は 猫 婆と いう ものであって、 泥棒に 準じた 罪に 置 

かれる こと は 来 友 もよ く 知っている。 

ただ、 来 友の 場合、 困る の は、 拾い主に は 拾い主と 

しての 義務が ある、 責任 も あると いう その 心配な ので、 

まず 第一に、 自分の 住所氏名から 訊され る、 これが 苦 


手で ある こと。 領分 は 変り、 国境， -は 違って いるの だ 

い きざ ら 

けれども、 いったん 生 梟し にまで かけられた 自分の 

ふるきず  き 

古 瑕が、 不必要な ところで あばかれた 日に は 気が 利か 

ねえ やな。 

いや だな あ！ そこで、 米 友 は 一気に あきらめ てし 

まって、 その 金袋 を、 通行人の 隙 をう かがって、 三宝 

院の 境内の 藪の 中へ 投げ込んで しまった のです。 

そうして 置いて いるう ちに、 暴 女王と 女親 方 〔# 「親 

方」 は 底本で は 「親分 匕 の 方の 宝物 拝観 も、 御 庭 拝観 も 

済んで、 また 三位一体 となって、 この 光仙 林へ 立 戻つ 

て 来たに は 来たが、 またも、 あの 金袋で 苦労す る。 金 


で 苦労す るの は、 大抵の 場合 は、 金の 欠乏で 苦労す る 

という ことになるが、 米 友の 場合 は、 金が あり 過ぎて 

苦労 をす る。 ああして 置けば 早晩、 誰か 発見す る、 発 

見され た 日のお 取調べと いう 段になる と、 結局 は、 探 

りさぐ つて、 このお いらが 呼出しと いう ことにな つて 

みると、 どうで も 事が うるさい よ。 

ちえ ッ！ いくたび 地 団太を 踏んだ ことであろう。 

ここへ 戻った ものの、 今の さきまで そのこと を 苦心し 

て 落着かなかった のです が、 とうとう 思いき つた 決断 

として は、 とにかく、 ここまで 持って 帰って、 不 破の 

旦那に 相談 をして、 その 知恵 を 借りる に 越した こと は 


f. 广、 o 

な レ 

そう 思って、 夜中に、 またまた 醍醐まで、 びっこ 足 

を 引きずり 引きずり 立 戻って、 藪の 中 を さがして みる 

と、 まだ ある ある、 いい 気持です やすや 眠って いるよ 

うな 形で、 袋が 藪の 中に 横たわつ ている。 そいつ を、 

御 丁寧に 抱き起した 来 友 は、 重い やつ を、 えつち らおつ 

ちらと ここまで かつぎ 込んで、 この 始末です。 

「そういう わけ だから、 こいつ は、 おいらの 金 じゃあ 

ねえ、 洛 北の 岩 倉 村と いうのへ やる のが 筋道 だ」 

「洛北 岩 倉 村」 

「うん、 そこで 賭場のお 開帳が ある、 そいつの 貸 元へ 


納める 金ら しい ぜ」 

「そいつ は、 いよいよ 運否天賦の めぐり 合せ だ」 

とがん りきの 百 も、 頭での の 字 を 書いて、 横目に 金袋 

を 睨んで、 口に はよ だれと いう 体 は、 全く 以て 授かり 

物 、渡りに 舟と 言おう か、 一方の 旦那 は、 嗾 けて 資本 

を 貸して 洛北岩 倉 村の 賭場へ 推し やろうと する のに、 

一方の 野郎 は、 場 銭 を 一 袋 かつぎ 込んで、 おれに 使え 

と 言わぬ ばっかり だ。 人間、 運の いい 時 はいい もので、 

ねぎ 

鴨が 葱 を 背負って、 伊丹 樽 をく わえ 込んだ ような もの 

だ。 

このところ、 がんりき、 すっかり 有卦に 入って、 天 


下の 福の 神に 見込まれた、 この 分 じ や 明日の 合戦 も 百 

戦 百 勝 疑いな しと、 むやみに 勇み立ちました。 

十四 

米 友 は、 金の 袋 を 置き っぱなし にして、 そのまま 出 

て 行って しまう。 

その あと を、 関守 氏 は 引き つづいて、 がんりきから 

バ クチ 術の 実地 教授 を 受けて、 丁半、 ちょぼ 一 の 何物 

なる か を、 ほぼ 了解し ました。 その 間に も、 がんりき 

さ い さ さ 

の 百 はしき りに 勇み をな して、 明日の 合戦 幸 先よ し、 


上方で は 初陣、 ここでがん りきの 腕 を 見せて、 甲 州 無 

宿の 腕 は、 片一方で さえこん な もの、 というと ころ を 

贅 六に 見せて やる。 

そういう 心 勇みで、 しきりに 浮き立って いたが、 い 

いか げんに バ クチの コ— チも 切上げて、 はなれた 控間 

で 一 睡を 催す と、 その 翌朝、 早く も 宇治山 田の 米 友と 

連れ立って、 洛北岩 倉 村へ と 遠征に 出で立ちました。 

この場合、 何のた めに 来 友が 同行す るかと いうに、 

それ は 言わず と 知れた 金の 袋の 運搬 用の ためで ありま 

す。 あえてがん りきの 百の 随行と いう わけで はない。 

本来、 来 友と して は、 こんない け 好かない 野郎との 


同行 を 好まない のです。 

そんだいき よごう 

暴 女王お 銀 様の 尊大 倨傲 は 快し としない 点 も あるが、 

ドコか 意気の 合う ところ も あるし、 なんにしても、 女 

王と 立てて あると ころに 寄留 をして いれば、 主人で な 

いまでも、 家主で あるから、 これに 服従、 と 言わない 

まで も、 頼まれれば ィャと は 言えない、 行って やる と 

いう 気分に もなる。 女 軽業のお 角に 就いては どうした 

もの か、 ほとんど 唯一と 言って よい ほどに 来 友の 苦手 

で、 天下に この 女にば かり は 頭が 上らない。 頭が 上ら 

ない 弱味 はない の だが、 それに 押されて、 この 女に 臨 

まれる と 身が 竦む というの は、 全く がらに ない ことで、 


米 友 自身に もナゼ だか わからない。 駒 井能 登 守に 対し 

て さえ ポンポン 啖呵の 切れる 来 友が、 お 角さん の 一 喝 

を 食う と 縮み 上って しまう。 お 角さん に は、 友 公、 友 

公と 言って 叱り飛ばされる けれども、 道 庵 先生で さえ 

が、 友さん、 友さん と 立てなければ 用 を 弁じない こと 

ぎよ 

が 多い のに、 お 角さん ばかりに は 無条件で 御せられ る。 

それほどの 来 友 だから、 がんりきの 野郎 を 好まない の 

は 勿論です。 こんな、 いけ 好かない 野郎のお ともな ど 

は 以ての外、 同行 を さえ 嫌って いるの だが、 今日は こ 

の、 いけ 好かない 野郎に 同行す るので はない、 この 金 

袋と 同行す るの だ。 性の いい 金 か、 悪い 金 か、 それ は 


知らないが、 この 金の 行き どころ は 洛北岩 倉 村に ある 

ので、 山 科 光仙 林に 置くべき もので はない、 在るべき 

ところへ 在らし める ように 働く の はおよ そ 人生の 義務 

であると いう 建前から、 いけ 好かない 野郎と 同行の 不 

快 を 忍んで、 金 かつぎの 役目に 廻った 次第です。 

ですから、 途中、 一 言 も 利きません。 いけ 好かない 

野郎が、 しきりにお てんたら を 言って 御機嫌 を 取ろう 

そつけ 

とする の を、 うるさい とば かリ 素気なく、 一  言 も 口 を 

利いて やらない のであります。 

いけ 好かない 野郎に しても また、 この グロテスクの 

気象 を 先刻 御 承知 だから、 できるだけ その 御機嫌 を 取 


結んで、 いけ 好く ようにし ようとつ とめる の だが、 さ つ 

ぱリ 利き目が ありません。 

「兄さん、 団子 を 買った が 食わね え か、 それともお 

饅頭 の 方が よけり あ、 お 饅頭に しな」 

と 言って、 日 岡の 峠 茶屋で 甘い 物 を 振舞おう としたが、 

米 友 は 根っから 受けつ けません。 

「食いた かねえ よ、 おいら は 食いた けり や 自分の 銭 を 

出して 食うよ、 お前に 買つ て もらつ て 食う せき はねえ」 

と、 この 時に 来 友が はじめて 応答した ぐらいの もので 

す。 かく 応答す るかと 見る と、 自分 は 汚ない 巾着 を 

出して、 手早く 鳥目 を 幾つか 並べる と共に、 茶屋の 大 


福 餅 を 鷲 握み にして、 むしゃむしゃと 頰 張りました。 

そういう わけで、 がんりき も あきらめ たのです。 こ 

いつは 買収 もで きないし、 懐柔 も 利かない。 触らぬ 神 

に 祟り 無し だと、 神様 扱いに して 道のり を 進め、 粟田 

口から 三 条橋は 渡らず、 一 一条 新地 を ずんずん 北に 取つ 

て、 八瀬大 原の 方へ と 急ぎます。 

十五 

ほどなく、 洛北岩 倉 村に 着き は 着いた が、 さて 賭場 

の 在所が わからない。 


トバ はドコ だ、 トバ はドコ だと 聞いて 廻る わけに は 

ゆきません。 な あに、 広く も あらぬ 山 ふところの 岩 倉 

村 だ、 やがて 喚ぎ つけて みせる と、 がんりき はがんり 

きの 意地で、 里人に 物 をたず ねようと もせず、 そこ こ 

こと 嗅ぎ 廻った が、 相当 この 道に 鋭敏な はずの がん リ 

きの 鼻が 利かな いのは 不思議な ほどです。 

少々 たずね あぐんだ 時に、 ふと 小ぎ れいな 垣根越し 

に 見る と、 庭に うずくまって 植木い じり をして いる 一 

人の 老人 を 見かけました。 

「モシ、 お爺さん、 ちょっと 物 をたず ねた いんです が 

ね」 


と、 がんりきが 猫撫 声で 問い かける と、 垣根越しに、 

「何 だ！」 

と 言って、 頭 を 上げた 途端に こちら を 睨んだ 眼つ きに、 

が んリ きが 思わず 慄ぇ 上りました。 

「これ は 飛んだ 失礼 II 」 

と、 やみくもに 頭 を 下げた の は、 お爺さんなん ぞと呼 

びかけ てみ たが、 これ はま だお 爺さんと いうべき ほど 

の 年で はない、 四十 歳の 前後で しょうが、 その 人相が、 

今まで 見た ことのない ほどの 異相 を 備えて いると いう 

ことが、 がんりき を おびえさせ たので、 つまり 威光に 

打 たれた というよ うな 気合 負けな のでした。 見て みる 


はず 

と、 色が 黒くて 頭が 人並 外れて 大きい、 そうして、 そ 

の 頭の 結い 方 を 見る と、 武家に も 町人に も 見られない 

形。 そうかといって、 お 公卿さん のよう でも ぁリ、 

げんぞく 

還俗した 出家の ようで も あり、 どうに もちよつ と 判断 

のつ けよう がない 人柄です が、 その 眼光の 鋭い こと、 

人品に おのずから 人 を 圧する 威力と いうよう な ものが 

あって、 がんりきの 野郎な ど は 一 睨みで、 危うく ケシ 

飛んで しまい そうな ところ を 危なく 食いと めた が、 食 

いとめて みると、 「おどかし やがん ない、 やい」 といつ 

たような 反動で、 こいつに ひとつ、 しっこく 物 をたず 

ね 返して やろうと いう 気にな つ たと ころが、 がんりき 


の 意地です。 そこで、 

「ええ、 少々 もの をお たずね 致した いんで ございます 

が、 この辺に 中納言 様のお 屋敷て えの がご ざいやし よ 

うかね え」 

やしき 

「中納 言の 邸、 知らん」 

「その 中納言 様に は 用が ある わけ じ や ございません、 

中納 言のお 邸で、 何 かお 慰みが 行われる そうで ござん 

すが、 それ を ひと つ 御 案内 を 願いたい もので ござんす」 

たくま 

と 猫 撫声を 逞しう したが、 今度 は 手 ごた えが ありま 

せん。 手 ごた えの 無 いのは 軽蔑して やが るんだ、 癩 

なおや じめ と、 がんりき はや や かさにかかって、 


「早い話が、 そのお 邸の 中 をお 借り 申して、 関東 関西 

の あんまりお 固く ねえ 兄いた ちが 集まって、 お慰み を 

やろうて えんで ございま すが、 なんとお 心 当り は ござ 

レ ま すま レ 力」 

「  」 

やっぱり、 手 ごた えが 無い。 そこで、 がんりきが 意 

地に な つ てな おも 畳み かけて、 

「ええ、 手 取 早く 申し上げ ちまえば、 つまり その 賭場 

が 開け るんだ そうで、 そういう 噂 を、 道中で ふと 承つ 

たから、 三下 冥利に お尋ねし たような わけなんで、 噂 

に 聞く と 大した もので、 なんでも 北 は会津 から、 東 は 


は て 

水 戸、 南は薩 摩の 涯 から、 赤間ケ 関の 親分まで が、 ズ 

ラリと 面 を 並べる 凄えん だそう です が、 来て 見る と、 

見る と 聞く と は 大きな 違い、 ドコに そんな 大 親分が い 

らっしゃ るか、 ドコに 天下分け目の トバが 御開 帳に 

なって いるか、 てんで 烟も 見え やしません。 もしゃ 

この 山の 上 か、 谷の 底 か、 そんなと ころに 本陣が 据え 

てお 有りに な るん じあ ございま せんか。 土地のお 方に 

伺えば わかる と 存じまして、 おたずね 申し上げ るんで 

ございま すが、 そんなよ うな 気分の 場所 は、 この 近辺 

にご ざいません かな あ」 

がんりきが、 こう 言って ィャに 含み声 を 鼻に かけた 


が、 相手 は 全然 取合わない。 

「外で 何 ぞ物を 言う 奴が いる、 追い返せ」 

と、 奥に 向って 人に 命ずる 気色です から、 がんりきが 

テレ もし、 狼狽 もし、 こいつ はお 歯に 合わない と、 そ 

のま ま、 ほうほうの 体で その 垣根 を 立ちの いて、 次へ 

と 移りました。 

こうして、 広く も あらぬ 岩 倉 村 を、 がんりきと 米 友 

と は、 次から 次へ とおとの うて 歩きました けれども、 

中納 言のお 邸と いうの は、 見当り もせず、 聞き 当ても 

せず、 まして 丁々 発 止の トバの 気分な ど は、 この 男自 

慢の 鋭敏な 鼻 を 以てしても 喚ぎ つける ことができず、 


結局、 うろうろして 再び 舞い戻って 来たの は、 さい ぜ 

んの 垣根越し、 あの 癩に さわる、 威光の ある 親爺から 

追 払われた、 その 垣根から 屋敷の 周囲 をめ ぐって 見る 

と、 とにかく、 村 中き つて これ だけの 構えの 家 はない。 

なにも 驚く ほどの 宏 でも壮 でもない けれども、 作りに 

奥行が あって、 なに か 物々 しい 屋敷と いえば、 これ ほ 

どの もの は ほかにない。 

という こと を、 がんりきが 再吟味 をして みると、 は 

て、 ことによると、 今の あの 色の 黒い、 頭ので つかい、 

眼の 光る おやじが、 あれが 中納言 かも 知れない。 

してみ ると、 たずねる 山 は、 このお 屋敷 かな、 その 


気になって 見る と、 どうやら 少々 臭い ぞ、 だが —— こ 

こ は 大トバ の 開かれる キボ でね えと、 がんりきの 鼻 は 

直ちに 否定して かかった けれども、 それでも 念のため 

と、 今度 は ひとつ、 表門から 正式 は 憚 りが あると して、 

裏門の 方から こっそり 探り を 入れて みょうじ やない か。 

その 気取りで、 がんりき は 垣根 をグ ルリと 一 めぐ リ、 

裏門の 方へ 向った が、 どうも、 ややと もす ると 胸が ド 

キ ついて ならない。 敵 を 見て、 人見知り をす るよう な 

兄さんと は 兄さんが 違う と、 自分で 力んで いるの だが、 

なんだか 胸が ドキ つくと いうの は、 考えて みると 結局、 

あの 今の 頭ので つかい、 色の 黒い、 眼つ きの 怖ろ しく 


光る、 あのお やじの 眼つ き、 面つ きが、 変に 頭に 残つ 

てなら ない。 

どうも、 あのお やじ は 只 物で ねえ、 人に よって 威光 

という やつ は あるが、 一眼で あんなに 睨みの 利く 奴に 

でくわした ことが ねえ、 どうも あれが 魔 をな すんだ な。 

あの 眼で、 「何 だ！」 と 言って、 一 睨みされ た 時から、 

おこり を わずらった。 なんだか、 この 屋敷 は 怖い よ、 

見たところ、 下屋敷で べつだん 用心の 構え も 厳しい と 

いう わけ じゃあね えが、 ちっとば かり 犯し難い な、 犯 

し 難え 気がする よ。 

こいつ は 一番、 不 破さん にから かわれた かな。 関守 


先生、 あれで なかなか 業師 だから、 何 か 所存あって、 

がんりきめ を囵に 使いたい ために、 わざわざ こんな 

ところへ 反間の 手 を 食った かな。 だが、 タカの 知れた 

この ャクザ 野郎 を、 かついで みたところで はじまらね 

え 話さ。 よしんば、 かつがれた ところで おれ はいいが、 

この 同行の 兄さんに 気の毒 だ。 昨日から 重い 荷物 を か 

つぎ 通し、 これが 自分の ものになる じ やなし、 あっち 

へ かつぎ、 こっちへ かつぎ、 いいかげん 御苦労 さま I 

I という 気持で、 思わず 来 友 を 見返った が、 その 途端、 

それ それ、 この 金袋が 物 を 言う よ、 不 破さん が おっしゃ 

る だけ じ やねえ、 この 金袋が 物 を 言う、 こいつ も洛北 


岩 倉 村 を 目に かけて 来たお 金 だ、 すいきょうで 大金 を 

餅に つく 奴 も あるめえ じ やねえ か、 事 は 正 真い つわり 

無し。 

金の 袋 を 見て また 巻 直しと いう 心で、 この 屋敷の 裏 

手へ 廻った が、 やっぱり 何とな しに ドキ つく。 水 を 汲 

んで いる 姉さんに、 そっと 物 をたず ねて —— 

「姉 や、 この 屋敷 はいった い、 どなたのお 屋敷なん だ 

H」 

そうすると、 大原 女が 答えて 言う に は、 

いわくら さんみ  やしき 

「岩 倉 三位さん のお 邸 どす え」 

「岩 倉 三 位 —— 中納言 様と は 違います かねえ」 


がんりきの 百に は、 三位と 中納 言の さかが わからな 

い。 中納 言に も、 百 五十石から 六十 四 万 石まで あるの 

だから、 たいがい 戸惑いして いると ころへ、 三位と き 

た 日に はまた わから なくなった。 

そこで、 がんりきの 百が、 狐に つままれ たような 面 

をして、 岩 倉 三位の 門前 を、 振 返り、 振 返りながら 退 

却に 及ぶ と、 それと 行 当り ばったりに、 一 つの 団隊と 

衝突し ました。 衝突と いう わけで はない が、 危なく 

すれちが 

摺 違って、 見る と、 これ は 穏やか ならぬ 同勢で ありま 

そび 

した。 都合 十 人 も 一 隊を なして、 いずれも 肩を聳 やか 

みなぎ 

し、 一種 当るべからざる 殺気 を 漲らして、 粛々 と 練つ 


て 来たので あります が、 その 風体 を 見る と、 今の 流行 

の 壮士 風、 大刀 を 横たえた のが 数名、 それに 随従す る 

無頼漢 風の が 数名。 先頭に 立った 一 人が、 恭 しく 三 

宝 を 目八分に 捧げて、 三宝の 上に は 何物 を か 載せて、 

その上 を 黄色の ふくさと 覚 しいので 蔽 している。 

がんりきの 百が 危なく 体 を かわ す 途端 に 、 

「コレ コレ、 岩 倉 三位の 屋敷 はドコ だ」 

それが、 あんまり 粗暴で 横柄な たずね 方です から、 

がんりきの 百 もい い 気持が しない。 顎 を 突き出して、 

唇 を 反らして、 たったいま 新 知識の 岩 倉 邸の 門 を、 つ 

まり 顎で 指図して 教えて やる と、 先方 は、 ちょっと 妙 


な 面 をした が、 相手に せず、 すぐさま 立て直って、 が 

ん りきに 顎で 教えられた 通り、 門 をめ ざして 粛々 と 繰 

込んで 行きます。 

がんりき は、 御大 相な 奴等 だ、 いったい 何 を かつぎ 

込む のかと、 一行の 後ろ 影 を 見送って いました が、 はつ 

と 気の ついた こと は、 そうだ、 そうだ、 うつかり 釣り 

込まれて、 本職 を 忘れて いたわい。 

こっち は、 中納言 様、 中納言 様と 下手にば つかり 出 

て 来たが、 あいつら は、 岩 倉 三位、 岩 倉 三位と、 大き 

そうに 出 やが つて 練 込んで 行く が、 結局、 帰す ると こ 

ろ は 一 つで、 東西き つての 大 賭場が 開ける という その 


ふちょう 

貸 元 をたず ねて 行く 奴なん だ。 こっちの 符牒が 間違つ 

ている から、 グレ 通し だが、 おいらと 同じ 目的の ため、 

ああして 乗 込んだ に ちげ えね え。 こいつ あ、 うつかり 

口 を あいて 見て いるば つかりの 場合で ね えぞ。 あの 尻 

尾 をつ かまえて やれと、 百 は 早く も そこ を 合点した も 

のです から、 忙 がわし く 来 友に 向って、 

「兄さん、 おいらが、 きっと 突 留めて 来る からお 前、 

そこん とこで ひとつ 待って て くんな、 首尾が よければ、 

あの 門の 前で 手 を 挙げる から、 この 手が 挙がったら、 

お前、 物言わず 門の 方へ やって来て くんな」 

こう 言って、 米 友 を 小 蔭に 休らわせて 置いて、 自分 


は 抜からぬ 面で、 いま 顎で 教えて やった 一行の 後 を 

くっついて、 再び 岩 倉 三位の 邸 前まで 取って かえした 

ものです。 

十六 

ようす  うかが 

そうして、 動静い かにと 窺 つてい ると、 この 物々 し 

い 一 行 は、 玄関へ かかる と、 恭しく、 先手が 承って 捧 

げた 三宝 を 式台に 置き、 おごそかに その 錦の 覆い を 

払って、 それから、 一同 はこれ より 三 歩 さがって、 土 

下座 をき りました。 


「岩 倉 三位 殿に 献上！」 

「岩 倉 三位 殿に 献上！」 

こう 言つ て、 土下座 をき つ て 跪 まった 一 同が、 異ロ 

同音に 呼ば わった かと 思う と、 そのまま 突立ち 上り、 

きびす 

踵 を 返して、 さっさと もと 来し 門外へ 取って返す も 

のです から、 ここで も、 がんりきの 百が、 すっかり 拍 

子 抜けが してし まいました。 

これ は、 てつきり、 こち とらと 目的 を 同じう した 東 

なか ぼ- < 

西のお 歴々、 壺振、 中 盆、 用心棒、 の 一隊と 見て取つ 

て、 直ちに 諒解が あって、 玄関へ 通される か、 裏手へ 

廻され るか、 こっちの 方 も それに 準じて と、 固 唾 を 呑 


んで いると、 案に相違して、 かくの 如く、 献上 物を捧 

げ っぱなし にした ままで、 さっさと もと 来た 道へ 帰つ 

てし まう。 賭場の 仁義に こんな こと はない。 

そもそも、 献上 物なら ば 献上 物の ように、 捧げる 方 

ばっかりの 片 仁義と いうの はなく、 受ける 方に も 相当 

の 応接がなければ ならない のに、 置き っぱなしの 献上 

物と いうの が、 どだい 礼儀に 叶わね え、 いってえ、 何 

を 献上に 来 やが つたの かと、 がんりきの 百が、 二つの 

眼 を 使い わけて、 その 玄関の 式台に 置 据えられた 三宝 

の 上 の 錦の ふくさと 覚し いの を 払 つ た 献上 物と いう や 

つの 現物 を 一眼 見て、 この 野郎が またしても、 三 斗の 


酢 を 飲ませられ たような 面 をし ました。 

フス ッ ：：： 」 

何 だ、 何 だ、 何 だてえん だ、 あり やい つてい、 人間 

の 片腕 じゃあね え か、 ィャに 当てつけ や あがる ぜ、 人 

なまう で 

間の 生 腕が 一本、 三宝の 上に 置いて あるんだ ぜ、 いつ 

てえ、 何のお まじね えだ、 当てつけるなら 少々 お 門 違 

いのよう な もの だが、 あい つらの 言った 今の 口上 は、 

「岩 倉 三位 殿に 献上！」 「岩 倉 三位 殿に 献上！」 と 吐か 

して、 決して、 「がんりきの 百 様へ 進上！」 「がんりき 

の 百 様へ 進上！」 と は 聞えなかった。 あの 献上 物なら、 

こっちが 欲しい くらいな もんだ が、 さて、 また 何の 由 


で、 岩 倉 三位と もい われる 御仁が、 あんな 献上 物 を 持 

込まれなければ ならない のか、 また 何の 由で あの 奴ら 

が、 こんな 献上 物 を 持 込んだ のか、 何が 何やら、 煙に 

捲 かれ 通しで、 居て いい か、 立って いい かさえ わから 

ない。 今日は 幸 先が いいと 思って 出て 来て みると、 現 

場へ 来て は カスの 食い 通し。 こんな 日に や、 出る 目 も 

出ね え、 ちえ ッ 面白く もね えと、 がんりきが 唾 を嚙ん 

で やたらに 吐き出しました。 

そうすると、 後ろ手の 方で、 またしても 暄々 囂々、 

人の 罵る 声、 騒ぐ 物音、 さあ また 事が 起った ぞ、 喧嘩 

だな、 喧嘩と なれば、 てつきり 今の 物々 しい 奴等、 し 


てまた、 その 相手 は、 待てよ、 ことによると、 おいら 

の 御 同行の あの 気の 早い、 あんち やん じゃあね え かな。 

こいつ 事 だぞ、 あの あん ちゃんと きた 日に や、 相手 か 

まわず だからな あ、 事 だぞ！ 

がんりき は宙を 飛んで 艇け つけて 見る と、 果して、 

宇治山 田の 米 友が、 石の 上に 腰 を かけて、 大地 を 指さ 

しながら たんか を 切って いる。 それ を 取りまい て、 い 

きり 立って いるの はたった 今、 岩 倉 三位へ 献上 物の 一 

行に 相違ありません。 

いったい、 何が どうした と言うんだ。 何が 行きが か 

りで、 こうな つたんだ い。 つまらね えい さかい をし な 


さんな よ。 

がんりき は、 加勢の つもりで はない、 取 和めの つも 

りで、 例の 馬力で 一足飛びに その 現場へ 戻って 見 まし 

た。 

十七 

大地 を 指さした 宇治山 田の 米 友が、 生 腕 献上の 一行 

を 相手に、 何 をたん か をき つてい るかと 聞いて みると 

「そんなら 証拠 を 出しな、 証拠 を 出してから 物 を 言い 

な、 なるほどと 思う 証拠が ありさえ すり や あ、 この 場 


でお いそれ と 渡して やる よ、 証拠が なけり や あ、 誰が 

何と 言った つて 渡さね えよ、 たしかに この 袋が、 お前 

たちの もんだ という 証拠 を 見せて くんな、 お釈迦 様に 

見せても 承知ので きる 証拠 を 出して みねえ な、 そうす 

リゃ、 この 場で 文句 を 言わずに 渡して やる よ、 証拠が 

なけり や、 誰が 何と 言った つ て 渡す こっち や あねえ！」 

と 啖呵 をき つてい る 来 友。 これと 正面 相対して、 青筋 

を 立てて いるの は、 さいぜん、 生 腕 献上の 先手 を 承つ 

て、 三宝 を 目八分に ささげた 若い 髯 むじ やの 浪士 風の 

男であります。 

「黙れ、 証拠 呼ばわりすべき 性質の もの じ やない ぞ、 


その 袋 は、 我々 の 仲間が 昨日 醍醐の 三宝 院の 門前へ 預 

けて 置いて 来た 品 じ や、 袋と 言い、 中味と いい、 これ 

に 相違ない から 申す のじ や、 その 方 は、 黙って こちら 

へ 引渡して 行けば、 それでよ いの だ、 仔細ない から 置 

いて 参れ、 つべこべと 物 を 申す に 於て は、 眼 を 見せて 

遣わす ぞ」 

と、 右の 浪士 風の 男が、 つとめて 抑 損して、 馬鹿 を さ 

とすつ もりで 言った ようです が、 相手が 宇治山 田の 来 

友です から 通じません。 

「お前の 方 は 仔細な かろうが、 おいらの 方 は それじゃ 

済まね えよ、 当然 渡すべき 人に 渡さな けり や あ、 義理 


が 済まね えんだ」 

「その 当然 渡すべき 人々 が 我々 なんだ、 我々 の 所有物 

を、 我々 が 受取ろう というの だから、 これより 以上の 

当然 はなかろう」 

「だから 言わね えこ つち や あねえ、 お前さん たちが、 

当然 受取るべき 本人なら、 本人の ような 証拠 を 見せて 

くれと 言って るお いらの 理窟が わからね えの かい」 

「証拠と いうて、 貴様に 受取 を 出すべき 筋 はない、 ど 

だい、 貴様 は 誰に 渡す つもりで、 その 金袋 を 持って来 

たの だ、 貴様 は、 さいぜんから、 渡すべき 人に 渡す と 

言って いるが、 その 渡すべき 人と いうの は、 いったい 


誰 だ」 

「うむ、 そり や あな …… 」 

くちごも 

と 言って、 さしもの 来 友が、 ここで 少し 口籠った の は、 

当然の 所有者に 渡して やるべき つもりで、 ここまで 

持って来 たに は 相違ない が、 その、 当然の 当然と すべ 

き 本人が 何者で あるか は、 御 当人に も わかって いない 

のです。 これから、 その 御 当人 を 探し 当てて、 返す と 

ころへ 返して やる というつ もりで、 目下 捜索 中な ので 

すから、 これば つかり は、 さすが 来 友の 正義 を 以てし 

て も 即答が なり 兼ねて、 不覚に も 言葉尻が 濁る の を、 

相手 は、 ソレ 見た ことかと 鋭く 突 込んで、 


「それ 見ろ、 それ は 言えまい、 本来、 貴様ら の 持つ ベ 

リ ようけん 

き 筋合で ないから 言えない の だ、 悪い 了簡 を 出す も 

んじ やない、 さもしい 心 を 起す もん じゃあない ぞ、 物 

が 欲しければ、 相当の 筋道 を 踏んで 持つべき もの だ、 

さあ、 素直に 我々 の 手に 返せ、 戻せ、 わかった か」 

「わからね え！」 

米 友が 決然と して 言いき つたの は、 この場合、 正道 

がかえ つ て、 わからずや のように 受 取られる のみなら 

ず、 拾得物 を 横領 の 悪漢 のよう にも 受取れ る ものです 

かんにんぶくろ 

から、 堪忍袋の 緒 を 切りました。 どっちが 堪忍袋の 

緒 を 切った の だか、 わからない ところがお 愛嬌 だと、 


がんりきの 百 はせ せら 笑った が、 笑い ごとで はない。 

この 時、 浪士の 右の 足が 撥ねた かと 思う と、 来 友の 

むないた  あばら 

胸板め がけて、 肋 も 砕けよ と 蹴りが 一つ 入った もの 

です。 普通なら ば、 これ だけで 事 は 解決して しまう の 

です が、 

「何 を しゃがる！」 

と 来 友 は、 蹴り を 入れた その 足 を、 両手で がっきと 受 

留めて、 こぐら 返しに 逆に ひっくり返した ものです か 

ら、 蹴り はき まらず、 浪士の 身体が 横 ざまに ひつく リ 

返って、 あつぶ、 あつ ぷと 言いました。 

その 事の 体が、 今まで、 さげすみ 半分に、 処分 を こ 


の 一 人に 任せて、 傍観の 体勢で いた 献上の 一 行 を、 残 

らず 沸騰 させて しまい、 

「こいつ」 

「この 野郎」 

「この 馬鹿野郎」 

「この 身知らず」 

「こいつ、 気ち がいだ」 

「泥棒 だ」 

ご ま 

「胡麻の 蠅だ」 

寄って たかって 袋叩きの 乱戦に なると、 こうなる と、 

宇治山 田の 来 友が 本場です。 


こういう 喧嘩に かけて は、 相手の 拳 を 受けて 立つ 

ような 男で はない。 相手の 一 つの 拳が 来る 前に、 ばた、 

ばた、 ぱ たと 三つ 四つ は、 こっちから 打ちが 入って い 

て、 あつ！ と 言わせる 間に 素早く 飛びの いて、 例の 

金袋 を 引つ か つ ぐ や 否や 後ろ へ さが つたの は、 逃げる 

つもりで はない、 足場 をつ くるつ もりら しい。 

十八 

そこで、 梨の 木 を 一本、 後ろ 楣に 取って、 袋 を かこ 

い、 蟠 つた 米 友 は、 例の 手練の 杖 槍 を 取って、 淡路 


流に 魚鱗の 構え を 見せる かと 思う と、 そうでな く、 後 

ろに かこった 金の 袋の 結び目へ 手 を かけて、 

「面倒く せえ から、 それ、 欲しけ リゃぁ くれてやら あ- 

手 を 出すなら 出して みな、 面で も 腕で も 持って来な、 

目 口から 押出す ほど 食わして やら あ！」 

袋の 結び目 を 手早く 解いて、 その 両手 を 袋の 中に 突 

込む と、 すくえる だけの ザク銭 をす くい 上げ、 

「そうれ！」 

と 言つ て バラ 蒔きました。 バラ 蒔いた その 当面 は、 

呆気に 取られた 献上 隊の 目と 鼻の 間です。 

「あつ！」 


と、 これに はまた 事実上の 面 喰いで、 予期し なかった 

目つ ぶし。 相手に これほどの 飛道具が 有ろうと は 思わ 

なかった。 

さて、 それから、 花咲 爺が 灰 を 取り出して 蒔く よう 

に、 握んで は 投げ、 握んで は 投げる。 

めくらめ つぼう 

何とい つても、 盲滅法に 投げる ので はない、 十分の 

手練に、 二分の 怒気 を 含めて 投げる のです から、 敵い 

おもて 

かに 多勢な りと も、 面 を 向ける ことができません。 

面 を 向ければ、 多武の 峰の 十三 重の 塔と 同じく、 向い 

たと ころが 満面 銭で 刻印され てし まう。 

額へ 当れば 額、 頰っぺ たへ 当れば 頰っぺ た、 縦に 来 


た 時 は 蔑 深に 肉に 食い入ろう というの だから、 この 矢 

面に は 向うべく もない。 加うるに、 この 弾丸 はな かな 

かに 豊富で、 むやみに 摑 投げに して さえこの 一 袋 は 相 

当の 使いで が あるのに、 これ を 適度に 使用され て はた 

まらない。 左に 持った 一 握み の 中から、 右手で 一 枚 を 

抜き取って、 その 片面に しめり を くれる。 

「総花に フリ 撒いて やる というのに、 そう 遠慮す るな 

ねらいうち 

ら 今度 あ、 狙撃 だぞ、 それ その 前に つん 出た 三 びん 野 

郎！ こっちへ 向け、 そうら、 手前の お凸の 真中へ、 

一 つお 見舞」 

と 言って、 はっと 気合 を かける と、 予告の 通り 三ぴん 


氏の 額の 真中へ、 寛 永 通 宝 子が ぴったりと 吸い 着く。 

「そうら 見ろ、 お次ぎ はこつ ちの 三下 野郎、 ィャに ふ 

くれた 手前の 赤つ 面の 頰っぺ たに 一 つ —— こんにち 

は」 

と言う 言葉の 終らぬ 先に、 なるほど、 三下 氏の 頰っぺ 

たに 吸いつ いた 文 久通宝 子、 まる まつち い 蝙蝠 安が 出 

来 上る。 

ちん ぜ いはちろう ためともこう 

「その 昔の、 おいらの 先祖の 鎮 西八郎 為朝 公 じゃあね 

えが、 お望みの ところ を 打って 上げる から 申し出な、 

頭痛、 目まい、 立ち くらみ、 齲歯の 病、 膏薬 を 貼って 

もらいて えお 立 合 は、 遠慮なく 申し出な、 そっちの 方 


の大 たぶ さの 兄い が、 ィャに 物欲し そうな 面 あして お 

いでな さる、 ドレ  一 丁献じ やしよう か、 そうら！」 

くう  とうひ やく 

空 を 切って 飛んだ の は、 今度 は 名代の 当 百。 以前 

のよ リは少 々重味が あって、 それが 物欲し そうな 大た 

ぶ さの 耳の 下 を かすめて、 鬢 つけの 中へ、 ダムダム弾 

のように くぐり 込んだ の だからた まらない。 

「あつ！」 

と、 自分で 自分の 髪の毛 を かきむしって とび 上り まし 

た。 

「そうら、 こちらの 方で も 御用と おっしゃる」 

今度 は 一 っ摑 み、 数で こなして バラ 蒔いて、 


「あちらの 方で も 御用と お つし やる」 

指の 股へ 四 枚 はさんで、 四 枚 を 同時に 振り出す と、 

それが 眼 ある ものの ように 飛び出して、 相手 四 人の 顔 

面へ 好みに よって 喰いつ こうと いうの だから、 眼 も 当 

てられない。 

「こちらの 方で も 御用と おっしゃる」 

恵方 を 向いた 年男。 

「あちらの 方で も 御用と おっしゃる」 

はまぐ リ 

蛤 をつ まみ 上げた 長 井 兵 助。 

これ を 見て、 がんりきの 百の 野郎が、 手を拍 つて 嬉 

しがり ました。 


うるう  ききん  おくぬ き 

「寛 保 二 年、 閏 十月の 饑饉、 武州川 越、 奥 貫 五平 治、 

ほどこしまい 

施 米 の 型と ござ あい —— 」 

頼まれ もしない に 寄って 来て、 袋の 結び目から、 受 

けなしの 片手 を さし 込んでの 一握み、 口上 交りで 米 友 

の 手伝い を はじめました。 

いんば  こお リ 

「下 総の 国、 印旛の 郡、 成 田 山で はお 手長お 手長」 

いい 気持に なって、 人の 懐ろ で 施し を はじめる。 友 

兄い ほどに はない が、 こいつ もまた、 相当の 曲者で、 

投げる 銭に 眼 はっけな いが、 鼻ぐ らい はくつつ けて 飛 

ばす から、 受け きれない。 

へ きえき 

さしもの 献上 組 も、 これに は 全く 辟易して いると、 


頃 を 見計らった がんりきの 百 蔵が、 米 友 を 顧みて、 

「あんち やん、 物 は 切上げ 時が かんじんだ ぜ、 この辺 

で 見切り をつ けよう じ やねえ か、 お前 は 跛 足で、 おい 

らは 足が 早 いんだから、 お前、 ひとつお いらの 背中へ 

飛びつ きな、 猿 廻し の 与次郎 とおいで なさ るんだ、 お 

前 を 背負って、 おいらが 走る 分 にゃあ、 ドコ から も 文 

句の 出し手 は あるめえ ぜ」 

がつ てん 

「合点 だ」 

その 時の 来 友 は、 感心に 人見知り をし ません。 投げ 

る だけ 投げた 手 を、 ぱたぱ たと はたき 上げた かと 見る 

間に —— 


袋 は そのまま 杖 槍 は 腰に、 猿が 猿 まわしに 取つつ く 

ように、 がんりきの 背中へ 御免と も 言わずに 飛びつ く 

と、 心得た もので、 がんりきの 百が、 そのまま 諸に 肩 

を ゆすり 上げて  

「あばよ！」 

と 言って、 献上 組 を 尻目に かけ、 足の 馬力に エンジン 

を かける と、 その 迅 いこと。 

「あれよ、 あれよ」 

と 献上 組、 あと を 追わん とする 者な し。 

十九 


駒 井 甚三郎 の 無名 丸が、 東経 百 七十 度、 北緯 三十 度 

の 附近に ある、 ある 無名 島に 漂着した の は、 あれから 

約 一 一十 日の 後で ありました。 

漂着と いう けれども、 むしろ これ は 到着と 言った 方 

がよ いか も 知れぬ。 

船が ある 一定の 航路 を 持って いる 限りに 於て、 それ 

が 誤れば 漂着で あり、 それが 正しければ 到着で あるが、 

駒 井の 船 は 到着すべき 目的地 を 持ちませんでした。 

海上 は、 天佑と 申すべき ほどに 無難で ありました。 

無難と はいう が、 なにしろ、 一葉の 自製 船 を 以て、 


世界の 太平洋 中に 約 一 力 月 を 遊弋した ものです から、 

その 苦心と、 操縦 は、 容易な もので はない が、 運よく、 

颱風の 眼 をく ぐり、 圏 を そらして、 世の常の 漂流者が 

嘗める 九死 一 生の 思い をした という こと は 一 度 もな 

かった のです が、 それだけ、 駒 井 船長の 隠れた る 苦心 

という ものが、 尋常で ない ことが わかります。 駒井甚 

三郎 でなければ、 頭髪 もす でに この 一 航海で 真白に 

なって いたか も 知れません。 

東経 百 七十 度、 北緯 三十 度の 辺に 一島 を 見つけて、 

ようやく これに 漂着した とはいう ものの、 これ は あら 

かじめ、 駒 井が 測った ところの 地点で あり、 予期した 


ところの 一 島で ありました。 

いずれにしても、 この辺に 島がなければ ならぬ。 人 

の 住む 島 か、 鬼の 棲む 島 か、 ただし は、 人 も 鬼 も 全く 

棲む ことなき 島 か、 その 事 はわから ない が、 この辺に 

と-つし よ 

島嶼が 存在す る こと を 予想して、 そうして、 針路 を そ 

ちらに 向けた ところ、 果して この 島 を 発見した のです 

から、 極めて 好 条件の 漂着であった ことに 相違 はあり 

ません。 

「それでも、 この辺の 海上 は 至極 無事な のです、 天候 

はいずれの 海上へ 行っても 予想 はでき ません が、 地理 

と人晴 はたいて いわかり ます、 この辺に は、 人 を 食う 


種族の 住む 島 はなく、 人の 船 を 襲うて 荷 を 奪う 海賊と 

いう もの も、 あま リ現 われない のです、 支那の 近海と 

は 違って、 亜米利加へ 近づく ほど 海賊が 少ない のです、 

土地が 豊かで、 天産物が 多く、 そうして、 人間の 数が 

少なければ、 人 は 人の 物 を 奪わず とも、 天与の 物資 そ 

の もの を 目的と します。 与えられた ものが 即ち 運命な 

りと すれば、 とにかく、 あの 島が、 最初に 我々 を 迎え 

て くれたの ですから、 あれに 我々 の 運命 を かけて みる 

こと も 天意 かも 知れません、 全員 総 上陸の 用意 を 命じ 

ていた だきたい」 

駒 井 甚三郎 は、 遠目 鏡 を 離さず、 船橋の 上に 立ちな 


がら、 相 並んで 島 を ながめて いる 田 山 白雲に 向って こ 

う 言いました。 

ほどなく、 総 上陸の 用意が 整えられた 時、 駒 井甚三 

郎は、 みなに 命じて 大砲 を 一発 打た せて みました。 こ 

の 航海で 大砲 を 使用した の は、 これで 二 発 目です。 一 

発 は 鯨の 群の 遊弋に 向って 試みて みました。 今度 は 島 

へ 向って 礼砲の つもりです。 その、 轟然た る 響き を 聞 

いても、 島の いずれの 部分から も、 人 獣の 動揺す る 姿 

を 認める ことができなかった ものです から、 駒 井 は 遠 

目 鏡 を 外して、 また 田 山 白雲に 向って 言いました、 

「無人島です、 人間 は 住んで おりません、 もし 相当 多 


数の 住民が ありと すれば、 船が ここまで 来る 間に 土人 

の 舟が 現われる はずです が、 舟が ちっとも 現われない 

上に、 人 も 現われて 来ない、 人間の 使用 品の 類 も 漂う 

て 来ない、 煙 も 楊らない、 人間の 住んで いる 気配 は あ 

りません から、 一同 揃って、 このまま 上陸が できる こ 

と は 幸いです。 しかし、 一方から 考える と、 人間が 住 

んで いないと いう こと は、 人間の 眼の 発見から 逃れて 

いたと いう 意味に もとれ ますが、 同時に、 人間が すで 

に 見つけた としても、 土地 そのものが 住む に 堪えない 

から、 それで 放棄した ものと も 解釈が つくので す。 総 

員 上陸の 用意 はして 置いて、 下検分の ため 一応、 先遣 


隊を やる 必要が あります ね、 誰彼と 言わず、 わたしと 

あなたと で、 検分 を 試みて みょうじゃありません か、 

せんどう 

船 夫 を 二人連れて、 バッテ イラで 漕がせて、 もう 一枚、 

ムクを 加えて 行こう ではありません か」 

駒 井から こう 言われて、 それ を 拒む 白雲で はあり ま 

せん。 

「至極 妙です —— 早速 手配 をし ましょう」 

ここで、 駒 井と 白雲と が、 二人の 船 夫 を つれて、 ム 

ク犬を も 乗組に 加え、 小舟で この 島に 上陸 を 試む る こ 

とに なりました。 残された 船員 一同 は、 そのい ずれに 

も 不安 を 感ずる という ことがなかった の は、 出で 行く 


人 は、 自分た ちの 頭で はわから ぬ 用意周到の 船長で あ 

リ、 それと 行 を 共に する 田 山 白雲 は、 世に 珍しい 豪傑 

の 一 人です から …… それに、 船長 は 精 良なる 銃器 を 

持って いるし、 白雲 は 有力なる 日本刀の 二 本 を 差して 

いる。 船頭 二人 はこの 道の 熟達 者で あるし、 ことに ム 

ク という 奴が、 未知 未開の 蛮地へ 入り込ん では、 必ず 

や 人間以上の 本能 を 発揮す るに 相違ない。 たとえ 鬼が 

出ようと も、 引け は 取らない —— という 信頼が 充分 だ 

し、 また 船に 残る 者 も、 残された 者 も、 僅かの 航海の 

間に 相互の 協同 精神が 熟しき つてい る。 ことに、 七 兵 

衛 入道の 肝 煎ぶ りと いう ものが 無類 です。 動かす 必要 


のない 船 を 預かる 場合に 於て、 水 も 洩らさぬ 用心が、 

この 入道の 胸に ある こと も、 船中の 信頼の 一 つで あり 

ました。 

二十 

いちは や 

それから 清澄の 茂太郎 が、 逸早く メイン • マストの 

頂 辺に 打ちの ぼって、 本船 を 離れて 行く 船長と 白雲の 

一行 を、 視覚の 及ぶ 限り 監視の 役 をつ とめて いる。 

船の 甲板で は 七兵衛 入道が、 やがて 総員 上陸すべき 

おおわらわ 

人員の 点検と、 陸揚げすべき 資材の 整理に 大童 となつ 


ている。 

七 兵衛の その後の いでたち を 見る と、 いったん 入道 

した 形 を 決して 変えない。 あれ 以来、 絶えず 船中で、 

力み そリ 

頭へ 剃刀 を 絶やさな いと 見えて、 入道ぶ りが も は や 堂 

に 入って いると ころへ、 潮風で 磨きが かかって、 地頭 

そのものが い つ そう 自然の 形に 見える ようになり つ つ 

あります。 

その 着物 も、 また それに 応じて、 日本 木綿 を 縫い直 

して 筒袖に し、 それに 駒 井形の だんぶくろ をつ けて、 

船員と しても 板に ついた 形に な つてい る。 

かくて、 全員 総 上陸の 点検の 上、 物資 は 物資で これ 


を 大別して、 船に 残すべき ものと、 陸上に 持って 上せ 

るべき ものと し、 とりあ えず 衣食住 を 保証す ベ き 物資 

と、 その 用具の 取 揃えに かかりながら、 七 兵衛が 言い 

ました、 

「まず 第一が 水です ね、 水の 手がなければ 人が 住めな 

つるはし  くわ 

い、 井戸 を 掘る とか、 水口 を 取る とか、 鶴嘴と、 鍬と 

なた のこぎり 

鎌と、 鉈、 鋸 —— そういつ たような 得物 を、 ここへ 

た. ま 

お出しな せえ。 それ を 束に して、 がっちりと ここへ 並 

ベて 置きな せえ。 それから、 煮 炊 をす る 鍋签、 来と 塩 

鰹節と 切 H  食料 は、 よく 中身 を 調べて、 この 次へ 

こうして お置きな せえ。 とりあえず 野陣を 張る 天幕 は 


いいかね、 張 網から 槌、 落ち はない かね。 それからお 

医者さん の 道具と 薬箱、 これ は 潮水に 当てね えよう に、 

雨に かからね えよう に、 桐油 を かけて、 細引に からげ 

て、 取扱注意 としてお くんな さいよ。 めいめい 足 を 忘 

れ ねえよう に、 蛮地の 山 坂 を 歩く に は 足が 大事 だよ、 

くつ  わらじ ぞう リ 

足が —— 沓に 慣れた 者 は沓、 草鞋 草履の 用意、 二足で 

も、 三 足で も、 よけい 腰に ブラ 下げる ようにして、 水 

筒に は、 それぞれ 湯 ざまし を 入れて、 これ も 腰から 放 

おか 

さねえ こと だ。 陸へ 上ったら、 直ぐに 飲める 水が 有る 

か、 ねえ か、 そこのと ころの 用心 だ、 時候が わりの 土 

地へ 来て、 うつかり 悪い 水 を 飲ん じゃあ、 取 返しが つ 


かねえ ぜ」 

さて また、 婦人と 小児の 周旋 は、 お 松が 承って、 こ 

れを 担当す る —— 

婦人と いっても、 監督のお 松と、 それから 乳母、 七 

きむすめ 

兵衛 入道が 押しつけられて 来た 南部の 生娘のお 喜 代 I 

I 番外と して は、 ほとんど 監禁 同様に 船室に 留められ 

ている 兵 部の 娘、 それだけの もので、 小児と して は 登 

少年た つた 一人 —— 清澄の 茂太郎 は、 小児 扱い をす る 

こと はでき ない。 

男子 はすべ て、 総 上陸の 用意 をして いるが、 婦人と 

小児 は、 必ずしも そうは 急がない。 というの は、 果し 


て、 あの 島に 安全 生活の 保証が 立つ か 立たない か は、 

船長と 総監 (白雲の こと) が 帰って来て でなければ わ 

からない。 よし、 人間の 生活に 堪える ことが 充分に 保 

証が できた としても、 婦人 小児 連 は 当分の 間、 野営 同 

様の 空気に 曝される より は、 この 船の 中 を 当分の 住居 

としていて、 陸上に 相当の 住宅 準備が 出来て 後、 本 上 

陸と いう ことにしても 遅く はない。 よって、 これら 婦 

人 部隊 は、 比較的に 動揺が 穏 かです。 

幸いに して、 婦人 部隊に 至る まで、 いずれも 健康に 

恵まれて いる。 恵まれて いると いうよりも、 船長の 周 

到なる 用意と 知識と が、 船 上 衛生に 抜かりな からしめ 


ている。 その上に、 食糧から 医薬に 至る までの 準備が 

潤沢であった —— 等々 の 条件が、 船員の すべての 健康 

を 保証して いたので、 健康 以上に 張りき つた 精力に 溢 

れて 見える のさえ ある。 

してみ ると、 ここまで、 世間の 漂流 記に あるよう な 

極度の 欠乏 や 困苦から、 この 船員 はすべ て 免ら されて 

来て いる。 天候と 言い、 健康と 言い、 珍しい ほど 好条 

件に 恵まれて いるもので、 ある 意味で は、 世界 周遊の 

遊覧船に 乗せられて、 たまたま この 地に 船が かり をし 

たような 気分 を さえ 与えられる のであります が、 前途 

の すべてが、 こんな 洋々 たる 気分ば かりで は あるまい 


と いう こと は 誰に も 予想され るので す。 

ことに 船長の 身に なって みると、 現在の 好 条件が か 

えって、 未来の 多難 を 暗示す るよう な 考慮 もないで は 

ない。 それ を また 本当に 思い やって いるの が、 船長に 

ついで はお 松です。 白雲 は 豪放で、 それらの 点に は、 

さの み 頓着 はして いないよ うです。 

お 松 は、 一通り 甲板から 各 船室 を 見舞った 上に、 ひ 

とリ 船長室へ 来て 留守 をつ とめて いながら、 眼の 前に 

浮ぶ 島と、 それに 向って 漕ぎ 行く 駒 井と 白雲 一 行の 小 

舟 を、 窓の 内から 見送って、 希望と 心配と に 張りき つ 

ておりました。 


二十 一 

ここにもう 一 つ、 隠れた る 功績 をうた わなければ な 

らな いこと があります。 

それ は、 メイン. マストの 上に いる 清澄の 茂 太郎で 

あります。 

この 少年 は 出鳕目 をうたい、 足拍子 を 取り、 また 興 

に 乗じて 踊り 出す ことに 於て、 船中の 愛嬌 者と はなつ 

くリき 

ています が、 愛嬌 者 以上の 実用の 功力 を 認められ たこ 

と、 今度の 航海の 如きはありません。 それ は 何人より 


もまず、 駒 井 船長に 認められました。 

というの は、 時に 感じて は、 逸早く メイン • マスト 

へ攀じ 上って、 出 鰭 目の 口上 を 口走る が、 その 出鳕目 

のうちに、 驚くべき 天気予報 を 感知した のが 駒 井 船長 

でありまして、 今日は 無事で ある こと、 明日 は 降る で 

あろう こと、 曇る であろう こと、 または 即今、 南の 方 

から 低気圧が 捲き 起る こと、 北の方の 潮の 色が 変って 

いる こと、 そういう ことが 出鳕 目の 口 うらのう ちに 含 

まれて いるの みならず、 彼の 音声の 変化 だけで も、 気 

象に 合わせて 科学的に 考慮して みると、 経緯 度 ごとに 

音節の 変調 を 来たして いる やに 見える。 それ を 最も 早 


く 見て取り、 聞き取った 駒 井 船長 は、 船室のう ちから、 

その 研究 を 統計に 取り かかりました。 その 結果が、 そ 

の 少年の 声に よって、 気象の 変化 を ある 程度まで 識別 

し 得られる —— 船の 針路が、 ある 程度まで 暗示せられ 

得る、 という こと を 発見して、 有力なる 航海 指針のう 

ちに 加えました。 それで、 この 航海が、 漂流に 似て 漂 

流に あらず、 初心の 航海 者が 当然 受 くべ き 苦難から、 

きわどい 潮 さきによ く 逃る る こと を 得て 今日に 至 つ た 

という ことと、 今日に 至って この 島へ 安着した その 予 

感も、 この 少年の 感覚に 負う ところが 多い ので ありま 

す。 


もちろん、 人間の こと だから、 機械の ように 固定し 

た 正確 を 得る こと はでき ない 点 もあります けれども、 

観察の 如何によ つて は、 生きた 気象台で あり、 生きた 

羅針 台で あり、 生きた 航路 案内 者と なり 得る こと を、 

駒 井 船長が 見て取った ものです から、 これ を 観察し、 

これ を 利用す る こと を 怠りませんでした けれども、 そ 

れが 評判に 上る ことによって、 船中の 要らぬ 好奇心 を 

加え、 当人の 鋭敏な 感覚に 無用な 刺戟 を 与えて はいけ 

ないから、 誰に も そのこと を 知らせずに、 当人に のみ 

ほしいままに 歌わせ、 ほしいままに 躍らせて、 その 純 

真性 を つとめて 保護し て 置かなければ ならない と 思い、 


誰に も 言わない うちに、 ただ 一人、 お 松に だけに は、 

相当の 暗示 を 与えて 置きました。 

それです から、 船長が 島に 渡った 後のお 松 は、 船長 

室 を 守る と共に、 マストの 上なる 茂 太郎の 言動 挙動に、 

それとなく 注意 を 払って おります けれども、 今日の 茂 

太郎 は、 歌うべく して 歌わない のが 不思議です。 陸に 

着いたら 真 先、 サン サル ヴァ ドル の 歌 を 歌う ベ き はず 

になって いたのが 歌いません。 

茂 太郎が この 島 を 歌わない という ことが、 お 松に 

とって は、 この 島が 人の 住むべき 島で ない、 人が 住む 

ことに、 何ぞ 障壁の あるべき 島 だとい うことの 暗示に 


ならない でもありません。 

それよりも なおい けな いのは、 万々 一、 そんな こと 

は 予想す る さえい やで、 また 予想す る ほどの 必要が 

みじん  おもむ 

微塵 もない ことです けれども、 島の 検分に 赴いた 船 

長さん と 田 山さん の 一 行の 上に、 何 かの 異変が —— と 

いうよう にまで もお 松 は 念 を 廻して みるので ありま 

す。 

そこで、 身 は 船室に 於て、 船長な き 後の 船の 一 切の 

機密 を あずかる と共に、 耳 は 高く メイン . マストの 上 

に 働いて、 今にも 起るべき、 予報と、 合図 を 待つ こと 

に 集中され ている のであります。 


幸いに して やや 暫く、 歌う べき ものの 歌う 声が 起り 

ました。 お 松 は 福音 を 聞き 貪る 如く、 その 声に 執着 

すると、 その 歌 は  

ダコタの 林の 中に 

小屋 を作リ 

パ ン を作リ 

泉 を 飲み 

大地と 岩と 

五月の 花 をな がめ 

星と 

雨と 


雲と に 驚けば 

ものまね 烏が 啼く 

山 鷹が 飛ぶ 

わたし は 

新世界の ために 歌う 

脚に は聖 なる 土 

頭の 上に は 太陽 

地球 は 廻転す る 

かな 

偉大なる 哉、 先人 

ここに 女性と 男性の 国 

魂 は とこしえに 


海よりも 遥かに 偉大に 

fB ちて は 退く 

退きて は満 つる 

わが 魂 もて 

不滅の 詩 を 歌え 

国々 に 起る 

海と 陸との 

英雄 

私 は 悪 を 歌おう 

悪と いう もの はない もの 

現在に 不完全な もの はない 


未来に 不可能な もの はない 

ごらんなさい 

大地 は 決して 疲れない から 

例によって 出鳕 目の 歌 だが、 その 出鳕 目に も 相当に 

根拠 は あるので す。 

どう 根拠が あると いう こと は、 当人に は 無論 わから 

ない が、 駒 井 船長 や、 田 山 白雲の 会話 を 聞き、 また 船 

長から 口 うつしのお 松の 筆記の 席に 侍し、 そんな こん 

なで、 うろ覚えが 興に 乗じて、 前後左右、 交錯したり、 

焼 直された りして、 飛び出して 来る のです が、 今の 歌 

もま さしく その 反 舞に 相違ない。 お 松 も その 歌詞 を 


そっくり 受取った わけで はない が、 その 音節 を 聞いて 

いると 平和で あり、 その 歌 調の 表現 は、 悲観で も 失望 

でもない、 むしろ、 積極的に、 大地と 自然と を 謳歌す 

る 歌に なって いるもの ですから、 お 松 は、 この 島が 豊 

かな 土地で あり、 船長 はじめ 検分の 一 行 も 極めて 無事 

満足に 探検 を 進めて、 希望に 満ちて いると いう こと を、 

この 歌が 暗示す ると 認めた ものです から、 ほ つ と 安心 

しました。 

二十 二 


上陸して 島内の 最寄り を 一 応 視察した 駒 井 甚三郎 は、 

同行の 田 山 白雲に 向って こう 言いました、 

「水 も 掘れば 出て 来る 見込み は 充分 だし、 土地 も 開け 

ば 耕作の 可能性が たしかです。 ただ 川がない から、 水 

お ぼっか  そば 

田 は 覚束ない と 思う が、 陸稲 及び 麦、 しからず ば薔麦 

など は 出来ましょう。 そのほかに、 この 地 特有の 食糧 

を 供す る 植物が あると 思います。 ともかくも ここへ 

我々 の 根 を 卸して みましょう、 相当 生活して みて 見込 

みがなければ ないで、 また 手段 方法 を 講ずる 余地が 有 

りそうな ものです。 それに この 島 は、 周囲 せいぜい 二 

三 里の もので しょうが、 必ずや 遠から ぬ 附近に、 これ 


に 類似した 大小 幾つかの 島が 存在す べき 見込みが あり 

ます。 ひとまず ここ を 足が かりとして、 近き 海洋 を視 

察して いる 間に は、 我々 に 与えられた 最も 適当な 楽土 

を 発見す るか も 知れない、 約束せられ たる 土地と いう 

ような ものがない と は 限らない —— 左様、 東経 は 百 七 

十 度、 北緯 は 三十 何度の 間、 ハワイ 群島 は ミツ ドゥエ 

ィ 諸島に 近いと ころ、 或いは その 中の 一部に 属して い 

るか も 知れません。 これらの 島々 は、 まだ 名あって 主 

のな き 島と？； i うべき だから、 我々 に 先取 権が 帰着す ベ 

き 希望 も 充分あります。 では、 船へ 帰って、 この 旨、 

一 同に 申し 告げて、 総 上陸と いう こと を 決行し ようで 


はありません か」 

白雲が これ を 聞いて 頷き、 

「結構です ね、 そうして、 いよいよ 総 上陸と いう こと 

になり ますと、 まず 第一に 住居 地の 選定 をして、 上陸 

早々、 住宅の 建設に 取り かからねば なりません、 図面 

を 一 つ 引いて 行きましょう かね」 

「そうして 下さい、 とりあえず 海に 近いと ころ、 あの 

辺 か、 或いは この辺が いいでしょう、 材料 は、 近辺の、 

成長す る あらゆる 植物 を、 利用の できるだけ 利用す る 

ことです ね」 

「設計図 は 任せて 下さい、 拙者が、 原始的で、 そうし 


て 気候 風土に 叶う 様式 を 創案して みます から」 

「そう 願いましょう。 それから 特に 注意し なければ な 

らんこと は、 気候 はこの 通り 温かい のです から、 霜雪 

の 難はありません、 大河 湖沼が 乏しい から、 洪水の 憂 

いという ものから も 救われましょう、 唯一 の 心配 は 風 

です ね、 海洋の 中の 一 孤島です から、 風当り は 相当 強 

いものと 見なければ なりません。 しかし、 波 は 岸 を 洗 

つなみ 

うと も、 島 を うずめる ような ことはありません、 海 嘯 

だけ は 用心し なければ なるまい から、 単に 海岸の 舟つ 

き の 部分 だ け を 念頭に 置かず、 半ば 岩穴 づ くりに して、 

堅固に 掘 立て を 溝え る ことです ね、 風の 当り さわり を 


本位に して」 

「そうでしょう、 強風 暴風に 堪える と共に、 この 通り 

暑い ところで すから、 風通し を も 考えなければ なり ま 

せんな」 

「それともう 一 つ、 大家族 主義で 行く か、 分散 主義で 

行く か、 それ も 重要な 構図のう ちです、 つまり、 海の 

生活 を 直ちに 陸に うつした ような 方式で 行く か、 或い 

は 陸 は 陸の ように、 おのずから 個性 を 尊重す る 建前で 

行く か、 その 建築 方式 を、 あらかじめ きめて 置いて か 

からねば なりますまい」 

「それ もあります な。 しかし、 あれ だけの 人数が、 い 


ちいち 一戸 を 持つな んぞ という こと は、 今日 直ちにで 

きる ことではありません から、 当分 は 大家族 主義 を 取 

る ほかないでしょう」 

「しかし、 物 は 最初が かんじんです、 最初に その 様式 

を 整えて 置かない と、 後日 改良 をす ると 言っても、 容 

易な もの じ やないです」 

「いったい 人類 生活 は、 大家族 主義が 本当です か、 個々 

分立 主義が 正しいで すか。 日本で も、 飛驛の 山中へ 行 

きます と、 一 棟に 四十 家族 も 包容す る 大家族 主義が 現 

に 行われて いますが、 我々 の 将来 も、 あれで 行ける も 

のか、 或いは また 一人 一家、 少なくとも 一 夫 一 婦 毎に 


一 棟 を 分つ という 近代の 行き方に 則 ら ねばならない 

か、 我々 の 植民 第一に、 その 方針 を 決定して かかる 必 

要は たしかにあります。 あなたの 趣味 は、 いったい ど 

ちらです か」 

と 田 山 白雲から 尋ねられて、 駒 井が 相当 確乎たる 所信 

を 以て、 次のように 答えました。 

「私 は 一 人 一 家 主義です、 ここに 一 人が 独立の 生計 を 

与えられれば、 必ず 独立した 一 家 を 持たなければ なら 

ぬと いう 論者です、 いわん や 結婚 生活 者に 於て を やで 

す。 かりに 我々 の 仲間で、 結婚 以外に 行き 道がない も 

の は、 大家族 主義 を 捨てて、 独自の 生活 を 営まし める 


ように ありたい、 飛驛の 大家族 主義の 如き は、 自然 生 

活に はかなつ ている かも 知れません が、 私 は 個人の 確 

立の ために それ を 取りません、 結婚 者 は 当然 独立した 

一家 庭 を 持つべき は 勿論、 結婚した 後に 於ても、 男女 

ともに 別々 に 一 家 を 成して さしつかえないと 考えて い 

るので す、 そうする 方が 合理的になる のじ やない かと 

考えて いるので す」 

白雲に は、 駒 井の この 論旨が、 よく 呑 込めませんで 

した。 結婚 生活 者に はぜ ひ 一家 庭 を 持た しめよ という 

こと は 聞え るが、 結婚した 後に 於ても、 おのおの 別々 

に 生活す るが よろしい という 論理 は、 そのまま では 


甚 だ 不透明 だ と 思いました。 

二十 三 

たくま 

しかし、 この場合、 そういう ことに 議論 を 逞しう し 

ているべき でない。 白雲 は それ を 追究せ ず、 そのうち 

に 乗って 来た 小舟の あると ころに 到着す ると、 一行が 

これに 取 乗って、 本船 さして 漕ぎ 戻る 極めて 無事な 光 

景 であります。 

船へ 帰る と 駒 井 甚三郎 が、 船員 全体 を 上甲板に 集め 

て、 次の ような 申 渡し をし ました。 


「さて、 我々 はこの 島へ 上陸して、 今後、 この 島の 主 

となると 共に、 この 島に 骨 を 埋める 覚悟で 働かねば な 

りません。 ここ は 我々 だけの 国で あり、 おた がいだ け 

の 社会であります から、 今までの 世界の 習慣に 従う 必 

そむ 

要 もなければ、 反く おそれ もありません。 もし この 島 

の 生活 を 好まぬ 時 は、 いつでも 退いて よろしい。 生活 

を 共に している 間 は、 相互の 約束 を そむいて はなり ま 

せん。 ここに は 法律と いう もの を 設けますまい、 命令 

という もの を 行いますまい、 法律 を 定める 人と、 それ 

を 守る 人との 区別 を 置かない ように、 命令 を 発する 人 

と、 命令 を受 くる 人との 差別 を 認めますまい。 K りに 


せんだ つ 

私が 先達で ありと しましても、 それ は 諸君 を 治める と 

いう 意味の 立場で なく、 諸君に 物 を 相談 するとい う 立 

場で ありたい。 この 故に、 我々 だけの 国と はいう もの 

の、 我々 の 国に は 王者が ありません、 治める 人と、 治 

めら るる 人と がありません、 従って この 国に は 賞と い 

う ものが なく、 罰と いう ものがない ことになります。 

賞と いう 以上 は、 それ を 賞す る 者がなければ ならず、 

賞 するとい うの は、 一段 高い ところに 立って、 そのこ 

との ぜひ 善悪 を 鑑別して 後に これ を 推す 者になる ので 

すから、 批判の 地位になります、 批判が 正しい 時 は そ 

れで よろしい が、 もし 批判が 間違って いる 時 は、 賞に 


その 権威がなくて、 軽蔑が 起る のです から、 人世と 人 

と を 推進 せんがた め、 賞と いう ものが かえって 世 道 人 

心を紊 るの 結果と もなる のであります。 罰 も その 通り 

でありまして、 社会が 罰と いう もの を 設ける の は、 こ 

れ によって 善 をす すめ、 悪 を 抑えん ためであります が • 

それ もや はリ 罰する 人が 正しければ よろしい が、 罰す 

る 人が 誤っていた 日に は、 罰 を 与えて いよいよ 人心 を 

危うくす るば かりです。 よって、 ここの 国で は 賞 も 行 

わず、 罰 も 行わず という 建前に したい。 では、 善い こ 

と はせんで もよ い、 悪い こと は 仕放題で 罪がない かと 

申します と、 それ は 大いに 有ります、 おた がい 同士 仲 


よく 生きて 行く ために 害 を 為す こと は 悪い、 それ を 

なめら 

滑 かにす る もの は 善い、 とこう 定めて 置きましょう、 

そうすれば、 おのず からこの 島に 於て 為さねば ならぬ 

ことと、 為して 悪い ことと がわ かる はずです。 まず 第 

一 に、 生きて 行く に は 食物がなければ なりません、 空 

気と 水 は 天地が 与えて くれます から、 これ は 人間の 骨 

折り はいらない、 その他の 食物 は、 一切 人間の 手で、 

人間が 作らなければ なりません から、 人間の 活 きて 行 

く 善事の まず 第一 の もの は、 食物 を 作る ことです。 こ 

れ とても 人間の 力 だけで 出来る ものではありません、 

米 を 蒔く にも、 田畑と いう ものがなければ なりません、 


幸いに、 私共が ただいま 実地 検分して 参りました 結果 

により ますと、 この 島に は、 食物 を 生産すべき 可能性 

が 充分に あるので あります、 人力 を 加えさえ すれば、 

立派な 耕地と なる 面積が あるので あります、 種子 物の 

類 は、 豊富に 船の 中に 貯えて 持参して あります から、 

上陸 早々、 まず 雨露 を 凌ぐ ところ を こしらえて、 それ 

から 耕地の こなしに 取り かかりましょう、 これが 私た 

ちの 最初の 善事であります から、 皆さん、 応分の 力 を 

これに 添えて 働いて 下さい。 みな 働く と 申しても、 皆 

さんの 力が 平均して いる わけではありません から、 誰 

も 彼 も 鍬 を 取り、 鎌 を 振って、 荒仕事が できる もので 


はありません、 女子供 はまして そうです が、 力の 足ら 

ぬ もの、 経験の 乏しい もの は、 見よう 見 まねに、 仕事 

の 成績に は 関係せ ず、 努めて やって みょうと いう 心が 

けが 大切です。 また、 労力 相当の 軽い 仕事から 始めて、 

助けて 行く の もよ ろしいです。 そうすれば、 これ だけ 

の 人数で、 五町 や 十 町の 開墾 は 苦 もな くで きます、 そ 

れに 種子 をお ろせば、 まだ 土が 珍しい から、 肥料な く 

して 大抵の 作物 は 出来る はずです。 種子 をまい て 半年 

なり 一 年な りすれば、 この 人数 を 養う だけの 収穫 は必 

ずあります。 故に、 皆さん は、 まず 食物 を 作る こと を 

第一 の 善事 だと 心得て 下さい。 それ を 妨げる もの、 妨 


げな いまでも、 その 助力 を 惜しむ ものが 第一 の 悪事 だ 

と 心得て 下さい。 それからです、 我々 は 決してお たが 

いに 過大の 労力 を 課する こと を 慎みましょう、 出来な 

いものに 無理に 仕事 をさせる ことのな いように、 出来 

る 者に も、 なるべく 多くの 余裕 を 与えて、 人間と いう 

もの は 食って 行く だけの 世で はない、 食って 行く の は、 

つまり、 皆々 の 持 合わせた 天分 を、 最上に 発揮す るた 

めだと いう こと を 心得て、 おた がいの 修養と、 発表と 

を、 怠らぬ ように 致したい。 そこで 当分 は、 半日 働い 

て、 半日 はおのお のの 思う ままの こと をして よろしい、 

本 を 読みたい もの は 本 を 読む、 絵 を かきたい もの は 絵 


を 描く、 歌 をうたい たい もの は 歌 をうた う、 大工 をし 

たい、 細工 をしたい、 という おのおのの 好み 好みの こ 

と を、 存分にお やりなさい。 半日 は 食物の ために 働き、 

半日 は 趣味の ために 生く ると いう こと、 これ を この 島 

のおき てと 致しましょう。 それから、 万々 一 、 おた が 

ォカ まま きまま 

い の 中に 我儘 気儘が 昂 じて、 他の 害悪 をな す 場合に は、 

他の 世界で は、 直ちにつ かまえて 牢へ 入れたり、 首 を 

斬ったり する のです が、 ここで は 一切、 そういう 刑罰 

は 用いますまい、 刑罰の 代りに 遠慮 を 申し渡し ましよ 

う。 我々 の 生活が わかって さえ もらえば、 好んで 周囲 

を 悪く する もの はない はずです から、 万々 一 、 そうい 


う 人 は、 この 社会 を 離れて さえ もらえば よろしい。 と 

言っても ここ は 大洋の 中の 孤島です から、 めいめい 勝 

手に 離れて 行きたい ところへ 行く という わけに は いき 

ません から、 この 島のう ちで 別世界 を こしらえて、 そ 

ちらへ 移っても らう、 そうして、 そちらで 自分の 好き 

なよう な 生活ぶ り を やって みるが よい、 当分の 間、 食 

うべ きもの は、 こちらから 分けて 上げる ことにして、 

それ 以後 は 勝手な 生き方で 生きて みるよう にす る。 な 

おこの 新しい 生活 を 共に して 行く 間に は、 今までの 世 

界で 起ら なか つ た 問題 も 相当 起る かも 知れません が、 

その 時 は、 おた がいに 相談の 上で 善処す る ことと 致し、 


とりあえず 右の ような 意味で、 食物 を 作る ことに 全力 

を 注ぐ という こと を、 天地に 誓いましょう、 これに は 

御 異存 は ござる まいと 思います」 

駒 井 甚三郎 が、 諄 々 として、 かく 申し渡した 時に、 

誰も 異議 異存の あろう はずはありません。 一 同 無条件 

に 同意して、 略式 を 以て 天地に 誓う の 形式 を 取り まし 

た。 

ここに 駒 井 甚三郎 が、 その 理想の 王国 を 作る の 第一 

歩に 踏み 入った わけです が、 これ は胆 吹の 山で、 暴 女 

王が 行わん としたと ころの ものと、 期せず して 異曲同 

ェ なのであります。 


暴 女王 は 専制の 王国 を 打 立て、 力 を 以て、 思い通り 

の 小社 会 を 作ろうと して 失敗し ました。 

駒 井 甚三郎 は、 力 を 以てせず して、 自由 を 以て、 人 

間 生活 を 最善に 伸ばそう とすると ころに 相違が ある。 

彼女の 気象が 烈しかった と 反対に、 これの 行動 は 極 

めて おだやか であります けれども、 その 徹底 を 求めて 

やま ざ る 意志の 強烈に は あえ て 甲乙な しとい うべき で 

しょう。 

果して、 治者な く、 被治者な き 社会の 存立が あり 得 

る や。 命令と、 法律と、 その後に 強力が なくして 多数 

を 統御し 得る や。 これ は、 これ だけの 少数 同志なら ば 


とにかく、 この 形式 を、 何千 何 万 倍の 人数に 及ぼし 得 

る 可能が 有り得る や 否や。 駒 井 甚三郎 は 身 を 以て、 こ 

れが 実験に とりかかり 得 たものと 見なければ なります 

総員 はみ な 無条件に 聴従した けれども、 この 中の 誰 

が、 駒 井の 本心に 共鳴し 得る や。 田 山 白雲 すらが、 そ 

の 深い 洞察 はでき ない。 聴従 はする が、 共鳴 はない の 

です。 そこに 駒 井と して は、 無上の 希望が あると 共に、 

無限の 淋し さが あると いう ものです。 

二十 四 


かくて、 田 山 白雲の 設計図に より、 附近の 木石 を 利 

用し、 船中から も 相当の 資材 を 持ち出し、 かなりの 新 

館が、 忽ちに 出来 上りました。 

船 は 島 蔭の 程よ き 所に 廻航 して、 そこに 据附 けの 形 

となり、 多く は 小舟に よって 往来しつつ、 そこ を 宿所 

として 工事に 働きに 出ました が、 ほどよく 新館が 出来 

てみ ると、 船に 留 つて 守る ものと、 新館に 移動す る 者 

と、 交代に 手分け をし なければ なりません。 

それから、 附近 を 詮索して 水道の 工事が あり、 やが 

て 開墾に とりかかって、 草木 を 焼き、 或いは 伐り、 開 


く あとから 種 を 蒔き はじめました。 幸い、 農事に かけ 

て は 七兵衛 入道が 万事 本職で、 熟練した 指導ぶ リを見 

せて いますから、 仕事の 涉る こと 目 ざまし きば かり 

です。 

そのうち にも、 休息と、 慰安の 時間 は 多分に 与えら 

れて、 仕事の 余暇 は、 おのおの その 楽しむ ところ を 発 

揮す るの 自由 を 与えられました から、 ほんとうに すべ 

てが トン トン 拍子で、 幸 先 は 決して 悪い もので はあり 

ません。 

駒 井 甚三郎 は 新館の 一 室 を 書斎と し、 一 室 を 寝室と 

し、 食事 は 多勢と 共に 食堂 兼用の 広間です る こと も あ 


れば、 書斎に 取 寄せて 済ます こと も ある。 駒 井の 次の 

一 間 は、 秘書 役のお 松の 部屋です。 

お 松 は、 駒 井の 秘書と、 内政と、 その 事務の 助手の 

すべて を 兼ねて、 なくて ならぬ 人です。 

駒 井が 研究に 没頭して 事務に 遠ざかる 時 は、 お 松で 

なければ 駒 井に 代って 取りし きる 人が ありません。 田 

山 白雲 は 豪放磊落 を 以て 鳴り、 このごろ は、 その 附近 

の異 風景の 写生に 専らで、 義務と して 開墾に 応分の 

力 を 出す ほかに は、 細務に 当る の 余暇がない。 時と し 

て は、 島 めぐりに 日 を 重ねて 帰る こと さえ ある。 

いちいち、 駒 井 船長の 指揮 を 仰ぐ ことの 代りに、 お 


松さん に 相談 すれば、 大抵の 用 は 足りる、 というと こ 

ろから、 お 松の 地位が、 責任と 繁忙 を 加えて 来る の は 

ぜひが ありません。 

駒 井 は、 お 松の 才能 を 見て、 得難き 人 を 与えられた 

る こと を 心 ひそかに 感謝して いる。 この 娘に は 万事 を 

任せて 間違いがない と 信じて いる こと は、 いつも 変ら 

ない。 異常なる 興味と、 熱心と、 忠実と を 以て、 自分 

の 身の まわり 一切の 処理 をして くれる、 その 勉強ぶ り 

を じっと見 ている 駒 井の 眼に、 いっか 涙のに じむ こと 

さえ ある。 

「ああ、 この 子 も 娘 ざ かりなのに、 考えてみれば 自分 


は、 この 娘の 未来 を 無視して いるので はない か、 自分 

は 自分で 趣味に 生き、 理想に 生きて 行く の だから、 ど 

んな 山海 万里の 涯に 果てよう とも 厭う ところ はな いが、 

考えて みると、 それだけの 趣味 も 理想 も 持たぬ 人た ち 

を、 強いて こっちの 趣味と、 理想に 引 張り込んで、 世 

間 並みの 希望と 快楽 を、 すべて 奪って しまう に ひとし 

いこと になり はしない か、 ことに 娘 ざ かりの この 子た 

ち を、 今 はこうして、 自分と いう ものに 引きずられて、 

無我に 働いて くれる ような ものの、 いっか 眼が さめて、 

幻滅の 悲しみに 泣かす こと はない か、 眼が さめた 時 は、 

もう 盛りが 過ぎた 時で、 女の 一 生が 色の あせた ものに 


な つ てし ま つ て、 一 生 を 老嬢の 淋し さに 泣かす ように 

なった 日に は、 その 罪 は 誰が 負う、 本来なら ば、 年頃 

になった ような 娘 は、 早くし かるべき 相手 を 求めて、 

とにかく 一  人前に 納めて やる ことが 先輩の 義務で あろ 

うのに、 自分 はた だいい 秘書 を 求め、 助手 を 求め 当て 

たこと だけに 満足して いて、 それで 済む か、 今の 忠実 

を 見る につけ、 後の 心配 をして やるべき 責任 は 自分に 

あるが、 こうな つてみ ると、 世間並みの 家庭に 納めて、 

て 、- 

世間並みの 肩身 を 広く させて やる ことができない、 体 

よく、 こちらの 犠牲と して 一 生 を 廃らせて しまう こと 

になる の だ、 その 点 は 気の毒に 堪えない」 


駒 井 は、 お 松の 仕事ぶ り を 見ながら、 つくづく それ 

を 感じて、 つい、 深い 感慨に 陥って といき をつ くこと 

さえ ある。 今日 も、 朝のう ちから、 皆の 者 は 開墾に 出 

て、 駒 井 は 研究室で、 地図と 海図 を ひろげて 調べて い 

る、 その 机の 一方で、 一心に 記録 をう つして いるお 松 

を、 横から ながめて、 またも、 うっとり とその 感謝と ■ 

悔恨に 似た 心で 満たされて、 思わず ホッと 息をついた 

時に、 ペン を 置いて、 インキの 壺を 満たし かかった お 

松の 眼と ぴったり 合いました。 

駒 井 も ハツと しました が、 お 松 も 思わず 胸 を 轟か 

せました。 


地図 を 見つめて 研究に 耽って おいでに なるとば つか 

リ 信じき つていた 主人が、 今まで じっと わたしの 方 を 

見つめて おいでになった。 しかも、 その 眼の 中には、 

解釈ので きない 深い 思いが 籠って いて、 ただ 研究に 疲 

れ たお 眼 を そらす ために、 あらぬ 方 を 向いて おいでに 

なった ものと は 思われない。 たしかに 自分と いう もの 

に 視点 を 注がれて、 じっと 思い込んで おいでになった 

そのお 心 持 は、 不意に わたしの 眼と かち 合った あの 瞬 

ろうば い 

間の 狼狽ぶ りで よく わかる。 

お 松 は その 時に、 思わず 面が 真 赤に なりました。 

今まで、 尊敬すべき 主人と して、 二心な く 働いて い 


たし、 また、 こういう 御主人の 下に 働き 得る ことに、 

精一杯の 満足 を 捧げて いたので すから、 いかに 接近し 

て、 いかに 立 入った お 仕事の 相手をしよう とも、 自分 

として は、 ちっとも 心の 動揺 を 感じた こと はなし、 ま 

た 殿様 も、 女性と して、 人間と して、 わたし を ごらん 

なさる ほどに 人情に 近い 方で はない から、 単に、 この 

中で 最も 役立つ 女と いう 実用 一 方のお 取扱いと のみ 信 

じていた から、 そこに なんらの 隔意と いう もの はあり 

ませんで したが、 この 時 は 違いました。 

お 松 は 何の 故に、 駒 井の 殿様が、 今更 あんなに わた 

し を 御 注視な すって いらし つた か、 その 心のう ち を 知 


るに 苦しみました。 そうして、 その 瞬間に、 使われ 人 

としての 自分で なく、 女性と しての 己れ を 発見した も 

のです から、 我知らず 狼狽して、 ホッと 上気して しまつ 

たこの 心 持が、 自分ながら わからない。 恥 かしい と は 

思い ましたが、 ただ 恥 かしい で は 隠し きれない バ ッが 

あって、 そこ は 賢い 女です から、 取 紛らす ように 心 を 

立て直し、 言葉 を 改めて 駒 井に 向って 言いました。 

「殿様、 御 気分で もお 悪い ので ございま すか」 

さし 止められ ている 殿様と いう 言葉が、 この 時、 思 

わず 口 を 突いて 出て しまった こと は、 その 心が、 昔の 

思い出に 占められて いたから です。 秘書と してのお 松 


ではなく、 処女と してのお 松で ありました。 

「いや、 別に 気分が 悪い こと はない が、 少し 考えさせ 

られる ことがあ つてね」 

「まあ、 お考え あそばす こと は、 あなた 様の 始終のお 

仕事で は ござ いません か、 いまさら 考え) j と を あそば 

すと、 おっしゃる のがお かしい わ」 

と、 お 松 はつい 語尾 を 砕けて 言いき つて、 自分で なん 

おど 

となく 胸 を 躍らせる 心 持 を 加えた のが、 自分で わかり 

ません。 

「いや、 研究の 考え ごとと、 人情の 考え ごとと は、 同 

じ 考え ごとで も 性質が 違う からな」 


「考え ごとに そんなに 幾つ も ある もので ございま すか ■ 

人情と は 何で，、， ざいます」 

「人情と いうの は、 人間の 情 合いの ことなの だ。 学問 

というの は、 情 合い を はなれた 理性と いう ものです。 

学問の 考え は、 深ければ 深い ほど 落着く が、 人情の 考 

えとい う もの は、 深ければ 深い ほど 乱れて くる もの だ」 

「では、 殿様に は、 何 かお 心 を 乱す ような 人情の 思い 

出が、 お有り あそばします か」 

「有る とも、 大有り だ」 

「伺 いとう) /ざ いますね」 

「 言わん 方が いいだろう、 言えば い や 増す 思 いという 


もの だからな」 

「では、 わたくしが 代って 申し上げて みまし ようか、 

お 君 様の こと を、 お思い出し になった ので ございま 

しょう  」 

いみあけ 

「うむ …… いや、 違う、 あれ はもう 忌 明 だ、 思い出せ 

ふびん 

ば 不憫と 思い やられぬ こと はない が、 いつまでも 

あいじゃく  よみ じ 

愛惜 を 追う の は、 それ、 冥路 のさ わりと いう もので な、 

今では、 さっぱりと あきらめ ている、 いまさら 思い出 

して、 心 を 傷まし むる という こ ともないの だ」 

「では、 奥方 様の こと を …… 」 

「いや、 あれ は 愛情がない、 権 式が あるば かりだ、 正 


直に 言う と、 結婚 以前から 冷たい もので、 今 も その 通 

り」 

「では、 どなたの こと を 思い出して おいでにな つたの 

でございます か」 

「実はな、 お 松 どの、 君の こと を 考えて、 つい 思いに 

沈んで しまったの だ」 

「まあ、 勿体ない」 

と 言って、 お 松が またも 真紅に なって、 うろたえる 心 

おさ 

を 抑える Y  J とがで きな いほ どです。 

二十 五 


ただ 単に 自分の こと を 考えて いて くれたと いう こと 

は、 感謝すべき ことで あっても、 狼狽すべき 事柄で は 

ありません。 それな のに、 お 松の 狼狽ぶ りの あわた だ 

しさ。 自分ながら、 今日に 限って、 何で こんなに あわ 

てなければ ならない か、 その 理由が わかりません。 

「お 松さん、 私 は、 つくづく 君に 済まない という 考え 

よう や 

が、 このごろ 漸く 起り ました、 遅い ことでした」 

「何 をい まさら 改まって、 そのよう に 仰せられます か、 

わたくしに はわ かりませ ぬ」 

「あなたが 忠実に 働いて くれれば くれる ほど 済まない、 


思えば、 私 は、 あなた を 忠実な 秘書で あり、 助手で あ 

ると しか 認めて いません でした、 お 松 どのと いう 存在 

は、 ただ 駒 井の 研究 を 助けて くれる 得難き 道具と して 

—— 道具 というの は 少し 言 い すぎ かも 知れません が、 

最も 善い 意味で、 そういう 取扱いが 当然 だとい う 心得 

のみで、 それ 以上に は 考える こと もしませんで したが 

今、 考えて みると、 あなた も 女でした」 

「何とで も 仰せ あそばせ」 

お 松 は、 駒 井の 率直な 言いぶ りに、 挨拶の 言葉 を 見 

出せなかった のです。 駒 井 は、 言葉 をつ づけて 言い ま 

した。 


「あなた も 女です、 今 ここに 女性と して、 私の 親近の 

一人 を 見て いますと、 その 女性 は、 娘盛りと いう、 人 

生に 二度と ない 花の 時代でした、 ああ、 それ を 自分 は、 

ただ 自分の 助手と しての み、 便利 有用なる 道具と して 

のみ 認めて、 女性と して、 娘 ざ かりとしての、 あなた 

という もの を 見て 上げる ことができなかった、 むしろ、 

その 余裕 を 今日まで 持ち 得なかった という ことに、 大 

きな 慚愧を 感じました、 己れ という ものに 熱中して い 

る 間に、 知らず 識らず 人 を 犠牲に していた 大きな 罪 を、 

覚ら ずに はいられません、 それ を、 今と いう 今、 痛切 

に 責められた ものです から、 思わず 歎息と なりました 


のです」 

「何 を おっしゃ います か、 わたくしに は 聞え ませぬ」 

とお 松 も、 つとめて 冷静 を 保つ 心で 駒 井の 言い分に 応 

対 をして、 

「女と しての 私が、 お 傍に 働いて お 気に 召さぬならば、 

いつでも 引下ら せて いただきます、 微塵お 怨み 申し 上 

げる 心な ど は ござり ませぬ、 幸い、 わたくし、 子供の 

時から 骨折 仕事に も 慣れて おります から、 明日からで 

も 開墾の 皆様と 御 一緒に、 草 も 刈りましょう、 水 も 運 

びましょう、 その 方が、 わたくしの 身に も 相応して い 

るに 違いありません」 


駒 井 は、 それ を 押しな だめて 申しました、 

「そういう 意味に 取つ て もら つ て は 迷惑し ます、 今 こ 

こから 君に 離れられて は、 君に 代るべき 人がない、 人 

がない から、 やむ を 得ず 君に 働いて いても らうので は 

ない、 たとえ 幾人の 適任者が ありましょう とも、 君 を 

措いて、 助けて もらえる 人 は 現在の 駒 井に はない ので 

す、 拙者が 済まない と 思う の は 別の 意味で はあり ませ 

ん、 女性の 一 人 を、 女性と して 扱う こと をせ ずに、 単 

に 便利なる 使用人と して 一 生 を 廃らせて しまう その 責 

任が、 この 駒 井に あり はしない か、 世が 世なら ば、 そ 

なた のために、 よき 連合い を 求めて、 立派な 家庭の 人 


なかだち 

として 仲 立して 上げるべき はずな のに、 それ をせ ずに、 

こうして、 いい 気になって、 娘 ざ かり を あだに 過 させ、 

今後 とても、 そういう 希望 を 以て、 君 を 世に出して 上 

おのの 

げる ことが 覚束ない、 それ を 思う と、 自分の 罪に 戦か 

おの 

ずに はいられな いのです。 人と いう もの は、 己れ の理 

想に 熱中して いると、 知らず 識らず その 家庭に 大きな 

犠牲 を 作る もの だとい うこと を、 今ごろ、 つくづくと 

考えさせられた 次第な のです。 そこで、 そなたの 身が 

ふびん 

不憫で なら なくなりました、 今まで は、 物と しての 人 

を 見た のです が、 今 は 人と しての 女 を 見た のです、 自 

ほころ 

分の 心の 弱き 部分が 綻びて、 血 を 出した ような もの 


なのです、 深く 気に 留めないで 下さい」 

物 やさ しく 言う 駒 井 の 言葉が 、 今日は ナゼ かお 松の 

心 を 動かす ことが 深く、 いつも、 はきはきと 答える 言 

葉が、 今日は まとまらず、 この 深甚な、 異例の 言葉に 

対して、 何と 挨拶すべき か、 お 松 は ぼつと してし まい 

ましたが、 やがて、 卓の 上に 泣き伏して しまいました。 

声 を 揚げて 泣いて しまいました。 

二十 六 

その 時から、 駒 井 甚三郎 とお 松との 間の 感情が、 平 


静を 失いました。 

お 松 は、 駒 井に とって 唯一 の 秘書で あり、 助手で あ 

る こと は変リ はありません けれども、 今までの 虚心で 

ある ことができません。 この 人に 近づく ことに、 心 を 

置かなければ なら なくなりました。 駒 井と して は、 あ 

の 時、 言い過ぎた とも 思う様 子 はなく、 更に 言い足 そ 

うとす る 気配 もな く、 依然として、 威と 恩と を 備えた 

主人と し、 船長と しての 態度 を 保つ ことに 変り はあり 

ませんで した けれど 〔# 「ど」 は 底本で は 「で 匕 も、 ひ 

そかに 見やる お 松の 眼に は、 痛々 しい ものの 映る こと 

を 止める ことができません。 


威厳の 人と しての この 主人に、 お 松 は 物の 哀れ を は 

じめ て 見出しました。 それ は 甲 州 以来の 昔の 思い出が、 

今まで は 人の 身の上の ようにし か 思われなかった もの 

が、 今 は、 わが 身の上の ような 気がして なりません。 

ほ うば い 

そうして みると、 あの 朋輩と しての 不幸 薄命な お 君 

さんと いう 女性の 運命の 絵巻 を、 ここに 再び 繰り ひろ 

よみがえ 

げて、 それ を 哀れな りと 思う 心が、 泉の ように S つ 

て 来ました。 本当に 自分と して は、 お 君さん を 気の毒 

だと 思い、 できる 限りのお 世話 はした つもり。 またお 

君さん の 方で も、 わたしと いう もの を、 本当に 唯一 無 

二の、 心の底までの 打明け 相手と して 許して おり まし 


た。 

その 時分のお 松 は、 駒 井の 殿様 は、 殿様と して 尊敬 

はして いた けれど、 それ は 有っても 無くても よい 存在 

のよう な もので、 お 君さん だけがなければ ならない 人 

で、 その 人の ために、 身 を尽し 心を尽 して 尽 したつ も 

りです けれども、 ついに その 効が ありませんでした。 

自分の 無力 を 歎く と共に、 お 君さん の 不幸な 一 生 を、 

歎いても 歎き 足りない 気で います。 その 時の 自分の 心 

に は、 宇津木 兵馬と いう もの だけが あって、 そのほか 

の 男性の ことはありません。 この 世で、 いちばん 縁の 

ありそうな 人で、 その実、 いちばん 縁の ない のが 兵馬 


かみ ひと え 

様であります。 紙一重の 違いが、 いつでも 千里の 外に 

それる、 それ をお 松 は、 運命と いう もの は、 いつも こ 

うした もの だと、 雄々 しく も その 時に 思い あきらめて、 

更に 新しい 仕事 を、 新しい 勇気 を 見つけて は、 ここ ま 

で 進んで 来ました。 

海上の 生活から、 今の 役目が 重く してい そがし いた 

めに、 このごろ は 思い出す こ ともなく、 お 君と、 兵馬 

のために、 心の 痛手 を 病む ことが 少なくな つて 来て い 

ました。 それ を、 このごろ 再び、 物 思う 身と なり まし 

た。 昔 は 人の 身、 今 はわが 身と いうよう な、 言い 知ら 

ぬ 心の 痛みが、 お 松 を 悩ます ものの ようです。 


ある 時 は、 お 君さん に 済まない！ というよ うな 夢 

心地に なって、 ハツと 我に かえる こと さえ ありました。 

お 君さん の 運命が、 今日と なって、 わが 身に 降り かか 

ろうと は、 それ は 夢の 外の 夢の ような 思いに 堪えられ 

ません。 

それから、 お 松 はなるべく、 主人の 室に 遠ざかって 

仕事 をしょう としました。 わざと 次の間に 持ち出して 

みたり、 今まで 心 置な く 物 をたず ねたり 教え を 受けた 

りする こと も、 この頃から なるべく  口 を 利かぬ ように、 

物 を 言わぬ ように、 できるならば、 ひとり だけ 離れて 

船の 中に いたいと いうよう な 気分に 迫られて 来たの が、 


自分で も わかりません。 

駒 井 もまた、 気のせい か、 態度に 変り はない と は 言 

いながら、 お 松に 向って する 口の 利き 方が 鈍くな つて、 

少なくな つたよう に 思われます。 お 松 は、 この 心の 間 

の 裂け目 を 悲しい と 思いました けれども、 その 悲し さ 

のうちに、 何 か 甘い ものが、 重い 心の 躍動と いう もの 

が あるの を 感ぜずに はいられません。 

それから 幾日の 間、 こんなよ うにして、 二人 は、 外 

見 は 少しも 変らずに、 助けつ 助けられ つして 過し まし 

たが、 その 間に も、 先日の ような 突つ こんだ 話 は 少し 

も 出ませんでした。 


駒 井 は 冷静な 科学者の 立場で 研究 をつ づけて いる、 

その 変らぬ 面の、 すずしい 中の きびしさ を 見る と、 あ 

の 時の、 あの 言葉が、 通り魔の ように、 何もの かの い 

たずら が させた ことで はない かと 感ずる ば かりです。 

それから 一週間ば かり 経って 後の ある 日、 開墾の 方 

が 予定よりも ずっと 速やかに 進んだ ことのお 祝い を 兼 

ねて、 慰労の 催し をす る ことがあ リ ました。 その 主唱 

者 は 七兵衛 で、 また 委員長 も 七兵衛 であります。 取つ 

て 置きの 食糧 を 整理して、 赤の 御飯 を 炊く、 手づ くり 

の 諸 味の 口 を 切る、 海で とった 生きのいい 魚、 陸で 集 

めた 自然の 野菜、 バナナ、 パイナップル、 それから 


あほう どリ  さかな 

信天翁 を 料理した 肴、 そういつ たような 山海の 珍味 

さよ-つきよ-つ 

を 用意して、 折 柄、 その 晚は 大空に 皎 々たる 月が か 

かり、 海上 千里、 月明の 色に 覆われて、 会場 は 椰子の 

葉の 茂る 木の間に 開かれて ありました。 

勇ましき 開墾の 凱歌 を 唱えて、 一 同が 飽くまで、 こ 

の 月に 酔い、 海に 躍る の 興 は、 世界に 二つと ない、 こ 

こまでの 苦 を 慰める に 余り ある もので、 全員が みな 十 

二分に 歓を尽 し、 歌う もの、 踊る もの、 吟 ずる もの、 

語る もの、 さまざまに 発揮して、 島 一 つ 浮き 上る よう 

な 景気でした。 

七兵衛 は、 自ら 楽しむ と共に、 司会者と しての 用心 


に 抜かりな く、 白雲 は 酒 を 呑んで、 ひとり 嘯 いて 豪吟 

を はじめる、 それにつ いて 清澄の 茂太郎 が、 身振り あ 

やしく 踊って 倦き ない ものです から、 田 山 も 歌って 疲 

るるとい うこと を 知りません。 茂 太郎の 踊り は 一座の 

花で あると 共に、 他の 船頭た ち もまた、 これに そそら 

れ て芸づ くしが はじまります。 白雲 は 興に 乗じて、 そ 

れら のお 国芸 をい ちいち 審査 審判して 廻りました。 

ウス ノロの マドロス までが、 大 はしゃぎで ハ ー モニ 

力 を 持ち出す と、 それが また 一 座の 人気 を 呼ぼうと い 

う ものです。 

そこで 興がい よいよ 充 じて、 尽くる という こと を 知 


りません。 

二十 七 

駒 井 甚三郎 は 酒 を 飲む こと をせ ず、 また 唄う こと も ■ 

踊る こと も、 いずれも 興味 を 持ち 得て いない けれども ■ 

ただ、 衆が たわいなく 喜び 興ずる こと、 そのこと を 興 

なりと して、 やがて、 自分 ひとり こっそりと 椰子の 葉 

蔭から 海岸の 方へ と 歩み を 運んで、 上気した 頰を 海風 

に 嬲らせ、 かがやく 汀 の 波に 足 許 を 洗わせながら、 歩 

む ともなく 歩んで 行きました。 


お 松 も 同じ 思いです。 皆の 楽しむ こと は 嬉しい けれ 

ども、 茂太郎 のように 踊る こと もで きず、 白雲の よう 

に 唸る こと もで きない。 今日は 七兵衛 入道が、 船 夫 を 

指揮して 万端の 座 持 をして くれます から、 自分が 立 

入って 働かなくても よい。 駒 井の 殿様と 同じように、 

客分の ような 地位に 置かれ ましたが、 やがて、 椰子の 

葉 蔭から 高く 月 を 仰いで、 むらむらと、 場外の 夜気に 

打 たれて みたくな ります と、 地上に 楽しむ 人 も 面白い 

おおうなばら 

けれども、 この 大海原の 月の 夜 —— 何とい うすばら し 

いながめ でしよう。 つい 一足 二足と 歩いて、 海岸に 出 

てみ ます。 海 はいよ いよ 遠く、 月 はいよ いよ 高く 上つ 


て、 千万 里の 波に つらなる、 大洋の 面の かがやか しさ 

は、 今日まで 海に は 見飽きた 眼 を 以てしても、 す ばら 

しいと 思わない わけに は ゆきません。 

甲 州の 山で 泣いた 月、 松 島の 浜の 悩ましい 月 も 思い 

出の 月で は ある けれど、 この 豪壮で、 そうして 奥に 限 

リ のない 広さから 来る 言いよう のない 淋し さに 似た 心 

地、 それが 何とも 言えない。 

お 松 は、 漸く 海と 月と に 酔うて は 進みつつ 行く と、 

ふと 行 手に 人影 を 認めました。 

それ はたった 一 つ、 自分と 同じように、 この 海岸 を 

歩んで 行く 人影。 この 島に、 ほかに その 人が 有ろう は 


ず はない から、 あれ も わたしたちの 仲間の 一人、 わた 

しと 同じように 席 を 外して 海の 風に 吹かれに 出た 人。 

誰でしょう —— とお 松 は、 それ を 訝 るより 先に、 自分 

とどろ 

の 胸が 轟きました。 

誰と 言うまでもない、 あの 席 を 外して、 ああして、 

ひとりお 歩きな さるの は、 駒 井 船長 様の ほかに はない。 

いつの まに 殿様 は、 お外しに なった のか、 気がつかな 

かった、 とお 松 は それに 胸 を 轟かす と共に、 重い 鉛 を 

飲まされ たように 心が わくわくして、 踏む 足 もとが、 

しどろ に 狂う 風情です。 ぜひな く、 そこに 立ち 尽 して 

力なた 

彼方の 人影 を、 じっと見 つめた ままでお りました。 そ 


の 時には 天上に 月 もな く、 海上に 波 もな く、 お 松の 心 

がた つた 一 つの 人影に とらわれて、 進んで いい か、 退 

いていい かさえ わから なくなりました。 

彼方の 人影 もまた、 汀の ほとり を、 あちらへ 向いて 

進んで いるの か、 こちら を 向いて 引返して おいでにな 

るか、 それ も わかりません。 絵の ような 海岸に、 ぼつ 

ちりと 一 滴の 墨 を 流した ように、 人 ひとりが 立ち 尽し 

ている の を 見る ばかりです。 

しばらくして、 お 松 は 月 を 避ける ものの ように 海岸 

の 砂 をた どると、 道 はいつ しか 椰子の 林の 中に 入って 

いました。 お 松 は、 まともに 月 を 浴びる ことが 心苦し 


くな つて、 木蔭に 忍ぶ 身と なったら しい。 けれども、 

その 足 もとは、 夢 を 追うよう に、 海に 立つ 彼方の 墨絵 

のよう な 一 つの 人影 を 追うて いるので す。 

彼方の 人影 も、 もはや、 それより 先へ は、 行って 行 

けない こと はない けれども、 あとに 会場 を 控える 身に 

とって は、 単独の 行 過ぎに なること を 虞れ て、 と ある 

きびす 

着 点から おもむろに、 踵 を 返して 戻る ものの ようです。 

その 時には、 もうはつ きりと、 その 進退の 歩調が わか 

りました。 そうして、 こちらが じっとし ていさえ すれ 

ば、 あちらの 戻り を 迎える ことになる という 進退が 

はっきりと わかりました。 お 松 は 椰子の 木蔭に 息 を こ 


らして、 人 を 待つ の 姿勢と なりました。 

それとも 知らぬ 駒 井 甚三郎 が、 当然 そこ を 折返して 

来たの は、 久しく 待つ 間の ことではありませんでした。 

「誰、 そこにい るの は」 

と 言葉 を かけた の は、 待機の 女性で はなく して、 そぞ 

ろ 心で 月に 歩んで いる 独 歩の 客で ありました。 

「はい、 わたくしで ございます」 

とお 松 は、 きっぱりと 言いながら、 存外 わるびれずに、 

木蔭から 身 を 現わして 駒 井の 方 へ 近づ い て 来ました。 

「ああ、 お 松 どの、 そなた も 月に 浮かれて 来ました か」 

「はい、 ちょっと、 海へ 出て 見ます と、 あんまり すば 


らしい お 月夜で ございます ものです から」 

「まだ、 みんな 騒いで います か」 

「ええ、 皆さん、 大 よろこびで、 あの 分で は 夜 明し も 

い と 

レ ます ま レ 」 

「そうです か、 それ は 本望です、 そういう 楽しみ をし 

ばし ば 与えて やりたい もの だ、 我々 がいる と、 かえつ 

て 興 を 殺ぐ こと も あるかと、 実は それ を 兼ねて 少々 席 

を 外して みたが、 外へ 出る と、 また このす ばらしい 光 

景 だもの だから、 つい、 うつかり 遠 走り を やり 過ぎて、 

いま、 戻り道に 向った ところです」 

ちんちょう 

と 駒 井 は、 いつもの 通り 沈 重に 釈明 を 試みました。 


その 時に お 松 は、 この 場の 悪く とらわれ たような 羞恥 

の 心が 、 自分な が ら 驚く ほ ど 綺麗に 拭 い 去られて、 ずつ 

おそ 

と 駒 井の 傍へ 寄る こと を懼れ ようとし ませんで した。 

そうして、 駒 井の 後ろに 従うよう な 気分で なく、 そ 

れと相 並んで 歩きたい ような 気持に 駆られました。 

「殿様、 どうして、 わたくしが あの 木蔭に いる ことが 

おわかりに なりまして？」 

「はは あ、 それ はわ かるよ、 こうして 月に 浮かれて そ 

ぞろ 歩いて いると は 言いながら、 なにしろ、 はじめて 

の 無人島 だ、 環境の 事情から も、 自衛の 本能から も だ 

な、 前後左右に 敏感に 神経が 働く からな、 注意すまい 


と 思うても、 物影の 有る 方に 注意 は 向く よ、 植物と 人 

間と を 見誤る ほどに、 わし は 酔うて はいない の だ」 

その 返答 を 聞いて、 なるほど、 夢の ように、 そぞろ 

歩き をしながら も、 人 を あずかる 身になる と、 油断と 

いう もの はあり 得ない、 という 心の たしな み をお 松が 

さとりました。 男子 は 外へ 出れば 七 人の 敵が ある、 と 

いう 請 など も 思い当る し、 何の 苦 もなか りげ に 見え 

る 人に、 かえ つ て 断えざる の 苦が あると いうよう な 同 

情 を 思い出で ました。 

「あまり 夜露に 打 たれて はお 毒で ございまし ようから、 

お 館 へお 帰り あそばせ、 あの人た ち は、 あの まま、 あ 


の 人た ちに お任せに なった 方が 功徳に もなる で ござい 

ましょうから、 このまま お帰り あそばして はいかが で 

ござります、 わたくしが お供 を 致します」 

とお 松が 言い出で たの を、 駒 井 は 素直に 受 入れました。 

「なるほど、 それ もそう です ね、 夜露が 毒と も 思わん 

けれども、 帰って、 仕 残しの 仕事 も ある、 そなたの 言 

う 通り、 だまって このまま 引上げた 方が、 多数の 興 を 

さまたげないで 済む という もの だ。 では、 一緒に 帰る 

としましょう」 

「そう あそばし ませ」 

駒 井 はお 松 を 伴うて、 椰子の 林の 木蔭 を、 新館への 


帰途に つきました。 

その 時に、 お 松 は、 なんとも 精一杯に 自分の 胸が 躍 

動す るよう な 心 持に なりました。 

この 主人 を、 送り迎えに 立った こと はこれ まで 幾度、 

室 を 共に し、 事 を 共に し、 職務 以外に は 何の 雑念 もな 

おど 

かった 身が、 今宵 は 躍る 心が 怪しく も 狂います。 

お 松と して は、 今までに ほとんど 感じた ところの な 

いほ どの、 強い 充実 味に ぐんぐんと 引き しめられる。 

いきが い 

ただ 何と はなしに 生 甲斐が あると いうよう な 心 持、 女 

としての 充実した 喜びが 海の 潮の ように 迫る を 感ぜず 

に はいられません。 今まで は、 いつも 神妙に、 後ろに 


従って 主従の 謙遜 を 忘れなかった 身が、 今晩は ぐんぐ 

ん 押しき つて、 この 人と 並んで 語りたい、 押 並んで 歩 

きながら、 思う存分に 話したい、 という 気分に 満ち 溢 

れ ていました。 

駒 井 甚三郎 もまた、 踏む 足が おだやかで はあり ませ 

ん。 思いな しか、 その 白い 頰の 色が、 木の間の 月に 輝 

いて、 この 人と して は 滅多に 見る ことので きない 血の 

気 を 湧かせて いる やに 見えない こと もありません。 お 

松の 思い 上った、 不遜に 近い 歩みぶ り を、 決して 不快 

なりと はして いないよ うです。 

かくて、 二人 は 椰子の 木蔭 を、 かの 新館な りと 覚ゅ 


る 方面に 向って、 無言で 歩きました。 それ は 主従 相伴 

うて 歩む のでな く、  二 個の 人間が 相 携えて 行く ものの 

ようです。 

椰子の 林 を わけて 行く といっても、 それ は 熟 地に 見 

るよう な 簡単な もので はない のです。 蛮地で はないけ 

れ ども、 多年の 無人島で すから、 たとえ 隣から 隣へ 行 

くにしても、 道と いう もの はない ところな のです。 そ 

こへ、 心 あたり だけの 道 をつ けて 進む というより ほか 

に、 進む 道 はない のです。 自分た ちの 住む 新館 は、 た 

しか あちらの 方と、 漫然と した 道 方角 を 選んで 歩いて 

も、 それが そのままに 通り抜けられ るか どうか はわ か 


りません。 

で、 二人 は、 方向の 目的 はき まってい るが、 その 径 

路 のこと は 忘れて いるよう でありました。 

無言で、 ずんずん 歩み 行く こと、 そのこと だけに 気 

が 張りき つて、 到着の 時と、 ところと、 そんな こと は 

忘れて しまったの ではない か。 

二十 八 

「お 松さん、 わたし はこ こで、 一 つ、 あなた を 驚かす 

こと を 言つ てみたい」 


と、 ある 地点へ 来て、 駒 井 は 足 をと どめて、 椰子の 大 

木の 一 つに 身 を釘附 けにした ように よりかかって、 こ 

う 言い かけられ たお 松 は、 全身の 鼓動 を 覚えた けれど 

も、 それでも 度 を 失うよう な こと はなく、 むしろ、 待つ 

ていました というよ うな 大胆な 心 を もって、 駒 井の 前 

に 立ちはだかりました。 立ちはだかった というの は、 

不作法 千万な 振舞であります けれど、 お 松と して は、 

それほど 大胆に なり 得た 気分 を、 自分ながら 誇りたい 

心 持で、 

「何 を 仰せられましても、 驚き は 致し ませぬ」 

「本来 は、 驚かす つも リも なく、 驚くべき 何事 もない 


のです が、 少しも わたし を 知らない 人 は、 狂気の 沙； & 

と 思う かも 知れません」 

「殿様、 あなた はわた しの 唯一 の 御主人 様で ござり ま 

こうむ 

す、 御主人から 仰せ を 蒙 つて、 それで 驚く 家来 は ござ 

いません、 この 場で 命 を 取る ぞと 仰せられましても、 

それに 驚く ような 家来 は、 家来で ございません」 

「いいえ、 そなた は、 わたしの 家来で はない、 わたし 

はもう 疾 うの 昔に、 人の 主人た る 地位 をの がれた、 同 

時に ただ 一 人の 人 を も 家来と し、 奴隸 とする ような 

せんじょう 

僭上 を 捨てた、 わたし を 殿様 呼ばわり する は、 それ は 

昔からの 口癖が、 習慣 上から 廃らない の だから、 急に 


咎めよう とも 思わない が、 本来、 わたし はもう 疾うに 

昔の 殿様 を 廃業して いる、 こうして 涯り 知られぬ 海上 

を うろつく、 これが 本当の 浪人 じ や、 浪人と いう 字 は 

浪 という 字 を 書く、 陸上に さまようて いるの は、 あれ 

は 浪人で はなく、 牢 人と、 人を囚 える 牢 という 字 を 書 

いた もの も あるが、 海上から 見る と、 陸に いる 人は牢 

にいる 人と 同じ かも 知れない、 陸に いて はいくら 自儘 

だとい つても 窮屈 じ や、 限度と いう 格子に 必ず 突き 当 

るが、 そこへ 行く と、 海上 は 無制限 だ、 海上に は、 海 

上の 自由が あるな、 たしかに。 だから 海上に 漂う 身に 

なって みないと、 真の 浪人の 味 はわから ぬ もの だ、 つ 


らい こと も 無制限 だが、 楽しい こと も 無制限 だ。 人間 

として、 人間の 制限 を 受ける の はい やな もの だな、 お 

松さん、 そうは 思いません か」 

「それ はおつ しゃる 通りで ございます、 陸に いると、 

海に いると では、 人間の 気象が 自然に 違って 参ります」 

「制限の なき 世界、 制限な くして おのずから 節度の あ 

る 世界、 節度 を 人から 強いられず、 自ら 楽しんで 傲る 

ことなき、 そういう 世界が 望みで、 わたし はこの 船の 

旅に 出ました、 わたし はもう 人の 上に 立つ こと はしな 

い、 人の 下に 忍ぶ こと もしない、 お 松さん、 君が、 も 

おの 

しまた、 この わたし を 主人と 思い、 己れ の 立場 を 家来 


と 思って いると したら、 それ はおた がいの 誤解で ある 

ばかりでなく、 おた がいの 不幸です、 この 道理が、 あ 

なた に はよ くお わかりの はずです」 

つねづね 

「毎々、 そのよう に 承って おります が、 それ は 道理 だ 

けの もので ございます、 誰 ひとり、 あなた 様 を、 自分 

の 同輩 だと 思 う ものが > J ざいましょう、 思おうと して 

も 思われません、 それだけに 備わる ものが ございます 

から。 それだけ 企て 及ばない ものが あるので ございま 

すから」 

「おた がいに 身 を 以て 解釈し なければ ならない、 昔の 

ままの 頭 を 以て、 今の 生活 をしょう という は 無理です 


よ、 わたしたちが 千辛万苦 をして なりと も、 異境の 土 

になりたい というの は、 今までの 生活が いや だからで 

す、 その 生活 を 土台から 築き 直す ために は、 歴史と、 

習慣と、 恩義と いうよう な もの を 負うて いる 国で は、 

それが できない から、 わざわざ こうして、 天涯に 土 を 

求めて いるのに、 昔の ような 頭で、 昔の ような 生活に 

帰る つもりなら、 おおよそ それ は 無意義な のです、 そ 

の 様式 をす つかり 打ち 直す と共に、 その 心 持 を 全く 入 

れ 替えなければ ならない。 船のう ちで は、 そうしょう 

としても 許されな いものが ありました、 こうして 自由 

なる 国土の 形式が、 とにもかくにも 出来 上った 上 は、 


その実 行に うつらなければ ならない のです —— それ を、 

わたし は、 ここへ 来る と 同時に、 ひそかに 決心し まし 

た、 考える だけ は 考え 尽 して、 もはや 決心の 時代 も 過 

ぎて、 実行の 時代に 入りました、 その実 行の 第一と し 

て、 誰よりも 先に、 お 松さん、 お前 を 驚かさなければ 

ならない。 実 を 言う と 今日まで、 その 機会 を 冷静に 見 

つめてい ましたが、 今晚 という 今晩が、 その 与えられ 

た 機会 だと 思わない わけに はいかない、 もう、 これ 以 

ときあか 

上に 論議 を 費す 必要 はない のです、 物 を 言って 説明す 

必要 はない のです、 わたし は 極めて 平静の 心 を 以て、 

これ を 言います が、 お 松さん、 あなた はわた しと 結婚 


しなければ なりません、 駒 井 甚三郎 は 改めて、 お 松 ど 

のに 結婚 を 申し込む のです、 秘書と して、 助手と して 

ではない、 妻と して、 あらゆる もの を 駒 井に 許す ので 

す、 それ を わたし は 今 ここで、 あなたに 要求したい」 

駒 井 甚三郎 は、 つとめて 平静 を よそおい、 また 平静 

の 心 を 以て これ を 言わな ければ 、 言う 意味 をな さない 

こと を 感ずる かの 如く、 こう 言いき つて、 そうして、 

お 松の 表情 を、 月に 照らして、 爪の 先まで も 見落す ま 

じと 見入った のです。 

二十 九 


しばらくの 間、 たぎり 流る るよう な 烈しい 沈黙が、 

無人島の、 今 は 無人で ない 処女 嶋の、 椰子の 林の 木の 

間に つづきました。 

駒 井の かくまで、 技巧なら ぬ 技巧 を こらして 打ち出 

でた 応対に、 お 松と して は 返事が ありません。 返事が 

できない のです。 できな いのは、 あり 余って、 そうし 

て、 その 言葉 を 見出す に 苦しむ のでありましょう。 

全く これ は、 この 純良 忠実なる 処女 を 驚かす に 充分 

なる 申し出で ありました。 尋常の 場合、 当然の 立場で 

いてさえ、 女性と して、 この 申し出に 触れた 時 は 人生 


の 最高潮であって、 これに 動揺し ない 婦人 は 一人 も あ 

るべき はずで ない。 驚くな と 言っても、 驚かずに はい 

られ ない はずの ものです。 お 松の 心の 激動と、 その 激 

動 を 持ち こたえる ものごし は、 駒 井に 正面から 見下ろ 

されての がるる 由が ありません。 生憎に も、 木蔭 を洩 

るる 月の 光が、 また 直下に この 処女に 射 向いて、 絶 体 

絶命の 手 づめを 見せて いるので す。 

こうな つた 時に、 お 松 は、 これ こそ 驚くべき 勇気 を 

かお 

以て、 少しも たじろがずに 駒 井の 面 を 見上げて、 それ 

に 劣らぬ 平静 を 以て 答え 得られた ことが 意外です。 何 

か 力あって、 この 女性 を 後ろから 嗾 ける ものの ように、 


「承知いた しました、 わたくし は、 あなた 様のお 申出 

で を、 このまま 素直に ぉ受 入れ 致します」 

「うむ —— 」 

と 言って、 駒 井 甚三郎 が、 その 足 を 大地に 踏み こたえ 

るよう に 立て直して、 

「有難い —— よく 承知 をして くれました、 今晩から、 

あなた は、 わたしの 妻です」 

「かような、 これより 以上の 大事 はない お 申出で を、 

そのまま、 この 場で お受けす る 気持に なった、 わたく 

しとい う ものの 我儘 をお ゆるし 下さい、 わたくし は自 

分で、 もう 自分の ことが わかり ませぬ、 無条件で、 な 


ん でも かで も あなた 様のお 申出で に 従うよ り ほかに 道 

がない こと を犇と 身に こたえました、 本来なら ば、 充 

分に 考えさせて いただいて、 せめて 今夜 一晩な りと も • 

静かに 考えさせて いただい てから、 最後の 御 返事 をし 

なければ ならない のに、 それ をし ないで、 この 場で、 

こんなに 手軽く 仰せに 従う、 わたくし という ものの 

かるはずみ 

軽佻 を 定めて お 心の中で はお さげすみ にな つてい 

らっしゃ るかと 存じます が、 わたくし は、 もうさげ す 

まれよう が、 賤 しまれよ うが、 左様な こと を 考えて い 

る 余裕 はない ので ございます、 今晚ー 晚 考えさせ てい 

ただいた に 致しましても、 明晚、 明後日、 一生涯 考え 


てみ ました とても、 このお 返事 は 考えて はでき ません、 

それ故に、 この 場で、 あなたのお 心に 従います —— そ 

れが、 僭上で あるか、 男女の 道に 外れて いるか、 いな 

いか、 世間 態の ために、 あるべき ことか、 なかるべき 

ことか、 そんな こと も、 以前の わたくし ならば、 充分 

に 考えて いる 余裕が ありました でしよう が、 今の わた 

くしに は それが ありません、 あなた 様が、 当然の こと 

として、 それ をお 申し出で になった ように、 わたくし 

も 当然の ことと して、 それ をお 受 入れ 致します、 誰が 

何と 言っても、 もはや 怖れません、 誰に 対して 済まな 

いこと になる か、 済む ことにな るか、 そんな こと も 一 


切 はこ こで 忘れ去って しまって おります、 この、 はし 

たない、 慎し みのない 女 を、 ぉ憐み 下さい ませ」 

畢生の 力 を 振って、 こう 言った お 松の 舌 は 雄弁で し 

ほとばし 

た。 平静に、 平静に とつと めながら、 その 間から 迸 

る 熱情が、 火花の ように 散る の を、 駒 井 は 壮んな もの 

を ながめる かの 如くに 見つめて、 

「有難い、 わたし は 今まで、 いかなる 女性から もそう 

いう 強い 愛情 を 受けた ことがあ りません、 女性が 男性 

の 要求 を 受ける 場合に、 抵抗が なくして、 それに 成功 

の ある こと は 絶無です、 積極に か、 消極に か、 抵抗 を 

受けて その後に 征服が あるので す、 結婚と いう ものの 


原始の 形式 は それでした、 それが 進歩して、 その 間に、 

あやとい う もの だけが 残って いる、 一旦 は 拒む もので 

す、 許す 気持 を 以て 争う ものです、 よい 意味の 芝居 を 

しないで、 男の 要求 を受 入れる 女と いう もの はあり ま 

せん、 それ をお 松さん だけが しない、 これ は 偉大なる 

強さです、 この 抵抗の ない 抵抗の 何とい う 強さ、 今晩、 

駒 井 甚三郎 は、 生きて いると いう 喜び を 感じました」 

「わたくし も、 初めて、 女と して 生れ 甲斐が あつたと 

あざむ 

いう こと を、 今 こそ 欺 かずに 申し上げる ことができ 

るので ございます。 駒 井 甚三郎 様、 男と して、 あなた 

以上に 依頼ので きる 人が、 あなたの ほかに は ございま 


せん、 あなた 様 もまた、 女と して、 友と して、 同志と 

して、 わたくし 以上に 信用ので きる 相手 を 見出し 得よ 

うとい うこと は、 もはや、 わたくしが 許し ませぬ、 許 

した とても、 それ は 見出す ことが 不能で ございましよ 

う、 どんな 海の 果て、 陸の 末まで も、 わたくし は、 あ 

なた と 運命 を 共に する 唯一 人の 女で なければ ならない 

と、 それ は、 ただ 張りき つた 一時の 感情で 申し上げる 

ので は ございません、 あの 時から、 運命が そうさせた 

ので ございます。 この 大きな 力 を ごらんく ださい、 も 

はや、 わたしの 身であって、 わたしの 身で は ございま 

せん、 この 大きな 力に 押され、 大きな 力に 引きずられ 


ている わたし を、 ぉ憐み 下さい、 わたくし は、 もう 自 

分の 力で 自分 を ささえる ことができ ませぬ、 自分で 今 

何 を 言つ ている かさえ わから なくなりました」 

この 時に、 お 松 は 身 を 以て 駒 井の上に 倒れ かかり ま 

した。 

全く、 自分で 自分 を 支える ことができない。 今まで 

堪えに 堪えて いた けれども、 もう 持ち きれない この 重 

味 を、 持ち かけられ るの は そこより ほかに はあり ませ 

まとも 

ん。 その 怖るべき 力 を、 真面に 受けた 駒 井 甚三郎 は、 

よろよろと、 それ を受 留めながら、 これ も 自分の 力で 

自分の 足 もと を 支える ことができず、 最初から 楣に 


取って いた 椰子の 大木に 支えられて、 そこで、 烈しい 

泣き声が、 駒 井の 胸の 中に すっかり かき 埋められて、 

それでも 井堰 を 溢る る 出水の ように、 四方に たぎる の 

いかん 

を 如何と もす る ことができません。 

身 を 以て 泣く 女の 力、 駒 井 は その 力が、 雷電の 如く 

火花 を 散らす 強さ を 知りました。 

三十 

この 時 以来、 二人の 身心に 大 革命が 行われた という 

こと を、 誰も 知った ものはありません。 


聡明に して 數智 なるこの 二人 は、 その 秘密 を 誰に も 

知らせようと はせ ず、 また 知らせて はならない こと だ 

と 感じました。 

二人の 間が、 今までと 変って、 二つの もので なく、 

完全に 溶け合って しまって、 しかも、 その 情熱 は 白熱 

の 情熱で、 土 を も、 金 を も、 あらゆる もの を 溶かし 尽 

す 盛大なる 力 を、 秘密の 中に 生かし 置く 二人の 人間と 

しての 慎みが、 また 強大な りと 言える かも 知れません。 

それが、 二人 を 偽善に 導かず、 壮快なる 活動力と な 

り、 人に 疑惑 を 持たせず して、 信頼 を 加える ように 嶋 

の 人から もてなされ ている こと は、 今日が 昨日に 優ろ 


うと も 劣る ことはありません。 

それ だのに、 二人 は、 この 秘密の 知らる る こと を 怖 

れ ました。 相 戒めて、 よそよそしく 振舞わなければ な 

らな いこと を 申し合わせ たの は、 それ は、 こういう 疑 

惑が 人心 を 迷わす ことのい かに 大きい か を、 二人とも 

に、 経験の 上から よく 心得て いるので す。 

人心 を 得る も、 失う も、 その 機微に 存 する こと を、 

飽くまで 味わって 来た 駒井甚 三郎、 世間の 苦労 をし つ 

くして、 人心の 反覆 を 知り 過ぎる ほど 知ってい るお 松 

は、 二人の 評判が、 この 僅かな 同志の 間にで も 異様に 

立ちのぼった 時 は、 それ は 二人 同士の 身心の 革命が、 


血 を 流さず して 行われた ことのよ うに 容易な もので な 

いこと を、 熟知して いるからで あります。 

人心が 離れる、 離れない という こと は、 男女の 間の 

疑惑から 起って、 予想 だ もしない 危険が あると いう こ 

とに、 相 戒め、 節制 をつ とめる 二人の 間 は、 偽善で は 

なくして、 誠意で ありました。 

二人の 間 を、 異様な 眼 を 以て 見る もの は 一人 も あり 

ません。 船に ある 時、 優良なる 船長であった 主人と、 

その 最も 忠良なる 侍女、 或いは 秘書と してのお 松 を、 

虚心 平気で 見る 以外の 眼 を 以て 見る もの は 一 人 も あり 

ませんで した。 


二人の 革命 は、 無事に 二人 だけの 破壊と 組立て を完 

了して いる。 その 勝利と いうよう な 甘い 感じが、 やや 

も すれば、 この 聡明に して 警戒 深い 二人の 世界 を、 動 

かそうと する こと もない とも 言えな いが、 一 一人の 世界 

は、 二人 だけの 世界で、 何者と いえ ども、 これに 触る 

る を 許さない ところの もので ありました。 

その 甘き に 酔うべき 秘密 を、 二人 は、 厳粛に、 犯さ 

れ ざる 垣の 内に 保ち 得たり とする、 そこに、 誠意 も あ 

リ、 警戒 も あるが、 また、 免るべからざる 弱さ も あり 

ました。 その 弱味が、 蓋 を 取って 物 を 見る ように 見ら 

すきま 

れ ている こと を 感づかない 二人の 心に、 充分の 隙間が 


あり、 愚 さが あると いう こと を 気づかな いでいる とこ 

ろに、 また 二人の 善良 さも あると いう ものです。 

事実、 秘密 は 保 たれて いる —— と 信じき つたと ころ 

あやま 

に 過ちはなかった もので、 今 も 現に、 一人と して 異様 

な 眼で 見る もの はな いのは、 まさに 相違ない のです が、 

たった 一人の 者に、 その 秘密 を 見破られて しまって い 

る —— という ことに、 二人が 気がつかなかった という 

の は 運の 尽き —— いや、 それが 結局、 喜ぶべき ことか 

も 知れません。 この 同志の 中の たった 一人が、 早く も 

二人の 秘密 をう かがい 知って しまいました。 

その 一 人と は 誰。 神秘に 属する 官能 を 与えられた 無 


邪気な 清澄の 茂太郎 か。 いいや、 そうで はない。 茂 太 

郎は 鋭敏な 天才 に似てい る けれども、 まだ その 世界 を 

知る までに は、 年齢の 力が 許して いない。 つまり、 そ 

れを 最初に 見破った の は 別人なら ず、 七兵衛 入道な の 

であります。 

七兵衛 は、 もう 翌日の 朝、 二人の 間 を 見破って しま 

いました。 

朝の 御機嫌 伺い を 兼ねて、 事業の 進境の 相談 をす る 

ために、 真 先に おとずれた 時に、 平静 を 極めた 二人の、 

常と 少しも 変らない 態度と あいさ つ のうちに、 どこ を 

うなず 

どう 見つけた か、 心のう ちに 肯 くもの が あ つ て、 そこ 


は やっぱり 狸です から、 二人が なにく わぬ 表情 をして 

いる 以上に、 この 男 は 尋常な 面つ きで、 いんぎんに 聞 

くべき を 聞き、 述 ぶべき を 述べて、 天幕の 中へ 引下つ 

て 来たが、 まだ 働き手 は 誰も 出動して いない テントの 

きせる 

炉の 前で、 煙管 を 一 つ ボンと はたきながら、 七 兵衛入 

道 は 変な 面 をして、 思わずこう 言いました、 

「お 松 も、 いよいよ 女に なった な あ」 

駒 井 甚三郎 も、 お 松 も、 この 人に 会って は、 皮 を か 

ぶる こと はで きないの です。 

だが、 そういった 七兵衛 入道の 面に は、 いささか も 

まさ 

意地の 悪い 表情 はなく、 それが 結局、 二人の 喜びに 勝 


ると も 劣る ことなき、 躍動 を 抑えて、 ほほえむ かの 如 

き 含蓄 の 深い 色 を 漂わせて、 

「縁 は 異な ものと はよ く 言った もの だ、 あの 子が 駒 井 

の 殿様の ものに なろうと は 思わなかった、 駒 井能 登 守 

を、 こっそりと 独占に する 凄腕 を 持って いようと は 

思わなかった、 さて、 おれが 仕込んで、 おれ 以上の 腕 

になった という もの か、 全く 以て 小娘 は 油断が できな 

い」 

と、 こう 独り言 を 言いながら、 ほく そ 笑み をつ づけ ま 

したが、 その 笑顔 は、 我が 子の 手柄 を 親と しての 自慢 

と 誇りに 堪えない ような 笑顔で ない と 誰が 言います。 


事実上、 七兵衛 は、 わがこと 成れり という ほどに、 そ 

のこと を 喜んでい るの は 確かです。 

お 松に ついても、 駒 井に ついても、 知る だけ を 知り 

つくして いる 七兵衛 入道 は、 今 さら、 「縁 は 異な ものと 

はよ く 言った もの だな あ」 と、 ひたすら、 その 縁と い 

う 異常なる ことに 感じて、 それの 正しい か、 正しから 

ざる か は 考えて いないら しい。 考える 暇 もない らしい- 

もし、 少々 でも その 余裕が あつたと したならば、 彼 は 

第一に、 この ことが 宇津木 兵馬と いう ものに とって、 

いいこと か、 悪い ことか、 そのこと だけで も 一応 は考 

えなければ ならない はずな のです。 


七兵衛 として は、 一 日 も 早く 兵馬に 本望 を 遂げさせ 

て、 その あと 二人 を 一緒に してやる、 これが 一生の 願 

いで、 これまで 陰に陽に そのこと に 力を入れて 来たの 

です が、 ここで、 そういう 結構が、 すっかり 打ち こわ 

されて しまって いる こと を 知った 以上 は、 お 松に 対し 

て 苦言 を 言わなければ ならず、 駒 井に 対して 直諫 も 

しなければ ならない ところな のです が、 これが すつ か 

リ 消滅して、 

「お 松 もい よいよ 女に なった、 これで、 おれ も 安心 だ」 

という 安心と 満足で いっぱい なの は、 どうした もので 

しょう。 こうして 七兵衛 が、 大安 心と 満足で 満ちき つ 


ている ところへ、 天幕の 外から、 

「おじさん、 来て いるの？」 

まご かた 

これ も、 うら 若い 女の 声で ありました。 紛ぅ 方な き 

奥州の 南部で、 七兵衛 入道が むりやりに 押しつけられ 

て 来た、 お 喜 代と いう 村 主の 娘の 声に 相違ありません。 

三十 一 

「お 喜代坊 か」 

と 七 兵衛が 言った ので、 

「おじさん、 一 人？」 


と 答えて 天幕の 中へ 現われた の は、 湯の 谷の 温泉で、 

きわどい 時に 拾い 当てた 山 方の 娘のお 喜 代であります。 

お 喜 代 は、 組 飛白の さっぱりした 着物 をつ けて、 赤 

い 帯 をし め、 手拭 を 髪の 上に 垂らして、 手 甲 脚 幹の か 

いがいし いいで たちで 入って 来ました。 その 張りき つ 

た 体格と、 娘で ありながら、 まだ 子供の ような 無邪気 

な 初々 しさが、 思わず 七 兵衛を 見惚れさ す ものが あり 

ま 

「ああ、 わし は 今、 駒 井 様へ 行って お 指図 を 受けて 来 

たと ころなん だが、 もう、 みんな 働きに 来る だろう、 

喜 代ち やん、 そこへ 火 を 焚きつ けて おくれよ、 お湯 を 


わかしと いても らいて え」 

「はい、 承知し ました」 

極めて 柔順に、 この 子 は、 七 兵衛の 言いつけ を 聞い 

つきたて かまど  たきぎ 

て、 急 ごしら えの 築 立 竈の 下へ、 薪 を 折りく ベて 火 

をた きつけ、 やや 遠い ところの 水 汲 場へ 行って、 バケ 

ッへ水 を 満たして 来て、 签に 入れたり など、 まめ まめ 

しく 働く。 その 働く さま を、 七兵衛 は、 こちらから 煙 

草 をのみながら、 じっと ながめて おり ましたが、 

「ああ、 ここに も 娘盛りが いる」 

と 言つ て、 何 か 深く 考えさせられた ものが あるよう で 

す。 


お 喜 代 は、 あんなに して 七 兵衛が 貰い 受けて 来たと 

いうよりも、 変った 意味の 前世の 約束で、 無理に 背負 

わせられて 来たの だが、 こうな つてみ ると、 有力な 拾 

いもので あります。 有力 どころではない、 求めても 得 

られ ない、 珍重な 拾い物 をした と 思わずに はいられ ま 

せん。 

その 当座 こそ、 この 娘 は、 さんざんに 泣き もした し、 

故郷 を 恋しが つ たりして 手が つけられ なか つ たけれ ど 

も、 今 は 慣れき つてし まいました。 これが 与えられた 

生活で あると いう 希望が、 ようやく 芽 を 出して 来たの 

は、 上陸して 後に はじまった のではありません、 船の 


中が 好きに なりました。 海上 生活が 好きに なった とい 

うより は、 この 中の 同志が 物珍しくて、 そうして、 い 

ずれ も 内容が あって、 親切で ある ことが、 単純な 山の 

中の 人と 共に 生きて いるより は、 なんとな しに 豊かな 

ものである こと を 知って、 この 人た ちと 共に 募すなら 

はて 

ば、 海の 涯、 山の 奥、 どこまでもと 言いたい 気分に なつ 

ている のでした。 それから、 この 植民地が 出来る につ 

けても、 女と して は 唯一無二の 働き手です。 お 松 も 働 

き 手で は あるが、 それ は 上 局の 部分に 属して、 主と し 

て 船長 附 きになって いるから、 開墾 そのものと、 その 

生活の 世話に、 手 を 下して 助力 するとい うこと はでき 


ません。 その 不足 を、 お 喜 代 ひとりが 補って 余り ある 

のです。 この 娘 は 山 方で も、 家柄の いいと ころへ 生れ 

たのです が、 労働 を 厭わない のみならず、 労働に 慣れ 

さんめんろっぴ 

ておりました から、 ほんとうに ここで は 三面六臂の 働 

きをし ます。 口数が 少なくて、 働く こと は 三人 前 もし 

ますから、 この 点に 於ても 申し分はありません。 そう 

して、 張りき つて 何 不足な く 働く ものです から、 体力 

もみる みる 実が 入って、 はちきれ そうな 肉体の 豊か さ 

たす きおび しめ 

を、 紺 飛白の 着物の 下から、 唐ち りめんの 赤い 櫸帯締 

の 色から、 甲掛脚 粋の 外れから、 惜しげ もな く はみ出 

して 見せる ところに、 七 兵衛が 思わず 見とれて、 そう 


して また 思いました、 

「ここに も 娘盛りが いる、 今 はま だいい けれども、 そ 

のうちに、 と 言って いるので は 遅くなる、 何とかし な 

ければ ならない、 何とかして やらなければ ならない、 

何とか するとい つても、 もう 世界 は 限られて いるよう 

な もの だから、 いずれ は、 この 組の 中の 誰かに 合わせ 

て やらなければ ならない、 そのうちに 当人が 誰 を 好く 

とか、 誰ぞが ぜひに とか 望んで 来る ものが あるに 相違 

ない、 打ち出し てそう 言えない うちに、 それ を 見て や 

ら なければ ならな いのは 年寄の 役 だ、 だが、 危ない も 

の だな あ」 


と 七兵衛 が、 年寄 心で、 それから それと 取 越し 苦労に 

耽って 行く。 

「危ない というの は ほかで はねえ、 この 国に は 男が 多 

くて 女が 少ない、 少ない というより は、 まだ 男の 数 は、 

そうと、 十三 人 を 数える けれども、 約束 済 以外の 女と 

ばあや 

いって は、 まあ この 娘と 乳母 —— は、 これ はもう 一度 

卒業し たんだから、 明いて いると いえば 明いて いるが、 

はつもの 

初物と は 言えね えの だ、 してみ ると、 取引ので きる 女 

というの は、 お 喜代坊 ひとり だけなん だ、 十三 人の 男 

に 一 人の 女、 しかも それが、 はち切れ そうな 娘盛りと 

来て いちや あ、 これ は 只事 じゃあ 済まね えな あ、 こい 


つ、 この 国での 一 番の 考え ごと だぜ」 

七 兵衛の 苦労 は、 そこまで 及びました けれども、 そ 

れは ただに 取 越し 苦労 ではない、 火が そこ まで 燃えさ 

かって 来て いるよう で、 おっつけ、 この 女の 持主と い 

う もの を 確定して やらない ことに は、 その 暗黙の 競争 

者で 火花が 散る。 苦労人の 七兵衛 は、 この 問題 を、 島 

に 於け る 最初の、 しかも 最大の 難問題の ように 思われ 

出して きました。 

競争者が 出来た 時に、 一 方に 与えて 一 方に 与えな け 

れば、 すぐに 生命が けの 問題になる、 という こと を、 

苦労人の 七 兵衛が 考えない わけに は ゆきません。 そう 


してみ ると、 今のう ちに、 すっかり この 娘の 持主 をき 

めて やって、 他の 者 は 手が 出せない もの だとい う 観念 

を、 みんなに 持たせて しまわなければ 事が 遅い。 これ 

まゆ 

は 考えて いる 時 じ やない、 眉に 火の ついた 問題 だと、 

七兵衛 はせ き 立ちました。 

お 松の 方 は、 あれで 大安 心。 いい か、 悪い か、 それ 

は 知らないが、 もうあの 女の 運命 はき まった から、 あ 

れは、 これ 以上に 心配して やる が もの はない。 これ か 

ら はこの 娘 だ、 今夜 は ー晚、 寝ずに 考えて やる ぞ、 と 

七兵衛 が、 じっと 思い入れあった 時に、 どやどやと 皆 

が 出動して 来ました。 


三十 二 

その 晚、 七兵衛 は、 無名 丸の 方へ 廻って 船番が てら、 

船で 一 夜 を 明かす ことにな りました。 

広い 船室の 中に、 たった 一 人で、 思う存分 考えて や 

ろうとし たの は、 今朝、 天幕の 中で じっと見 据えた、 

あの 体力の ハチ きれそう な、 おぼこの 娘の 身の上の こ 

とでした。 

それ を 考える と、 自分と いう ものの こし 方 も、 おの 

ずから 考えられ るので —— 


「ああ、 おれ も 考えて みると、 女房で は 苦労 を させら 

れ たんだな ァ、 苦労 を させられた というより、 女房の 

ために 一 生 を 誤られた と 言っても いい かも 知れね え。 

な あに、 そんな ことがある もの か、 自分と いう やつの 

かか あ 

手癖 足癖が 悪い から、 こうな つたに 相違ない が、 嬝が 

良 か つ たらこう ならずに 済んだ かと 思われる の も、 ま 

ん ざら 愚痴 じゃある めえ。 あいつお 土産つ きで おれの 

ところへ 来 やが つたんだ が、 そいつ はおろ してし まつ 

て、 次の やつが 出来よう という 時に、 男と 逃げた、 そ 

れ から、 おれが グレ 出した というよ うな もんだ が、 女 

という やつ は、 どっちへ 廻っても 油断が ならね えな あ。 


その後、 おり や、 女と いう 方に は さっぱり 綺麗に、 よ 

くも ここまで 通して 来た もんだ、 悪い 事 あする が、 そ 

の 悪い こと も 性分で やって るので、 意地で やる わけ 

じ やねえん だ、 因果な ことに、 盗む のが 面白く つて 面 

すき 

白く つて、 世間が 隙 だらけで 隙 だらけで、 だまって 見 

て いられね えから、 つい ちょっと 手が 出る、 手が 出る 

と、 足が 物 を 言う ので、 ツイ ツイ ここまで 盗み を 商売 

にして は 来た ものの、 その上り 高で、 道楽 を 一 つす る 

じ やなし、 お 妾 を 一 人 置こう じ やなし、 時た ま 旨え 酒 

を 飲んで、 旨え 物 を 食って みるくれ えが 関の山 なんだ。 

女房の ほかに は、 女て やつに さっぱり 慾がなかった な 


あ、 今日まで それで 通して 来たんだ。 考えて みると、 

ぬすっと 

おれ は 盗人 さえし なければ、 聖人の ような もの だ、 盗 

人に ならな けり や、 相 州の 二宮 金次郎 になって いたか 

しょて 

も 知れね え。 だが、 おれの 初手の 擤は、 あいつ は 今 ど 

うなって いやがる かな あ、 嫁入 前に 男 を こしらえて、 

お土産つ きで 来る ような 奴 だから、 娘 時分に は、 男 も 

一人 や 二人じゃなかった ろう、 どうせ、 水 呑 百姓のお 

れんと こへ、 まあ、 鄙に は 珍しい というく らい、 渋皮 

のむ けた 奴で、 おれのと ころへ 来る の だから、 何 か 仕 

くれえ があった に 違えね え。 おれ も 面白く ねえから、 

あんまり 大事に してやらなかった が、 やっぱり 前の 男 


と 切れなかった のか、 また 別の を こしれ え やが つたの 

おんで 

か、 ああして 追 出て しま やが つて、 その後 は、 さつば 

リ 消息 を 聞かね え、 聞きて えと も 思わね えし、 聞きた 

もとき 

くもね えの だが、 ロクな こと は あるめえ よ、 本木に ま 

さる 末 木な しでな あ、 人間、 一 べん 夫婦と なった 以上 

は、 どっちに どういう 間違いが あっても、 離して いけ 

ず、 離れて いけね え、 間男 をしょう とも、 やくざ をし 

ようと も、 そり や 亭主 の 器量が 足リ ねえ ん だと あきら 

めて、 擤は 免して やる こと だ、 一生 可愛がって やる こ 

とだ、 おれ はそう 思うよ。 あの 時に、 おり や、 もう 少 

し擤を 可愛がって や るんだ つけ。 苛め もしなかった が 


な、 面白く ねえから、 いい 顔 を 見せなかった、 朝晩い 

い 面 を 見せられ なけり や、 女房 は 辛い よ、 女房 だけが 

悪いた あ 一 H えね え、 亭 主に それだけの 徳が ねえから、 

女房が 悪い こと も するとい うこと にな るんだ。 だから、 

若い 娘に はいい 亭主 を 持たせて やりてえ、 なるべく 早 

く、 なるべくい いところ へ、 物心の つかねえ うちに か 

たづけ て やる のが、 年寄 役の つとめ なんだ、 いい 御亭 

主に なれなかった 罪滅ぼしに、 おれ は、 せめてい い 世 

話 人に だけ はなって やりてえ。 さあ、 その 手詰めの 試 

験 台が あの 娘 だ、 あの 娘 を 罪滅ぼしの 試験 台に、 おれ 

は冲 間での 出 雲の 神様に なりてえ、 そうでなければ 浅 


草の 条の 平れ だ、 おれ を ふみつけさえ すれば、 男女の 

縁 は 結んで やる、 とこうい う 功徳の 神様に なって、 罪 

滅ぼし を やりてえ もんだ が、 さて、 その 小手調べが、 

どうなる もの かな あ」 

七兵衛 は、 こういう ことに 思い 耽って、 早速 明日 か 

ら、 この 島のう ちで、 誰に あの 娘 を 授けて やったら い 

いか、 その 品定めに とりかかろう、 物好きな 品定めで 

はない、 当りが ついたら、 いやおうなしに 縁 を 結ばせ 

て、 あの 娘の 持主 を はっきり きめてし まう の だ。 

こういう 心 持で、 船の 中の 乗組、 船頭、 水 手、 楫取 

のす ベての 面 を 頭に 浮べた が、 どうも 考えて みた だけ 


では、 これ はと 思わし い 相手が 思いつかない。 あれ は 

実直 だが、 老人 だし、 二十、 三十の 若い者が あるのに、 

四十 がらみ の 船頭に も 持って行け ないし、 若い の をへ 

たに 選んだ 日に は、 一 方に 恨みの 種 を 蒔く ような もの 

だし、 はてさて、 一 同のう ちに 誰 を 見立てた もの か、 

ほと ほと 七 兵衛の 頭が 乱れます。 

冗談 じ やない、 では いっそ、 七兵衛 おじさん、 お前 

の 物にしち まったら ：：： もともと、 お前に 授かった の 

じ やない か —— 全く 冗談 は 言っても らいますまい、 第 

一、 この 坊主頭に てえ して、 そんな ことができます か 

い、 それに、 今日まで 男 後家 を 立て通して 来たと いえ 


ば 二本棒 だが、 聖人の 道 を 守って 来た このお やじ を、 

今と なって 人間 道に 引 卸す なんて は 罪 だよ、 考えても 

いけね え、 そういう こと は 口走る もんじ やねえ よ、 と 

七 兵衛は 自問自答して、 厳粛に 打消して しまった りし 

てい ましたが、 ー晚 考えて みても、 なんら 目当て はつ 

きません。 

物事 はそう 取 越し 苦労ば つかりす る もんじ やねえ、 

神仏が いいよう にして 下さら あ、 縁 は 異な もの 味な も 

ので、 人間業に 行って 行かね え やつなん だ、 早い話が、 

甲府 勤番 支配 駒 井能 登 守が、 この 大海原の 真中の 離れ 

島の 椰子の 木の 下で、 おれの 娘 分のお 松と 出来合うな 


ん ていう ことが、 仏様 だって あらかじめ 御存じの ある 

事 じゃある めえ、 それと 同じ ことに、 あの 娘 だって、 

どうしょうの、 こうしょうのと、 おれが ここで やき も 

き 思った からと て、 どうなる もの か、 冗談 は 言いつ こ 

なし、 いい年をして、 そんな ことができ るかい、 そん 

な こと をしょう ものなら、 みんなの 示しが つくと 思う 

かい、 なに、 駒 井の 親玉で さえ も あれ じ やない か、 お 

前の は それより もっと 素姓が いいんだ ぜ、 村 方 総出で 

許されて 来たんだ ぜ、 あの 時、 村 方の 者が 何と 言った。 

あの 村の ならわしで、 いったん 男に 肌 を 見られた 女 

は、 もうよ そへ お 嫁に 行く こと はでき ない。 


村の 昔からの 習わしで ございまして、 娘のう ちに、 

男に 肌 を 見られた もの は、 どんなに 身分が 違い ましよ 

うと も、 年 合いが 違いましょう とも、 その 男より ほか 

へ は 行って はなら ねえ ことにな つ ている ので ございま 

す、 見た もの 因果、 見られた もの 因果で ございまして _ 

そういう 習慣で ございます、 そうして その 娘 は、 あ 

の 場で、 こちら 様に、 すっかり 見られて しまったんで 

ございま すから、 もう 嫁に やる ところ も ございません 

婿 を 取る ところ も ござ いません。 

それの み じ や ございません、 怪我に でも 一人の 女の 

肌 を 見て しまった もの は、 否が 応 でも、 その 女 を 自分 


の ものにして、 面倒 を 見なけ リ やなら ねえ おきてに 

なって いるので ございます、 それ をし なけり や 村八分、 

い や、 荒神 様 の 怖ろ しい 祟りが あるので ございまして。 

わしら が 方で は、 名主 様のお 嬢 様が お湯に 入って い 

ると ころ を、 雇人の 作男が、 ふと 見て しまったば つか 

りに、 そのお 嬢 様 は、 隣村への 縁談が 破談に なり、 そ 

の 作男 を 夫に 持たなければ なら なくなって しまった こ 

となん ぞも ございます。 

何 を 申しましても、 村の 昔からの おきて なんで ござ 

いまして、 このお きて を 破る と、 孫子の 代まで 恐ろし 

い 祟りが ございます、 そうして、 現在 この 子 は、 あな 


た 様の ために、 あの 通りの 目に会いました、 善い悪い 

は 別に 致しまして、 これが この 子の 運で ございます、 

もうこの 娘 は、 あなた 様より ほかに 面倒 を 見て いただ 

く 人 は ございま せんから、 御迷惑 さまながら、 どちら 

へ でも この 娘 をお 連れな すって いただきた いもので ご 

さ レ ま す 

もし、 あなた 様が、 この 娘の 面倒 を 見て 下さらな け 

れば、 この 娘 は 死ぬ より ほか は 行き場 所の ない 子なん 

でございます。 

そういう わけで、 押しつけられ たの だ。 

そリ や、 それに 違えね え けれど、 それ は 土地の 迷信 


という もの だ。 土地の 信仰 を 無に はでき ねえから、 一 

時、 おれ は それに 随 つて 来たが、 船つ きの 都合で、 暫 

やくお と 

く 方向 を かえて、 疫 落し を やつてから、 娘 を また 里方 

へ 帰す つもりで 引受けて 来たんだ ぜ、 それ を そのまま 

いい 気になって、 わがものに してし まおう なんて、 考 

えても 考えられね えこと だ、 縁と いう やつ は、 なる よ 

うにし かなら ねえ もの だ、 神仏に お任せ 申して 置き あ、 

いいよう にして 下さら あ、 人間、 人の ため を 思う の は 

いいが、 思い過す と、 かえって ためになら ねえ、 人間 

の 運と いう もの は、 人間に はわから ねえんだ、 縁は異 

な もの 味な もの さ …… いい 人 はいいよ うにして 下さら 


あ. 納まるべき もの は 納まる ところへ 納まる さ、 そう ■ 

くよくよし たもん じゃあね えよ …… 

三十 三 

こういう 意味で 七兵衛 は、 この 問題に 未解決の 解決 

を 与えて、 それで ひとまず 打 切りと しました。 

朝起きて 見る と、 兵 部の 娘が、 思いの外に きちんと 

した 身 だしな みで、 パンと お茶と を 持って来て、 七 兵 

衛 のために 朝飯 をと とのえ て くれました。 マドロス は 

と 見る と、 了 心に 船の 掃除 をつ とめて いる。 この 二人 


は、 ほとんど 常住の 船の 番人です。 上陸して その 部署 

にっかな いこと もないで はない が、 船 を 守る こと を 本 

業と して、 陸に 来る こと は、 ただ 自分と しての 割当て 

の 緦張を 見て 置く だけと い つたよう な ものです。 

見る に、 気のせい か、 マドロス も、 ウス ノロぶ りが 

だいぶ 引きし まって きたよう です。 兵 部の 娘の 何とな 

く 甲斐甲斐しく 見え 出した のと 同じ 見えです が、 見損 

いでない 限り、 二人の 気分の 改まり は、 環境の もたら 

す 一 つの 好感 化か も 知れません。 というの は、 今や 他 

の 船員 はこと ごとく 陸上に 安定の 地 を 求めて 一 生 懸命 

です。 が、 この 二人 だけ は 船に 置かれて、 これ また、 


船 を 安定の 地と して 残されて いる。 周囲の 嫉妬 もない 

し、 憎悪 も 遠の いたし、 そこで 心の 僻みが 取れた せい 

もありましょう。 それともう 一 つ は、 この 一組の 仲 は、 

あらゆる 船員の 憎悪の 的で ありまし たが、 七兵衛 だけ 

は異 つた 同情 を 持って いたのです。 マドロスが 検束な 

きふし だら で、 この 娘 一人 を 独占し、 女 も 女で、 人 も 

あろうに、 あの 眼の 碧い ウス ノロの どこが いいの だと、 

さげすまない 者 は 無い が、 さて、 これほど 侮られ、 に 

くまれながら、 この 二人の 存在 を 如何と もす る ことが 

できない 所以 は、 船の 舵 を この 男が 握って いるからで、 

この 男 無き 限り、 他の 船員に、 まだ 知らぬ 大洋 を 安全 


に 行き 得る 自信がない。 他の あらゆる 事情に 於て は 否 

定 すべき 存在で あるのに、 そのことの ただ 一 つの 技術 

のために、 彼の 不検束が 許されて いる。 それが 許され 

ている 間 は、 女の ふしだら もまた 許されて いる。 こう 

いった 唯一の 条件の 下にの み、 二人の 存在 は 許されて 

いるので すから、 その 以外に は、 あらゆる 冷たい 眼 を 

向けられて いるのに、 ひとり 七兵衛 だけ は、 二人の 間 

を、 一 種の 同情 を 以て ゆるして おりました。 

出来ない うち は ともあれ、 出来た 以上 は 仕方がない、 

出来た にしても、 どちら か 一方に 不満が ある 時 は、 ま 

た それ はどうに か 手段が あろう けれど、 毛唐で あれ、 


ウス ノロで あれ、 出来て しまって いる 上に、 二人とも、 

憎くない、 好き 合って いると いう ことにな つてみ て は、 

もう、 文句の 無い ところ だ、 許して やる さ、 明るく 二 

人 を 扱って やる こと さ、 少なくとも、 冷たい 扱い をし 

ないで 可愛が つて やる がいい さ ：：： こういう ように、 

同情心 を 以て 対する ものです から、 二人 も、 七 兵衛の 

温かい 心に 非常な 感謝の念 を 持って いるので す。 

この 感謝の 心が、 かく も 行動と なって 現われて、 七 

兵衛 に対する 限り、 もてなし ぶりが 違う のです。 そこ 

で 二人 も 七 兵衛の 来る こと を 喜ぶ し、 七兵衛 もまた、 

二人 以外の 船の 目附 として は、 その 老巧から 言っても 


当然 その 人です から、 ほとんど 隔晚に は 船へ 泊り に 来 

て、 船 は、 今や この 三人 だけの 世界の ようにな つてい 

るので す。 

時た ま、 田 山 白雲が、 船 を 見舞に 来る こと も あるが、 

これ は ウス ノロに とって は 最も 苦手で、 この 人が 来る 

と ウス ノロ は、 船室の 中に すくんで 扉を閉 して 出て 来 

ません。 兵 部の 娘の 姿が 見える と、 白雲が 何かとから 

かう もの だから、 娘 も 恥 かしがって、 なるべく 姿 を 見 

せない ようにし ている。 それ だから 船 も 白けて、 さす 

がの 白雲 も、 ここへ やって来る ことに 気が向かない。 

画 の 資料 を 取 寄せる 際 の 極めて 必要の 場合で ない 限り、 


船へ 来る こと は 稀れ です。 

駒 井 甚三郎 も、 最初のう ち は、 ちょくちょく 来て 見 

たけれ ども、 これ は、 二人 を 叱り も、 からかい もしな 

いけれ ども、 二人の 方で 気が 置け て、 やっぱり 姿 を 見 

せない ことにつ とめて いるし、 駒 井 もまた、 二人の 存 

在 を 無視して、 仕事 を片 づけて は 行く ものです から、 

ほとんど 没交渉の ような ものです。 それさえ、 この 数 

日間 は 姿 を 見せない。 毎日 一度 は 来た 駒 井 船長が、 船 

へ 姿 を 見せない ことによって、 陸の 方の 事務が それ だ 

け 忙しい ことが わかります。 忙しい というより は、 そ 

れは、 あの 晚の 事あって 以来の ことです から、 お 松 を 


必要と する 限りに 於て、 駒 井 は その 新館の 一室から、 

助手 を 手放す こと を 好まない。 ほとんど 終日 を 二人 は ■ 

一 室のう ちに 扉 をお ろし、 力 ー テン を 卸して 研究に 耽 

る こと さえ あるので す。 このごろ は、 開墾地の 見舞 を 

さえ も 怠りが ちになる こと すらあります。 

「船の 中で も、 そうでし たが、 よく まあ、 あれ だけ 根 

が つづく ものです ねえ、 朝から 晚 まで 本 を 読んで、 調 

ベ もの をな さって、 それでお 飽きになる という ことが 

ない、 お 手助け をな さるお 松 さま も、 学問が お好きの 

道 なれば こそで、 ほかの 者で はっと まること では ござ 

いません、 殿様 もよ く 勉強 をな さるが、 お 松 さまの 仕 


事 も、 ほかの 人で つとま りつこ はない、 お好きの 道と 

は 言いながら、 よくも あんなに 精が つづく もので ござ 

いますね」 

と、 無邪気な お 喜 代が、 同情の あまり、 七 兵衛に 向つ 

て 感歎して 言い ましたが、 七兵衛 は、 

「人間、 好きな 道に は 命 さえ 投げ出す よ、 仕事と いう 

もの は、 外で 人の 見る ほど 苦になる もの じ やない」 

駒 井が ここへ 来て、 新しい 研究に 熱中の 度 を 加えた 

との 評判 は、 お 喜 代の 眼にば かりで はない、 誰の 眼に 

も、 舌 を 捲いて 感歎す る ものが ありました けれども、 

それ を 何でもない ことに 解釈す るの は、 七兵衛 入道 ひ 


とりだけ に 過ぎません。 

三十 四 

神 尾 主 膳 は、 上野へ 行って 輪 王 寺の 門跡に ついて、 

ぎかん そうず 

覚王院 の義観 僧都 を 訪ねました けれど、 その 日 は 面会 

がで きませんでした。 

それでも、 ひるまずに 竜王 院の執 当 をたず ねて みた 

が、 それ もお りから 不在との ことです。 

そこで、 憤然として 山 を 蹴って 出づ べき だが、 今日 

の 主 膳 は、 左様な 侮辱に ひるまないで、 更に、 輪 王 寺 


の 重役、 鈴 木 安芸 守 をたず ねて、 ここで は 意外の 珍客 

としてもて なされた もの だから、 いくらか 溜飲 を 下げ 

て、 そこで、 久しぶりに 安芸 守 信 博と 対面 をし ました。 

本来、 今の 神 尾の 身で、 供 もつれずに、 覚王院 や 竜 

王院を 突然に 訪ねて みたところで、 猊下へ 通す まで も 

なく、 玄関 子が よろしく 取 計らって しまう こと は、 わ 

かりきった ことで、 神 尾 主 膳と しても、 その 辺の 常識 

は 無ければ ならない のです が、 いささか 覚悟の 前で 

あつたの でしよう、 そこで 山に 於て は、 前 二者に 次ぐ 

役人と しての 有力者、 鈴 木 安芸 守に ぶつつ かると、 直 

ちに 諒解され たのみ か、 意外の 珍客と して もてなさ 


れる 気色 さえあった ものです から、 神 尾 も、 こうな け 

れ ばなら ない と、 昔の 自尊 を いささか 取 戻したら しい- 

それ も、 一 つ は 安芸 守 自身が 居合わせて、 取次から、 

珍しく も 神 尾の 名のり を 聞いた ものです から、 それで 

この 良 会が あった もので、 さもな くば、 やはり 玄関 子 

の 取 計らい を 蒙 つたに 違いない と 思われる。 

今の 神 尾 は、 人に 訪ねられる 身分で なく、 まして や 

人を訪 ぬる 身で ない。 悪友 以外に まじめに 訪問 を 試み 

たという こと は、 甲府 勤番の 役 向 を 別と して は、 何年 

にも 絶無の ことで ありました。 

それでも 覚王院 に 於ても、 竜王 院に 於ても、 あえて 


癇癩を 破裂 させなかった という もの は、 本来、 今日は 

私心 あっての 訪問で はない、 いささか 誠意 あっての 義 

勇 心 (？) といった ものから 出で たのです から、 私の 

侮辱に 平然として 屈せぬ 面の 皮が ありました。 

かみしも 

役の 出先、 掉 をつ けた ままで 鈴 木 安芸 守が、 神 尾 

主 膳に 対面して、 

「これ は， J れは神 尾 主 膳 殿、 珍し いこと では) J ざらぬ 

か」 

「いや、 津の 国の、 何 を 申す もお 恥 かしい 次第 だが、 

今日、 かくの 通りに ぶしつけに 推参いた したの は」 

まずち つ 

先 以て、 財物の 無心に 参った ので は ござらぬ という 


安心 を、 先方に 与えなければ ならない ほど、 神 尾の 立 

場 は 気が引ける。 

「その後、 お 噂 を 承る のみで、 一 向に 御 消息 を 存ぜぬ 

ことで したが、 御 無事で 何よりめ でたい、 どちらに お 

住いで ござる か」 

安芸 守 の 言う ところに は 温か 味が ある、 それが 何 か 

しら 神 尾 を 和ら かにす る ものが ありました。 この 安芸 

守 は 年配に 於て、 十 も 主 膳の 先輩で は あるが、 旗本と 

しての 門地 は、 今 は 知らないが、 以前 は 遥かに 神 尾よ 

り 下でした。 今の 神 尾と して は、 誰 ひとり 振 向く もの 

もな し、 振 向く ものの 面 は 冷たい と 思って、 僻む とこ 


ろ を、 こういう ふうに 温かに 取扱 われる と、 悪い 気持 

はしない。 まして、 たった今、 覚王院 や 竜王 院で、 お 

取 計らい を 食って 出て 来た その 余勢です から、 神 尾 も 

ここで、 故旧に なぐさめられる ような 温かな 味、 近来 

受けた ことのな いもの を 受けました。 

「いや、 ドコ にいる と 名乗る ほどの 安定 はない、 刑余 

の 亡命者で ござる がな、 今日は、 どういう もの か、 虫 

の 居所が 少し 違って いると 見えて、 じ やん じ やん の 鐘 

を 聞く と、 急に 上野の 地が 恋しくな つたよう なわけ で、 

山へ 登って みました よ。 とりあえず、 竜王 院と 覚王院 

をたず ねて みたが、 見事な 門前払い、 なるほど、 今の 


神 尾で はかく も あらん かと 腹 も 立たなかった、 今日と 

いう 日 は、 妙に 虫の 居所が 辛抱強い、 それに も 屈せず 

して 御門 を 叩いて みると、 ここの 御門 前 は 極めてす ベ 

りが よろしい、 かくば かり 滑らかに 通されて、 温かい 

お 言葉に 接する こと は、 神 尾の 身に とって、 近 ごろ 絶 

えて 無い こと、 よろこばしう 存 ずる。 ただし、 好意に 

甘えて、 御 多用の 時間 を 長く おさまたげすべき ではな 

いから、 手つ とり 早く 申し述べ たいが、 いったい、 今 

の徳 川の 天下 は、 どうな つてい るので ござる、 これ か 

ら 先々、 どうなる というので ござる、 それ を、 一言、 

ぉ洩 しが 願いたい のじ や」 


神 尾と して は、 今日は また 舌 も 存外 滑らかで、 

じょう リ めいせき 

情理 明晰に すらすらと 述べ ました。 

「何かと 思えば、 改まった 御 質問、 さも ありなん 御 心 

底 もお 察し 申す が、 なにしろ、 そのこと は 重に して 大、 

なかなか ここで 寸秒の 座談に 尽す という わけに は 参ら 

ぬ、 拙者 も 門跡へ 出仕の 身で ござる によって、 ただい 

ま 打 寛 いで 物語り を 致す 時間 を 持ち 合わさぬ 故に I 

I それで はこう 致そう、 貴殿の、 その 発心 を、 拙者 は 

ここで 冷ます こと を 致したくない、 よって、 明晩と 言 

わず、 今晚、 いささか 二三 子の 会合 も あるに よって、 

苦しから ずば その 席へ、 貴殿の 再出 馬 を 願いたい もの 


だが、 いかがで ござるな」 

「よろしい、 承知 仕った、 すでに 会う まじき 昔の 人に、 

会わん として 会うた 以上 は、 尽す ところ を果 さなけ 

り やならぬ、 今晚 なりと、 明日な りと、 貴殿のお 引 廻 

しに あずかりたい」 

「いさぎよ いお 言葉、 では、 今夕 七ッ をお 約束 仕ろう、 

再度、 これまで 御足労 を 煩わしたい —— 参集の 二三 子 

とても、 いずれも 心 置きな きものば かりで ござる」 

鈴 木 安芸 守の 砕けた 応対、 ちっとも 我 を 侮らぬ 扱い 

がいよ いよ 頼もしい。 それと いうの は、 この 人 も 幕府 

の 一人に は 相違ない が、 城下に いる こと 少なくて、 山 


に 住む ことが 多い もの だから、 世間の ことにう とく、 

従って、 昔の 神 尾 ある を 知って、 その後の 神 尾 を 知ら 

ない。 さし も 持 崩して 千瘡万 穴の、 この 神 尾の 醜骸 を、 

まだ 取り どころ の ある ものと して、 手 を 触れて みて く 

れる だけで も 頼もしい と、 神 尾が 一応、 不覚の涙 を 催 

したと いうの も 無理はないでしょう。 

三十 五 

その 夜、 再び 鈴 木 安芸 守 をたず ねる と、 鈴 木 は、 客 

間に 杯盤 を 設けて、 打ち くつろいで 神 尾 を 迎えた が、 


その 座 上に 連なる 二三 子と いうの も、 意外に 皆、 打 砕 

けた 気風で、 御家人 も あるが、 いささか 伝法な 肌合い 

も あるが、 幸いに 神 尾 を 見知って いる 者 は 無く、 鈴 木 

もまた、 神 尾の 何者で あるか を 説明せ ずして、 同じく 

待遇した ものです から、 場所 がらと 役目に 似合わず、 

打 解けた 会合ぶ りで ありました。 

その 座 上 も、 かなり 和やかで、 主客の 間に、 ずい ぶ 

ん 忌憚の ない 時代 評 も 行われ ましたが、 大局の 帰す る 

ところ は 同じような もので、 どのみ ち、 徳川家の 末路 

の 傾いて 来たの は、 時の 勢いで ぜひがない。 東の 衰え 

る 時 は、 即ち 西に 勢いの 附く 時で ある。 それ は、 少な 


くと も 関ヶ原 以来の バランス だ。 西の方で 中心と なる 

は、 大 藩のう ちで も、 薩摩、 長 州が 動かなければ 本当 

の 幕府の 脅威と はならない、 それが 現に 動いて いる。 

動き 過ぎる ほど 動いて いるが、 ただ、 薩長の 勢力が 動 

いたから とて、 それだけで はいかに 動いても、 天下の 

大勢 を ひっくり返す わけに はいかない。 朝廷と いう も 

のが 中央に おいでになる、 その 朝廷の 御稜 威 を 借りて 

事 をな さなければ、 為すべき 名分 も、 手段 も 立たぬ。 

よって 薩長 あたりが 躍起と なって 策動して いる …… 

ここまで は 誰も 見る 通りの 時勢な ので あるが、 これ 

からの 観察と、 解釈と が、 この 一 座の ものと して 聞く 


ちまた 

のと、 巷で 聞く のと は 大きな 相違が ある。 鈴 木 安芸 

守 はこうい うように 言う のです、 

はまぐ リ もん 

「策動 はして いるが、 結局 は モノに なるまい、 給 門 

の 失敗 を、 再三 繰 返す のみに 過ぎまい、 過激の 壮士 共 

や、 変 を 好む 浪人 共と 違い、 朝廷に おかれても、 心 あ 

とくが わびいき 

る 堂上 公卿 は、 内心み な 徳川矗 肩 じ や、 徳川家の 悪い 

ところ は 悪いで 改めて 行き、 やっぱり 三百 年の 重し の 

かかった 勢いで ない ことに は、 この 内外の 多難 は 救わ 

れ ない、 たとえ、 建武の 中興が 成った としても、 帰す 

ると ころ は、 やはり 武家の 世 だ、 かりに、 徳川家に 代つ 

て、 薩摩 あたりが 勢力 を 張ろうと しても、 長 州が 許す 


まい、 幕府が ある 間 は 薩長 相 提携 もしょうが、 徳川退 

くなら ば 彼等の 間に 当然の 同志 討ち、 いずれの 勢力 も、 

徳川家の 多年の 威望に は 及ばない、 とすれば、 彼等の 

為す ところ は、 朝廷 を 擁して、 その 御稜 威の 下に 権柄 

を わが 手に 占めて 行こうと する 策略が あるの みだが、 

そうな つてみ ると、 堂上 公卿が 得たり とば かり 手 を 

拱して はいない の だ、 位倒れで 実力の 無い 公卿 勢力 を、 

左様に 見くびって はならない、 力 は 無くと も、 歴史 を 

持って いる 彼等の 情実と いう もの は、 なかなか 侮り 難 

いもので な、 武家の 力 だけで は 如何と も 致し 難い もの 

が ある、 そこで、 四方八方の 因縁が からみつ くから、 


たとえ、 徳川 衰えたり といえ ども、 一朝一夕で、 天下 

の 形勢が 変る という こと はまず あるまい」 

というの が、 鈴 木 安芸 守の 結論ら しい。 

これ は 関東 方と して は、 しかるべき 見方で あり、 ま 

た 事実 その 通りに 信じて いるので ある けれども、 以て、 

天下の 輿論の 帰 向と は 言われまい。 さりと て、 神 尾 主 

膳に は それに 異議 を 試む る ほどの 見識が 出来て いない、 

黙して 聞いて いるより ほか はない。 また、 今晩は 黙し 

て 意見 を 聞く ために ここへ 来たので、 己れ の 所見 を述 

べに 来たので はない。 そこで 神 尾 は 神妙に 沈黙して い 

たが、 鈴 木の この 大体 観 を 中心に して、 集まる 二三 子 


が、 かなり 思いき つた 反駭を 試みたり、 同意 を 表した 

りする ことが、 また 大いに 学問に なりました。 

しかし、 この 座で は 大体に 於て、 鈴 木の 意見に 一致 

する ので、 それ 以上に、 徳 川の 余力 を 買いかぶって、 

薩長 共の 蠢動が 結局、 徒労に 終る こと を 冷笑す る 空 

気が 圧倒的で ありまし たが、 最後に、 最悪の 場合 を覚 

悟 するとして、 関西の 勢力が 朝廷 を 擁し、 関東と 

相 対峙す るよう な 形勢と なると、 輪 王 寺 門跡のお わす 

この 上野の 山が 関東の 王座と なって、 江戸 城 は、 その 

衛城 である こと 京都の ニ条 城に ひとしい。 この 意味 か 

ら 上野 は 守らなければ ならぬ、 上野が 関東の 最後の、 


かつまた 江戸での 最上の 本 地と なる の だとい う 意見に 

は、 誰も 異議 はない。 

それから、 朝 幕と、 各藩 各 勢力の 有する 人物評 判な 

どに 及んで、 こういう 時勢に 於て は、 おのおの その 有 

する 各藩の 人物の 她何 によって、 興廃の 運命が 決する 

という もの だ。 ところで、 鈴 木 安芸 守が 人物 論に つい 

て、 次の ような 傾聴すべき こと を 言いました。 

「京都に 於て、 公卿で 第一に 怖るべき 人物 はとい うと、 

それ は 岩 倉 三位 だ、 あれが 容易なら ぬ 曲者で、 薩長と 

いえ ども、 まかり 間違えば、 岩 倉の ために 手玉に 取ら 

に ら  き 

れ ない 限り もない、 あれ は 睨みが 利く、 薩長の 何人と 


いえ ども、 岩 倉 三位に 対して だけ は、 正面から 押しの 

利く 奴が 無い」 

と、 きっぱり 言いました。 岩 倉 三位に 対して、 とも か 

くも これ だけの 認識 を 持って いると いうの は、 鈴 木 安 

芸 守が、 やん ごとな き 御 方の、 おつきの 養育 係 を 命ぜ 

られて 四 年間、 京都に 留まった その 経験が させる こと 

と 思われ ますから、 いずれも 耳 を 傾けました。 今の 関 

東で は、 やれ 長 州に 高 杉が あるの、 薩 摩に 西 郷 がいる 

のと 言っても、 てんで 取上げ はしない。 旗本た ちに 

とって は、 薩摩ゃ 長 州の 藩主 そのもので さえが、 己れ 

と 同格 以下に 心得て いる 伝統的の 自尊心が あるから、 


その また 下の 軽輩 共な どが 眼中に あろう はず はない。 

それ は 浮浪 人 同様の もので、 月旦の 席へ は 上せられな 

い 。かりに 上せられても、 一 刷毛で 片づ いてし まう。 

しかし 朝廷 を 擁する 公卿と なると、 実力 は 問題に なら 

ない としても、 その 門地の 物言う 勢力が、 彼等 をして 

軽視 を 許さない。 そこで、 公卿の 人物 観に 於て は、 存 

外、 身 を 入れて 聞く のであります が、 鈴 木の 岩 倉 観に 

は、 是非共に 一言 を さしはさむ ことができない。 その 

代り こ、 

「では、 関東 方で、 その 岩 倉に 匹敵す る 人物 は 誰 じ や、 

西の 岩 倉と 組んで、 引け を 取らぬ 東の 関 は 何の 誰 だろ 


う」 

岩 倉に ケチ をつ けて みたい が、 つける 知識の 持 合せ 

が 無い、 その 反動と して、 東で これに 対抗す る 人物 あ 

り や、 と 伝法の 一人が 質問 を 発した の は、 将を 射ん と 

して 馬 を 射る の 戦法に 似た ものが あります。 そうする 

と 、 鈴 木 安芸 守が これに 答えて 次のように 言 いました、 

「京都の 朝廷に 岩 倉 三位が あるよう に、 輪 王 寺の 門跡 

に覚王 院義観 僧都が ある、 京都に 於け る 岩 倉 三位 を 向 

うに 廻して、 これと 相撲の 取れる の は、 覚王院 義観僧 

都 あるの みだろう」 

これ は 意外な 見立てと 言わなければ ならぬ。 会津と 


か、 桑 名と か、 譜代の 誰々、 旗本に 於て 少なくとも 小 

栗と か、 勝と いう ものが、 口の端に 上らなければ なら 

ない 場合に、 意外に も、 一人の 出家 僧 を 以て これに 答 

えた 鈴 木 安芸 守 も、 山に おれば こそ、 わが 田に 水 を 引 

くので はない、 わが 山に 水 を 上せる もの だ。 今日の 天 

下に、 朝廷 を 擁し、 大藩を 向う に 廻して、 覚王院 とや 

らの 坊主 一人で、 どうして 相撲が 取れる もの か、 と 言 

わば 言うべき であるが、 ここの 人に は、 それほどの 反 

感が 無い、 というの は、 覚王院 の 威望が 隠然と して 大 

ひえ い 

きいのと、 西の 比 敷に 対する 東の 東 敷 山の 存在が、 あ 

る 意味に 於て は、 柳 営 以上の 位に いると いう 頭が ある 


からです。 

神 尾 主 膳 は、 とにもかくにも、 今日 会わん として 会 

えなかった 覚王 院の義 観なる ものが、 それほどの 傑物 

であるか という 印象の 下に、 更に 鈴 木に 向って、 ぜひ 

一度、 その 覚王院 に 面会した いから 紹介して くれと 頼 

みました。 

三十 六 

そこまで は 無事で したが、 その 会談が 七ッ 下りの 時 

しんがお 

分に、 二三 子の ほかに、 もう 二人、 新 面の 客が はせ 加 


わった ことが、 神 尾 主 膳に とって 運の 尽きで ありまし 

た。 

「これ は、 これ は」 

と 言って、 双方と もに テレ たの は、 こっち は 神 尾 主 膳 

だが、 相手 は 土 肥 庄次郎 であった からです。 

「珍し や、 神 尾 主 膳 殿、 御 壮健で」 

「これ は 土肥庄 次郎、 その後 はどうした」 

この 男 だけが、 初対面でなかった のです。 いずれ は 

神 尾に 近づきの ある くらいだ から、 相当の シロ モノで 

はあろう けれども、 昔の 悪友と いう 因縁で はない。 実 

はこの 男の 祖父 は、 一 橋の 槍の 指南役で、 この 男も祖 


父に 就いて 槍 を 学び、 槍に 就いての 交り も ある 上に、 

その 当時、 悪友と しての よしみ も 浅から ぬ 方であった。 

土 肥 庄次郎 の 父 を 半 蔵と 言 い 、 祖父 を 新 十郎と 言 い 、 

これ は 御 旗 奉行 格大坪 流の 槍の 指南役であった。 その 

仕込み を 受けて、 あっぱれ 免許皆伝の 腕と なり、 槍 を 

取って は、 神 尾の いい 稽古 相手で あり、 同時に 悪所 通 

いに かけても、 負けず劣らずの 腕 を 振って いた もの だ 

が、 土 肥 は 遊ぶ ことに 於て は、 神 尾に 引け を とらない 

が、 神 尾 ほど ァク ドィ こと はやらない、 いわばお 人 好 

しの 方であった。 

そのうちに 土吧 庄次郎 は、 長 崎へ 行く ようになって 


から、 二人の 交り はパッ タリと 絶えて 幾 久しい 間、 こ 

こで めぐり 会った という もの だから、 相当 入魂で あ 

る ベ き だが、 実は 土 肥 は そ の 後 の 神 尾 をよ く 知らず、 

神 尾 もまた その後の 土 肥の こと は あんまり 知らずに い 

せいめん 

て、 ここへ 来た もの だから、 再会の ようで、 実は 生面 

に ひとしい。 

じ や 

しかし、 ともかく、 蛇の 道 を 心得た 昔の 悪友が 来た 

日に は、 この 帰り はた だで は 納まらない。 土 肥 庄次郎 

と、 もう 一人の ために、 神 尾 は 誘惑 を 受けて、 まず 広 

小路の 松 源へ 引っぱり 込まれ、 そこで 飲み はじめ まし 

た。 


土 肥 庄次郎 が 同行の 一 人と いうの は、 ずん ぐり と 

肥った 伝法な 男で、 これ は 大師 堂 五郎 魔であります。 

庄次郎 と 五郎 魔と は、 後れば せに、 ちょっと 来て、 主 

人 鈴 木 安芸 守 を 呼び出して、 ちょっと 耳打ち をした か 

と 思う と、 立ち 際の 一 座と 共に、 慌 しく 帰りました 

から、 勢い 神 尾と 門前で 挨拶 をし 合わなければ ならぬ、 

その 機会が 松 源への 誘惑と なった のです が、 それ を 辞 

退す る 神 尾でなかった の は、 相手が 相手 だからで しょ 

う。 

松 源の 二階で、 神 尾 主 膳と、 土 肥 庄次郎 と、 大師 堂 

五郎 魔と が、 三人で 飲み 合いました。 


酒 を 飲み 出す と、 興に のって、 土肥庄 次郎ら がこう 

いう こと を 口走りました。 これ は 極々 の 秘密 事項 だか 

ら、 断じて 口外 はならん が、 拙者と 五郎 魔が、 今晚、 

鈴 木 重役へ 相談に 行った の は、 当時 流行の スパイ 一 件 

のた めで あると いう ことで、 それ はこの ごろ、 上方 か 

ら 間諜が この 上野の 境内へ 入り込んで いる、 ドコに 

どういう 奴が 幾人 入り込んで いるか、 そのこと はわ か 

らな いが、 その 目的 だけ は、 はっきり わかって いる、 

それ は 輪 王寺宫 御所 蔵の 錦の 御 旗 を 盗み出 さんがた め 

である、 無論、 盗まん がた めの 盗みで はなく、 西 国 方 

の 廻し 者であって、 宫 のお 手元に 錦の 御 旗 を 置く こと 


は、 何 かにと つて 危険 極まりが ないから、 それ を 盗み 

取って、 善処し なければ ならない という、 そのた くら 

みの 目的 だけ は、 庄次郎 が 聞き込んで いる、 それ を警 

戒 のために 鈴 木 安芸 守に 耳打ちに 来たの だが、 今度、 

我々 に 於ても 抜かりな く、 そこへ 眼 をつ けて、 やはり ■ 

間者 を 取って 押えなければ ならぬ という ことです。 

これ は 土 肥 庄次郎 の 打明け 話で、 次 は 大師 堂 五郎 魔 

の 実験 談 II 

くぴ くく リま つ 

つい 昨晩の こと、 五郎 魔が、 お茶の水の 首 総 松 の 下 

を 通る と、 若い 奴が 一 人、 今にも ブラ 下がろう として 

いるから、 五郎 魔が 直ちに 抱き留めた。 


ところが、 その 若い 奴が、 死なねば ならぬ わけが あ 

るから、 どうか このまま 死なせて 下さいと、 泣いて 頼 

ゆえ 

む 故、 それほど 死にたい と は、 よくよくの ことだろう、 

では、 快く 死ねと 言って、 總を 松の 枝へ かけて やって、 

そのまま 塾へ 帰って来 たという。 

塾と いうの は 伊庭の 塾の ことで、 塾へ 帰る と 同門の 

岡 野 誠 一郎 をと つつか まえて、 今、 首く くり を 助けて 

来て やった、 とその 由 を 語る と、 正直な 岡 野が 面の 色 

を 変えて、 それ は 助けたん じ やない、 殺したん だ、 事 

いのち 

情 は 何とあろう とも、 生命より 大事な もの は 無い、 そ 

ういう の は 生かして 助けなければ ならん、 話の 具合で 


は、 まだ 息が ありそう だ、 行って 見よう、 二人で 見 届 

けに 行こうと、 岡 野が 焦れて いるもの だから、 おれ も 

案内して、 以前のと ころへ 来て 見る と、 その 若 いのは 

ブラ 下がって いる、 もう 駄目 だ、 息が たえて いる。 

誠 一郎が、 大息して なげいて 言う に は、 この 首縊松 

という やつが 名代に なって いる、 この 松で 今まで 幾人 

首 をく くった かわかり やせぬ、 いわば 人殺しの 松 だ、 

憎い 松 だ、 手 は 下さない けれども、 人命 を 奪う 奴、 所 

詮 この 松が あれば こそ 人が 死にた がるの だ、 ことに こ 

の 枝ぶ りが 気に 食わぬ、 こいつが にゅうと こっちの 方 

へ 出しゃばって、 いかにも 首 をく くりい いように 手招 


きをして いやがる、 こいつが 無ければ 人 は 死ぬ 気にな 

らんの だ、 怪しからん 奴、 憎い 奴、 と 言って、 岡 野 は 

君子 人 だが、 その 君子 人が 刀 を 抜いて、 首く くり 松の 

首く くり 松た る 所以の、 そのく くりょく 出て いる 松の 

枝 を 切り かけたん だ。 

そこで、 おれが、 あわてて、 これこれ 岡 野、 松 はう 

いもの 辛い ものと いうから、 松 を 憎が るの はいいが、 

その 松 は 世間並みの 松と 違って、 公儀 御堀の 松 だぜ、 

いっし  き  いっし 

一 枝 を 伐ら ば 一 指 を 切る というよ うな ことになる ぜ、 

めっそう 重い 処刑に 会 うんだ ぜ、 それが いや だから、 

みんな 松 は 憎い けれども、 伐る のが 怖い、 よって 今 ま 


で、 こうして 人命 殺傷 を ほしいまま にしつつ のさば つ 

ている の だ、 君に してから が、 めっそうな こと をす る 

と、 前途 有為の 身体に 縛が かかる ぜ、 と 言って 聞かせ 

ると、 岡 野が、 

「な あに、 お咎めが あるならば あれ、 いやしくも 人命 

を 奪う 植物 を そのままに は 差 置け ぬ、 罪 はおれが 着る 

から、 貴様 も 手伝え」 

と言うから、 よし 来た！ と 刀 を 抜 いて、 枝 をブチ 切つ 

てし まった よ。 もう、 首が 括れない、 あれへ 来て 死神 

に 招かれる 奴 も あるまい、 いい 人助け をして やった ぜ- 

だが、 岡 野に は 感心した よ、 おれが 助けた 奴 を、 ま 


た わざわざ 助けに 来る 義心が ェ ライ 上に、 あの 君子 人 

のく せに、 刑罰 を 覚悟で 悪魔払い をしょう てんだ から 

見上げた もんだ —— 五郎 魔 は 五郎 魔ら しい 身の上 話 を 

して、 座興が 湧いた から、 第三 次と して これから 吉原 

へ 行こうと 言い出し たの を、 無論、 それ を 断 わる 神 尾 

では あるまい と 見て いると、 案外に も、 今宵 はこれ で 

こうむ 

御免 を 蒙 る、 ほかに 待って いるの が ある からと言って、 

首 を 横に 振った のに は、 土 肥 庄次郎 も、 大師 堂 五郎 魔 

も 呆気に 取られました。 

三十 七 


ほかに 待って いるの が あると 言って、 吉原 行き を こ 

わびずまい 

とわ つ て 引返して 来た 根 岸の 侘 住居。 

これで は 神 尾 もす でに 老いたり だ、 だが、 他に 待つ 

ている 者が あるとの 口実が、 いささか 気が かりで は あ 

る。 

いったい、 誰が、 この 化物 屋敷に 神 尾 を 待って いる？ 

待って いると 言うた とて、 ほかの 者が 待って いる は 

ず はない、 先代 ゆずりの、 お 絹と いう 肌 ざ わりの 相当 

練り上げられ たのが、 縮緬皺 をのば して 待って いるく 

らいの もの。 これが 待って いるから とて、 附 合い を 外 


してまで 戻って やらねば ならぬ ほどの、 姉 や 思いの 神 

尾で はない はず だ。 姉 やの 方で もまた、 ー晚ゃ ニ晚ょ 

りっかなかった からと て、 おいた をして はいけ ません、 

という 程度の もの、 きついお 叱りが あろう はず はない。 

それでも 神 尾 は、 夜のお そき を 厭わず、 御行の 松の 

下屋敷へ かえって 来て、 戸 を 叩く と、 まだ 寝て いなかつ 

たらしい お 絹が、 直ぐに 戸 を あけて くれたの を 見る と、 

おお まるまげ 

今日は、 でかでかと 大丸 髭の しどけ ない 姿。 毛唐の 

ま ね 

真似 をして、 束髪、 女 洋服です ましてみ たかと 思う と、 

もう がらり 変って、 おやじ を あやなした 時分の 大時代 

の 姿で 納まり 込んで いる。 気まぐれな 奴 だと、 神 尾 は 


横目で、 じろ じろ と 丸鬍を ながめながら 通る と、 お 絹 

は 自分の 部屋で、 ひとり ギヤマン を 研いて いたらし い- 

幾つ もの ギヤマン を そこへ 並べて、 その 傍らに は 中 

形の 壜が ある。 ちゃぶ 台の 上へ それ を 置いて、 

「よくお 帰りに なり ましたね」 

「ああ、 感心に 帰つ て 来たよ、 ほめて もらわな くち や」 

「賞め て 上げます とも、 坊や はこの ごろお 行儀が よく 

なりました」 

「全く その 通り、 実は 鈴 木 安芸 守 をたず ねたまで は 至 

極 無事だった が、 あれから 計らず 悪友に 逢って な … … 」 

「悪友 —— でも、 あなたに 善 友と いうの も ありました 


か 知ら」 

「ばかにするな、 今日は 善 友 も 善 友、 輪 王 寺の 執 当 を 

二人まで たずねた 上に、 重役の 鈴 木 安芸 守と 真剣な 話 

しょうじんび 

をして 来たの だ、 正真正銘の 精進日な の だ、 ところが 

きわどい 時に 昔の 悪友、 土 肥 庄次郎 というの にっか 

まって、 松 源で 一杯 飲まされた」 

「それから？」 

「それから お定まりの 吉 原へ 誘惑 を 受けた が、 待って 

る 人が あると 言つ て、 きっぱり 断 わつ てこ こへ 帰って 

来たの だ、 どう だ、 有難い 心意気だろう」 

「それ はま あ、 全く 珍しい お 心がけでした、 ほんと に 


賞め て 上げる 価値が 多分に あります ね。 でも、 待って 

いる 人って、 そり や 誰でしょう、 それが 気が かりだ わ」 

「は、 は、 は、 お婆さんが 一人で 淋しがつ てると は、 

言えな か つ たよ」 

「お気の毒で したねえ、 姉さんと でも、 おっしゃれば 

よかった のに」 

「奴等、 変な 面 を しゃがつ たよ」 

「あなた、 御 病気になる といけ ません よ、 あなた は あ 

なたら しくな さらない と、 かえって 病気になります わ 

敵に 後ろ を 見せる ようになって は、 神 尾 主 膳 も 廃り 

じゃありません か」 


「そんな こた あないよ、 今日は 精進日 だから、 そうい 

うと ころへ 行きた くな かったん だ、 それに 姉さんが、 

ひとりで、 根 岸の 里に お 留守居 だから、 お 淋しかろう 

と 思い やった ばかり じ やない、 当節 柄、 女 一人 を 置い 

て は、 全く 危険 だからな、 心が 落着かな いよ」 

「噓 にも、 そう おっしゃ つていた だく ことが 嬉しい わ」 

「うんと 賞 めても らいたい」 

「御 褒美に 上げようと 思って、 この 通り 研いて ぉリま 

した、 さあ、 坊や、 一 つお 上り」 

「何 だ、 それ は」 

「ギヤマン」 


「ギヤマン はわ かってい るが、 この 油の ような の は 何 

だ」 

あちら 

「これ はね、 ブランと 申し ましてね、 西洋の きついお 

酒な のです、 あなたに  一 口上げ たいと 思って 待 構えて 

おり ましたの」 

「そうか」 

と 言った 神 尾 主 膳 は、 じっと その ギヤマンの 小コ ップ 

に 盛られた 黄金色 を 見つめた まま、 手に 取ろうと しま 

せんでした。 

いつもな らば、 こちらから 催促して、 キュッ とひつ 

かける はずのと ころ を、 今日は 妙に 手 を 出さない もの 


だから、 お 絹が、 

「どう あそばし たの、 ィャに 御 遠慮 をな さるの ねえ」 

「うむ」 

「何 を そんなに 考えて いら つし やる の」 

「今日は 精進日 だ」 

「そんなに 精進と いう もの は附 いて 廻る ものです か 知 

ら、 わたし、 気になります わ、 そんなに 精進 精進と おつ 

し やられる と、 わたしまで 気が 滅入って しまいます」 

「いや、 悪く 取るな よ、 実は 飲みた いんだ、 咽喉から 

手が 出る ほど 飲みた いんだが —— これ を 一 杯 飲む と あ 

と を 引く」 


「たんと お引きな さいな、 そんなに 幾つ もいた だける 

お 酒ではありません」 

「 一 杯 あと を 引けば また 一 杯 —— しまいに はお 前 を 夜 

通し 寝かさない」 

「そんな こと、 苦になりません よ」 

「それだけな らいいが、 拙者の 病が 出る、 久しく 酒乱 

の 見せ場 を 出さなかった が、 こいつ は 急に 自分 を 誘惑 

する、 手つ かず 人 を 酒乱に 落しそう な 酒 だ、 今晩は 我 

慢 しょう」 

「そう おっしゃるなら、 免して 上げましょう、 今晩は 

あなたの 精進 を さまたげないで 上げましょう、 では、 


わたしが 代って」 

と 言いながら、 小さな ギヤマン につ いだ ブランと 称す 

る 黄金 水 をと つて、 お 絹が グッと 呷って しまいました。 

そうして、 仰山に 眉 根 を 寄せて、 火の玉で も 呑み込ん 

だ 思 い 入れで、 胸 を 揉む 形が 可愛らし いお 婆さん だと 

言って、 神 尾 を よろこばせました。 

そうして、 精進に はじまって 精進に 終った 神 尾が、 

その 夜 は 無事に 閨に 入りました。 

三十 八 


寝に ついた が、 妙に かんが 高ぶる。 今晩の 鈴 木 邸の 

会談が 骨と なって、 それに さまざまの 想像の 肉が 附こ 

うとい う ものです。 

あけがた  しず 

それでも 暁 方になる と 神経が 鎮まって、 それから 熟 

さんかん 

睡に 落ちて、 朝日の 三竿に 上る 頃に やっと 眼 を さまし 

ました。 こんな こと は、 いつもの 習いです が、 昨晩の 

昂奮 は 内容が 日頃と 違 つたまでの ことです。 

不承不承に 起き 上って 見る と、 お 絹が 台所で 何かと 

小 まめに 働いて いるら しい。 こんな こと も 珍しい もの 

で、 起きて 見る と、 おめかしの 最中であって みたり、 

どうかす ると 置いて け ぼり を 食って、 一日 を 焦らされ 


てし まう こ ともおき まりのよ うなのに、 今日はお 台所 

で 甲斐甲斐しく 立 働いて いる 物音が、 なんだか くす 

ぐった いような 気持が させられて、 それでも、 一軒の 

家で 主婦が まめ まめし く 台所で 働く 物音 は、 悪い 感じ 

は 与えない もの だと 思いました。 

それから、 茶の間へ 入って 見る と、 どうでしょう、 

夥 しい 御馳走が、 ちゃぶ 台の 上 狭き までに 立てなら 

ベら れて、 膳 椀 も、 調度 も、 取って置きの を 特に 持ち 

出した ような 体たら くです から、 神 尾が、 いよいよく 

すぐった いような 気持です。 

まもなく 二人が お膳に ついた 時に、 大丸鬍 のお 絹が、 


きちんと 身 じまい 薄化粧にまで 及んで、 たいへんな 澄 

まし 方で お 給仕に 立つ のが、 あんまり 現金で 痛み入る 

くらいの ものでした。 

「何も ございま せんが、 今日はお 婆さんの 手料理です 

から、 たくさん 召 上って いただきます」 

「お 手料理 かな あ、 それ は 痛み入つ たよ」 

「お 酒 は 差 上げません、 精進 を 妨げる とお 悪い から、 

お 酒 は 差 上げません、 その代り、 お 気に 召しましたら 

何なりと」 

「どうして まあ、 今日は こんなに もてなされる のかな 

あ、 あとが 怖い よう だぜ」 


「あとの 怖い もの は、 今日はす つかり 取上げました か 

ら御 安心く ださい ませ」 

と 言って、 お 絹が お 鉢 を 取って お 給仕に 当りました。 

神 尾と して は、 この 女の もてなしで、 こんな 晴れ や 

かな 気分に 置かれた こと はない。 

どういう 了見で、 今日に 限って、 こんなに までして 

くれる か、 わからない。 自分の 誕生日で もなければ、 

父母の 命日で もない のにと、 うす 気味が 悪い ほど だが、 

それでも 悪い 気持 はしない のです。 

「あなたが 昨夕、 どこへ も 行かずに、 おとなしく 帰つ 

て 下す つたから、 そのお 礼 心なので すよ」 


と 言った から、 神 尾が はは あと 感づきました。 なる ほ 

ど、 ゆうべ、 お世辞に も、 待って る 人が あるから と 言つ 

て、 吉原附 合い を 断 わって 戻って 来た、 それが この 女 

は 嬉しい の だよ。 一人で 置いて 留守が 心配 だから、 夜 

更け を 押して 帰って来た、 その 心意気 を 買って るんだ。 

買われた こっち はくす ぐった いもの だが、 買った 当人 

の 心意気 は 殊勝 でない と は 言わな い 。 

ざん まい 

女と いう もの はこうい う ものなん だ。 したい 三昧 を 

しっくし ていても、 べつだん 悪い 面 はしなかった が、 

そのしたい 三昧 を あきらめて、 お前の ために 帰って来 

た、 と言われ ると、 女 は 嬉しい の だ。 何よりも 嬉しい 


と 見える。 だから この 海千山千の 代物が、 貰いた ての 

女房の ような 心意気 を 見せて、 この 不精者が、 おしろ 

いの 手 を 水 仕に 換えて、 輸入の テン 屋を 排撃して、 国 

産 を 提供して、 おれに 味わわせよう というの だな。 

女と いう もの はこれ だ。 あんまり 現金 過ぎて、 くす 

ぐった いけれ ども、 可愛い ところが あるよ。 なるほど、 

女 は 喜ばすべき もの だ、 女 を 喜ばす に は、 金 を やる こ 

ともい いし、 品物 を やる こと もい いが、 一番い いのは、 

お前に 限る と 言つ て やる こと だ。 言つ て やる だけで は 

ない、 実行に 現わして 見せる こと だ。 昨夜 おれが 吉原 

ほうとう もの 

行き を 断 わって 戻って 来たの を、 放蕩 者に 似合わない、 


敵に 後ろ を 見せる は 名折れ だと ひやかし たが、 本心 は 

やっぱり、 おれが 吉原を 断 わって、 待たせて ある 人の 

ために 帰って来て くれた、 それが こんなに 嬉しい の だ。 

そう 思う と、 この 女 も 存外、 女 だ、 女と いう もの は 

憎めない もの だと、 神 尾 も 身に 沁みる 一種の 愛情と 

いったよ うな ものが、 油の ように 滲み出して 来ました。 

三十 九 

こうして 睦まじく、 食事 を 終る と、 神 尾 主 膳が、 

「また 今日 も 上野へ 出かけて、 坊主に 面会して 来る、 


話が 長くなる かも 知れん が、 たとえ どんなに 遅くな つ 

て も 帰って来 るから、 お前 も、 なるべく よそへ 出ない 

で うちにいて くれ」 

「ええ、 よろしう ございます とも、 あなた さえ 帰って 

下されば、 どんなに 遅くまで もお 待ち 申して おります 

よ、 悪友が おすすめに なりましても、 昨晚 のように 待つ 

ている 人が あるから と 言 つ て 、 御免 蒙 つてい らっしゃ 

い」 

「今日の は 悪友 じ やない、 坊主に 会って 来る の だから、 

いよいよ 安心な もの だ、 その 坊主 も 只者で はない、 ェ 

ライ 豪傑 坊主 だとい うこと だから、 こっちが 望みで 会 


いたいの だ」 

「何でもい いから、 ェ ライお 方に はお 目に かかって お 

置きなさい、 つまらない 人に はなるべく 会わない よう 

おの  し  なか 

に、 己れ に 如かざる 者 を 友と する 勿れって 言います か 

ら」 

「いやはや、 世界 は 変る ぞい、 お前から 論語 を 聞く よ 

うにな つた。 じ や、 行って 来る ぞ」 

「行って いらっしゃい、 お 早くお 帰りな さいよ」 

こうして、 すっかり 身なり を ととのえて やり、 ポン 

と 一 つ 背中 を 叩いて、 出して やりました。 

神 尾 主 膳の 行く先の ェ ライ 坊主に 会いに 行く と いう 


の は、 覚王 院の義 観の ことでしょう。 覚王院 も、 竜王 

院も、 その 昔から 知らぬ 間柄で はない。 世の常の 坊主 

と 思って いたら、 このごろ になって、 その 評判が ばか 

に 高い。 ことに 昨夜の 鈴 木 安芸 守の 見立てに よると、 

京都の 公卿の 岩 倉 三位と いうのと 匹敵す る 人物 だとい 

う。 岩 倉が どのくらいの 人物 か 知らん が、 朝廷に いて、 

薩摩ゃ 長 州の 首 根っ子 を 取って 押える というの だから、 

相当な ものに 相違 あるまい。 それが 西で 事 を 挙げる と、 

こっち は 東に いて 相撲が 取れる 相手 は 覚王院 の 義観だ 

という 見立て は、 当る にしても、 当らぬ にしても、 後 

学の ために 会って 置いて いい 坊主 だ、 そういう ような 


気分で 神 尾 主 膳 は、 程遠から ぬ、 根 岸から つい 一 足 上 

りの 上野の 山へ 今日 も 出かけて 行きました。 

その 留守に は、 お 絹が おとなしく 待って いる。 

誰も 来ない となると、 閑の 閑た る 根 岸の 里。 お 絹 は 

おお まるまげ 

大丸鬆 に 手拭 を 着せて、 主 膳の 居間の 掃除 を はじめ ま 

した。 

神 尾 主 膳の 居間 は、 らんみゃくです。 王 羲之も いれ 

ば、 楮遂， 良 もい る、 佐理、 道 風 もい るし、 夢 酔 道 人 も 

管 を 捲いて いる。 自叙伝の ような ものと、 このごろ 書 

きさした その 原稿 も 散らばって いるし、 そこら あたり 

は、 さんざんの 体であります が、 これ は主猜 が、 こと 


わって、 うつかり 手 をつ けさせなかった という 理由 も 

ある けれど、 二人ともに 無精 ぞろ いのさせる 業で も あ 

りました が、 今日は、 すっかり それ を 掃除して、 一点 

の麈 もと どめぬ ように この 一 間 を 清算して しまい まし 

た。 

掃除と いう ことに、 こんなに 身 を 入れた こと は、 お 

絹と して は、 生れて はじめての ような もので、 掃除 を 

きれいに してみ ると、 室が きれいになる ばかりで はな 

い、 身心 も 何だか さっぱりして、 若々 しい 気分に 満ち 

て、 まだ 本当の 意味で は 味わった ことのない 新 所帯の 

気持、 どうやら 新婚の 気分と いったよ うな ものに 浮き 


立つ の も、 いまさら 気 恥 かしい。 

夕方に なると、 約束よりも 早く 立 戻った 神 尾 主 膳。 

ほ 

お 絹に 賞め られる こと、 そうして、 その 日の 晚餐も ■ 

睦まじく、 お 絹の 待 構えた 手料理と お 給仕で 快く 済ま 

してから、 食卓の 談が はずむ。 

「聞きし に まさる ェ ライ 坊主 だよ、 あれ だけの 見識と 

は 思わなかった、 実際 会って みると 談論風発、 当代の 

人 豪 顔色 無し だ、 なるほど、 あれなら 輪 王 寺 を 背負つ 

て 立って、 関東の ために 気 を 吐く こと 請 合い、 ちょつ 

と、 あれ だけの 大物 は 無い な あ、 坊主 にして置く は惜 

しい、 政治家に しても、 軍人に しても、 大 仕事ので き 


る 奴 だ」 

と 言って 感歎の 声 を 惜しまない。 お 絹 も 煙に まかれて、 

「そんなに ェ ライ 坊さんが、 今時、 上野に いらっしゃ 

るので すか」 

「いると も、 いると も、 あの 坊主の 説 を 聞いて、 おれ 

の 頭の 中 は 一変した よ、 勝 や 小 栗の こと は 知らないが、 

まあ、 あいつら に 勝る とも 劣る もので は あるまい、 あ 

れ だけの 奴が こっちに いれば、 よし江 戸の 城 は 明け渡 

しても、 上野の 山で 持ち こたえる、 あいつが 軍師で、 

輪 王 寺の 錦の 御 旗 を 押 立てて 起てば、 徳 川の 旗下が 

こぞ 

挙って 上野へ 集まる、 本来、 ここまで 来ない うちに、 


もっと 早く、 こちらから 積極的に 上方へ 乗 出した かつ 

たんだ、 あんな 坊主 を 上方へ 向けて 置いて、 あっちで 

策戦 を すれば、 今時、 こんなに 後手 を 食わずに 済んだ 

ものだろう、 そこ は、 あの 坊主 も、 内心 残念が つてい 

るよう だが、 なんにしても、 あの 坊主 を 坊主で 置く は 

惜しい」 

「そんなに ェ ライお 方 を、 坊主 坊主と 呼 捨てに なさつ 

ばち 

て 罰が 当り はしません か、 何とい う 御 出家 様 で ， 、- J ざ い 

ました かねえ」 

「輪 王 寺の 執 当職で 覚 王院義 観と いうの だ、 学問が 

あって、 胆力が あって、 気象が 天下 を 呑んで いる、 会つ 


てみ なけ リゃ あ、 あいつの エラ さは わからん、 山 岡 鉄 

太郎 や、 松 岡 万 あたり も、 あれの 前へ 出る と 子供の よ 

うな もの だそう だ」 

「お 山に も、 そんな ェ ライ 坊さんが いらつ しって は 頼 

もしい ことで ございま すね」 

「そうだ、 義 観の ほかに、 竜王 院の堯 忍、 竹林 坊の光 

映な どと いうと ころ は、 覚王院 とは異 つた 長所 を 持つ 

エラ 物 だとい う 噂 だが、 とにかく、 覚王院 一人に 逢つ 

ただけ でも 意 を 強う する に 足る もの だ」 

神 尾 主 膳 は、 よほど 覚 王院義 観に 参らされて 来たよ 

うで、 口 を 極めて 感歎の 舌 を 捲く が、 お 絹 は バッを 合 


わせる だけで、 人物 論な どに は 興味 を 持ちません。 そ 

こで、 神 尾 は 覚王院 礼讃 はいい かげんに 切上げて、 さ 

て 声 を 落し て 言う ことに は  

四十 

「時に、 話 は 別になる が、 ここに、 ちょっと 耳寄りな、 

聞いて 甘い ような 辛い ような 口が 一 つ あるの だが、 お 

前、 乗って みる 気 はない か、 お前が 乗れば、 わし も 乗 

る」 

と 調子が 変った ものです から、 お 絹 も 人物 論より は 乗 


り 気になり、 

「甘い 口なら、 いつでも 乗りましょう、 おっしゃって 

ごらん あそばせ、 あなたが 甘い とお 思いに な つ て も、 

わたしに は 辛い かも 知れません」 

ねぎ 

「話 は 至極 甘い の だ、 いわば 葱に 鴨と いう 調子に 出て 

来て いるの だが、 さて、 それに 乗る という ことになる 

と、 相当の 決心が 要る よ」 

「まあ、 おっしゃって みて ごらん あそばせ」 

「実はな、 ひとつ、 京都へ 行く 気になら ないか、 お前 

が 行く 気なら、 おれ も 行く よ」 

二  ns へ？」 


「うむ、 上方 だ、 今 は 江戸の 舞台が、 あっちへ 移って 

いるの だから 景気 は 素敵 だ、 それに 江戸と 違って、 千 

年の 都 だからな あ、 見る もの 聞く もの 花の 都 だ」 

「上方 見物 —— よう ござんす ねえ、 お 恥 かしながら、 

わたし、 この 年に なって、 まだ 京都 を 存じません」 

おやじ 

「そうだつ たかな あ、 親爺の 代に 行って 置けば よかつ 

た、 惜しい こと をした ねえ」 

「行く つもりなら、 いつでも 行ける と 思って 安心して 

いるう ちに  年 をと つ てし まいました のよ」 

ひとはな 

「いや、 これから 一花と 言いたい ところだろう、 どう 

だい、 思いきって、 花の 都 住居 をして みる 気 はない か」 


「ないど ころじゃありません、 大有り 名 古屋の もっと 

先なん でしよう。 いったい、 何で そんなに 急に 京都 風 

が 吹き出して 来たんで しょうね」 

「まあ 聞け、 こういう わけなんだ、 どの 方面と 名 は 言 

わない が、 この おれに ひとつ 京都へ 出張って みない か 

という 話が 持ち かけられ たんだよ。 気の 早い 話 だ、 今 

日と いう 今日の 日に、 人 もあろう にこの 神 尾 を 見込ん 

で、 ひとつ 京都へ 乗 込んで、 一遊び 遊んで 来ち やどう 

だとい う、 甘い 口が かかつ たんだ」 

「まあ、 それ はどうした 御 縁なん でしよう ねえ、 また 

悪友に そそのかされて おいでにな つたん じ やなく つ 


て？」 

「いいや、 これ も 悪友で はない、 第一、 悪友 どもに こ 

の 神 尾 を 見 立 てて 京都へ 行けと いう ほど の 実力 ある 奴 

がいる か。 京都へ 行けば、 当分、 遊びたい だけの 遊び 

をして いいと いう 軍費が 出る、 何 一 つ 不足 を させない 

その上に、 仕事と いって はた だ 遊んで いさえ すれば い 

いという の だから、 神 尾 主 膳 あたりに は 打って つけの 

役 廻り だ」 

「今時、 そんな 茶人が ある ものです かねえ、 ほかなら 

ぬ あなた をお 見立てして、 京都で 思う さま 遊ばせて 上 

げ ようなん て、 そんな 有り余る お 宝の 持主が あります 


かねえ」 

「それが 有る の だ、 有るべき 道理あって 有る の だから、 

やましい ことが なく、 しかも 遊んで さえ いれば、 それ 

が 立 派な 御 奉公 になろう というの だから、 まず 近 ごろ、 

これ 以上の 耳より な 話 はない さ」 

「そんなら、 あなた、 お考えになる まで もな く、 早速 

お受けに なれば よいに」 

「いや、 それ も 一人 じ やい や だよ、 誰か 面倒 を 見て く 

れる 人が 附ぃ ていて くれな くち や あな、 神 尾 もそう そ 

う、 若い 時の 神 尾 じ やない から、 花の 都へ 上った から 

とて、 そう 無茶な 遊び もやれ ない、 誰かつ いて 行って 


くれれば いいが と 考えた から、 お受け もせずに 戻って 

来た、 家に 待って いる 人が あると は 言わない が、 心 当 

りへ 当ってみ てから 挨拶 をす る、 と 言って 帰って来た 

の は 別儀で はない、 私の 姉さん、 お前、 一緒に 京都へ 

行って くれる かね、 お前が 行って くれれば、 これ も 

f 期の 奉公 だと 心得て、 おれ は 京都へ 乗 込む よ」 

「参りましょう、 あなたのお ともをして、 京都へ 参り 

ましょう」 

「いい かい、 ただの 京都 見物 じ やない よ、 次第によ る 

と 永住の 形式になる かも 知れない ぜ、 よく 考えて 返事 

をして くれ」 


「考えれば、 条件 も 出て 参りましょう から、 考えない 

でお 返事 を 致しましょう、 あなたが、 わたしの ために 

家へ 帰って来て 下さる ようになった お礼 心で、 わたし 

は あなたの いらっしゃる ところな らば、 海の 中で も、 

山の 奥で も」 

「本気 かい、 本気で それ を 言って くれる のかい」 

「あなた、 この わたしの 心意気が おわかり になり ませ 

んの」 

「わかる、 わかる、 では、 おれ は 明日に もまた 折返し 

て、 京都 行き を 承知して 来る よ、 いい かい？」 

「御念に は 及び ませぬ、 今日から でも、 おとも を 致し 


ます」 

「よし、 話 はき まった」 

と 言って 神 尾 主 膳 は、 出陣の 前 ぶれの ように 勇み立ち 

ました。 

四十 一 

それから、 神 尾が 突 込んだ 打明け 話 をして 言う こと 

^  J ま  

今度の 京都 行きの 話 は、 どこから 出た かその 出 所 は 

わからない。 また わかっても、 それ は 誰に も 言えない 


が、 だいたいに 於て、 こういう ことにな つてい る —— 

相当の 体面 を 保つ だけの 手当 は、 それ はもと より 充 

分に 出る、 その上に 交際費 はっかい 放題と は 言わない 

が、 機密に よって はかなり 潤沢に 許される、 誰が 今時、 

何のた めに そんな 無用な 金 を 出して、 無用な 人 を 遊ば 

せる かと 言えば、 遊んで いながら、 京都の 内外の 様子 

をす つかり 偵察して、 それ を 時に 応じて、 こっちへ 知 

ら せる 役目 だ、 表面の 辞令 をいた だかない ぉ目附 だ、 

悪く言えば 間諜、 ぺ 口で 言えば スパ ィ という やっか 

も 知れない が、 決して 下等な 仕事 じ やない、 柳 生但馬 

もやれば、 石 川 丈 山 もやった 仕事なん だ、 徳川家の た 


めに、 公卿と 西 国の 大名 どもの 監視 をして いようと い 

うの だ、 その 役 廻りに この 神 尾 を 見立てた の は、 誰と 

は 言えない が、 見立てた 奴 も、 見立てられた 奴 も、 ま 

ず 相当な もんだろう、 そこで、 話 はいよ いよ 早い、 な 

ん でも 京都の 北の方に 鷹ケ 峰と いうと ころが ある、 そ 

こに 「光悦 寺」 という 小さな 山寺が あって、 その 昔、 

本 阿弥 光悦と いう 物ず きが 住んで いた、 その 寺が あい 

ている から、 そこへ 入って 坊主に なれと いうので はな 

い、 閑居の 体に していて、 気が 向いたら、 京都な り、 

大阪 なり、 好きな ところへ 泳ぎ 出して、 好きな ように 

遊んで よろしい、 出仕の 場所の 指図 は 受けない し、 時 


間と いうの も 制限がない、 およそ、 この 神 尾の 勤め口 

として は 絶好だろう、 今 もちよつ と 口に 出た が、 板 倉 

周 防の 仕事 をし ろと いうので はない、 柳生但 馬と か、 

石 川 丈 山と か —— あれの 仕事 を 当世で 行 くんだ。 石 川 

丈 山と 言えば、 お前 は 名 を 聞いて いない かも 知れない 

が、 戦場の 行賞の 不平 をた ねに、 知行 を 抛 つて 京都の 

詩仙 堂と いうのへ 隠れた の は 表面の 口実、 実は 徳 川の 

ために、 京都の 隠目附 をつ とめて いたの だ。 おれ は但 

馬 守 ほどに 剣術 は 使えない し、 丈 山 ほどに 漢詩 を ひね 

くる 力 はない が、 遊ぶ 方に かけち や あ、 ドコへ 行って 

も ヒケは 取るまい、 近頃 は、 遊ぶ に 軍費と いう やつが 


涸渴 している から、 遊びら しい 遊び は 出来ない が、 今 

度の はれつき とした 兵糧 方が ついている、 なんと 面白 

かりそう ではない か —— 行って 落着く 住居まで が、 も 

う 出来て いるの だ、 身 一 つで はない、 身 二つ を 持って 

行き さえ すれば、 ここの 生活が、 直ちに そこへ 移せる 

のじ や、 その上に、 昔の ように は 及び もない が、 再び 

神 尾 は 神 尾と しての 体面が 保てる、 お前に も 苦労 はさ 

せない だけの 保証が あるの だ、 異人 館の 方に 未練 も あ 

るだろう が、 京都での 一苦労 も 古風で たんのうの 味 は 

あるに 相違ない、 同意なら ば、 善 は 急げと いう ことに 

しょうじゃ ないか。 


その 晚 のうちに、 二人の 腹が きまって しまいました。 

お 絹と して は、 まだ 見ぬ 花の 都 を 見飽きる ほど 見て 帰 

れ るし、 それ は、 れっきと した 後ろ だてが あって、 体 

面が 保てて、 生活が 安定す るの だから、 ほんとう にこ 

の 辺で 納まる のが 何よりと いう 里心に もな つたので 

しょう。 

こっちに 未練と いえば、 ずいぶん 未練 も あるし、 異 

人 館の 方 だって、 大味 もこれ から 出て 来ない 限り もな 

いが、 それ も、 本当 を 言えば、 こんな 生活から 逃れて、 

老後が 食って 行ける ように 何 かの みいりが 欲しい から、 

引 眉毛で 出て みたよう な もので、 そんな 仕事 をせ ずと 


も、 安、；^ して 暮せ るよう になり さえ すれば、 もうこの 

辺 で 年貢 の 納め 時、 と 言 つたよう な 満たされた 心が あ 

る ものです から、 お 絹 は 一 切の 未練 や、 たくらみ も、 

かなぐり 捨てて、 無条件で 神 尾に 捧げて しまおう とい 

うのです。 もう、 これから は 浮気 もす つかり 納めて、 

いちずに この 若 主人 を 守り 通そうと いう 心が、 昨夜 あ 

たりから こ つ そり 水 も 漏さない 仕組みに なりきつ てし 

ま つ ている のです。 

そこで 神 尾 主 膳 主従 は、 京都 行きの 腹 を 固めて、 今 

までにない 新しい 勇気に 酔わされて、 心地よ い 一夜 を 

明かした という ものです。 


翌日に なると、 そのお 受けの ためにと 言って、 神 尾 

が悠々 として 出かけました。 

お 絹 は、 身 だしな み をす る、 取 片附け をす る、 それ 

が 直ちに 出立の 身 ごしら え、 荷 ごしら えに もなる ので、 

お 嫁入で もす るよう な 若々 しい 気分に 浮かされて、 障 

子に は ゆる 小春日和、 庭に かおる 木犀の 花の香 までが、 

この 思いがけない 鹿 島 立ち を、 やい の やい のと ことほ 

ぐ かの ようにに おいます。 

四十 二 


宇津木 兵馬 は 北国 街道 を 下って、 越 前と 近 江の 境 を 

越える まで は 何事 もなかった けれども、 長 浜へ 来る と、 

ふと、 路傍で 思いがけな いもの を 見つけました。 

それ は、 長 浜の 巿中を 横に 走る ところの、 素敵に 足 

の 早い 旅人 を、 遠目に 見かける と、 それが、 がんりき 

の 百と いう 見知 越しの やくざで ない 限り、 ああい う 気 

取り 方と、 ああい つた 走り 道具 を 持った もの はない と 

いう ことで ありました。 

果して、 あいつが、 がんりきの 百で ある 限り、 あい 

つの 通過す ると ころに、 草の 生えた ためしがない。 転 

ん でもた だで は 起きて 行かない 奴で ある。 本街道 を 外 


れて、 わざわざ 長 浜の 町 を 突 切る くらいだ から、 何 か 

この 土地にから まるべき 因縁が あるに 相違ない と 感づ 

いたのです。 

いちは や 

そこで、 逸早く 彼 を 取つつ かまえて、 泥 を 吐かせよ 

うと、 かけ 出して みたので すが、 足に 物 を 言わせる こ 

力な   

とに かけて は、 こいつに 敵いつ こ はない。 見る 間に、 

その後ろ 影 を 町並の 角に 見失って しまいました。 兵馬 

は 歯が み をした けれど 追つ 附 きません。 空しく その 走 

りくら ました あとに ついて 急いでみ ると、 琵琶の 湖畔 

に 出て しまいました。 いわゆる 臨 湖の 渡しであります。 

そこまで 来た 上 は、 この 先 はもう、 湖であります。 左 


へそれ たか、 右へ 走った か、 そのこと はわから ない が、 

あいつの 目 ざすと ころが、 北で も、 東で もな く、 西に 

向って いる ことに 於て、 当然、 彦根、 大津、 京都の 本 

街道 を 飛んで 行く ものに 相違ない と 思いました。 

そうでなければ、 この 地に とどまって、 何 か、 あい 

むほん 

つ 相当の 謀叛 を 企てる、 もうこの 上 は 長追い は 無益で 

ある、 あの やくざが この 界隈に 出没して いると いう こ 

と を 基調と して 調べて みれば、 存外、 獲物が あるか も 

しれない、 そう 思った ものです から、 兵馬 は 臨 湖の 岸 

まで 来て、 急がず、 湖上 遥かに 見渡して、 その 風景に 

見恍れ てネん だが、 それから おもむろに 湖畔 を 逍遥 


の 体で 歩んで 行く と、 ふと 岸の 一角に、 まだ 新しい 木 

柱の 一 つ 立つ の を 認めました。 

「為 有 縁 無縁 衆生 施餓鬼 供養塔」 

墨色 もま だ あざやかに、 立てた の は 昨日 今日の 特志 

家の 善業で ある こと 申す まで もありません。 

その 大きな 供養塔の 木 柱が 立って いる、 その 下の、 

波の 寄せて は 返す 岸辺 を 見る と、 そこに 雛 卒都婆が 流 

れ ている、 その 卒都婆 もま だ 新しい。 波に なぶられて、 

行き もなら ず、 戻り もなら ずに 漂うて いる、 その 墨の 

文字 さえが、 供養塔の 文字と ほぼ 同時 同筆 を 以て 書か 

れ たように、 あざやかに 読める ものです から、 兵馬が 


それ を 見やる と、 

「無明 道 人 俗名 机 竜 之 助 帰 元」 

と 書いて あるので、 蛇 を 踏んだ ように ハネ 返って その 

卒都婆 を 拾い上げました。 

しゅひつ 

見事な 筆蹟で ある 上に、 これ はま さしく 女の手 筆 だ 

と 見ない わけに は ゆきません。 しかも、 その 女の手 筆 

という ものが、 たしかに ど こぞで 見た ことの ある 筆蹟 

のように 思われて ならない のです が、 その 筆先 しらべ 

は あとの こと、 「無明 道 人 俗名 机 竜 之 助」 の 文字が 兵馬 

の 腹に グ ザと 突 込みました。 

誰が こういう こと をした、 眼の あやまち ではない か 


と、 篤と 見直した けれども、 そのほかの なんらの 文字 

でもない。 

兵馬 は、 これ を 取り上げ ると、 もう 一 つ、 それと 上 

になり 下にな つて 漂うて いたもう 一 つの 同形の もの を 

取り上げて 読む と、 

「淡雪 信女 亡霊 供養」 

したた 

と、 同じ 手 筆で、 同じ 筆 格に 認められて ある。 

この 二つが 供養塔の 下に 並んで、 波に 戯れて いるの 

は、 謎と は 思われない。 何人 か 心あって した こと、 心 

た む  ぐ さ 

なくて はでき ない 手 向け 草、 念が 入り 過ぎて いる。 こ 

とに 人力で はなく、 運命の 悪戯と いう ものが からまつ 


て、 この 波が 今 も 二つ をな ぶる ように、 二つの 魂が な 

ぶら れ ている。 それ を また 後の、 いたずらの 心から、 

さる 人に よって、 この 供養が 営まれた。 いずれ をい ず 

か つ とう 

れ にしても、 倒 逆の 葛藤 を 免る る こと はでき ません。 

だが、 ここに これが ある 以上 —— もはや、 戯れの 底 

こお ど  みぎわ 

も 見えた、 と 兵馬 は 小躍りしつつ、 汀の 砂地 を 踏み 締 

めて、 人 や あると あたり を 見渡す と、 漁師の 老人が 一 

人、 櫂 を 手に して、 とぼとぼと 歩んで 来る、 それ を こ 

の 柱の 下で 待 受けて 問 を 発しました。 

「その 供養塔 は 誰が 立てた のです か、 何のた めに、 何 

という 人が これ を、 いつの 日 ころに たてた ものです か 


ね」 

「はい、 それ はな あ、 ついこの 間で、 こちらから 舟 を 

乗り出して、 この 湖の 真中の どこかで、 情死 を 遂げた 

男と 女が ござり ましてな、 男の 方 は 三十 幾つかの 年配、 

女子の 方 はま だ 十七 八で ござんし ようかな、 月夜の 晚 

に、 お 月見 だとい つて、 浜 屋の裏 堀から 舟 を 乗り出し 

ましてな、 この 湖の 中で、 どんぶりと 情死 を 遂げて し 

まいました とかで ござんす、 舟 だけが 浮び 流れ 流れ て 、 

こっちの 岸に つき ましたが、 中には 主が ござり ませぬ、 

かきおき 

遺書の ような もの も ござり ませなん だ。 舟が 漂い つ い 

たので、 こっちで はじめて 騒ぎまして、 いろいろたず 


ねて みました が、 さっぱり 当りが つきません、 なんし 

ろ 竹 生 島の 方に 参ります ると、 金輪際まで 突 通しの 水 

の 深さ、 周囲 を 申します と 日本一 の大 湖で ございます 

から、 手の つけよう も ございませんで したが、 二人 は 

とうに 腹 を 合わせて 心中の 覚悟が 出来て いたんで ござ 

もうせん  じゅう 

いますな、 毛氈 も、 お 重 も、 酒器 も、 盤 も、 宿からの 

品 は 一品 も 失いません、 二人の 身体 だけが、 水に 沈ん 

でしまい ましたげ な。 お 歳が 少し 違い 過ぎて、 男の 方 

が 上 過ぎた のに、 女子が まだ 娘 ざ かりで ございました、 

かわいそうに、 そそのかされ たわけで は ござんすまい、 

心 を 一 つに した 相対死に 相違 ござんす まいが、 今様お 


半長 右衛門 だなん て、 悪口 を 言って いた ものが ありま 

した。 です が 男の 方 は 町人で は ございません、 苦み 

走った、 芝居です ると 定九郎 といった ような 人相で、 

あれより ずっと 痩せた 人柄、 病み 上りの ように 蒼白い、 

なんでも 人の 言う ところに よると、 眼が 不自由で あつ 

たと 申します が、 どんな もので ござんす か」 

そこまで 聞けば、 もう 充分 以上の もので は あるが、 

兵馬 は、 ただただ 不安で、 聞き 済まして はいられない。 

「そうして、 この 二人 は、 それつ きり 浮き 上らない の 

です か —— 今日まで、 後日 物語はありません か」 

「全くお 聞き 申し ませぬ、 あれつ きり 浮いて 来ない の 


で ございましよう、 まあ、 いっそ、 心中で もしょうと 

いうに は、 その 方が よろしう ござんすな、 なまじい 浮 

き 上って 来ない 方が、 功徳で ございます —— 」 

「では、 この 供養塔と 卒都婆、 これ は 誰が したので す 

か、 縁 も ゆかり もない 人が したと して は、 いささか 念 

が 入り 過ぎて いる」 

いぶきやま  かみ ひらや かた 

「それ は、 胆吹 山の 上 平 館 の 女王 様と やらの、 なされ 

た 法事で ございます」 

「胆吹 山の 女王 —— 」 

兵馬 は、 それから それと、 眼が まわり 舌が もつれる 

ほどの 思いです が、 臨 湖の 老人 は、 おだやかに、 


「くわしい こと は、 浜屋へ 行って お聞きなさい ませ、 

あそこのお 内儀 さ ん が 、 委細 を 御存じ の はずで ご ざ い 

ます」 

「浜屋 というの は、 二人の 泊った 旅籠 屋で すか」 

「左様で ございます、 あの 通り を 上へ 真直ぐ に 廻り、 

少し 左へ 鍵の 手に 折れます と、 太閤 様 時代に 加 藤 屋敷 

といわれた 広い 地面で、 二階 壁に は 蛇の目の 紋が 打つ 

てあります から 直ぐに わかります、 そこの 若い お 内儀 

さんが、 委細 を 御存じの はずで —— 」 

四十 三 


浜屋へ 投宿して、 一室に 通された 宇津木 兵馬。 その 

一 室が、 がんりきの 百が 小指 を 落された 一 室で あると 

いう こと は 知りません。 

少し、 土地柄の ことにつ いてお 聞き 致したい ことが 

あるが、 御 亭主に お 目に かかりた いと 申し入れ ると、 

亭主で なく、 若い おかみ さんが 御 挨拶に 来ました。 

湖岸 の 供養塔 のこと を 話題と しての 宇津木 兵馬 の 質 

問に 答える、 若い おかみ さんの 返答 は、 親切に して 且 

つ 詳細な もので ありました。 第 十一 の 巻に 現われた 通 

リを 裏から 見た おかみ さんの 返答であります。 その 見 


ると ころに 見 足りない ところ はあって も、 その 答える 

ところに 艇 引はありません。 兵馬に はいちい ち 納得の 

ゆく ことば かりであります。 

そうして、 お 内儀さん の 最後の 断案 も、 浜辺の 老漁 

師の 下した と 同じ ことで —— 

今様お 半長 右衛門の ような 二人の 心中 は、 完全に 遂 

なきがら 

げられ て、 その 亡骸 は 絶対に 浮んで 来ない こと を 信じ 

ている。 けれども、 その 善後策に 就いては、 まだ 人の 

知らない 新しい 事実 を 教えて くれました。 

それ は、 二人が 完全に、 湖 中に 入水 を 遂げた と 知つ 

た その 日に、 二人の 供養が あの 臨 湖の 湖畔で 営まれた 


こと、 そうして、 この 供養の 施主と いうの が、 疑問の 

一 人の 女性であった という ことです。 

兵馬 は、 それ を 訝しい ことに も 思い、 また、 なる ほ 

どと 合点す る ことに も 思いました。 というの は、 湖畔 

で 拾った 卒都婆の 文字が、 たしかに 女文字と 睨んだ か 

ら であります。 その 点 は 符合す るが、 そんなら ば、 何 

の 縁あって、 右の 女人が 出しゃばって、 この 二人の 亡 

霊の 供養 をし なければ ならない か、 その 女性 は 何者か、 

心 当り はない か、 という 押しての 疑問に 答える 浜屋の 

おかみ さんの 返答 は、 極めて 要領 を 得て、 そうして ま 

た 要領 を 得ない もので ありました。 


その 女の 方 は、 やはり、 手前 共に 暫く 御 逗留 をな さ 

いました。 胆吹 山から おいでに なりました そうで ござ 

います。 なおよく 承ります ると、 胆 吹の 山に 住む 女 豪 

傑の 大将 だそう でございます。 

なに、 女 豪傑の 大将 —— それ は、 けった いなこと だ 

わい、 して また、 その 女 豪傑の 大将が、 何の 縁あって、 

男女 二人の 心中の 供養 をし なければ ならない のか、 そ 

の 因縁に ついては、 お 内儀さん の 返事 は漠 として 夢 を 

握む ようで、 ほとんど 要領 を 得られません。 

だが、 噂に 聞く と、 その 女 豪傑の 大将 はス テキな 女 

丈夫で、 むろん 女 豪傑と いわれる の だから、 女丈夫の 


一人に は 相違 あるまい が、 多くの 手下 を つれて 胆吹山 

に 籠って いたが、 この 心中の 二人 も、 その 胆吹 山の 

山寨に 居候 をして いたの だそう です。 そういう 縁故 か 

ら 出向いて 来て、 あの 供養 をして 上げ ましたの だそう 

です。 

なるほど、 何か胆 吹にから む 因縁が あるの だな。 し 

て、 その 女 豪傑の 大将と いわれる 婦人の 方 を、 あなた 

は 見ました か。 ええ、 ようこそ それ をお 尋ねに なり ま 

した、 どのような 風采 を 致して おりました か、 はい、 

ちょっと 一目う かがった だけで は、 世の常の 女の 方に 

少しも 違った ところ は ございません、 せいは すらりと 


して、 品の よい 大家のお 嬢 様、 そうでなければ 若 奥様 

といった ような お 方で、 芝居で 致します る 鬼神のお 松 

のよう な、 金糸 銀糸の 縫 取 を 着た 女賊 のように はさら 

さら 思われません。 あれで 女 豪傑の 大将で、 たくさん 

の 手下 を 自由自在に 扱い、 このほど 起り ました 

ひゃくしょうい つき 

百姓 一 揆 の 大勢で すらが 怖れて 近 よらなかった と 申 

します、 そんな 威勢 はドコ にも 見えませんでした。 全 

く 人 は 見かけに よらぬ ものと 申し上げ るより ほか は ご 

ざり ませぬ。 

ただ、 たった 一 つ —— そのお 方が 世の常の 女の 方と 

違って おいでにな つたの は、 入る から 出る まで、 昼 も、 


ずきん かぶ 

夜 も、 しょっちゅう 頭巾 を 被って おいでに なりました。 

いつい かなる 場合に でも、 あのお 方が 頭巾 をお 外しに 

なった の を お見かけした ことが ございません。 で，) J ざ 

かお  ごき リ よう 

いますから、 お 面つ き や、 御 縹緻の ほど は 少しも わか 

らな いので ございます —— なに、 しょっちゅう 頭巾の 

かぶり 通し —— はてな、 兵馬が 気ぜ わしい うちに も 頭 

ひね 

を 捻って、 考えさせられ たの は、 誰と 思い当つ たわけ 

ではなく、 その 点に、 右の 女性の 性格の 重点が あると 

感じた のでしょう。 

では、 ひとつ、 わし は 少し 心 当りの ことがあ るから、 

明朝 早速、 胆 吹へ 上って、 その 女賊の 大将に お 目に か 


かって、 お聞き 申して みましょう。 

それ はおよ しあ そばせ、 ちょっと 見て は、 左様な お 

しとやか なお 方で ございます けれども、 その 悪党 は 底 

くび  あなぐら 

が 知れぬ。 気に入らぬ もの は みんな 縊り殺して、 穴蔵 

の 底に 投げ 落して しまう の だそう で ござ います。 現に、 

幾人 かの 人の 屍 が、 胆 吹の 奥の 山の 洞穴の 底に 埋も 

れて、 夜、 青 火が 燃えさ かると いう 話。 構えて お 近づ 

きになら ぬがよ ろしう ござんす —— 何 をば かな、 今の 

世に そんな ばかばかしい ことがある もの か、 ぜひ、 ひ 

とつ、 明日 は その 胆 吹の 御殿 をたず ねて みに やならん。 

お 言葉で は ございま すが、 よし、 鬼な どの こと は噓 


と 致しまして、 これから 胆 吹へ おいでの こと はお 見合 

せに なった 方が よろし かろうと 存じます。 その わけ は、 

その 女のお 方 は、 もう 胆 吹に はおり ませぬ、 胆吹を 飛 

んで、 大 江山の 方へ お出 ましに なって しまった そうで 

ござります。 

なに、 大 江山へ —— いよいよ 話が 大時代に なった。 

でも、 鬼の いない 胆 吹へ ひとつ 乗 込んで みょう、 その 

棲 所の あと を 調べて みる だけで も 無用で はない。 

こう 覚悟 をして、 それから 話題 を 改めて、 浜屋 のお 

かみさんに 向って これから 胆 吹へ 上る 筋 を くわしくた 

ずね ました。 


四十 四 

主婦の 諫め を 用いず 宇津木 兵馬 は、 その 翌 早朝に 出 

立して 胆 吹へ 上りました。 

長 浜から 僅かに 三 里、 上りと はいえ ども、 程度の 知 

れた 道、 まもなく 胆 吹の 麓に ついて、 よく 聞きた だし 

かみ ひらや かた  たやす 

た 上 平 館 の 一 角 を 探し 当てた の は 容易い ことです。 

いたりつ いて 見る と、 案外に も 門は閉 されて、 全く 

人の 気配が ありません。 

推せ ど、 叩け ど、 おとなえ ども、 応と答える こだま 


はなく、 全く 無人の境と 思いました から、 兵馬 は、 身 

軽く 塀 を 乗越え て、 上 平 館の 境内へ と 侵入して みまし 

たけれ ど、 誰と て 咎める ものはありません。 

はて、 この 分で 見る と、 ここ はは や 解散した あとだ。 

つい 近頃まで は 人の 出入りの 相当 繁 かった 気配 は 充分 

です けれど、 現在 は 全く 引 払って、 さらに 人跡 をと ど 

めて いない こと は、 小径に 生ずる 草、 立て こめる 気分 

の 荒涼 さで もよ くわ かります。 およそ 人の 住むべき 家 

に、 人の 住まない ほど、 すさまじい 光景 はない ものの 

一 つです。 本来、 未開の 地に は 未開の 処女性が あって、 

いさぎよ 

人の 官能 を 潔 くす る ものです けれども、 一 旦、 人が 


住んで、 そのまま 住まず となって 打棄 てられた 光景 ほ 

ど、 うたた 物の 荒涼と 悲哀と を 漂わせる もの はあり ま 

せん。 

その 気分に 打 たれた 宇津木 兵馬 は、 はは あ、 もうこ 

の 一味 は 解散した の だな、 人 は 解散した けれども、 家 

屋敷 はもとの まま、 足 を 踏み入れ るに 従って、 あちら 

なま 

に 一棟、 こちらに 幾 軒と いう ほどに、 建築の 生な のに 

較べて、 宏壮な 規模が，. 徒らに 住み 残されて しまって 

いる。 さながら 大本 教と、 ひとのみ ちの 廃 殿の 中に 入 

るよう な ものです。 これほどの 結構 をし、 これほどの 

屋敷 を 構えながら、 かく も 無惨に 住み 捨てる というの 


は 冥利 を 知らぬ 業 だ、 逆らって 入る もの は 逆って 出で 

る 道理、 大きく 言えば、 城 春に して 草 青む、 といった 

すさまじ さが 兵馬の 胸 を 打つ。 とに も、 かくに も、 行 

き尽 すと ころまで 侵入 を 企てよう、 もし、 その 中に 人 

臭いに おいでも あれば 見つけ 物、 引つ とらえて 物 を 言 

わせて みょうと、 右に 左に 足 を 踏み入れ たが、 いよい 

よ 深く 行く につれ て、 いよいよ 荒涼な ものです。 絶対 

無人の境 だとい うこと を 確認し ました。 

浜屋の 若い お 内儀さん は、 胆 吹の 女 大将の 話 をして、 

まだ この 館に 一 味が 留ま つてい ると いう こと を 保証し、 

決して 退却した とも、 解散した とも 言わなかった が、 


案外に 来て 見れば この 始末。 

してみ ると、 あのお 内儀さん は、 一味が 解散した こ 

と を まだ 知らないの だ。 あの 辺の 人まで 伝達され ない 

うちに 散 じて しまった とすれば、 それ はかなり 最近で 

なければ ならぬ のに、 この 荒れ 方 は、 太古の 昔の よう 

な 面影が ある。 

ほんとうに、 人間の 住むべき 家に 人間の 住まない ほ 

ど、 荒れ 方の 早い もの はない。 人間の 家に は、 人間が 

住むべき もの だとい うこと を、 兵馬 は 繰返して つく づ 

くと 感じました。 

さて 一 応見 めぐり 見き わめて みると、 もう 夕日が 湖 


上の 彼方、 比 良、 比 敷の 方と 覚 しきに 落ちて いる。 さ 

て、 今宵、 兵馬 は 思いきって、 この 境内の 内の 一棟へ 

参入して、 そこに 宿 を 求めようと しました。 そうして 

この 幾 棟 かの 家屋のう ちの、 最大の、 最良の、 御殿 屋 

敷 風な の を 選んで、 戸を排 してみ ると 厳しく 釘 づけに 

なって いるが、 それ を 合点の 上で 兵馬 は、 無理に 押 破つ 

て、 御殿の 中へ 参入し ました。 

相 馬の 古 御所 —— といった ような 気分です。 御簾が 

かかって おり、 蜘蛛の巣が 張られて あり、 畳 は、 ちゃ 

んと 高麗 縁が しきつめ たま まだが、 はや 一 種の 廃 気が 

湧いて、 このまま 置けば フケ てし まう。 


兵馬 はこの 御殿の 最も 奥の間へ 参入して、 旅の 荷物 

を そこに 打ちお ろし、 その 中から 小 提灯、 火 打よ ろし 

く 取り出して、 早く も 提灯に 火 を 入れて、 それ を かざ 

して 間 毎 間 毎 を 調べて みました。 

調度 を 取 払った という だけで、 畳 建具 は 依然として 

人の 住める 時の そのままで、 取 残された 形跡 は 一 つも 

ありません。 それに 戸棚と いう 戸棚、 押入と いう 押入 

のた ぐい、 いずれ を も 押して みても 、がっちり 錠が 下 

りている、 そうでなければ 釘附 けです。 

そこで、 兵馬が 思う に は、 これ は 必ずしも 解散と は 

言えない わい。 いずれ 家主 は、 そのうち ここへ 来て 住 


むつ もり か、 そうでなければ 出直して 引取りに 来る つ 

もりな の だ。 戸棚と いう 戸棚、 押入と いう 押入が、 こ 

の 通りが つちり している の は、 いずれ この 中が 何物 か 

で 充実して いる 証拠な の だ。 してみ ると、 これ は 空 家 

とはいえない。 人が いないだ けで、 まだ 完全に 住宅 権 

が 存在して いる。 そこへ 無断 侵入 を 試みた 自分と いう 

もの は、 家宅 侵入の 罪に 問われる 資格 は 充分 ある。 し 

かし、 この場合、 そういう 遠慮 は 無用で ある。 よろし 

く、 覚悟の 前、 この 戸棚のう ちの 一 つ、 最もめ ぼしい 

ような の を 一つ 押 破って みて やろうで はない か。 一つ 

でたん のうで きなければ、 全部 をい ちいち 破壊して み 


て やろうで はない か。 さし 当り、 今晚 これに 旅籠 を 取 

るから に は、 夜の 物が 欲しい、 なければ ないで 済ませ 

るが、 すでに この 通り 多数の 物 入が あって、 それ を そ 

のま ま 死蔵せ しめて 置く は、 宝の 山に 手 を 空しう する 

も 同じ こと。 誰 を 憚る、 要らぬ 遠慮 —— 

と 兵馬 は 決心して、 その 戸棚の 中の めぼしい 一 つ を、 

力 を 極めて 押 破って みました。 

別に ーッ目 小僧 も 出て は 来なかった、 これ は 確かに 

や ぐ * さとん 

夜の もの、 夜具 薄団の 一団と 認定ので きた 大 包み、 そ 

きぬ つむぎ 

れを 引出して 解いて 見る と、 果して その 通り、 絹 袖の 

まだ 新しい 夜具が 現われる。 


とこうして、 兵馬 はついに、 その 新しい 夜具 を 豊富 

に 打 着て、 就眠の 人となりました。 

働いて いるから 眠りに 落つ る こと も 早い。 

四十 五 

肉体 は 疲れて いるから、 眠りに 落つ る こと はは や 

かった けれども、 神 は 納まって いないから、 睡眠が 必 

ずし も 安眠と いう わけに は ゆかない。 夜半、 兵馬の 胸 

を 推す ものが ある、 うつつに なが むれば、 

「無明 道 人 俗名 机 竜 之 助 之 墓」 


それ は 湖畔の 木標 ではなく、 まだ 切 立ての 一基の 石 

塔であります。 一 方 を 見る と、 同じような 石塔が 比翼 

の 形に 並んで、 それに、 〔# 「それに、」 は 底本で は 「それ 

に 匕 

「同行 淡雪 未開 信女 之 墓」 

と ある。 

この 二つの 石塔が、 どこと は 知らぬ 荒 草 離々 たる 裾 

いしの み 

野の 中に、 まだ 石 鑿の あと あざやかに 並んで いる。 近 

づ いて 見る と、 その後ろ に 墓 守が 二人、 しきりに 穴 掘 

り をして いる。 傍らに は 布で 巻いた 二 個の 棺を 据えて、 

のぞ 

しきりに 墓穴を掘つ ている。 それ を視き 込もうと する 


おばな かる かや 

と、 墓と 墓との 間の 丈な す 尾花^ 萱の 間から、 一 人の 

女性が 現われて、 その 覆面の 中から、 凄い 目 をして、 

吃と 兵馬 を 睨みつ けて、 

「ここへ 来て はいけ ません、 あなた 方の 来る ところで 

はありません」 

その 睨む 眼の 険しい こと、 兵馬 は、 たしかに 胆吹山 

の 女 賊の張 本に 相違ない と 思いました。 

夢うつつ は、 その 程度、 それ 以上、 深刻に も 精細に 

もな りませんでした けれども、 醒めた 宇津木 兵馬 は、 

怖ろ しいよりも、 その 暗示 性の 容易なら ぬ ことに 心が 

乱れました。 


かくて、 いったん、 破れた夢が、 また あけ 方まで 無 

事に 結び 直され ましたが、 日の 光、 鶏の 声が 戸の 隙 か 

ら洩 るる を 見て、 兵馬 は 立って、 一枚の 雨戸 を 繰る と ■ 

満山の 雪と 見た の は 僻目、 白い というよ リは 痛い ほど 

の 月の 光で、 まだ あけた のではありません。 

それから、 兵馬の 頭に来た、 何の 拠る ところと て は 

ない けれど、 ひしひしと 迫る 暗示 は …… 

机 竜 之 助 はもう 死んで いるので はない か、 死んで い 

ると すれば、 確かに 殺されて、 この 世に 亡き人の 数に 

入って いる、 彼 を 殺した 人 は 何者、 それ は 右の 覆面の 

女賊の ほかの もので ありよう はず はない、 少なくとも 


この 胆吹 山まで 来て、 ここで 竜 之 助 は 殺されて しまつ 

ている の だ。 

という 暗示が 兵馬の 胸に 食い入りました。 湖 中で 心 

中と いうの は噓 だ、 こしらえごと だ、 でなければ その 

女賊 が、 なんで わざわざ、 まだ 死骸 も、 水の 物 か 陸の 

物 かわからない 先に、 先走って 供養塔な ど を 立てる も 

のか、 それ は 世 を 欺く 手管 だ、 本来 は、 竜 之 助 はこ こ 

で 殺されて いる、 その 死 を 装わん がた めに わざと 湖上 

で 死んだ ように もてなして いるの は、 女 賊の張 本の 芝 

居で ある。 

机 竜 之 助 は、 すでに 殺されて いるの だ、 胆 吹の 山の 


女賊の 手に かかって 亡き人の 数に 入って いる、 それに 

相違ない、 そう 思われて ならない、 そうだと すれば 哀 

れな話 だ、 彼に 憐れみ を 加える 余地 は 微塵 もない が、 

あれが こんなと ころで、 女の手に かかって 一命 を果 す、 

それ も 無惨 や 縊り殺された、 なぶり ものに なって 総り 

殺された と は 何とい う 悲惨な、 そうして、 何とい う 醜 

態 だ。 

そうだ、 してみ ると、 これより 後の 自分 は、 彼の 

亡骸 をたず ねて 歩く より 道がない。 

兵馬 は、 どうも、 こんな 暗示が 胸 いっぱい になって、 

竜 之 助 はは や 完全に この 世の 人で はない、 今後 存在す 


ると すれば、 それ は 亡骸で あり、 亡霊で ある、 これ か 

ら 自分の 魂が それ を 追い かけて 歩く だけの もの だ、 力 

が 抜けた、 張 合いが 抜けた、 というよ うな 気分で、 兵 

馬の 心が 底 知れず 滅ん つて 行く のであります。 

そうなる と、 夜が 明ける や、 一刻 もこ こに 留まって 

いる 気が なくなって、 長 浜まで 一気に 走り 帰って、 例 

の 蛇の目の 浜屋 へつ くと、 若い お 内儀さん が、 なつか 

しそうな 色 を 面に たたえて、 よく まあ 戻って くれたと 

い う 好意に 溢れ て 迎えて くれて、 前夜と 同じ 部屋 へ 案 

内 を 受けました。 

やかた 

「いや、 胆 吹の 女傑の あと をたず ねて 見ました が、 館 


は あるが、 人が いません でした、 人っ子 ひとりお り ま 

せんで したよ、 解散した のでしょう。 解散した とすれ 

ば、 あの 一味 は ドコへ 行った もので しょうか」 

「多分、 大 江山で しょうと 思います が」 

またしても 大時代 II 胆吹 山で なければ 大 江山、 兵 

馬 はこれ にも、 げんな りせ ざる を 得ません。 

さりと て、 これから 突 留めなければ ならぬ の は、 机 

竜 之 助の 身柄よりも、 むしろ 問題の 女賊 そのものの 

身 性で ある。 これ は 物が 物 だけに、 存外 早く 手がかり 

がっくだろう。 大 江山と いう は、 この 女性の ロマンが 

かりで、 もっと 近いと ころに、 別 生活に 入りつつ ある- 


そういう ことが 想像され る ものです から、 更に ここで 

その 手がかり を 求めなければ ならぬ、 けれども、 この 

若い お 内儀さん にこれ 以上 を 求む るの は 無理 だ、 とい 

うこと を さとり、 さて、 翌日 は 結束して 再び 昨日の 臨 

みぎわ 

湖の 汀に 来て 見る と、 昨日 ありし ところの かの 木標 

はなく、 卒都婆 もありません。 砂の 上に は 供養塔 を 立 

もて あそ 

てた その 痕跡 さえな く、 汀の 波に は 卒都婆 を 弄 ぶ 波 

の 群れの み 昨日に 変り ありません。 

ゆくえ 

何者か 抜き取って、 木 標は湖 中に 捨てて その 行方 を 

知らず、 卒都婆 は 流れ 流れて 人の 拾う もの もな し。 昨 

日 まざ まざ と 見た 臨 湖 の 景色が 夢で、 胆 吹の 夢に 見た 


まぼろしに、 かえって 真実な りと 欺かれる。 兵馬 はた 

よりな き 感覚の 幻滅 を 歎く ことに 堪えられない 思いで 

す。 

四十 六 

机 竜 之 助は胆 吹の 女王の ために 殺されたり、 という 

宇津木 兵馬の 幻覚 は、 幻覚に 似た る 真実で ない という 

ことはありません。 

ある 意味で は、 竜 之 助が、 女王の 手に 殺されて いる 

のは胆 吹に 始まった ことで はない。 


殺す という こと は、 生命 を 奪う ことで、 生命 を 奪う 

という こと は、 生命 を 亡くす る ことで はない のです。 

単に 生命の 置き どころ を 変えた というに とどまる もの 

で、 かりに 竜 之 助が 暴 女王の 手に かかって 殺されたり 

とすれば、 それ は 女王が 竜 之 助の 生命 を 取って、 自身 

の 生命の 中に 置き換え たという ことの 変名であって、 

竜 之 助 そのもの は、 お 銀 様の 中に 生きて いる、 お 銀 様 

は 彼の 肉体が 無用に なって、 その 生命の 置 場所に なや 

んで いるの を 見て とって、 彼の 生命 を 握み 取って、 自 

分の 体内に 置き換えて やった と いう 意味になる のです 

かよう 

から、 斯様な 殺し 方 は 慈悲心の 一 種で さえ ある。 形骸 


としての 机 竜 之 助が、 柳 は 緑、 花 は 紅の 里 を、 いかな 

る 形式で さまよい 歩こうと も、 それ は 夢遊病者の 行動 

を、 映し絵と して ながめる だけの もので、 彼の 真の 生 

命 は、 他のと ころに 置き換えられて 生きて いる。 今後 

のお 銀 様 は 即ち 竜 之 助で あり、 竜 之 助の 更生が 更にお 

銀 様で ない と は 誰が いう。 

今や、 お 銀 様の 存在 は 一 つの 恐怖です。 この 女王 は、 

剣 を 以て 人 を 殺す という こと をし ない、 血 を 見て 飽く 

という 手数 を尽 さない、 けれども、 人 を 殺して 血 を 見 

ると いう 性癖 は 一 つです。 その 一 念が ようやく 増長し 

つ つ あるよう に 見受けられる。 


この 女王 様の 第一 の 利刃 は 軽蔑です。 この 女王 は、 

ほとんど あらゆる 現象に 対して、 この 女王が 発する 最 

初の 挨拶 は 軽蔑であって、 最後の 辞令 も 軽蔑で ない と 

いう こと はない。 いかなる 種類の 人で も、 この 女王の 

軽蔑に 価し ない 人 はなく、 いかなる 種類の 物象で も、 

こうむ 

この 女王の 軽蔑 を 蒙らぬ 物象 はない。 

さんさい 

胆 吹の 山 寨は、 今や 彼女の 軽蔑の ために 吹き飛ばさ 

れて しまいました。 自ら 築いた もの を、 自ら 軽蔑す る 

の だから、 これ は 手の 附 けよう がありません。 

今や、 第二の 光仙 林 を 造って はや、 これ を も 軽蔑せ 

ん としてい る。 国宝 級、 重 美 系の 芸術 も、 ようやく 彼 


女の 軽蔑から 逃れ 難く、 光悦 を 集めながら、 はや 光悦 

を 軽蔑し きってい る。 

物 を 見に 行く というの は、 彼女に あって は、 物 を 軽 

蔑し に 行く のです。 意志と 感情 を 発散せ ぬ ものに 対し 

て すら それです から、 悪 呼 悪 吸、 もしくは 愚 呼 愚 吸の 

ほかの 何もので もない 人間 共の 存在に 対する 軽蔑が、 

骨髄 を 埋めて いるの も、 まさに その 道理でしょう。 

今日 この頃 は 「易」 を 軽蔑 せんとし てお だ 成らず、 

「密教」 を 軽蔑 せんとして、 新たに 発足 を はじめた よう 

な ものです。 

醍醐 三宝 院の庭 を 見て、 この 女は豊 太閤 を 軽蔑 せん 


としました。 

甲 州の 人 は、 徳川家 康を 恐れない、 我が 信玄に 十に 

九 ッも勝 味の なかった 家康を 軽蔑 せんとす る、 家康を 

恐れない 人 は、 秀吉の 重んずべ きを 知る こと も 極めて 

浅い のであります。 徳川家 康 という 人が、 武田 信玄に 

十に 九ッ まで 勝 味の なかった 人で ある こと を 知ってい 

る 甲 州 人 は、 その 秀吉の 唯一 の 勝利者と しての、 徳川 

家康を 見て いる。 家 康に勝 味の ない 秀吉 は、 それに 圧 

はる 

倒 的な 信玄 より 遥かに 強き こと を 得ない。 且つ また、 

信 長と いう 人 は、 武田を 亡ぼした 人で ある けれども、 

信玄存 する 限り、 その 武を 用うる ことができなかった 


のみならず、 その 部下と しての 秀吉 は、 未だ 曾て 甲 州 

陣の 心胆 を 寒から しめんに も、 熱から しめんに も、 甲 

州と いう ものに 対して、 その 武を 用いた 経験がないで 

はない か。 故に 甲 州の 人 は 家康を 恐れない 以上に 秀吉 

を 恐れない、 最初から これらの 軽蔑すべき 所以 を 知つ 

ている。 さて また、 この 暴 女王に 限って 甲 州 そのもの 

を 軽蔑すべき 所以 を 知っている。 父祖 伝統の 甲斐の 国、 

武 田よりも 古い 家柄 を 軽蔑して、 その 富と もろともに 

振 捨てて 悔 ゆる こと を 知らない 暴 女王 は、 豊 太閤 その 

もの を 怖れず して、 まず これが 趣味 を 軽蔑 せんとして、 

醍醐の 庭 を 見に 来た かの ように さえ 疑われる。 


たやす 

ただ 一 つ この 暴 女王が、 容易く 軽蔑し かねてい るの 

が、 現にい ま 住む 山 科の 安朱の 地点な のであります。 

この 暴 女王 も 山 科の 地形 だけ は、 憎まん として 憎み 

得ない ものが あるら しい。 軽ん ぜんとして 軽んじ 難い 

愛着 を 残して いるもの か。 これ は 或る 意味で は 当然 過 

ぎる ほど 当然で、 人と いう もの は、 過去に 対してと、 

未来に 対して は、 かなり 強硬に あり 得る もので、 過去 

という もの は、 再び 現在 を 追つ かけて は 来ない、 過去 

は、 いかに 苦しかった こと も 過去と なれば、 すなわち 

現在への 強迫 区域 を 離れて いる、 これ を 追懐し ようと 

も、 これ を 軽蔑しょう とも、 その 脅威のお それ はない 


のであります。 未来 は 当然 来るべき ものにし てからが、 

来らざる 間 は 痛痒の 感覚から 離脱して いる。 ただ 現在 

だけ は 怖るべき です。 人が もし 現在の 政治に 反抗した 

日に は、 逆賊の 取扱い を 受けなければ ならない ように、 

現在の 住ま しめられ ている 地点 を 軽蔑して は、 所払い 

の 刑罰 を受 くる こと を 覚悟し なければ ならぬ。 いかに 

暴な らんが ために 暴 を 趣味と する 女王と いえ ども、 現 

在の 立脚点 を だけ は 軽蔑し 得られな いという 約束に 縛 

られ て、 しかして 山 科と いう 輪郭に 暫し 追従 を 試みて 

いるかと いうに、 必ずしもそう ではない のです。 

さんが きんたい 

山 科の 地形が、 甲 州 に似てい る。 山河 襟 帯の 中間に 


盆地 を 成す の 形勢が、 何とな しに 甲 州 一国 を 勢髴 させ 

るの が 山 科の 風景で ある。 山 科 を 大きく して、 その 盆 

のく リ がた を さらに 深く したの が 即ち 甲 州で あると は 

言える かも 知れない が、 すでに 故郷の 地形に あこがれ 

を 持たない この 女性が、 改めて その 雛 形 を 珍な リ とす 

べき 理由 はない。 

「山 科」 という 地が、 おのずから 一天 地 を 成して いる。 

その 整ったた だず まいが、 この 女王のお 気に 召したら 

しい。 山 科 十六 郷は よく 整った 一国の 形成 を 成して い 

る。 京都の 郊外の 山 科で はなく、 京都に 附属した 山 科 

でもな く、 たとえ 小規模ながら も、 一天 地 を 成して い 


ると ころに 山 科の 妙味が ある。 山 科 は 小さき 甲斐の 国 

というよりも、 小 京都と いった 方が 当る かも 知れない- 

山河の 形成が、 僅かに 十六 郷を 含めた なりで 独立して 

いる。 そうして、 その 独立が、 お 銀 様の 住む のにち よ 

うど 手頃で ある。 胆吹は 気象が 少々 荒び ていた、 ここ 

の 空気 は淘 げられ てい る。 できるならば y J の 山 科 全部 

をソ ックリ 買いたい、 これ をソッ クリ買 取って 我が 屋 

敷と して 住みたい と 望み 得る ほど、 この 地形 全体が 少 

なくと もこの 女王に とって、 手頃の 地形 を 成して いた 

からです。 

胆 吹の 女王と なる よりも、 山 科の 地主で ありたい、 


そんなよ うな 愛着 を、 お 銀 様が 山 科 そのものの 地相に 

やす 

持ち 得られた という ことが、 即ち 山 科 を 軽蔑し 易から 

ずと する 所以な のでありましょう。 

四十 七 

胆 吹の 女王が、 今や、 山 科の 地主にまで 脱皮しつつ 

あると いう こと を 突きと めた の は、 宇津木 兵馬と して 

骨の 折れる ことではありませんでした。 

自然、 宇津木 兵馬 は、 長 浜から、 この 山 科まで 道 を 

急ぎました。 近 江から 山城 は 地つ づき、 山城の 内に 


あって、 山城 以外に 立つ というべき 山 科 は、 近 江の 国 

からの 取つつ きであります。 長 浜から 直行に して 十 余 

しょうえん ばんち 

里の 道、 この間に、 なんらの 瘴煙 蛮地はありません。 

兵馬が 山 科に 来て、 まず 草鞋 をぬ いだの は、 同じく 

大谷 風呂で ありました。 

それとなく 探り を 入れて みたが、 案ずる が ほどの も 

の はなく、 さらさらと 解答が 与えられます。 

あれ は、 三 井さん のお 嬢さん で、 今度、 この 山 科の 

あんしゅ 

安朱の 光悦 屋敷と いうの をお 求めに なりました。 あれ 

を 地面、 家屋敷ぐ るみ、 そっくり 居 抜きで お引取りに 

なって、 御 家来 方と 一緒にお 住いで ございます、 と 明 


瞭に 答えて くれる。 三 井さん のお 嬢 様、 それ は 少し 変 

だ、 長 浜で は 女 賊の張 本で も あるよう に 言い、 ここへ 

来て は 三 井さん のお 嬢 様 呼ばわり。 前の が 誇張で あつ 

たように、 ここの は 仮定で あると、 兵馬が さとります- 

つまり、 三 井さん のお 嬢 様と 言った の は、 三 井家に も 

匹敵す るよう な 大金 持のお 嬢 様と いう ことなので、 こ 

の 場合、 三 井家と いうの は 大金 持と いう 代名詞に 使用 

されて いるまで のこと、 戸籍の 如何 は 問う ところでな 

いと、 兵馬が さとりました。 

さて、 その 三 井家のお 嬢 様の 本当の 戸籍で あるが、 

それが 知りたい、 それ を 知る に はこの 女中 づれ では ダ 


メだ、 すでに 金 持のお 嬢 様 だから、 三 井の 名で 呼び か 

ける ほどの 女 だ、 重ねて 問い かえせば、 では 鴻 池さん 

のお 嬢 様 だっし やろ、 と 答える くらいが 落ちで あるか 

きゅうめい 

ら、 ここで それ を 糾明す る わけに はいかな いが、 ナン 

とその 三 井家のお 嬢 様に、 ちょっと でもい いからお 目 

にか かってお 話が できまい もの か。 

そういうと ころから さぐり を 入れて みると、 それ は 

ダメで ござります、 とても 気位の 高い お 嬢 様で、 めつ 

たな 人と はお 会いに なり ませぬ、 極々 親しい 間の 御 家 

来 衆で なければ、 決して 人 をお 近づけに なり ませぬ、 

宿に おりましても、 御主人 様で さえお 額 を 見た もの は 


ござり ませぬ、 朝 も、 晚も、 頭巾 を 召して はずさない 

ほどのお 方で ござり ますから。 

なるほど、 気 むずかし いに は 気 むずかし いら しいが、 

朝に 晚に 頭巾 を 被って はずす という 時がない という こ 

と は、 長 浜の 見方と 相 一致す る。 

さて、 それで はぶし つけに おしかけても ダメ だ、 さ 

りと てし かるべき 紹介 を 求める よすがな どが、 この 際 

あろう はずがない、 どうした もの かと 兵馬 も 迷い まし 

たけれ ども、 いずれにしても、 相手 は 妖怪変化 ではな 

い、 胆 吹から 大 江山へ 飛んだ 女賊 童子の 一味で もない 

し、 正体 も 居所 もす つかり わかった の だからと、 この 


上 は 手段 を尽 して、 面と 相 向って ぶつつ かるば かりだ、 

相手が 人間であって みれば、 難事で あっても 不可能 事 

ではない、 という ことに 確信 を 持た しめられ たこと は 

喜ばしい。 

なんの、 暴 女王の 暴 女王た る 正体 を 知り さえ すれば、 

兵馬に は 昔な じみの 人、 まして 兵馬に 対して はすくな 

からぬ 同情者の 一 人で あり、 兵馬の 行動に 同情者で あ 

ると 共に、 その 行動に、 好意の 妨害 を 試みて いた ほど 

の 強情 もの。 甲 州の 有 野 村の 女王で ある ことに、 何の 

不思議 もない のです が、 人と いう もの は 迷う 時 は 方寸 

も 千里の 闇に 似て、 闇の 中で 摸索 すれば する ほど 正体 


を 暗い ところに 押し やって しまう。 この 分で、 正面 か 

ら 押せば 押す ほど 遠く へ 押し やる にき ま つ て いるが、 

どう 考えても この 際、 押しの 一 手より ほか はない と 兵 

馬 の 苦心 焦慮した 行き方 も、 また 無理の ない ものが あ 

ります。 光仙 林の 門のと ころまで 来て、 さて、 これ か 

ら堂々 と 門 を 叩いて いい か、 悪い かに 惑いました。 正 

面から ぶ つつかって、 かえつ て 後日の ことこ わしに 落 

ち はしない か、 という こと も 思案して みました。 

そこで、 二の足を踏みながら、 万一 その 女王が、 外 

出で もす る 機会 はない か、 女王で な いまでも、 つかま 

えて 物 を 尋ねる キ ッカケ をつ くつ て くれる 御用 聞の た 


ぐいでも と、 暫く、 行きつ戻りつして みたが、 あいに 

く、 人の 出入り は ほとんど 打 絶えた 門、 ほとんど 開か 

ずの 門 かと 疑われる ほどで したが、 「光仙 林」 ともの し 

た 表札の、 目立たぬ けれども 新しい ことによって 見て 

も、 最近に 人が 住みつつ あると いう こと は、 疑うべく 

もありません。 胆吹は 完全に 人の 住み 捨てた ところ、 

ここ は 人が 有るべき ところで、 人の なき は、 なきに あ 

ら ずして 留守な の だ。 

それ も 道理、 この 日、 宇治山 田の 来 友 はがんり きの 

百 蔵と、 洛北岩 倉 村へ 出向いて 不在。 

不 破の 関守 氏 は、 その 隠 宅で しきりに 小物の 表具 を 


扱って いる。 もとより 素人 経師 だが 手際が 凡なら ず、 

しきりに かきあつめた 小 美術品の 補綴 修理 を、 自分の 

手に かけて、 あれよ これよ と 繕いに 余念がない。 

女王 は、 安朱 谷の 雲 深き ところに 鎮座 ましまして、 

人 をして その 片鱗 を うかがわ しめる こと を ゆるさない。 

臨時 かしずきの 役 を 承って いるお 角さん は、 供 待 部屋 

を 己れ が 本拠と して、 すやすやと 昼寝の 夢 を むさぼ つ 

ている というて いたらく ですから、 さし も 広大な 光悦 

屋敷が、 さながら 人あって なきが 如くなる も 道 現です。 

兵馬 は、 それが ために、 あぐね 果てて 空しく 門前 を 

行きつ戻りつして いるが、 無人 境の 一得に は、 いくら 


行きつ戻りつ したから とて、 べつだん 怪しげな 目 を 向 

ける 人 もない。 それが 有って くれる 方が、 かえって 所 

望 だ と 言 いたいく らい、 取合われな い の が 物 足ら ぬ マ J 

おびた だ 

と 夥し。 ここで 思いきって 門 内に 進入し、 過日、 胆 

吹 山の 廃墟で 試みた 手段 をと ろうかと 決心して、 さす 

がに 思い煩う 途端、 初めて 表門の 四辺が ザヮ ついて、 

ひゆう と 風 を 切つ て 走り出した ものの ある ことに 目 を 

みはり、 

「あ！」 

ひぐ ま 

と 兵馬 も 驚いた の は、 熊に あらず、 罷 にあらず、 この 

国で はめった に 見る ことができない、 というよりも、 


太古 以来 絶えて 存在 を 許されて いない 種類の 動物、 

唐 国の 虎と いう 獣に 似た やつが 一頭、 まっしぐらに 門 

の 中から おどり 出した からであります。 

「虎！」 

と 叫んで みたが、 虎で ない。 

ひょう 

「彪 ！」 

まだら 

と 呼び 直して みたが、 彪 でもない。 全身 斑に して、 そ 

の 身体 は 虎彪に 匹敵して、 しかも それよりも 勇んで い 

る。 

兵馬 は それに 警戒 を 加えざる を 得ません。 心得 は 有 

り 余る けれども、 相手に 覚えがない。 一 時 はどう あし 


ら つてい いかに 迷いました けれども、 虎 はおろ か、 象 

わとうない 

でも 鬼で も 一 ひしぎ と、 和 藤 内の 勇気 を 取 戻し、 身 構 

え をして 見る と、 それ は やっぱり 犬の 一種 だとい うこ 

とがわ かりました。 

犬なら ば、 いかに 猛犬な りと いえ ども、 猛獣で はな 

い。 しかも その 豪 犬の 首に は、 太 やかな 網 を 引き まと 

い、 それ を 引 摺リ、 こっちへ まっしぐらに やって来る 

の を、 兵馬 はやり 過して 簡単に その 繩を 引止める と、 

同時に 犬 は 猛然と して 兵馬に 飛び かか つ て 来た けれど、 

それ は、 危害 を 加える 意味の 抵抗で はなく して、 人間 

に対する 挨拶と して もたれかか つ て 来たと いう ことが、 


直ぐに その 気合で わかります。 これ はいい 授かり もの 

が 迎えに 来て くれた、 一番 これ を囵 にして、 門 内へ 入 

り 込もう、 逸走した 邸の 番犬 を 繋留して 連れ戻って 

来て やる という ことに なれば、 家宅 侵入の 罪名に 触れ 

る こと 決して これな く、 且つ また、 感謝 を もって 受入 

れら るる こと、 これ も 相違な し。 

くつ わ  そろそろ 

そこで、 兵馬 は、 その 大 犬の 轡を 取りつつ、 徐々 と 

光仙 林の 門 内に 進入して、 林に わけ 入り、 道な きかと 

思われる 跡 をた どって、 ついに 草に うず もれた 不 破の 

関守 氏の 隠 宅の 前へ 来て、 改めて 柴折戸 を 叩く と、 直 

ぐに 内から 声が あって、 


「お 角さん かね」 

「旅の 者で ござります るが」 

「旅の 衆！」 

と 言って、 不審が つて 小 窓から 面 を 現わした の は、 不 

破の 関守 氏であります。 それ を 見て 兵馬が、 

「御 当家の 御 飼養と 覚 しき 見事な 畜犬が、 路傍に 去来 

してお りました から、 引 連れて 参り ましたが」 

「それ は、 それ は」 

と 言って、 不 破の 関守 氏に 諒解が あって、 急ぎ 庭下駄 

を 突つ かけて、 カラ リコ ロリ とやって 来る 音が 聞え ま 

す。 


四十 八 

その 翌日、 駒 井 甚三郎 は、 鉄砲 を 肩に して、 従者と 

て は 船 乗の 清 八 ひとり だけ を 伴い、 島 めぐりの ためと 

言って、 早朝から 出かけました。 田 山 白雲 も、 毎日、 

島 めぐりの ために 出発し ます けれども、 これ は 島め ぐ 

りと いうよりも、 写景を 目的と して、 任意に 出て 任意 

に 帰る のです。 

駒 井の は、 この 島の 地理学 的 研究の ための 実地 踏査 

の 第 一 歩です。 


広く も あらぬ 島で も あるし、 気候 風土と もに、 危険 

のお それな きこと を 確認しての 上の 出立です から、 特 

に それらの 準備と いうよう な もの も 必要なしと 見て、 

日 一 ぱいに 行って 戻れる だけに、 充分の ゆとり を 見て、 

一人で 行き 一人で 帰る、 いわば 散歩 気分の 外出に 過ぎ 

ません。 

開墾地の 留守の 支配 は、 七兵衛 入道 ひとり を 以て 足 

れり とします。 このぐ らい 適当な 管理者と いう もの は 

なく、 自ら 働く ことに 於て 模範の 腕 を 持つ のみならず、 

人 を 働かせる 上に 於て 非凡な 人情味 を 持ち、 その上に、 

睨み を 利かせる 威力と いう ものが 相当に 備わ つてい る。 


まだ、 手 を 下して、 人を懲 したと いう こと はないけれ 

ども、 まかり 間違って、 この 入道の 怒り を 買った 日に 

は、 なんだか 底の 知れない ような 刑罰が 下りそう だ。 

刑罰と いうよりも、 復譬が 行われそう だとい うような 

凄味が ドコ かに あると 見えて、 これが 人 を 威圧、 とい 

うよりも、 圧迫、 或いは 脅迫す る 圧力が ある。 そうい 

うわけ で、 ニヤ リニ ャリと 脂 下る 好人物と しての 入道 

に は 幾分の 親しみ も あるが、 人 を狎れ しめない 圧迫感 

も ある。 それに、 ムク 犬と いう ものが、 お 松の 命令と 

意志 を 分身の ようによ く 守る。 曾て 敵視した 七 兵衛に 

向っても、 牙 を 向ける というよ うな 気色が 衰えました _ 


お 松 は、 駒 井の 不在 中の 官房 を あずかる こと、 その 

在 舎 中と 変り はありません。 田 山 白雲 は、 白雲の 去来 

する ように、 自由な 行動 を 許す より ほか はない。 そこ 

で、 駒 井 は、 もはや 留守に は 何の 心配 もな く、 外出が 

自由であります。 

駒 井 は 東南の 海岸線から 跋渉 を はじめました。 今日 

は、 この 海岸線 を 行き 得られる だけ 行き、 内側 方面の 

踏査 は、 いずれ 相当の 人数 を 伴うて、 測量 式に 行う 時 

が あるべし として、 今日はまず 海岸の 瀬踏みの ような 

ものです。 

行く ことおよ そ 一 一里と 覚 しい 頃に、 この 島が 予想し 


たより は 奥行の ある 島 だとい うこと に 気がつき ました- 

二 里に して 行 手に 一 つの 岩山 を 認めます。 海岸に 沿つ 

て 北に 走り、 この 島の 分水嶺と いう ほどで はない が、 

テ ー ブ ル ラ ンドを 成し ている らしい とい う 地勢に 駒 井 

が 興味 を 持ち、 あの 最も 高い 地点に 立つ と、 他の どこ 

よりも 展望の 自由が 利く こと を 認め、 そこで 望遠鏡 を 

ほしいままに しょうと 思いついて、 それに 向って 行く 

こと 約 半里、 いたりつ いて 見る と、 予想 ほどに 高く は 

なく、 高い と 思って 来て 見たところに、 凸凹が あって 

最高 地点 を 求めて いる 間に、 また 勾配が 均されて しま 

う、 その 間に 一 つの 入江が ある、 入江で はない、 相当 


の 湾入が あって、 自分た ちの 着いた 海 を 北 湾入と すれ 

ば、 これ は 東 湾入 ともいうべき 形勢であって、 駒井甚 

三郎 は、 この 地勢 を 見る と、 どうやら 人間臭いと 思わ 

ない わけに は ゆきません。 

そこで、 駒 井 甚三郎 は 望遠鏡 を 取り上げて、 上下 四 

方 を ほしいままに 見て みました。 それから 湾入の 海岸 

線に は 特に 心 をと めて 望見した けれど、 人 臭いと いう 

感触の ほかに、 現に 人が 住んで いると いう 形跡 は 更に 

認められな いのです。 しかしながら、 この 島に 船が か 

り を 求める 人が あると すれば、 自分 たちのつ いた 湾入 

か、 そうでなければ、 この 地点 を 選ぶ に 相違ない と 思 


わない わけに は ゆきません。 

一応、 望遠鏡の 力に よって、 観察 を ほしいまま にし 

た 後、 駒 井 は 清 八 を 促して、 その 湾入の 海岸へ と 下つ 

て 行きました。 すでに 海岸に 立って、 駒 井 は、 いよい 

よ 以て 人 臭 いとい う 感じ を 禁ずる y  J とがで きな いので 

す。 どうも、 人が 住んで いる、 現に 住んで いなければ、 

遠から ぬ 昔に 人が 住んで いたに 相違ない。 住んで いた 

といえば 土人 か。 土人なら ば、 相当 部落 を 成して 住ん 

でい るに 相違ない が、 その 形跡 はない。 僅かの 小舟で 

ここに 漂着した とか、 或いは、 やや 沖合で 船の 難破に 

遭い、 そのうちの 幾人 かが この辺に 泳ぎつ いて、 ここ 


で 暫く 生活 をして いた、 といった ような 思いが する の 

です。 太古 以来、 人間の 息の かからぬ 地点と、 一 度で 

も 人間が 通過した 土地と は、 痕跡 は 消しても、 空気が 

残る。 駒 井 甚三郎 は 直覚的に、 それ を 感じて いる 時に、 

清 八が 突然、 

「船長 様、 熊が おります ぜ、 熊が —— 」 

四十 九 

駒 井が、 人間 臭 を 感じて いた 時に、 清 八 は 異様な 動 

物 を 認めました。 


熊が —— と 言った の は、 果して、 日本人が 認める 熊 

であるか、 何物で あるか を 確認した ので はなく、 何 か 

の 動物 を、 この 男が 見出した ものです から、 一概に、 

「熊が —— 」 と 呼んで みたの だ。 駒 井 は 直ちに 否定し 

ました。 熊の いるべき 風土で はない という こと を、 反 

応 的に 受取った から、 熊が、 という こと は 信じな かつ 

たけれ ども、 この 男が、 たしかに なんらかの 動物 を 発 

見した という 信用 は 失う ことがありません。 

「あ、 熊が、 あそこの 岩 かげから、 コソ コソと 出て、 

また 隠れて しまいました、 御用 心なさい ませ」 

駒 井の 手に せる 鉄砲 を 目八分に 見て、 報告と 警戒と 


を 加える。 駒 井 は、 その 言う ところ を 否定 もせず、 肯 

定 もせずに、 

「では、 行って 見よう」 

その 方面に 向って 自分が 先に 立ちました。 

「人間 だよ、 熊で はない」 

「人が おります か、 人間が、 土人で ございま すか、 土 

人」 

熊で あるよりも、 人と いう 方が かえって 無気味なる 

感じです。 土人、 と 繰返した の は、 土人の 中には 人 を 

食う 種族が ある、 鬼に 近い 人種が いる、 或いは 鬼より 

も 獰猛な 人類が いる ことが、 空 想 的な 頭に ある もので 


すから、 兇暴なる 土人の 襲撃の 怖るべき こと は 猛獣 以 

おど 

上で ある。 猛獣 は嚇 しさえ すれば、 人間 を 積極的に 襲 

うこと はまず ない と 見られる が、 土人と きて は、 若干 

の 数が あって、 何 をす るか わからない。 

「見 給え、 あそこに 小舟が ある」 

「舟で ございま すか、 はは あ、 なるほど」 

それ は 小舟です。 しかも その 小舟が、 半分 ほど 砂に 

うず もれながら 波に 洗われつつ ある。 最初 は 岩の 突出 

かと 思い ましたが、 なるほど、 舟 だ、 その 舟 も、 どう 

やら バッテ イラ 形で、 土人の 用うる ような 刳舟で ない 

こと を、 かすかに 認める と 安心し ました。 


この 捨 小舟 をめ ざして 急いでみ ると、 それから 程遠 

からぬ 小さな 池の 傍の 低地に 小屋 を 営んで、 その 小屋 

の 前に 人間が 一 人、 真向きに 太陽の 光 を 浴びて 本 を 読 

んで いる。 黒い 洋服 を いっぱいに 着込んで いるから、 

それで 最初に 清 八が 熊と 認めた それな のでしょう。 こ 

ちらが 驚いた ほどに 先方が 驚かない のです。 駒 井 主従 

が 近寄って 来ても、 あえて 驚異の 挙動 も 示さず、 出て 

迎えようと もしない し、 来る こと を 怖れよう ともして 

いないの が、 少し 勝手が おかしい と は 思いながら も、 

危険性 は 少しも 予想され ないから、 そのまま 近づいて 

見る と、 先方 は 鬚 だらけの 面 を こっちに 向けて、 じつ 


と 見つめて いる こと は 確か だが、 さて、 なんらの 敵意 

もなければ、 害心 も 認められない。 

いよいよ 近づいて 見る と、 原始に 近い 姿 をして いる 

が、 その実、 甚だ 開けた 国の 漂流者と 見える。 駒 井が 

まず、 英語 を 以て 挨拶 を 試みて みました、 

「お早う」 

先方が また 同じような 返事、 

「お早う」 

駒 井の 英語が、 本土の 英語で ないように、 先方の 発 

音 もまた 借りの 発音ら しいから、 英語 を 操る に は 操る 

が、 英語の 国民で はない という 認識が 直ちに 駒 井の 胸 


にあり ました。 

けれども、 英語 を 話す 以上 は、 その 国籍 は ともあれ、 

時代に 於て は 開明の 人で あり、 或いは 開明の 空気に 触 

れ たことの ある 人で ない という ことはありません。 英 

国 は 海賊 国な りとの 外 定義 は あるに しても、 その 個人 

として は、 直接に 人 を 取って 食う 土人で ない こと は 確 

定と 思う から、 ここで 三 個の 人間が 落 合って、 平和な 

挨拶 を 交し、 これからが 駒 井と この 異人 氏との 極めて 

平和なる 問答になる のです。 

五十 


駒 井 甚三郎 は、 まず、 初発 音に 於て、 この 異人 氏が 

英語 は 話す けれども 英人 でない こと を 知り、 話して み 

ると、 この 土地に 孤島 生活 をして いる けれども 漂流 人 

ではない という こと も 知りました。 誰も 予想す る 如く ■ 

船が 難破した ために、 この 島へ 漂いつ いて、 心ならず 

も 原始 生活に 慣らされ ている、 早く 言えば、 ロビン ソ 

ン 漂流 記の 二の舞、 三の 舞で ある、 と は 一見、 誰も そ 

のように 信ずる ところ だが、 少し 話して みると、 やむ 

こと を 得ざる 漂流者ではなくて、 自ら 好んで 単身 この 

島へ 渡って 来て、 また 好んで こういう i$ 始 生活 を 営ん 


でい る 生活 者で あると いう こと を、 駒 井 甚三郎 が 知り 

ました。 

これが 駒 井に とって、 一 つの 興味で も あり、 好奇心 

を剌戟 すると 共に、 研究心 を も 刺戟して、 これに 会話 

の 興 を 求める と共に、 この 異風の 生活の 白人 を 研究し 

てみ なければ 置かぬ 気持に もさせた のです。 今日の 開 

なけう  かよう 

明 生活 を 抛って、 何し に 斯様な 野蛮 生活に 復帰した 

がって いるか、 それ も、 やむ を 得ず してし かせし めら 

れ ているなら 格別、 好んで こういう 生活に 入り、 しか 

も、 一 時の 好奇で はなく、 もはや、 あの 小舟が 朽ち 果 

てる 以前から 来て おり、 今後、 この 島に この 生活の ま 


まで 生涯 を うずめる 覚悟と いう ことが、 驚異で なけれ 

ばな りません。 

駒 井甚ー ニ郎と 異人 氏の、 覚束な いなりの 英語 の やり 

とりで、 しかも、 相当 要領 を 得た ところの 知識 は、 だ 

いたい 次の ような もので ありました。 

この 白人 は、 果して 英国人で はない、 本人 は、 しか 

きょうかん 

と 郷貫を 名乗らない けれども、 フランス 人で はない 

かと 駒 井が 推定 をした こと。 

年齢 は、 こういう 生活 をして いるから、 一見して は 

老人の 如くに 見 ゆるが、 実は まだ 三十 代の 若さで ある 

こと。 


学問の 豊かな こと は、 ちょっと 叩いて みても、 駒 井 

をして 瞠目せ しむる ものが 存在して いたと いう こと。 

そこで、 つま りこの 青年 は、 三十 代と 見れば まだ 青 

年と いっても よかろう、 一見した ので は 五十に も 六十 

にも 見える が —— この 青年 は、 何 か 特別の 学問 か、 思 

想 かに 偏す る ことがあって、 その 周囲の 文明 を 厭うて、 

そうして、 わざと この 孤島 を 選んで 移り 住んで いる 者 

に 相違ない という ことが、 はっきりと 判断が つき まし 

た。 

そういう 類例 は、 むしろ 東洋に 於ても 珍しい こと は 

ない。 日本に 於ても 各 時代 時代に 存在す る 特殊の 性格 


である。 こういう 隠者 生活と いう もの は、 東洋が その 

本家で あるかと 見る と、 西洋に も あるの だ。 いわゆる 

文明国に も、 現にこう いう 人が 存在す る、 という こと 

を 駒 井が さとりました。 

異人 氏の 方で もまた、 この 珍客が、 教養 ある 異邦人 

で、 自分の 思想 生活 を紊す 者で ない ことが わかったら 

しい。 特に 興味 を 以て、 駒 井との 会話 を 辞さない よう 

です。 

そこで、 駒 井 甚三郎 は、 清 八 をして 持参の 弁当 を 取 

り 出させ、 その 小屋の 庭前の 自然 木の 卓子の 上に 並べ 

させ、 そのうち 好む もの を、 異人 氏に も 勧め、 且つ 食 


い、 且つ 談 ずるの 機会に 我 を 忘れ、 また 今日の 任務 を 

も 忘れん とします。 

ここに 於て、 駒 井 はこの 島に、 自分た ちよりも 先住 

者が 少なくも 一人 はいた こと を 知り、 島の 面積、 風土 

のな お知らざる ところ を も 聞き 知り、 もはや、 これ 以 

上に は 人類 は 住んで いない ことな ど を も 知りました が、 

個人と して、 この 異人 氏の 身辺 経歴 等 を 知りたい とつ 

とめた が、 容易に それ を 語りません。 

「あなた は、 この 島に 猫に 来たので すか」 

と 異人 氏が たずねる ものです から、 駒 井が、 

「いいえ、 猫に 来たので はない のです、 あなたと 御 同 


様に、 この 島へ 永住に 来たので す」 

「ェ ？」 

と 言って、 異人 氏が その 沈んだ 眼 を クル クルと させ、 

「永く、 この 島に お住まいになる のです か」 

「そのつ もりで、 仲間 を 引きつれて 来て、 これから 三 

里 先に 開墾 を 始めて います、 以後、 おた がいに 往来し 

て、 お 心安く 願いたい ものです、 これ を 御 縁に、 たび 

たび、 わたくし も、 こちら をお 訪ねしたい、 どうぞ、 

我々 の 方 も 訪ねて いただきたい」 

駒 井が こ う 言 いますと、 異人 氏 は 感謝す るか と 思 い 

の 外、 みるみる 失望の 色が 現われて、 


「そうです か、 あなた 方 二人 だけで はない のです か」 

「二十 余人の 同勢で 来て います」 

「男ば かりです か」 

「女 もお ります よ」 

「そうです か」 

と 言った 異人 氏に は、 失望の ほかに、 不快な 色 さえ 現 

われて、 それから は 駒 井の 問いに はかばかしい 返事 を 

しませんで したが、 急に 立ち上って、 

「わたくし、 あの 小舟 を 修繕し なければ なりません」 

つと 立って 行って しまった もの だから、 駒 井 も引留 

めよう がありませんでした。 


ぜひな く、 清 八と 二人 だけで 食事 を 済まし、 しばら 

く 待って みたが、 容易に 再び 姿 を 現わしません。 立つ 

て 四方 を さがして みたけれ ども、 どうも その 当座の 行 

方が わからない。 ぜひな く 二人 は そのままに 取り かた 

づけて、 ここ を 出て 前進に かかり ましたが、 途中、 心 

にかけ たけれ ども、 この 異人 氏の 姿が 再び 眼に 触れる 

と いう ことはありませんでした。 

駒 井 は、 それ を 本意な く 思った が、 なんにしても、 

最初のう ち は 極めて 好意 を 以て 会話に 答えた 異人 氏が、 

終り 頃、 急に 失望 不快の 色 を 現わした ことと、 その ま 

ま 席 を 立って、 再び 姿 を 見せなかった ことに、 何 か、 


感情の 相違が ある もの だとみ ない わけに は ゆきません。 

では 明日 改めて、 単身、 ここまで 出向いて 来て、 この 

遺憾の 部分の 埋 合せ をしょう と 思い定めました。 その 

日 は、 その 程度の 観察、 往復の 途中、 地質と 植物の 標 

本 を 集めた くらいの ところで、 開墾地へ 立 帰りました。 

お 松に 向って、 その 日の あらまし を 物語り、 明日 は 

ひとつ あの 異人 氏の 訪問 を 主 目的と して、 また 出かけ 

てみ るつ もり だとい うこと を 物語ります。 

七 兵衛の 報告 を 聞いて、 開墾 事業が 着々 として 進ん 

でい る こと を 知リ、 多くの 希望と 愉快のう ちに その 夜 

を 眠ります。 


五十 一 

その 翌日、 駒 井 甚三郎 は、 三 里の 道 を 遠し とせず し 

て、 今日はた つた 一人で、 昨日 来た 異人 氏の 草庵 を訪 

ねて やって来ました。 

来て 見る と、 その 有様、 昨日に 異ならず、 戸 は 別に 

塞いでも ない が、 人はありません。 二度、 三度、 呼び 

かけて みたが 返答 もありません。 その 様子で は、 昨日 

立 つ て 行った ままに、 立 戻らない ように も 見える が、 

いったん 戻って、 また 出かけた ものと も 察せられる。 


あけ 放された 室内へ、 駒 井が 入り込んで 見廻す と、 

数多くの 書籍が ある。 卓の 上に は、 書き さした 紙片が 

うずた か 

堆 く 散乱して いる。 駒 井 は 一 わたり 書棚の 書物 を検 

閲 したが、 英語と 覚し いもの は 極めて 乏しい。 一二 冊 

をと つて 彼いて 見る と、 文字 は 横に は 印刷され ている 

が 読めない —— 

そこで、 駒 井 はまた 一旦、 室外へ 出て 待って みたが、 

到底 埒が明かないと 見て、 ともかくも 近いと ころ を 歩 

いてみ ようと、 小径 を そぞろ歩き すると、 まもなく 海 

岸へ 出ました。 海岸へ 出て 見る と、 何の ことに、 探索 

に 苦心す るまでの ことはなかった、 つい 眼の さきに、 


尋ねる 人が いるので す。 海岸へ 乗 捨てられた 小舟 をコ 

ッコッ と 修理して いたの は、 昨日 見た 異人 氏 以外の 人 

でありよ うはない。 

そうだ、 昨日 も 立ち上り ざま、 舟 を 修理 をし なけれ 

ばなら ない と 言って 出た。 最初から、 こっち を 探せば 

何の ことはなかった もの をと、 駒 井 は その 心構えで、 

ッ カツ 力と 近寄って 来て、 

「昨日 は 失礼 —— また 尋ねて 来ました」 

「はい」 

「舟 をな おすので すか」 

「はい、 舟 を 修繕して います」 


「だいぶ 古くな つてい ますね」 

「なにしろ、 三年 前に 乗 捨てた 舟です からね。 もう 二 

度 使おうと は 思わなかったです が、 また 手入れ をし な 

ければ ならないです」 

「新たに 漁で もお はじめな さるので すか」 

「いや、 漁ではありません、 沖へ 出なくても 魚 は 捕れ 

ます」 

「では、 急に 何の 必要あって」 

「海へ 乗り出す のです、 新たなる 征服者が 来たから、 

先住民族 は 逃げ出さなければ ならな いです」 

「待って 下さいよ、 新たなる 征服者と いうの は 我々 の 


ことです か、 先住民族 というの は 君の ことです か」 

「そうです、 あなた 方 は 侵入者で あり、 征服者で あり 

ます、 新たなる 征服者が 来た 時 は、 先住民族 は 逃げな 

ければ なりません、 逃げなければ 血 を 流します」 

「これ は 奇怪な お 説です、 誰が 君 を 殺す と 言いました 

か、 誰が 君の 血 を 見たい と 言いました か」 

「当然です、 誰も 言わない が、 それが 移住者の 約束で 

す」 

「そういう 約束 をした 覚え もない」 

「人間同士の 約束で はない、 天則です、 でなければ 歴 

ユダヤ 

史 です、 人類 相愛せ よと いう こと は、 猶太の 大工さん 


の 子 だけが 絶叫す る 一 つの 高尚なる 音楽です ね、 相 闘 

え、 相殺せ、 征伐せ よ、 異 民族 を 駆逐せ よ、 しからず 

ば これ を 殲滅せ よ —— これ は、 歴史 だから 如何と も 致 

し 難い、 そこで、 わたくし は 殺されな いさきに 逃げ ま 

す」 

「驚くべき 誤解です ねえ、 我々 も、 まず 平和と 自由と 

を 求めて、 この 地に 来たので すよ、 歴史の 侵略者と は 

違います、 海賊ではありません、 紳士です」 

「歴史の 原則の 前に は、 海賊 も 紳士 もないです、 あな 

た 方 は、 平和 を 求める つもりで この 島へ 来ても、 それ 

がた めに、 わたくしの 平和が 奪われます」 


「奪いません、 おた がいに 和衷 協同して、 相 護って 行 

き 得られる はずです」 

「そんな ことができる もの か、 現に、 わたくしの 平和 

が、 こんなに 乱されて いる ことが 論よりの 証拠 —— や 

がて、 わたくしが 殺される 運命 は 必然です」 

「左様な 独断に 対して は、 もはや 議論の 限りで はない、 

ただ、 東洋人と いう ことが、 野蛮と 好戦の 代名詞の よ 

うに 心得て いる 君 等 白人の 謬見 からた だして かから 

なければ ならん の だが、 それに は 相当の 時間 を 要する、 

少なくとも その 理解の 届く まで、 君の 出発 を 延期して 

はどう だ、 果して、 君が 憂うる ところの 如く、 我々 は 


君 を 殺さずに は 置かぬ 人類で あるか、 或いは 存外、 君 

と 平和に 交り 得る 人種で あるか、 その 辺の 見当が つく 

まで、 出発 を 保留して 置いて はどう か、 そうして、 い 

よいよ 危険と 結論が 出来た その 時で も、 立 退き は 遅く 

は あるまい、 その 担保と して —— これ を ひとつ 君に 預 

けて 置こう じ やない か、 これ は 我輩の 唯一の 護身 武器 

だ、 安全の 保証 だ」 

と 言って 駒 井 甚三郎 は、 肩に かけて いた 鉄砲 を 取って、 

だん やっきょう 

彼の 前に 提出し、 同時に その 帯革の 弾薬 莢 を 取 外し 

にか かると、 

「いや、 違います、 違います、 あなたの 観察が 違い ま 


す、 わたくし は、 あなた 方 を 怖れる のではないです、 

歴史 を 怖れる のです、 東洋の 人 を、 野蛮 だの、 好戦 だ 

のと 軽蔑す る ほど、 西洋の 人 は 文明 を 持って はおり ま 

せん、 大きな 宗教、 大きな 哲学、 大きな 科学、 みな 東 

洋 から 出ました、 今、 西洋 だけが 文明開化 のように 見 

える の は、 それ は 表面 だけです、 西洋の 文明開化 は 短 

い 間の 虹です、 やがて 亡びます よ、 わたくし は、 

欧羅 に 生れた けれど、 欧羅巴が 嫌いです、 それで、 

国々 を 廻って この 島へ 来たです、 が、 これから、 ここ 

を 逃げ出して、 また どこか 自分の くらしい い 土地 を 求 

めて 行きます」 


五十二 

きつき つ 

吃々 として、 こういう 釈明 をす る 間に も、 異人 氏 は 

小舟の 修繕の 手 を 休めない。 銃器 を 取 外した 駒 井 は、 

その やり 場に 苦しむ ような 手つきで、 ふたたび それ を 

持 扱いながら、 これと 対した 石の 上に 腰 を 卸して、 異 

人 氏の 言う ところ を 言い つくさし めようと 構えて いる- 

異人 氏 は、 ここまで 来る と、 必然の 論理 を 通さねば な 

ら ぬかの 如くに、 ねち りね ちりと 問わざる に 答える の 

である。 


「欧羅巴の 文明と いう もの は 間違って いるです、 蒸気 

が 走り、 電気が 飛び、 石炭が 出る、 機械が どよめく、 

それで、 人が 文明開化 だとい つて 騒いで いる だけの も 

のです、 蘊蓄と いう こと を 知らないで、 曝露す るの が 

文明 だと 心得違い をして いるです、 陰徳と いう もの を 

知らないで、 宣伝 をす るの が 即ち 文明 だと 心得違い を 

している です、 ごらんなさい、 今に 亡びます よ、 今に 

欧羅巴 人 同士、 血で 血 を 洗う 大戦 争 を はじめて 共倒れ 

になり ますから、 わたくし は、 そういう ところに 住む 

のが 嫌いです から、 もっと 広い 世界へ 出ました」 

「君 は 文明開化 を 否定して いる、 人類の 進歩と いう も 


の を 呪って いるら しい、 それが 欧羅巴の 文明と いう も 

きわ 

の を 究め 尽 しての 結論 だと 面白い が、 ただ 偏窟な 哲学 

者の 独断で は 困る」 

「わたくし は 偏窟 人です、 世間並みの 風俗 思想に は堪 

えられません、 それ だからといって、 わたくしの 見た 

欧羅巴 文明 観が 間違つ ている と は 言えますまい、 そ も 

そ も、 欧羅巴が 今日の ように 堕落した の は …… 彼等 は 

堕落と 言わず、 立派な 進歩 だと 思い 上つ て 世界に 臨ん 

でい るよう です が、 わたくしに 言わせる と、 彼等より 

甚 しい 堕落はありません、 何が かくまで 欧羅巴 を 堕 

落させた かと 言えば、 それ は 鉄と 石炭です」 


「はは あ、 妙な 論断です ね、 羅 馬の 亡びた の は 人心が 

堕落した からだと いう こと は、 よく 聞きます が、 鉄と 

石炭が 欧羅巴 を 堕落 させた という 説 はま だ 聞き ませ 

ん」 

「学説ではなくて 事実です、 まず 欧羅巴と いうと ころ 

が、 世界の 中で どうして 特別に 早く 開けた かとい えば、 

それ は 食物 を 耕作す る 良 地に 富んで いたから です、 土 

地が 肥えて いて、 人間が 食物 を 収穫す るのに、 最も 都 

合が よかった、 というの が 第一条 件であります、 これ 

は 勿論であります。 欧羅巴で なくても、 穀物 をよ く 生 

産す る 土地に 人間が 第一 に 寄りつ きます、 欧羅巴が 開 


けたの は、 その 第一 の 条件に 恵まれて いた その上に、 

第二の 条件が 最もよ ろしかった からです、 その 第二の 

条件と いうの は、 鉄が 豊富であった からです、 鉄 を 掘 

り 出して 使用す る ことの 便利が、 他の 多くの 国土より 

くわ 

も 恵まれて おりました。 人類 は、 最初に その 鉄で 鍬 を 

すき 

作りました、 鋤 を 作りました、 そうして 耕作 力に 大き 

な 能率 を 加えました、 そこで、 人間に 余裕 も 出来て、 

人間の 数 も 殖えました、 それまで はよ かったです。 と 

ころが、 人に 余裕が 出来、 その 数が 殖えて くると、 争 

いが 起り ました、 そこで、 鍬 を 作る 鉄で 武器 を 作り は 

じめ ました、 欧羅巴の 堕落 は そこから はじまりました」 


「それ は 堕落で はない、 当然の 進歩と いう もの だ、 人 

類が 進歩し、 社会が 複雑に なれば なるほど、 おのおの 

の 防備 を 堅固に しなければ ならな い、 大きく 言えば、 

国防と いう ものが いよいよ 切実と なる、 弓と 矢 を 用い 

る 代りに、 鉄 を 利用して 国防の 要具 を 作る こと は、 当 

然の 進歩で はない か」 

「進歩と か、 複雑と か 言います けれども、 その 進歩と 

複雑が、 人間に 何 を 与えました か、 眩惑 以上の もの を 

与えました か、 眩惑から 逃れて 真実の 生活 を 営みたい 

もの は、 欧羅巴 文明から 離れなければ ならない、 そう 

いう わけで 欧羅巴 を 堕落 させた もの、 第一 は 鉄で あり 


ます、 いや、 人が 鉄の 使用 を 誤らせた ことから 堕落が 

起り ました、 その 次に、 欧羅巴 文明 を 堕落せ しめた も 

の は、 石炭です、 なぜ、 石炭が 欧羅巴 を 堕落せ しめた 

か と 言えば、 その もとは 蒸気 の 発明から 起ったです、 

蒸気が 発明され ると、 大船が 大洋の 中 を 乗りき つ て、 

世界の いずれの 涯へも 自由自在に 往来が できる ように 

なりました、 人間 は それ を 称して、 人力が 海洋 を 征服 

したと いう けれども、 実は 人間が 自制心 を 失って 我 慾 

に 征服され たです、 従って、 この 蒸気船に 乗って 世界 

を 行く 国人が 海賊と なりました、 海賊と ならざる を 得 

ないです。 たとえ 未開 野蛮の 地と いうと も、 先住民の 


いない 国土 はない、 新入 者と 先住民との 争いが 当然 起 

ります、 先住者の ない ところに は、 新入 者 同士の 争い 

が 起り ます。 石炭が 大きな 船 を 動かさなければ、 なか 

なかそう いう こと は 起らなかった です。 いまに、 ごら 

ん なさい、 世界中が みな 海賊の 争いになります よ、 鉄 

と 石炭 を 多量に 持 つてい る 国家が 、 海賊 の 親方に なリ 

ます、 そうすると、 それ を 羨む 他の 国家が、 割前 を 欲 

しがって、 その 海賊の 大将 を 亡ぼそう とします、 そこ 

で、 海賊の 大将へ 総が かりとい う 大戦 争が 起り ます か 

ら、 見て いて ごらんなさい、 鉄と 石炭が 欧羅巴 を 進歩 

せしめた というの は、 近眼の 見て いる 虹です、 やがて、 


これが ために 亡びます よ、 いったい、 土地に 埋蔵して 

ある 天与の 物質 を 掘り出して、 それ を 人間同士 殺戮の 

道具に 造る なんてい うこと が、 罰が 当らないで 済む も 

のです か、 やがて、 欧羅巴が いい 見せしめです、 東洋 

の 方々 よ、 東洋 は 欧羅巴に 比べる と、 遥かに 偉大なる 

宗教、 深遠なる 哲学 を 持って います、 この 産物 は、 鉄 

と 石炭の 産物と は 比較に ならない、 東洋人 は その 偉大 

なる 宗教と 哲学に 従って 行けば、 安全な のです、 決し 

て、 鉄と 石炭の 文明に 眩惑され て はなり ません よ」 

こう 言われて、 駒 井 甚三郎 は、 何 か 自分の 弱味に 

籠手 を 当てられ たように 感じました。 この 立論が 偏窟 


であるない にか かわらず、 ただ 何 かしら、 自分の 弱点 

を 突かれで もした ように 感じました。 

五十 三 

こういう 頭から 出て、 とどまる と 言い、 出る と言う 

以上 は、 力 を 以て 引 留める ことの 限りで はない と、 駒 

井 甚三郎 もや やに さとりました。 

そうして、 暫く 沈黙 して 考えさせられざる を 得ない 

ものが ありまし たが、 

「君が 欧羅巴 文明 を 否定す るの は、 君 一個の 意見と し 


て 聞いて 置き、 拙者 もい ずれ 考えて みたい と 思います 

が、 東洋に、 より 優れたる 偉大なる 宗教が あり、 深遠 

なる 哲学が あると いうの は、 それ は 買いかぶり ではな 

いか、 ドコの 国 も 同じように 似たり寄ったりな もので、 

人間と いう やつ は、 みんな、 眼前 だけ を 標準と してし 

か 行動が できない 動物なん じ やない か、 世界の 人類 一 

様に、 みんな、 やがて 消 ゆべき 虹 を 見て 騒いで いるん 

じ やない かな」 

「そうでないです、 西洋の 人 は 虹 を だけし か 見る こと 

がで きないです、 たまに それ 以上 を 見る 人 は、 ただ、 

虹 は 何で 出来て いる、 虹 は 水蒸気で ある、 七色 は 光線 


の 分解で あると いう だけ を 見る のが 頂上です、 ところ 

が 東洋人 は、 水蒸気 を 見ない、 七色 を 見ないで、 空 を 

見ます、 空と いうの は 虚無ではないです、 つまり、 色 

を 見ないで 空 を 見る です、 西洋人に は、 色 を 見る こと 

だけし かで きないで、 空 を 見る ことができません」 

ここに 至る と 駒 井 甚三郎 は、 もはや、 自分の 領分 外 

だとい うこと を さとりました。 もはや 自分の 力で は、 

こなし きれない という こと を 自覚せ ざる を 得ませんで 

した。 

そこで、 また 暫く 沈黙の 後、 次のように 言いました、 

「考えさせられます、 トモ カク、 我々 の 方で、 君 を 引 


留める 何物の 力 もない という ことが わかり 出した よう 

です、 この 上 は、 君の 自由の 行動と、 意志の 行動に 干 

渉すべき 限りで はない。 では、 一日、 我々 の 新 開墾地 

に 客に 来て 見て 下さらぬ か、 我々 が 食人種で ない こと 

がお わかりな らば、 一日の 来訪 は 危険 を 伴わない し、 

また 君の 将来の 行動の さまたげと なるべき はず もない 

から、 新入 者が 先住民に 敬意 を 表わす の 機会と、 先住 

民が 新入 者を迎 うるの 機会と、 それから 新入 者が 先住 

者 を 送る の 礼と、 その 三つの 機会 を 同時に、 我々 の 新 

開 地で 作って みる こと は 許されな いか」 

「そういう わけなら ば、 一 日の 暇 を 作りましょう、 明 


日に も、 あなたの 植民地へ 行きましょう」 

「それ は 有難いです —— では」 

駒 井 甚三郎 は、 明日の 約束 を 以て、 この 場の 会見と 

会話と を 打 切りました。 順路 をよ くこの 異人 氏に 教え 

て、 自分 はもと 来し 路へ 引返します。 出立の 時 は、 今 

日 は、 もう 一足で も 先へ 前進して みるつ もりで したが、 

ここで 会見の 時 を 過ごして みると、 もう 進む 気が 起り 

ませんで した。 

来た 路を 引返しながら 駒 井 甚三郎 が 思う様、 この 孤 

島へ 来て、 さかさまに、 白い 異人から 東洋 哲学 を 聞か 

せられようと は 思わなかった、 ドコの 国、 いずれの 時 


代に も、 その 時代 を 厭う 人間 は ある もの だ、 称して 厭 

世 家と いう。 そういう こと は、 いずれの 時代に も ある 

が、 いつも 世間に は 通用し ない。 当人 も 無論、 通用 さ 

れな いこと を 本望と する。 世間の 滔々 たる 潮流から 見 

れば、 一種 例外の 変人た るに 過ぎない。 一人 や 二人 そ 

ういう 変人が 出た からと て、 天下の 大勢 を どうす る こ 

ともで きる もので はない。 また 当人 も、 一人 や 二人で 

天下の 大勢 を どうしょうの、 こうしょうのと 考えて い 

るので はない から、 別段、 問題に する に は 当らない が、 

どうかす ると、 そういう 変人の 中に、 驚くべき 予言が 

語られたり、 達観が 行われた りする もので、 あら かじ 


め、 そういう 声 を 聞く と 聞かない では、 国の 興亡が 定 

まること さえ ある もの だ。 言う 者に 罪な し、 聞く 者以 

て 警 むる に 足る。 

だが、 それ は それと して、 こんなと ころで、 こんな 

人種から、 東洋 哲学 を 聞かせられて、 これに 充分の 応 

答が できない、 まして、 逆に 彼等に これ を 説き 教える 

素養 を 欠いて いる 己れ という もの を、 駒 井 甚三郎 が 反 

省せ ざる を 得ませんでした。 

日本に 於て は、 おこがまし いが、 自分 は 当時での 最 

新 知識で あり、 有数の 学者と 我 も 人 も 許して いたの だ _ 

それが、 ややもすれば 金 椎に虚 を 突かれたり —— 孤島 


の 哲学者に 逆説 法 を 食ったり する の は、 事が 自分の 研 

究の 職域 以外と しても、 光栄 ある 無識 ではない ので あ 

る。 自分の 究めて いるの は、 今の 哲学者の 見る ところ 

によると、 欧羅巴 文明の 糟粕 かも 知れない。 かの 糟粕 

を 究めつつ、 自家の 醍醐味 も 知らない という ことにな 

ると、 いい 笑い物 だ。 

学問、 研究、 知識 は、 いよいよ 広く、 いよいよ 大き 

い、 この 海洋の ような もの だ、 というよ うな 反省が 駒 

井の 心に 波立ちました。 

五十 四 


その 翌日、 約束の通り、 異人 氏 は 駒 井の 植民地へ やつ 

て 来ました。 これ を 迎えた 駒 井 は、 一 応 植民地 を 見せ 

た 上で、 己れ の 舎宅へ 案内して、 ここで、 椅子 をす す 

めて 相対 坐しての 会談です。 この 時に 異人 氏 は 次の よ 

うに 言いました、 

「駒 井さん、 あなたの 理想 はよ くわ かります、 地上に 

理想郷 を 作ろうと いう 企て は、 今に 始まった ことで は 

ないです、 昔から よく ある ことです、 欧羅巴で は、 哲 

学者 プラト ー など も、 その 理想の 先達の 一 人です、 実 

行 はしませんでした けれど、 プラト ー は、 その 理想 を 


持って いました、 最近で は、 ロバ ー ト. ォ ー ェン とい 

う 人が、 それ を 実行し ました、 あなたと 同じように 同 

志 を 集めて、 全く 新しい 一 つの 社会 を 作りました。 プ 

ラト ー 氏 は、 ただ 理想家 だけで したが、 ロバ ー ト. ォ ー 

ェン は、 徹底的に 実行し ました」 

「そういう 人が、 最近、 西洋に ありまし たか」 

「ありました、 ロバ ー ト. ォ— ェン は、 英吉利の ゥェ 1 

ル という 所の 山の 中に 生れた 人です、 子供の 時 は舆服 

屋の 小僧な ど をして、 それから 成功して 大きな 紡績工 

場 を 持つ ようになりました、 幼少から 艱難 をして、 世 

の 中 を 見た りして、 どうしても これで はいけ ない、 ひ 


とつ、 模範の 世界 を 作って みると いって、 自分の 大工 

場 を 中心に して 立派な 模範の 村 を 作リ、 一 時、 非常な 

評判に なって、 見に 行く 人が 多く ありまし たが、 上流 

の 人、 資本家の 人が、 ォ ー ェンの 理想 を 好み ませぬ、 

せっかくの 理想が 妨げられる、 そこで、 ォ ー ェン は、 

これ は 上流社会 や 資本家 を 相手に していて は 駄目 だ、 

働く 人 だけで 自由な 社会 を 作らなければ ならぬ と 言つ 

て、 それに は 周囲の うるさい 土地で はいけ ない、 新し 

い 天地で、 さしさわ りなく 腕の 揮える ところで なけれ 

ばいけ ない といって、 イギリスの 自分の 土地 や 工場 を、 

すっかり 売 払って、 アメリカへ 渡りました、 アメリカ 


の 、 ィ ンデ アナ 州と いうと ころへ 土地 を 買 い、 思いき つ 

て 理想の 社会 を 作って みました が、 失敗して しまい ま 

した」 

「もう 少しく わしく、 その 人の こと を 話して みて 下さ 

い」 

「いや、 話せば 長くなる です、 およそ 自分の 理想の 新 

社会 を 作ろうと して、 その実 行に 取り かかって、 失敗 

しなかった もの は 一人 もありません、 みな 失敗です、 

て つ 

駒 井さん、 あなたの 理想 も、 事業 も、 その 轍 を 踏む に 

きまって います、 失敗し ますよ」 

異人 氏 は、 駒 井の 事業 慾に 対して、 三 斗の 冷水 を 注 


ぐよう な こと を 言いました。 せっかくの ことに 成功 を 

祈る と は 言わず、 失敗が 当然 だ という こと を 言 いまし 

た。 聞きよう によれば、 不吉 千万の 言い分であります 

けれど、 駒 井 は 深く 気に かけません。 

「失敗と か、 成功と かいう こと は、 ただ 仕事の 成績 だ 

け 見て 言う ことじゃありません よ、 成功と 信じても、 

ねっから ツマらない こと も あり、 失敗 だ、 失敗 だと 言 

われる ことが、 かえって 大きな 時代の 推進力 をつ とめ 

る こと も ある もの だ、 今の その ォ ー ェン という 人が、 

どういう 失敗に 終った か 知らないが、 そういう 勇気と 

実行力 を 持ち 得る 人 は、 尊敬すべき もの だ、 信ずる こ 


と を、 ドコ まで もやって みょうと いう 勇気 を 私 は 取り 

ます。 ォ— ェンは 失敗した けれども、 イギリスから ァ 

メリ 力に 渡って、 この アメリカの 土台 を 築き上げた 人 

は 失敗ではないだろう、 成敗 を 以て 事 を 論ずる の は 末 

だ」 

「そうです、 何が 成功で、 何が 失敗 かとい うこと は、 

見る 人の 批判 だけで はわ かりません」 

異人 氏 は、 深く 議論 をす る 気 はなく、 その 辺で 辞退 

しました から、 駒 井 甚三郎 も、 それ を 送って 外へ 出 ま 

した。 

過ぐ る 夜に、 月影 を 踏んで 歩いた 砂浜の あたり を、 


異人 氏 を 送りながら 歩いて 行く 駒 井 甚三郎 は、 異人 氏 

が、 どうして もこの 島 を 立 退かなければ ならないなら 

ば、 古 舟 を 修理な さらず とも、 こちらの バッテ イラ を 

貸して 上げようと 言います と、 異人 氏 は、 それ を 辞退 

して、 それに は 及びません、 舟 は 手 慣れたの がよ ろし 

い、 いかに 小舟で 大洋へ 乗り出しても、 決して 覆る こ 

と はない もの だ、 舟に は 心配 はない、 心配が ありと す 

れば、 食糧と 気候の 変化 だけの もの だが、 それ は 天に 

任せる より 仕方がな い、 とい うような ， ，1 と を 言う。 

異人 氏 を 程よ きと ころまで 見送って から、 駒 井甚三 

郎は、 また 海岸 を 戻りながら、 いろいろと 考えさせら 


れ ました。 

事実に 於て は、 自分た ちが 来たた めに、 あの 異人 氏 

を 追い出した ことになるの だが、 異人 氏 は 追い出され 

きた 

ると 思って はいない。 新人 来れば 旧人 去る の は 当然の 

理法 だと 考えて いる。 また それが 自分の 自由 だと 考え 

ている。 こちら は 気の毒 千万と も 思う けれども、 先方 

は 現在の 旅から 次の 旅に 移る としか 考えて いない。 満 

足から 満足に 向って あさり 進む としか 考えて いないよ 

うだ。 

おの  かな 

のみならず、 去り 行く 己れ の 影 を 哀しまず して、 盛 

ん なる 我等の 新 植民 をむ しろ 哀れな リ としてい る。 


斯様な 事業 は 必ず 失敗な りと 断言して 憚らない とこ 

ろ も、 また 一 見識 だと 思いました。 

その 一例と して 挙げて くれた、 何とい つた かな、 ィ 

ギリスの、 ロバ ー ト. ォ ー ェンと 言った かな、 そうい 

う 人間の 最近の 失敗 を 述べた ようだった が、 くわしい 

こと は 聞き もらした が、 では、 これから ひとつ その ォ— 

ェン なる ものの 伝記 を 研究して みょう。 失敗と か、 成 

功と か は 論ぜず、 トニ カク 空想 を 実行に 移して、 百 折 

屈せざる の 先例 を 見出す こと は 愉快と 言わねば ならぬ- 

イギリス という 国が 大きくな るの も、 そういう 人間 を 

持ち 得られる からだろう などと、 駒 井が その 時に 考え 


ました。 

五十 五 

ここで、 話が 少し 後戻り をして 洛北岩 倉 村へ 帰る の 

であり ますが、 がんりきの 百 蔵、 宇治山 田の 米 友、 首つ 

枷の 一幕 を 見せられた 献上 隊は、 呆気に 取られて、 こ 

れを 追及す る こと も 忘れた のであります が、 その 首つ 

枷の 早い こと、 軽便 蒸汽も はだしの 有様な ので、 みる 

みる 姿 を 見失った 後に、 我 を 取 戻した という 有様です。 

しかし、 怪我 もこの くらいの 程 S ならばまず 安心、 


やがて 彼等 は、 苦笑と 哄笑と を 禁ずる ことができ ま 

せん。 そうして 苦笑と 哄笑の 間に、 銭 拾い を はじめ ま 

した。 

すなわち、 宇治山 田の 米 友 公が、 粒 蒔、 散蒔の 曲芸 

を 演じた 名残り を、 或いは 道草の 間より、 樹木の 枝の 

みずく ぼ  か 

股より、 石の 地蔵のお 水 凹の 蔭より 搔き 集め、 或いは 

三 びん 氏 や、 三下 氏の 額、 頰、 顋、 たぶ さの 間から 引つ 

ぺ がし、 抜き取り、 それから 最後に、 優に 半分 は 投げ 

残された 袋に 納めき るの が 一 仕事であります。 

この 場 だけの 事情に 於て は、 この 一行に 相当の 道理 

が あるら しく、 あえて 来 友の 手から 強奪 を 試みようと 


したのに あるで はなく、 当然 自分の 隊に 属すべき もの 

を、 不思議な 男の 手に 発見した ものです から、 当然の 

要求の つもりで 掛 合った のが 原因でありましょう。 で 

すから、 献上 隊の 一行が 暴行 を 働いた という わけで は 

なく、 かえって、 事情 を 呑 込まぬ 来 友の 頑強が、 非に 

落つ る 嫌い も あるに はあった のであります。 しかし ま 

た、 献上 隊の 方で も、 もう 少し 事を穏 かに 掛 合って、 

少なくとも 来 友 を 首肯せ しむる だけの 現 解を尽 さな 

かった という 落度 も あるに は あるでしょう。 だが、 こ 

うなって みると、 どちらも 巿が 栄えた という もので、 

彼等 は 僅少の 犠牲で 原価 を 取 戻し、 こちら は少々 の 手 


わざ 足芸で うまく 要領 を 外した という 取 柄が あるので 

あります。 しかし 献上 隊の 奴等 は、 今の あの 小 冠者の 

タン 力が おかしかったり、 その 手練に 舌 を 捲いたり、 

その 口小言が 絶えない のであります が、 なんにしても、 

銭 を 拾い集める のが 一 仕事です。 たとえ 一 枚で も 天下 

の 通 宝 を 土に 昏 して はならない という 護惜も 手つ だつ 

て、 草の根 を わけ、 石の 塊り を 起して、 収拾に かかつ 

かっかつ  ひづめ 

ている ところへ、 戛々 と 馬の 蹄の 音 を ひびかせ てこ 

の 場へ 通りかかった ものが あります。 

前の は、 年の 頃 三十 七 八 歳の 威風 ある 偉丈夫、 後ろ 

の はま だ 二十 四 五の 一青 年、 二人ともに 浪士 ではなく、 


本格の、 いずれ かの 藩の 相当 以上の 利け者ら しいの が、 

さ つ そ う 

馬上で 颯爽と して ここへ 現われて 来ました が、 献上 隊 

の 一 行が 路傍 草 間に 銭 を 拾って いるの を 見て、 

「何 だ、 何 をして いるの だ」 

「なに、 天下の 宝 を 路傍に 拾って いるの か」 

「ほほう、 銭が 降った と 見えるな、 近 ごろ は ェェじ や 

ないかで 天下に お札が 降って いる、 ここば かり 銭が 

降った か」 

こんな こと を 言って、 一 一人が 英気 凜々 として 過ぎ行 

く 後ろ姿 を 見る と、 二人ともに、 黒の ゴ ロウの 羽織に 

菅の 笠、 いずれも 丸に 十の 紋が ついている。 


献上 隊の 一行が、 いずれも 銭 拾いの 手 を 休めて、 い 

ま 過ぎ去った 二人の 武士の 後ろ 影 を、 つくづく となが 

め、 

「薩摩 だな」 

「うむ、 あれ は 誰 だか 知って るか」 

「どうも、 前の は薩 摩の 大久 保巿 蔵ら しい ぜ」 

「拙者 も、 そう 思う、 そうして、 あと は 長 州の 品川弥 

二で はない か」 

「そうだ、 たしかに それに 違いない ぞ、 薩長の 注意 人 

物が 相 携えて、 岩 倉 三位 訪問と 出かける からに は、 一 

嵐 ありそう だ」 


「だな あ、 一番、 様子 を 見て やろう じ やない か」 

みやげ もの 

「見届けて 土産 物にしよ うかな ァ」 

こう一 一人が 言い合わせて、 また 腰 を かがめて 銭 拾い 

の 続演。 

これと 引 違いに、 いま 問題に なった 馬上の 二人の 武 

士。 

やっぱり、 めざす ところ は 岩 倉 三位 邸の 門で ありま 

した。 

そうして 玄関に かか つ て 言う ことに は、 

「薩 州の 大久 保で ございます、 岩 倉 三位 は 御 在 邸で ご 

ざいます か」 


その 時に、 玄関 は 開かず、 中庭の 枝 折が 内から あい 

て、 

「大久 保 君、 よく 来て くれた、 まあ こっちから お入り 

—— 」 

と 面 を 現わした の は、 さきつ 頃、 がんりきの 百が 垣根 

越しに 一眼 見て、 危なく この 威光に カツ 飛ばされよう 

とした 御 本人 —— 即ち 岩 倉 三位 その 人でありましょう- 

綾の 小袖の 着流しで、 手に 手頃な 鍬 を 持って 現われた 

の は 引続いての 庭い じり、 いまだに 鍬が 離せない もの 

と 見えます。 

「今日は 品 川 君 を 連れて 参りました」 


「あ、 それ は、 それ は」 

と 岩 倉 三位 は 改めて、 ジロリ と 同行の 品 川 弥ニ郎 を 見 

ました。 この 空気に よって 見る と、 岩 倉と 大久 保の 間 

は 入魂に なって いるが、 品 川 は 初対面で あるら しい。 

特に 大久 保が 今日、 品 川 を 帯同して、 岩 倉に 紹介が て 

ら 推参した ものと 思われます。 

岩 倉 三位 は 鍬 を 杖に した ままで、 まだ 庭先に 立って 

いる。 

五十六 


なんざん  と 

「天下の 風雲 をよ そに して、 菊 を 南山に 採る という 趣 

があります、 お羨まし い 境涯です」 

と大久 保が、 岩 倉 三位の 手ず から 丹精の 小 庭と、 その 

手に せる 鍬 を 見て、 こう 言って お世辞 を 申します と、 

岩 倉が、 

「必ずしも 左様な 風流 沙汰で はない よ、 この 鍬で、 今 

その 風雲の とばしり を 少しば かり 鎮めた ところ だ、 あ 

の 小山 を 見 給え」 

と 指します から、 庭の 一隅 を 二人が 見る と、 そこに ま 

どまんじゅう 

だ 土の 香の 新しい 土饅頭が 一 つ 築かれて あるので あり 

ま 1^ 


「何ぞ お囲いに なりました か」 

「たった今、 ここの 玄関へ 怪しげな 壮士 体の 者 共が 押 

しかけて、 わしに 献上と 言って、 玄関へ 何 か 置き はな 

して 行った、 取調べて みると、 人間の 片腕が 一本、 ま 

だ 生々 しいの が、 三宝に 載せて 置いて ある、 不潔 千万 

だから、 今、 それ を ここのと ころへ 埋めた ばっかり だ」 

「何です か、 人間の 片腕 を 三位のお 玄関へ、 それ は 物 

騒な 奴が あった ものです」 

「生首でなくて まだ 幸い —— ここへ 埋めて 念仏 をして 

やった ところ だ」 

なまう で 

「何者の 生 腕で ございま すか」 


「千 種 家の 賀川肇 の 生 腕と、 三宝の 下に 書いて あった」 

「賀 川の —— ともかく、 時勢と は 言いながら、 この 山 

里の 御 閑居へまで、 そういう こと をす る 奴が あるの だ 

からな あ」 

大久保 も 感慨に 耽った が、 品 川の 弥 二が、 ここで、 

また 改めて 岩 倉 三位の 横顔 を じっと見つ めました。 

かくて 二人 は 岩 倉 三位の 案内 を 受けて、 その 居間に 

通される のであります が、 品 川 弥ニ郎 は、 大久 保と 岩 

倉 の 後ろ 影 を 見なが ら 大いに 考えさせられて いるよう 

です。 

やがて 三人、 奥の 居間で 密談と なりました。 まず、 


大久 保から 岩 倉への 品 川の 紹介が あった ことでしょう。 

それから、 長 州の 人傑の 近況が  一く さり 噂に 上った 

ことでしょう。 やがて 順序 を 得て、 今日の 来訪の 理由 

たけな  きち 

の 眼目に 進んで 密談が 酣 わになる ほど、 外 間の 窺知 

を 許さない ものが ある。 

わた 

三人の 対話 は 極めて ひそかに、 また 長時間に 亘 つて、 

容易に 果 つると は 思われません。 洛北岩 倉の 秋日の 昼 

は、 閑の 閑た る ものであります。 

この 小閑 を 利用して、 少しく 時代の 知識の 註釈の た 

めに、 慶応 三年と いう 年に、 この 篇に 関係 ある 当時の 

相当の 人物の めぼしい ところの 年齢 調べ を 行って みた 


いのであります が、 順序の 不同と、 一両 歳の 出入り は 

御免 蒙って、 次に 少々 列挙して みます と、 

勝 安房  四十 四 歳 

大村 益次郎 四十 五 歳 

岩 倉具視 四十 二 歳 

西郷 隆盛 三十 九 歳 

大久保 利 通 三十 七 歳 

木戸 孝 允 三士 一一 歳 

三 条実美 三十 歳 

高 杉晋作 二十 九 歳 

伊藤 俊輔 二十 六 歳 


品 川 弥ニ郎 二十 五 歳 

坂 本 竜馬 三十 三 歳 

山 内容 堂  四十 歳 

徳川慶 喜  三十 歳 

島 津久光 五十 歳 

毛 利元徳 二十 八 歳 

鍋 島閑叟  五十 四 歳 

小 栗 上野 四十 一歳 

近 藤 勇  三十 四 歳 

土方 歳 三  三十 三 歳 

松 平容保 三十 二 歳 


等々。 

五十 七 

こうして、 三 傑が 額 を 鳩め て 密談い よよ 酣 わにして、 

いつ 果っ べしと も 見えない 時分、 次の間から、 恐る 恐 

る 三 太夫の 声と して、 

「申し上げます、 只今、 山 科の 骨董 商が 参上 仕り まし 

たが、 いかが 取 計らいましょう や」 

「はは あ、 来たそう だ、 これへ 通せ」 

岩 倉 も、 大久保 も、 諒解して、 いま 来訪して 来たと 


いう 山 科の 骨董 商なる もの を、 この 密談の 席へ 入れる 

らしい。 してみ ると、 その 骨董 商なる もの も、 只者で 

はない ことが わかります。 只者であった 日に は、 この 

密談の 席へ 通される はず はない と 思われる が、 しかし、 

事実 はかえ つて 天下の 志士で なく、 郊外の 骨董 商で あ 

るから 許される のか も 知れない。 この 時分、 もはや 密 

談は 終って、 おのおの 好む ところの 書画骨董の 余談に 

うつり、 その 潮時に 出入りの 骨董 屋が 来たと いうので、 

無雑 作に お 目通り を 許された ものと も 見える。 まもな 

く、 三 太夫に 導かれて この 席へ 姿 を 現わした 山 科の 骨 

董屋 なる もの を 見る と、 これが 意外に も 光仙 林の 不破 


の 関守 氏で あろうと は …… 

不 破の 関守 氏と いうの は、 前身が 相当の 曲者で あつ 

てみ ると、 さて は、 お 銀 様 を 説き 立てて、 名画 名蹟の 

蒐集ぐ らいで は 芝居が 仕 足りない。 洛北岩 倉 村へ 集ま 

る、 この辺の 役者 を 板に かけて、 脚本の 製作 をた くら 

んで いると すれば、 こいつ も大 伴の 黒 主に 近いが、 果 

して、 さほどの 大望 を 抱いて 来たの か、 或いは、 山 科 

の 骨董 商に なりきって、 このお 邸のお 出入り 商人た 

る を 以て 甘んじて 御用 伺いに 来た もの か、 その 辺 はわ 

力、 らな レ 

わからな いと 言えば、 がんりきの ような のぼせ 者 を 


お だ 

煽てて、 この 岩 倉 村に 東西き つての 大バ クチが あるか 

ら 行って みろ と、 貸 元まで つとめて、 がん ちゃんが 勢 

い 込んで かけつけて みはみ たが、 事 は 以上 示す ところ 

の 如く、 馬鹿 をみ たような ものであった。 自身、 ここ 

まで 出向いて 来る くらいなら、 何 を 苦しんで、 がんり 

きを ああまで かついだ のか、 はなはだ 解せない ことで 

す。 

いずれにしても、 不破氏 は、 この 席へ 入る と 同時に、 

平身低頭して、 出入り 御 貝 頭属の 骨董 屋 たる 腰の 低い と 

ころ を 充分に 表現いた しました。 

えしゃく 

主人 側の 三人の 会釈 を 見ても、 これ は 尊王 憂国の 志 


土の 変形と して 受取って いない。 ここまで 引見の 特権 

を 与えた 過分の 町人と しての 待遇に 過ぎない ところ を 

見る と、 それで 安心した。 不破 氏は大 伴の 黒 主で はな 
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「骨董 屋、 手順 はどう だ、 首尾よく 進行して いるか」 

とんし ゆしつ こう 

岩 倉 三位から お 言葉が 下る と、 不破氏 は、 頓首 膝行 

の 形 をもう 一 つ 低く して、 

「は、 御意に ござります、 万事お 申しつ け 通りに、 極 

めて 内々 に 取 計らい 仕りました、 今日、 現品 を 御 持参 

と 存じました けれども、 慎重の 上に も 慎重と 存じ まし 

て、 お 見本 だけ、 これへ 持参 仕りました」 


「では、 これへ 出して 見せ 給え」 

「はい —— 」 

また 後ろ を 顧みて 膝行 頓首 をして、 次の間に 置 据え 

うやう や 

た 風呂敷 を 抱えて、 また 膝行 頓 首して、 これ を 恭 し 

く 岩 倉 三位の 前に さし 置き、 恐る恐る、 結び目 を 解き 

にか かりました。 

岩 倉 も、 大久保 も、 品 川 も、 共に その 風呂敷の 中 を 

無言で 見入って いる。 

風呂敷 を 解く と、 中から 出た もの は、 さの み 意外な 

やまとに しき 

ものではありません。 ただ、 眼 も きらびやかな 大和 錦、 

それから 紅白の 緞子。 一巻ず つ それ を 御 丁寧に 取 揃え 


て、 いよいよ 恭しく 三位の 前に 推し 進める と、 三位 は 

座右から、 あらかじめ 備えられた 一 つの 彩色 図 を 出し 

て、 大久 保に 示し、 

I 玉 松が 作って くれた これが 図面 じ や、 よく 引合 わせ 

御覧になる がよ ろしい、 寸法、 式、 模様、 色 合、 誤り 

が あらば 申し 附 けて 訂正させる ように」 

そこで、 大久保 は 大和 錦 を 取り上げて、 二三 尺ず つ 

引き ほごして は、 下なる 彩色の 図面と 見比べる。 そこ 

へ 品 川 弥ニ郎 が 首 を 突き出して、 大久 保の 調べの あと 

を 追うて 仔細に 吟味 をして 見る。 

不破氏 は 最初の 姿勢で、 ほとんど 膝行 頓 首の 体制の 


ままです から、 いま 大久 保が 大和 錦と 引合 わせて いる 

彩色の 図面が 何物 だか わかりません。 わかろう とする 

ことが 重大なる 失礼で でも あるかの ように、 恐れ 慎ん 

で 面 を 上げない のであります が、 品 川 弥ニ郎 は 甚だ 

無遠慮で、 果て は 彩色の 絵図面 を 横手に 持って、 大久 

保の 繰り ひろげた 大和 錦 を 片手で 引 張って、 押しつけ 

るよう にして 較べて 見る ものです から、 側面から 見る 

と、 その 彩色の 絵図面が 何物で あるかが よく わかる の 

であります。 

つまり、 それ は 錦の 御 旗 を 描いた もので、 大和 錦 は 

この 御 旗の 地 模様 をつ くり、 ただ、 図面と 異なる の は、 


それに 金銀の 日月が 打って あるのと、 ない のとの 差で 

あります。 

「いや、 これでよ ろしい、 寸分 相違がない、 見事な 出 

来で ござります」 

と大久 保が 保証す ると、 品 川 も-頷く。 三位 も 満足の 化。 

その 時に 大久 保が 改めて、 

「では 商人、 この 方式に よってし かるべく 頼む ぞ、 恐 

れ 多き 事 ゆえに 他言 は 固く 無用、 万 一 、 外 間に 洩 るる 

時 は、 その 方の 命 はなき ものと 覚悟せ よ。 この 絵図面 

も その 方 を 信じて 手渡す、 これによ つて、 日月 章の 錦 

旗 四旒、 菊花 章の 紅白の 旗お のおの 十旒を 製して 薩州 


屋敷に 納める よう —— 世間へ は、 薩州 家の 重役が 国へ 

みやげ 

の 土産の 女 帯地 を 求める の だと 申して 置け」 

そむ 

「委細、 心得ました、 必ずと もに 御 信用に 反き ませぬ、 

万一、 手ぬ かり を 生じました その 節 は、 この 痩 首 はな 

きものと、 疾うに 覚悟 を きめてお ります る」 

「町人に して は 惜しい 度胸、 昔の 天 野屋に 優る とも 劣 

らず、 では、 しかと 申しつ けた ぞ」 

「有難き 仕 合せに，、， /ざり まする」 

ここで、 不 破の 関守 氏 はまた も頓首 膝行の 形で、 三 

傑の 御前 を 辞して、 次の間に ヒリ 出て、 三 太夫にまで 

きつき ゆ - つじよ 

鞠躬如 として まかり さが つ てし まいました。 


五十八 

不破 氏が、 ここまで 食い入って、 ここまで 信用 を摑 

はな は 

み 得た という 手腕の ほど は 甚だ 驚歎すべき ことで あ 

リ ますが、 ここに 於て、 東西に 二つの 錦旗の 問題が 隠 

見して 来た こと は、 この 小説の 作意ではありません。 

すなわち、 上野の 東 數山輪 王 寺 御所 蔵の 錦旗 を 盗ま 

ん とする 不逞の 徒が 存在す るら しい ことと、 ここで は 

たま ま つ みさお 

岩 倉 三位 合意の 下に、 玉 松 操に 製作せ しめた 錦旗の 

図面に よって、 薩 摩と 長 州の 傑物が 二人、 町人に その 


製作 を 命ぜん としてい る ことであります。 これ は 作意 

ではなく、 史実で あり、 明白なる 記録であります が、 

錦旗 そのもの も、 いまだ 名分 を 備えざる 間 は、 ただ 一 

個の 織物に 過ぎません から、 誰が どう 扱おうと も、 さ 

して 問題に ならない 分の ことです。 

さても、 件の 密談が 終って、 洛北岩 倉 村から、 また 

も 馬で 帰る 両士の 馬上な がらの 会話 を 聞いて いると、 

次の ような ものであります。 まず 品 川弥ー 一郎が 言い ま 

した、 

「岩 倉 三位に は 恐れ入つ たねえ。 実 を 言う と、 わたし 

は 日頃 あなたから、 岩 倉 三位 は ェ ライ ェ ライと 言われ 


る もの だから、 よつ ぼ どの 人物と 思って いました がね 

え、 今日 はじめて、 あの 中庭の 柴 戸から、 ひょっこり 

姿 を 現わした その 人 を 見て、 非常な 幻滅 を 感じました 

よ、 あの 通り、 背 は 低い し、 色 は 黒い —— 背 は 低く、 

たちまさ 

色 は 黒くても、 人品と か、 男ぶ リ とか 立 勝った ものが 

く  T- 

あれば まだし も だが、 ひょっこり 着流しで、 鍬 を 下げ 

かお 

て 面 を 出した ところ を 見て、 非常な 失望 を 感じました 

よ、 こんな 風采の 楊らない 男に、 いったい どれ だけの 

エラ さが 隠れて いるの か、 こんな 人物 を、 エラ イエ ラ 

ィと 担ぎ上げ、 持ち上げ るの は、 大久 保さん にも 似合 

くげ  ついしょう 

わない こと だ、 お 公卿さん に 免じてのお 追従だろう、 


本来、 お 公卿さん なぞに、 そんなに ェ ライ 人物が 有り 

ようはず はない、 位が 高い、 伝統が 物 を 言う から、 人 

が あんまり 持ち上げ 過ぎる、 というより は、 天下の 志 

土と かなんと か 威張って みても、 所詮 地下の 軽輩の 眼 

に は 位負けが する、 そうでなければ、 仕事の 都合 上、 

持ち上げて 置いて 利用す る 程度の ものにし か 考えられ 

なかった、 岩 倉と て 何 ほどの ことがあろうと、 あの 瞬 

間に、 わし は 一 種の 軽蔑の 念 を さえ 持ちました がな、 

あの それ、 庭に 手ず から 築いた 土饅頭 を 指して、 今 こ 

こへ 人間の 生 腕 を 埋めた ところ だ、 誰かいた ずら 者め 

が、 賀川肇 の 腕 を 切って 来て、 三宝に のせて 玄関へ 置 


きばな しにして 行った から、 それ を 今 ここへ 埋めた と 

力た 

ころ だと、 平然として 談 つてい る あの 度胸に は、 実際 

驚き ましたな あ、 当時、 豪傑と いわれる 武家の 大名の 

うちに も、 あれ だけの 度胸 を 持った 奴 はありますまい、 

刺客 を 前にして あの 底の 知れない 図々 しさ を 持った 者 

は、 血の 雨 をく ぐって 来た 浪士 のうちに も、 あんま リ 

多く はない、 お 公卿さん にも、 あれ だけの 度胸が ある 

もの かと、 僕 はまず それで 参った よ。 さて、 通されて 

密談と いう ことにな つて、 三位から 討幕の 秘計 を 

諄 々 と 聞かされて みると、 今度 は その 内容に 於て、 

実際 恐れ入った、 我々 の 考えて いる 以上の 周密と、 思つ 


ている 以上の 大胆と、 百 折 不撓の 決心 を 持って おられ 

るに は 驚いた。 日本 はじまって 以来の 政治 上の 大 改革 

を 行う、 この 精神と、 方法と、 手段と、 順序 を、 大所 

から 細微に 至る まで、 ああ も 大胆に、 且つ 周到に 包蔵 

している あの 頭 は 大した もので、 そう 思って、 僕 は あ 

の 人の 頭の 形 を つくづくと 見直す と、 どうも その 形 か 

らして 尋常 人の 頭で はない、 あれ は 大した ものです ぜ、 

お 公卿さん の 冠 を 取った 方が かえ つ て 頭が 大きくなる、 

あれ だけの 頭 は 今日の 日本に ありま せんな あ。 先頃 ま 

で 三 好の 随一に 数えられ たが、 賢の 賢た る 所以 も 備わ 

るが、 奸の奸 たる 毒素 も 持たざる なし、 朝に は 公武の 


合体 を 策し、 夕に は 薩長の 志士と 交る といえ ども、 表 

裏 反覆の 娼婦の 態 を 学ぶ もので はない、 幕府 を も、 薩 

長 を も 呑んで かかって いる 腹が あります ぜ。 古来のお 

公卿さん は、 位ば つかり 高くて 実力が ないから、 時の 

日和で、 あっちへ べったり、 こっちへ べったり、 木 曾 

が 出頭 すれば 木 曾に、 義 経が 迫れば 義 経に、 頼 朝が 怒 

れば頼 朝に 依存して、 而 して、 その 間の 雜を 取って 小 

策 を 弄する のが 即ち 公卿の 身上と 見て かかる と、 岩 倉 

三位に 於て 失敗す る、 当時、 堂上お 公卿さん にも 出色 

の 人物 は 多い が、 岩 倉 三位に 比べる と 同日の 談 ではな 

い、 江戸に 依存せ ずと も、 薩長 を 操縦せ ずと も、 立派 


に 大業 を 成せる 人 だと 僕 は 思いました。 大久 保さん、 

おた がいに しっかり しないと、 薩摩 も、 長 州 も、 岩 倉 

三位に 食われて しまいます ぜ」 

品 川 弥ニ郎 は、 はじめて 会った 岩 倉 三位に 就いての 

印象 を、 大 久保巿 蔵に 向って 右の ように 物語りつつ、 

やがて 京の 町に 入り、 薩州 邸へ と 帰着す るかと 思う と、 

上京 寺 町 通り 裏、 石 薬師 門外の あたりで 二人の 姿が 消 

えました。 これより 先、 がんりきの 百 蔵と、 宇治山 田 

の 来 友 も、 件の 如き 首つ 枷の 芸当 を 以て 京の 町外れ 

まで 一散に 走り ましたが、 そこで、 米 友 は、 がんりき 

の 肩から 下り、 がんりき は 脚 粋の 紐 を 結び 直した けれ 


ども、 二人の 口頭に は 別に なんらの 人物 論 も 起り ませ 

ん。 

がんりきの 百 は、 あんまり ばかばかし いから、 ドコ 

ぞで 一杯 飲んで 行く と 言って、 米 友と 立 別れ、 米 友 は 

蹴 上、 日 岡と 来た 通りの 道を迪 つて 山 科へ 帰りました。 

五十 九 

その 夜の こと、 昼 さえ も 静かな 岩 倉 谷の 夜 もいた く 

更け 渡る 頃、 たった 一人の 白衣の 行者が、 覆面 をして 

両刀 を 落し 差し、 杖 を 携えて、 飄々 浪々 として この 


岩 倉 谷に 入り込みました。 

こう 書き出して くると、 夜前、 ああい う 光景 を 描き 

出した 場所柄、 またもや 一 層の 妖気 魔 気が 影 を 追うて 

来なければ ならない のです が、 事 がら は それに 反対で、 

妖気 魔 気 どころ か、 気の利いた 化け物 は、 面 を そむけ 

て 引 込む が 当然な のです。 

昭和 十六 年 五月 十日の 東京 朝日 新聞の 映画 欄の 記者 

でさえ も、 こういう こと を 書いて いる  

「が、 元来、 かう いふ 虚無的な やうな、 感傷的の や 

うな 嫌味 ッ たらしい 浪人 は、 日本 映画の 昔から 好物 

とする もので、 現代人の 心理 を 詰め こんだ つもりで、 


深刻が つて ゐる ものの、 実は、 すこぶる 浅薄 陳腐と 

いふべ し …… 」 

といった ような わけで、 この 浅薄 陳腐なる 嫌味ったら 

しい 好みが、 恥 を 知らない 日本のう つし 絵の 食い物と 

なって いる も 久しい もの だ。 今から 三十 年 前、 武州多 

摩 川の 上流から 颯爽と 現われた、 これが 原生動物と 覚 

しき 存在 は、 こんな 無恥 低劣な 姿ではなかった はず。 

何の 因果 か、 この 原生動物と 覚 しきが、 三十 年の 昔、 

姿 を 現わして 以来、 この 形の うつしが 一 代の 流行 を 極 
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めて、 出る わ、 出る わ、 頭巾 を かぶせたり、 五分 月 代 

を 生やさせたり、 黒の 紋附を 着 流させたり、 朝日 映画 


子の いわゆる 浅薄 陳腐な 嫌味った らしい 化け物が、 こ 

れ でも か、 これで も かと、 凄く もない 目 をむ き 出し、 

切れ もしない 刀 を 振り 廻して 見得 を 切った、 その 嫌 

味ったら しい 浅薄 陳腐な 化け物が、 三十 年の 今日、 箱 

根 以東の 大 江戸の 巷 から 完全に 姿を消して はいない。 

朝日の きらきら する 巿 上にまで 戸惑い をして いる。 

こいつら は、 人の 感情 を 保護 するとい うこと を 知ら 

ない、 いわん や 向上せ しむる こと を や。 模倣が 程度の 

ものである こと も 知らない、 剽窃が 盗賊の 親類で あ 

る こと も 知らない。 どだい、 こういう 恥 を 知らぬ 化け 

物 国に、 大きな 精霊の 生れた 例が あるか。 


伝うる ところに よると、 机 竜 之 助なる もの は、 も は 

ゃ疾 うの 昔に 死んで いるそう だ。 その 生命 は 亡き者の 

数に 入って いるの だそう だ。 彼の 生命 を 奪った ものと 

しての 最も 有力なる 嫌疑者 は、 暴 女王のお 銀 様が 第一 

に 数えられる。 少なくとも 胆吹 御殿の あの 地下、 無 間 

の 底に つづく 密室の 中で、 病後の 竜 之 助なる もの を完 

全に 絞殺し て、 その 地 下 底 深く 投げ 落し て 秘密に 葬 つ 

たという 説 を、 まことしやかに 言い触らして 歩く 者 も 

ある。 

それ にもかかわらず、 その 以後の 活躍に、 長 浜の 浜 

屋の 一 間の 暗転 も あれば、 大通寺 友の 松の 下の 犬の 殺 


陣も あるし、 琵琶の 湖上の 一夕 ぬれ 場 も ある。 それら、 

次から 次へ 展開 さるる は、 それ は セント • エルモの 戯 

れ であって、 サブスタンスの 存在で はない という こと 

を 言う 者 も ある。 しかし、 御 当人 は、 左様な 噂 を 一 切 

見えぬ 後 目に かけて、 山 科 谷から、 島 原の 色里にまで、 

影 を 追うて 往年の 紅燈 緑酒の 夢を見て 帰った という 消 

息 を もま ことし やかに 伝える 者 も ある。 或いは また 月 

光 霜に 氷る 夜半 、霜よりも 寒く、 薄よりも 穂の 多い 剣 

の 林の 中 を、 名に し 負う 新撰 組、 御陵 隊が、 屍 の 山、 

血の 河 築く その 中 を、 腥 い 風の 上 を悠々 閑々 として、 

白衣の 着流しで、 ぶらつい ていたと いう 噂 を、 見て 来 


たように 話す 者 も ある。 それが 今晚、 またも、 岩 倉 谷 

に 現われた といった からと て、 誰も 本当にす る 者 もな 

い 代り、 噓 だとい う 者 もない。 

前に も 言う 通り、 気の利いたお 化けなら ば、 とうに 

引 込むべき はずのと ころ を、 かく も 性懲りな く ふらつ 

き 出す の は、 他の 好む と 好まざる とに かかわらず、 

白 業 黒 業が 三世に わたって 糸 を 引く 限り、 消さん と 

しても 消 ゆる もので は あるまい。 大 久保巿 蔵が 岩 倉 谷 

に 入る と、 事実上、 日本の 枢軸 は 震動す るの だが、 こ 

の 幽霊が ここに 姿 を 現わした とて、 もはや、 草 間にす 

だく 虫け らも 驚かない。 


夢遊病者 としても また、 虫 けら を 驚かす こと を 好ま 

ない。 さりと て、 岩 倉 三位 をたず ねて 錦旗の 製法 を検 

究 しょうで はなし、 賀川肇 の 生 腕 を そっと 掘り返して 

食おうと いうので もな し。 

岩 倉 三位に も、 中 御門 中納 言に も、 いっこう 用向き 

のない 人、 せっかく この 岩 倉 谷に 入って、 がんりきの 

百 や、 米 友の あと を 受けて、 夜 興行の 一 芝居 を 見せる 

かと 思えば、 何の、 岩 倉 村 は ホンの 素通り。 


一 見 はやめる 者の ような 疲れで、 身 を 杖に 持たせて 

ホッと 息 をき つ てみ たが、 未練 気 もな く 思いき つ て、 

すつ くす つくと 歩み 出し、 八瀬大 原の 奥まで、 まっし 

ぐらに、 或いは ふらり ふらりと 侵入して 行く ものの よ 

うであります。 

今晩は ド チラへ、 はい、 大 原の 寂光院 に 美しい 尼 さ 

ん がいる と 聞いた から、 それ を 訪ねて みたい のです。 

そうか、 その美し い 尼さん がいたら どうす る、 いなかつ 

たら どうす る、 どうもこう も あり はしない、 ただ 

六道 輪廻の 道筋 をたず ねて みたい ばっかり だ、 と 答え 

れば、 まず 上出来の 方で ある。 


ともかくも、 こうして、 あっけなく 岩 倉 村 を 素通り 

した 机 竜 之 助 は、 敦賀 街道 を 北に 向って 進み 行く と、 

行 手の 山の： i から、 人が 一 個 出て 来ました。 万籟 静ま 

り 返った 比 敷と 鞍馬の 山 ふところ、 いずこから ともな 

く、 人が 一 個 出て 来た、 その物 音で、 足 をと どめて そ 

の 気配に 耳 を 傾けました。 眼 を 以て 見る ので はない、 

耳に よって 見る と、 左の 方、 瓢簞 崩れの 方の 谷から やつ 

て 来た ものと 覚 しきが、 近づく に 従って、 その 足 どり 

の 重い ことと、 息をせい せいきつ ている 調子 を 嗅ぐ と 

きた 

何やら 重荷 を 負いつつ、 歩み 来る ものの ようです。 し 

かも、 重き 荷 を 負うて 遠き 道 を 来りし この 旅客 は、 年 


も はなはだ 老いた る 人の ようであります。 

竜 之 助 は、 杖に もたれて、 それ を 待 伏せして おり ま 

すと、 現われた の は 察しの 通り、 息せ ききって、 背に 

余る 大きな 荷物、 これ は 八 升 炊きの 大签 でした、 この 

大 签を緦 でからげ て、 背中へ 背負い 込んで、 屈んで 歩 

いて 来たと ころ は、 签を 負うて 来る ので はない、 签に 

押しつ ぶされ ながら、 その 下 を 這い 出して 来る ような 

形であります。 しかも、 案の定、 その 当人 は、 老い ぼ 

れの 痩せこけた、 肋 の 骨が 一 本 一 本 透いて 見える、 髪 

まっか 

の 毛の 真白な の を 振り かぶり、 腰巻の 真紅な の を 一 腰 

しめた だけで、 そのほか は、 しなびき つた 裸体の まま、 


さながら 餓鬼 草紙の 中から 抜け出した そのままの 姿で、 

よろめいて 来る ので ありました。 

「はい、 御免 下さり ませよ」 

ここに 人 ありと 見て、 老婆 は 竜 之 助の 前 を 通る 時に、 

言葉 を かけた ものです から、 竜 之 助が、 

「この 夜更けに ドコ へ お行きな さる」 

これ は、 こちらから 尋ねて しかるべき 言葉な のです 

とが 

が、 重い 荷物に 押しつ ぶされ ている 老婆 は、 咎 むべき 

人に 咎められても 否や は 言え な い 。 

「やれやれ、 お腹が すきました」 

もう 我慢が しきれな いものの ように、 竜 之 助の 前で 


前 のめりに、 のめって しまいました。 

「お気をつけなさい」 

「どうも有難う ございます、 もうもう、 お腹が すいて、 

トテも 歩け ませぬ」 

この 老婆 は、 荷物が 重い という こと を 言わないで、 

お腹が すいた ことばつ かり 言って いる。 八 升 炊きの 签 

の 重さ は、 どうつ ぶしに かけても 八 貫目 は あるで あり 

ましょう。 この 老いぼれの 身で、 八 貫目の 签を 背負い 

歩く という こと は、 事 そのこと だけで、 圧倒的の 重み 

であろうのに、 重い こと は 言わないで、 お腹が すいた 

こと だけ を 言う。 そこで 前 のめりに のめって、 老婆 は、 


おの  は 

己れ を 圧しつ ぶした 八 升 炊きの 签の 下から 這い 出した 

と 見る と、 その 釜 を 立て直し たが、 ちょうど、 そこに 

頃合いの 大 石が 二つ 三つ 並んで いた ものです から、 そ 

の 上へ、 件の 大签を 仕掛けて、 やがて 近いと ころの 樋 

の 水 を 引いて、 签の 中へ 適度に 流し かけた かと 思う と、 

今度 は、 近いと ころの 落葉 枯枝を かき 集めて、 その 釜 

の 下へ 火 を 焚きつ けました。 

「婆さん、 お前、 これから 飯 を 炊こうと いうの かい」 

「はい、 お腹が すいて、 どうに もこう にも やりきれ ま 

せんから、 御飯 を 焚いて 腹 ごしら え をして、 それから、 

また 出かけようと 思います」 


「そうか、 では、 ゆっくりお やりなさい、 火が 焚きつ 

いたら、 拙者 も あたらしても らいましょう」 

「さあさあ、 どうぞ」 

竜 之 助 は、 この 婆さんの 側に 立って、 签の 下に 手 を 

かざしながら、 つまり、 アメリカの 大統領と 同じよう 

な 炉辺 閑話の 形式で、 問答 を はじめました。 

六十 一 

「婆さん、 お前 ドコ から 来た」 

「はい、 大 原の 寂光院 から 出て 参りました」 


「なに、 大 原の 寂 光 院？」 

寂 光院と 聞けば、 美しい 尼さん がいる とのこと だが、 

いやはや、 見る と 聞く と は 大きな 相違、 見る わけに は 

いかない が、 気分で ちゃんと 受取れ る、 老いさら ばえ 

た 上に、 お腹が すいてい るんで は 問題に ならない、 と 

竜 之 助が 手 持 無沙汰に なって いると、 老婆 は 頓着な し 

プ J  、 

みずし 

「寂 光 院の水 仕 をつ とめて おり ましたが、 なにしろ、 

お腹が すきまして ねえ、 あなた」 

ねえ、 あなた もない もの だ、 お前のお 腹が すいた か 

すかない か、 こっちの 知った ことで はない。 この 老婆 


は、 最初から 最後 ま で お腹が す いた ことばつ かり 言 つ 

ている。 まるでお 腹 をす かせる ために この 世に 生れて 

来たよう な 婆さん だと 竜 之 助が 思いました。 それに も 

かかわらず、 老婆 は 繰返して、 

「なにしろ お腹が すいて たまらな いもので ございます 

から、 そんなに 食べられて は 困る と 言って、 追い出さ 

れて しまいました、 よん どころ なく、 こうして ぉ签を 

背負って 出て 参り ましたが、 寂 光院に 限った ことで は 

ございません、 ド チラへ つとめましても、 お腹が すく 

もので ございま すから」 

「食べる ぐらい 結構 だよ、 年寄で そのく らいお 腹が す 


からだ 

くの は、 つまり 身体が 健康な 証拠 だね」 

竜 之 助 も 詮方な しに、 慰め 気分で 言う と、 老婆 は、 

「はい、 はい、 そう 思って、 あきらめ るより ほか は ご 

ざいません が、 なにぶん にも、 食べる と は 食べる と は 

直ぐにお 腹が すいて しまい ますので、 ドコ にも 永く 勤 

める ことができません、 よん どころ なく、 こうして お 

釜 を 背負って は、 旅に 出る ので ございます」 

「なんにしても、 エラく 大签 らしい が、 いったい 何 升 

炊き だい」 

「はい、 八 升 炊きで ございま すよ」 

「八 升 炊き！ 驚いた な あ、 その 签で飯 を 焚いて 食べ 


て、 まだお 腹が すくの かい」 

「はい、 はい、 それでも 直ぐにお 腹が すいて しまい ま 

すが 、 意地に も 我慢が できない ので ございま すよ」 

かよう 

斯様に 話 をして いる 間に、 签の 中が フッ フッと 沸騰 

を はじめて 参りました。 この 時、 竜 之 助が フト 考える 

よう、 

「婆さん、 釜が 沸いて きたよう だが、 来 はどう なんだ 

い、 釜ば かり 仕掛けても、 中へ 入れる お 来と いう もの 

が あるの かい」 

「はい、 はい、 ぉ签ー つで さえ、 この 通り 重い もので 

ござんす から、 とても、 この 中へ 入れて 炊く お 米まで 


持って 歩く わけに は 参り ませぬ」 

「冗談 を 言って はいけ ない、 食べる ために は、 签ょリ 

は 米が さきだ ぜ、 米が 有っても 釜がない という 時には、 

何とか 遣 繰 りはつく だろう が、 签が この 通 リグ ラグ ラ 

沸き出して いるのに、 来がない では、 食べて 行けない 

じ やない か」 

「いえいえ、 お 来ば かりが 食物で は ございません、 肉 

と いう ものが ございます」 

「肉！ 贅沢 だな あ、 来の ない 里 はない が、 肉 はそう 

簡単に は 求められまい ぜ。 だが、 婆さん、 肉なら ばお 

前、 持 合せが あると いうの かい」 


「はい、 それ はもう 不自由 は 致し ませぬ、 肥え太った 

美 肉と いう わけに は 参りません が …… 」 

と 言った かと 見る と、 婆さん はやに わに、 腰に 巻いた 

真紅の ゆもじ を 引 脱いで、 真裸に なった と 覚えた が、 

おど 

身 を 躍らして グラ ダラと 沸騰す る大 釜の 中へ、 われと 

わが 身 を 投げ込んで しまいました。 この 早業に は、 さ 

すがの 竜 之 助 も、 

「あつ！」 

と 言って 見えない 眼を睜 つたが、 見えない はずの 眼が 

ありあり と 見える。 签の 中で は 老婆の 肉が 盛んに 煮え 

つつ あるので す。 なるほど、 これ は 肥え太った 美 肉と 


は 言えない が、 骨附 きの 痩 肉で は あるが、 肉 は 肉に 相 

違ない。 肉の 持 合せに 不自由 はない と 言った が、 なる 

ほど、 これ はお 手の 物 だから、 携帯 洩れの あろう はず 

はない。 これ 以外、 別段、 野菜の 附 合せ 物 を 入れたり 

する わけで もな し、 砂糖、 醬油、 味噌、 割下と いった 

ような 調味料 は、 いささか も 加入され ない が、 肉 その 

もの は、 骨 ごとよ く 煮 上って いる。 竜 之 助 を、 あつ！ 

と 言わし めた 瞬間、 また 以前に 変らぬ 老婆の 声が あ つ 

て、 

「いかがで ございます、 よく 煮えました、 あなた 様 も、 

ひときれ 

一 片召 上れ」 


いったい、 ドコで 物 を 言う のかと、 見えない はずの 

眼 をみ はって、 そこら を 見廻す と、 婆さん、 以前と 同 

じょうな 澄ました 面で、 签 前に 火 をく ベて いて、 片手 

おおぐ し 

に は 大串を 持って、 それで 釜の 中の 肉 を 突き さして は 

しき 

頻りに 食べて いる。 

「一片 召 上って ごらんなさい ませ、 とても 若い 肉の よ 

うに 肥え太って あぶらみ は ございま せんが、 嚙 みしめ 

ると、 少し は 味 も 出て 参ります、 一 ついかが」 

と 言って、 釜の 中へ またも 大串を 突 込んで、 一片の 肉 

をつ つき出して 竜 之 助の 手に 持たせつつ、 自分 は ほか 

むさぼ 

の 串へ さして は 食い、 食つ て はさし、 その 貪 り 食う こ 


と、 全く 餓鬼 そのものの 形相であります。 老婆から 授 

けられた 一本の 串 を、 さすがの 竜 之 助 も 食い 兼ねて、 

持 扱って いる 間に、 飢えた る 老婆 は 早く も 一 签の肉 を 

平げ てし まいました。 

それと 同時に、 大 釜の 下に 焚かれた 焚火 も、 ばった 

りと 消えて しまい ますと、 すっくと 立ち上った 老婆の 

腹 は、 脹満の ように 膨れ 上って ぉリ ましたが、 

「やれやれ、 これで 当分お 腹が 持ちましょう、 飛んだ 

お 邪魔 を 致しました」 

と 言いながら、 大签の 一端に 口をつけ ると、 签の 中に 

残った 汁 を、 鯨の ように 吸い込ん でしまい、 それから 


以前の ように 大签に は緦を からげ て、 われと わが 背中 

へ 背負い 込み、 そのまま、 以前の 通り、 押しつ ぶされ 

るよう に 前屈みの 姿勢で、 えつ ちら、 おつ ちらと 歩み 

出し、 岩 倉 村 を 経て 東 山の 方へ 姿を消して しまい まし 

た。 

六十 二 

ここ は、 三千 院とは 対岸 的の 存在。 三千 院の大 伽藍 

に比べる と、 極めて みすぼらしい 存在で は あるが、 そ 

の 名声 を 以てする と 三千 院 にも まさる 寂 光院。 


寂 光院の 塔 頭 に 新たなる 庵 を 結んだ、 一 人の ^緒 

ある 尼法師、 人 は 称して、 阿波の 局 の 後 身 だと も 言う 

し、 島 原の 太夫の 身の なる 果て だと 言う 者 もあります _ 

この 尼法師、 年 はも はや 五十路 を 越えて いるが、 そ 

の 容貌 は つやつや しい。 机に 向って 写す は 経文 かと 見 

きょうごう 

ると、 そうで はなく、 平家物語の 校合 をして いるので 

あります。 

「文治 元年 九月の 末に、 かの 寂 光院へ 入らせお はし 

よ も  こず 《^ 

ます。 道す がら も 四方の 梢の 色々 なる を、 御覧 じ 

やまかげ 

過ごさせ 給 ふ 程に、 山陰 なれば にや、 日 もやう やう 

いり あ ひ 

暮れ かかりぬ。 野 寺の 鐘の 入相の 声す ごく、 分く る 


草葉の 露 しげみ、 いと ど 御 袖 濡れ まさり、 嵐 烈しく、 

木の葉み だり が はし。 空搔 きく もり、 いつしか 打ち 

しぐれつつ、 鹿の 音 かすかに 音づれ て、 虫の うらみ 

も 絶え絶えな リ。 とにかくに 取 集めた る 御 心細 さ、 

譬へ 遣るべき 方 もな し。 浦 伝 ひ、 島 伝 ひせし かど も、 

さすが かくはな かりし もの をと、 思 召す こそ 悲しけ 

れ。 岩に 苔む して さびた ると ころ なれば、 住ま まほ 

しく ぞ思 召す。 露む すぶ 庭の 荻 原 霜枯れて、 籬の 

菊の 枯れ 枯れに、 うつろ ふ 色 を 御覧 じても、 御身の 

上と や 思しけ む、 仏の おん 前へ 参らせ 給 ひて、 『天子 

しゃう りゃう、 じ やうとう しゃう がく、 一  門 亡魂、 


とんしょう 菩提』 と 祈り 申させ 給 ひけり。 

いつの 世に も 忘れ 難き は 先帝の 御 面影、 ひしと 御身 

に 添 ひて、 いかなら む 世に も 忘る ベ しと も 思 召さず- 

さて 寂 光院の 傍らに、 方丈なる 御 庵室 を 結んで、 一 

間 をば 仏 所に 定め、 一間 をば 御 寝所に しつら ひ、 昼 

夜 朝夕の 御 勤め、 長 時 不断の 御念 仏、 怠る ことなく 

して 月日 を 送らせ 給 ひけり」 

右の 文章、 平家物語 灌頂 の 巻のう ちの 一節、 天子 

しょうりょう 以下の 仮名文字に 漢字 を あてはめん とし 

て、 校合の 筆 を 進めて おり ましたが、 ふと、 参考の 書 

を 求めん と、 書棚に 立った 時から、 この 若々 しい 老尼 


の 頭に 魔が さしました。 

というの は、 参考書と して、 仏典の 字引 を 求めて 来 

るつ もりの を、 ついして、 机の 上に 持ち 来たした とこ 

ここんち よもん じゅう 

ろ を 見る と 「古今 著 聞 集」。 

しかも、 手に 当った 丁附 のかえ しが 巻の 第 八と あ 

りました ことから 起った のです。 

ぼと リ 

「ある 人、 大 原の 辺 を 見 ありき ける に 心に くき 庵 

ありけ り、 立 入って 見れば、 あるじと おぼしき 尼た 

だ 独り あり、 すま ひより はじめて 事に おきて 優に は 

づ かしきけ しきたり、 しかるべ きさきの 世の ちぎり 

や あり けん、 又 此人を たぶらかさん とて 寬 や 心に 入 


りか はり けん、 いかにも この あるじ を 見す ぐして 立 

ちか へるべき 心地せ ざり ければ …… 」 

これから 平家物語が、 著 聞 集に 乗換 えられて しまつ 

たの は、 魔の 為す ことと いうより ほか はありますまい 

かくて 心が 乱れ そめて、 

「ちかくよ りて あ ひしら ふに、 この 人 思 はずげ に 想 

ひて、 ひきし のぶを、 しひて 取リ とどめて けり、 あ 

さましう 心 うげ に 思 ひたる さま、 いとこと わりな り 

何とす とも 只今 は 人 もな し、 あたりち かく 聞きお ど 

ろくべき 庵 もなければ、 いかにす まふ とてもむ なし 

から じと 思 ひて、 ねんごろに いひて、 つ ひに ほいと 


げ てけ リ、 力 及ばで 只した がひゐ たるけ しき、 ひと 

へに わが あやまり なれば、 かたはらいたき 事 かぎり 

なかり けり、 したしく なって 後、 いよいよ 心地 まさ 

りて、 すべき かたな かりければ、 さてし も、 やがて 

ここにと どまるべき ものなら ねば、 よくよく 捲へ 

置きて 男 帰りに けり、 さて また 二三 日 ありて 尋ね 来 

て みれば、 かの すみか も か はらで あるじ はなし、 か 

くれたる にやと あなぐ り もと むれ ども、 つ ひに 見え 

ず、 さきに あ ひたりし ところに 歌 をなん かきつけた 

りけ る、 

世 をい とふつ ひの すみかと 思 ひしに 


なほう き 事 はお ほ はらの さと」 

それから 物ぐ る わしくな つたこの 若々 しい 老尼 は、 

六道 も 灌頂も 打 忘れて 著 聞 集に 引かれて 行く ことが 浅 

ましい。 

「山に 慶澄 註記と いふ 僧 有りけ リ、 件の 僧の 伯母 

はべ 

にて 侍りけ る 女 は、 心すき すきし くて 好色 はなはだ 

しかりけ リ、 年 比の をと こに も 少しも 打ちと けたる 

かたち をみ せず、 事に おきて、 色 ふかく 情 あり けれ 

ば、 心う ごかす 人 多 かりけ リ、 病 を 受けて 命 を はり 

ける 時、 念仏す すめければ 申す に 及ばず、 枕なる さ 

ほに かけた る 物 をと らんと する さまに て 手 を あばき 


ける が、 やがて 息た えに けり、 法 性 寺 辺に 土葬に し 

てけ リ、 其 後、 二十 余 年 経て 建 長 五 年の 比、 改葬せ 

ん とて 墓 を ほりた りけ るに、 すべて 物な し、 なほ ふ 

かくほる に、 黄色なる 水の あぶらの 如くに きらめき 

わきいで 

たるが 涌 出け る を、 汲み ほせ ども ひざり けり、 その 

油の 水 を 五 尺ば かりほり たるに なほ 物な し、 底に 棺 

ならん と覚 ゆる 物、 鋤に あたりければ、 掘 出さん と 

すれ ども、 いかにも かな は ざり ければ、 その あたり 

を 手 を 入れて さぐる に、 頭の 骨ゎづ かに 一 寸 ばかり 

われ 残って ありけ る、 好色の 道、 罪 ふかき ことなれ 

ば、 後まで も かく ぞ ありけ る、 その 女の 母 も 同じ 時 


に 改葬し ける に、 遥かに 先 だち 死にたり ける 者 なれ 

ども、 この 体 か はらで つづきながら にあり ける」 

そこへ、 また 一 つの 魔が さして 来ました。 今までの 

は、 偶然が もたらした 内からの 魔で ありまし たが、 今 

度 は 外から さした 魔であります。 

「あれ、 何 かさし 入りました」 

まリ  さん 

書 巻の 眼 は 鞠の ように 飛んで、 戸締りの 桟に 向った 

の は、 その 戸の 外で、 縁の 近くに 忍び寄った、 外から 

の 何者かの 気配が あるから です。 

ひとだま 

昨晩、 花 尻の 森から 人魂が 飛んだ の も、 ちょうど こ 

の 時刻で ありました。 


六十 三 

今まで は、 内から さした 魔で あるのに、 こんどの は、 

まさしく 外から さした 魔で なければ ならない。 

「あつ！」 

そうみ 

と、 総身に 水 を かけられ たように、 立ち上った 途端に、 

すず リ 

硯の水 を ひっくり返して しまいました。 机の 上に 書 

ろくどう のうげ 

きさし の 紙が べっとり、 せっかく 六道 能 化まで 来た 校 

くつがえ  こんろん おど 

合の 上に、 硯の 海が 覆って、 黒漆の 崑 器が 跳り 出し 

ます 


あわてて それ を 拭き、 それ を取リ のけ、 それ を あし 

らい、 している うちに、 また 机の 前へ 坐リ 直し はした 

が、 ぞくぞく として 寒気が こうじ、 肌が こんなに 粟に 

なる。 

お ぞけを ふるう という 心 持。 誰ぞ 外へ 人が 来たらし 
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ふすま 

見廻す この 室の 内、 僅かに 八 畳の 間、 周囲の 襖 は 名 

ある 絵師に 描かせた 花 野原。 

絵に 見る 花 野原 を かきわけて、 いまにも 人が 出そう 

でなら ぬ。 

これで はいけ ない、 多年の 平家物語の 校合 も、 せつ 


かく この 六道 能 化まで 来たのに、 あと はめち やめち や、 

ここで ブリ 返して、 こんなに 魔が さすよう ではなら な 

ヽ 0 

老尼 は、 われと 気 を 鎮めて みたが、 魔障 わが 精進 を 

さまた ぐる か、 と 言つ て 躍起と なる 意気 もない ようで 

あります。 というの は、 この 老尼は 修行の ために、 こ 

きょうげんき ご 

こに 静処を 求めた ので はなく、 狂言 綺 語の 閑居 を 楽し 

まんと する 人であった からでしょう。 様 こそ 法 体に こ 

しらえ てはいる が、 これ も 仏道 精進の ためとい うより 

は、 世間体 をのが るるに は、 この 様が 最も 許され やす 

いという 身勝手から 出で たもので、 要するに 趣味の 人 


であって、 修道の 人で ないから でしよう。 五十路 を 越 

えて、 まだ こんなに 水々 しいと ころが 何よりの 証拠で、 

ぎおんし よ-つじ や 

都に あって 祇園 精舎の 鐘の 声 を 聞く より は、 ここに 閑 

居して 沙羅双樹の 花の 色の 衰えざる を 見て いたい。 

あ； i 

そういう 未練な 仇し 心が、 この 場で、 内外から 魔の 

乗ずる 隙 を 与えた、 いわば 自分の 造りお ける わなに、 

自分が かか つ て おびえる ような ものです。 

でも、 外から さした 魔 は、 それつ きりで、 あと は 

音沙汰が ありません。 周囲 を 見廻す。 秋草の 中に 何者 

かがお りそうな 気持 は 変らない が、 そうかといって、 

外から ねらわれる 心配 さえ 解ければ、 内から さして 来 


る 魔の 手 は、 いくらでも 取消しの 道 はっくと いう もの 

です。 なんにしても、 今晩はめ ちゃめち や、 いやいや、 

昨晩 も あの 時間から めちゃめちゃでした。 花 尻の 森 か 

ら 人魂が 飛んだ という あの 噂 を 聞いて、 それから いい 

心 持 はしなかった、 あれ を、 知らず 識らず 今晩まで 持 

越した もの、 こんな 晚には 早寝に 限る と 気がつい たが、 

いま 寝に ついても 早寝に はならぬ。 とにかく、 さんざ 

んの 体で、 この 場の 校合 は あきらめ、 あとの 補修 は 明 

曰の こと  

そう 思って、 書斎の 次の間 は 寝間、 そこにし つらえ 

て ある 夜の ものに 埋もれて、 今日の 厄 落し を 終ろうと、 


すらりと 立って、 片手に は 丸形の 行燈を 携え、 秋草の 

襖へ 手 を かける と、 なんとなく 心が 戦 く、 その 気持 を 

はば 力 

取 直して、 これ も スラリ と 襖 を ひらき、 誰に 憚る こと 

もない 己が 独自の 世界の 中に、 一 足踏み 入れる と …… 

「おや」 

と 言って、 その 取 落そうと した 行燈を 投げ込む ように 

つきつけ ると、 侵入すべからざる ところに 侵入者が 

あって、 自分の 寝間の 中に、 しかも、 こちらが 宵の 間 

に ほどよく 敷いて 置いた 夜具の 中に、 誰かが 寝て いる。 

枕許に は 大小が 置いて、 その上に 黒い 頭巾が 投げ出 

して ある。 そこで 若い 老尼は 全く 立ちす くみました。 


もう、 あっとい う 言葉 も 出ません。 

ところが、 この 奇怪 きわまる 侵入者 は、 苦しそう な 

声 を 出して、 

「御免下さい、 あんまり 疲れました から、 それに 恥 か 

しながら 飢えに 堪え兼ねて …… 」 

と 言いました。 

「え、 何で ございま すか」 

無意識に 若い 老 尼が 言葉 を 返します と 、 

「お腹が すいた のです」 

こいつ、 あの 餓鬼 草紙の 二の舞 を やって いる。 餓鬼 

草紙から 脱け 出した 老婆 は、 大釜を 背負い 込んで いた 


が、 この 餓鬼 は签の 代りに 大小 を 持って いる。 

「それ は、 お困りで ございまし ようがな あ」 

「疲れ はした し、 お腹 はすいた し」 

どうも、 さもしい。 お腹が すいた、 お腹が すいた と、 

あまり 繰 返さない がよ ろしい。 武士 は 食わね ど 高 楊枝 

とも 言い、 腹が へっても ひも じうない と言う。 それ だ 

のに …… 

この 物騒な 侵入者 は、 物騒な わりに 気が 弱 過ぎる。 

作り声で はない、 ほんとうに 疲れき つても いるし、 

飢えき つても いるし、 或いは 疲労 以上の、 飢餓 以上の、 

ひんし 

瀕死の 境に いるので はない かとさえ 見られる のです か 


ら、 老尼 にも 一点、 憐憫の 心が 起って みると、 恐怖心 

の 大半が 逃げました。 その 逃げた あとへ、 若干の 勇気 

という ものが 取 戻さ れ たもので すから、 やや 本心 に も 

みずけ 

返った し、 本来、 こうして、 この 年で、 水気 たっぷり 

わびずまい 

な侘 住居 をして いるく らいです から、 心臓の 方 も、 さ 

のみ 老いて はいなかった のでしょう。 

「それ はお 気の毒な、 まあ、 ちょっと お起き あそばせ、 

おぶ 漬をー つ 差 上げましょう、 何ぞ 粗末な 有 合せで」 

「そうです か、 それ はかた じけ ないです、 では、 御免 

を 蒙って」 

と、 寝て いた 弱気の 侵入者 は 起き直り ましたが、 ほん 


とうに これ はこの 世の 人で はない、 病み ほうけ、 疲れ 

きって、 その 様、 全く 哀れげ に 見える ものです から、 

老尼 はいよ いよ 気になりました。 

侵入者 は、 起き直った とはいう ものの、 立って 挨拶 

をしょう ではありません。 蒲団の 上に 突 伏す ように 坐 

リ 込んだ なりで、 物 を 考えて いるより は、 哀れみ を 乞 

うてい るに 似た この 姿が いじらしい。 

侵入者 をい じらしが る わけ もない もの だが、 老尼 は、 

もうこつ ちの もの だと 思いました。 傷ついた 虎 は 吠え 

る 犬に も かなわない、 という 見極めが すっかりつ きま 

した。 


それから しばらく、 侵入者 は、 さっぱり とした 取合 

せの よいお 膳に ついて、 箸 を 与えられました。 その 傍 

ら にお 給仕 役 をつ とめな がらの 若い 老 尼が、 あやなす 

ように 話しかける。 

「あなた は、 どちらから おいでに なり ましたの」 

「関の 大谷 風呂に 暫く 逗留して おりました」 

「お 国はド チラです の」 

「東国の 方です がね、 諸 所 方々 をフラ つき ましたよ」 


「お 目が お 悪い 御 様子です が」 

「はい、 目が つぶれて しまい ましてね、 つまり 天罰と 

いう やつなん です よ」 

「どうして、 そういう 目に おあいに なリ ましたの」 

「十津 川の 騒動の 時に やられました」 

「ああ、 あの 天誅 組 の 騒動に、 あなた もお 出に なり ま 

した か」 

「はい、 十津 川で は 天誅 組の 方へ 加わりました、 中 山 

まつ もとけ いどう 

卿 だの、 それから 松本奎 堂、 藤本 鉄石なん ていう 方へ 

加わりました」 

「まあ、 それ は 頼もしい、 天朝 方で ございま すね」 


「な あに、 頼もしく 入つ たんじゃありません よ、 頼ま 

れ たもんで すから ツイね、 つまり、 人生 意気に 感ずと 

いう わけなん でしよう」 

「その 前 は、 どちらに」 

「その 前 は 壬 生に おりました」 

「まあ、 壬生浪 …… 」 

「恐れる に は 当りません よ、 これ も ふとした 縁でして 

ね、 好んで 新撰 組に 加わった わけじゃありません」 

「では、 あなた はずい ぶん、 お 手が 利いて いらっしゃ 

るの ね」 

「剣術が 少し 出来 るんで ね、 まあ、 それで 身 を 持 崩し 


たような ものです」 

「よく まあ、 でも、 その 御 不自由な お 身体で ねえ」 

「こんな 不自由な 身で 生きて いると いうの が 不思 議な 

ん です、 いいや、 不思議 なんて、 そんな 洒落た ことで 

はないです、 恥さらし なんです、 業 さらし なんです、 

まあ 普通の 良心 を 持って いる 奴なら、 とっくに、 どう 

かして るんで すがね、 こんな 奴 は、 天が なかなか 殺さ 

な いんです、 つまり、 なぶり 殺しなん です ね、 あっさ 

りと 殺して しまう に は、 あんまり 罪が 深い」 

「そんな ことはありません よ、 自暴に おなりに なって 

はいけ ません、 あなたなん ぞは、 お 若い に、 これから 


が 花です よ」 

「ふ ー ん、 これから 花が 咲く かな あ」 

「咲かな くって、 あなた、 どうす る もんです か、 わた 

おぼしめ 

しなん ぞ ごらんなさい、 ことし、 幾つ だと 思 召す」 

「左様、 女の 年と いう もの は、 若く 言って 叱られる、 

老けて 言う と 恨まれる、 当らん もの だな ァ」 

「当てて ごらんなさいよ、 あなた はお 目が 見えない か 

ら、 皺が わからな いので、 それで 有難い のよ」 

「ふん、 当てて みまし ようか」 

「当てて ごらんなさい ましよ、 御 遠慮なく、 お世辞で 

なく、 正直な 判断 を 聞かせて 頂戴」 


「ふ ー ん、 鬼 頭 天 王のお ばさん と、 ほぼ 同格 かな、 あ 

れょリ 少し 若い かな」 

「鬼 頭 天 王のお ばさん というの は、 どなた？」 

「うん、 いや —— 拙者の 伯母なん だが」 

「その 伯母さん、 お 幾つ？」 

「そうさな あ、 四十  」 

「それで、 わたし は？」 

「それより、 若い かな あ」 

「有難う」 

「何でお 礼を言います」 

「有難う」 


「年 を 言って、 お礼を言われる はず はない の だが」 

「言って みまし ようか、 わたしの 本当の 年 を」 

「おっしゃって みて 下さい」 

「酉の 五十 三 —— 七月 生れよ」 

「はは あ、 五十 三」 

「いいお 婆さんでしょう、 四十 幾つかに 見られて 嬉し 

い、 ついでに、 わたしの 人柄 を 言って ごらん 下さい」 

「人柄と は？」 

「どんな 衣裳 をつ けて、 そうして、 何 を 商売に してい 

ます か、 それ を 当てて みて ごらんなさい」 

う ら な い 

「拙者 は 卜 を 稽古して 置かなかった。 だが、 お 一 人 


暮 しです か、 こんな 淋しい ところに」 

「それでお 察しな さいよ —— わたし は 尼さん なのよ」 

「はは あ、 尼さん です か、 寂 光 院には 美しい 尼さん が 

いると いう 話 だが、 それが、 あなたな のでした か」 

「美しい かどう か、 そこ は 保証が できません、 昔 は 美 

しかった かも 知れません、 なにしろ 五十 三で はねえ」 

「尼さん にして は、 粋な 尼さん です ね、 砕けた 尼さん」 

「今 は 尼さん です けれど、 前身 は 何 だと 思 召す の」 

はっけ にんそうみ 

「また、 はじまつ たな、 八卦 人相見に 頼まれて 来たよ 

うだ」 

「では、 そういう 話 はやめて、 あなたの 一代記 を 伺い 


ましょう」 

「長いから な あ」 

「夜が 明けても かまいません」 

「後刻、 ゆっくり お聞かせ 致しましょう、 今晩は 疲れ 

ており ますから、 寝 ませて 下さい」 

「そうそう、 わたしと した ことが、 自分ば かりい い 気 

になって、 では、 お寝み なさい」 

「いいです か、 泊めて もらっても、 あなたのお 迷惑に 

はなり ません か」 

「なりません とも。 なる くらいならば お泊め 申し は 致 

しません」 


「あなた 御自身 はいいと しても、 周囲が うるさい よう 

な ことはありません か」 

「ありません とも。 ありました とても、 そこが 世捨人 

の 強味と いう ものでしょう、 周囲な どに は 驚きません 

が、 内から 魔が さすの がいちばん 怖い ことです。 あな 

たは、 魔 だと 思い ましたが、 本当 は 思い違い、 かわい 

そうな さすらい 人です から、 それで 大切に して 上げ ま 

すの よ。 それ はそうと、 ごゆつ くりお 寝み 下さい」 

「では 御免 蒙りまして。 飢えが 満たされ ると 睡眠の 慾 

が昂 上して 来ました、 もう、 意地 も 遠慮 もありません、 

休ませて いただきます」 


「さあ、 どうぞ」 

そこで、 侵入者 は、 以前の 蒲団の 中へ 案内され ると、 

たち ま 

忽ちに、 死せ る ものの ように 眠りに 落ちて しまい ま 

六十 五 

いおり あるじ 

その 翌朝、 昨夜の 侵入者と、 この 庵の 主なる 若い 

老 尼と は、 お 取 膳で 御飯 を 食べました。 

はった け  さけ  なまし いたけ な す 

初 茸の 四寸、 鮭の はらら 子、 生 椎茸、 茄子、 胡麻 味 

噌 など を 取り そろえて、 老尼 がお 給仕に 立つ と、 侵入 


者が 言いました、 

「何から 何までの おもてなし、 恐縮 千万に 存じます、 

それに、 今にな つて 気がつく と、 昨晚、 あなた はお 寝 

みに なりません ようで」 

尼さん が 答えて、 

「はい、 寝み ませんで した」 

「どうも、 重ね重ねお 気の毒な こと をした と 感じて い 

ます。 実は 昨晚、 寝 ませて いただく 時に、 それと 覚ら 

ないでも ありませんで したがね、 一 人が 寝めば 一 人が 

寝め ない 清浄な 庵室 住居 を 犯して、 お気の毒 千万と は 

思いました けれども、 意地に も、 我慢に も、 眠い もの 


でした から、 御 遠慮 を 申し上げる 礼儀の なかった こと 

を、 お詫び 申し上げます」 

「いやにお 固い のね、 ー晚 ぐらい あなた、 寝 まなく つ 

たって 何です か、 おかげで 昨夜 はすつ かり、 為すべき 

仕事 を 為し終えて、 気がせい せいして いると ころです」 

「はは あ、 為すべき 仕事と は 何です か、 隠遁 生活に も 

内職が ある ものです かねえ」 

「あります とも、 長い間の 書物の 校合 を、 昨晩す つか 

リ 済ませて しまいました」 

「書物の 校合 —— では、 あなた は 女 学者な のです ね」 

「女 学者 はいい わね」 


「でも、 書物の 校合な ど は、 相当の 学力がなければ 出 

来る ことではないでしょう。 いったい、 何の 書物です 

か」 

「平家物語」 

「平家物語 をね —— 平家物語の 校合 を、 ここで 一人で 

なすって いら つ しゃる のです か」 

「はい、 静かで よろしう ござんす からね、 それにと こ 

ろが ところでしょう、 気が 乗り ましてね、 どうかす る 

と 自分まで が 書物の 中の 人と な つ てし まいます」 

「それ は 風流な 御 生活です な、 世 を 捨てた と は 言い条、 

もて あそ 

文字 を 弄 ぶようで は、 まだ 本物ではありません ね」 


「おなぶり になって はいけ ません。 本来、 わたし は 出 

家す る 気で この 姿に な つたので は ございま せんから、 

あなたの おっしゃる 文字 を 弄ぶ 方が 本職で、 お勤め は 

附 けたり のよう な ものな のです」 

「そうです か、 いや、 それ は どちらで も 拙者の 利害に 

はなり ません よ。 いや どうも、 御馳走 さまになり まし 

た、 おかげさまで 飢え を 満たし、 雨露 をし のぎ、 温か 

な 一夜 を 恵まれ、 これで 生き返った 心 持です、 この 感 

いとま 

謝の 心の 消えない うちに、 お 暇いた しましょう」 

「まあ、 お待ち 下さい ませ、 左様に お急ぎに ならず と 

もよ ろしいで しょう。 そうして、 あなた は、 これから 


ド チラ へ お帰りになります の」 

「左様、 関の 清水 か II 山 科 谷へ」 

「そこへ お帰りに ならねば ならぬ 義理が おありな ので 

す 力」 

「義理で 帰る という わけで はない のです、 その 辺へ 落 

着く より 仕方がない じゃありません か、 いまさら 壬 生 

へ は 行けない し、 そうかといって 十津川 入り もで きま 

いから」 

「帰らなければ ならない 義理が おありに ならないなら 

ば、 そうして、 ドコ においで になっても、 お宅で 皆様 

が 御 心配に ならない 限り、 ここにお いでに なって はい 


かがで ございま すか」 

「それ はまこと に 御念の 入った 御 親切です、 拙者の よ 

うな 浮浪 人に、 いつまでも ここに おれと おっしゃ るの 

です か」 

「あなたの 方で おさしつかえ のない 限り」 

「夢ではないでしょう かな あ、 こんな 静かな ところに、 

しばし なリ とも、 このうら ぶれの 身 を 休ませて いただ 

き 得れば、 夢にも まさる 幸福なん です が、 それで、 あ 

なた は 後悔 をな さるよう な こと は ございま せんか」 

「懺悔 をし き つ た 者に は、 後悔 はない はずで) y ざい ま 

す、 どうかお 心 置な く」 


「はてな」 

「何 を 考えて いらっしゃいます、 あなた は、 夜具が 一 

いそ-つろ う 

組し かないと ころへ 居候に 来て は 気の毒 だと、 そん 

な こと を 考えて いらっしゃる のでしょう、 それ は 御 心 

配 御 無用よ —— ちゃ あんと 融通の 道 はあり ますから」 

「でも、 危ないで すよ」 

「何が あぶない ものです か、 あなた こそ、 目 も 見えな 

いくせ に、 足元が あぶない と は、 こっちから 言って 上 

げたい ことなの です」 

「では、 お 言葉に 甘えましょう かな」 

「そうして 下さい、 あなたに 不自由 をお させ 申し は 致 


しません、 その代り、 わたしの 仕事 もお 手つ だい をし 

て 下さい」 

「拙者の 身で 叶う ことならば 何なりと も」 

「まあ、 雨が 降り出して きました よ、 これ こそ 本当に 

やらず の 雨、 今日は 一日、 あなたのお 身の上 話 を 承り 

ましょう、 お望みな らば、 わたしの 前身 …… 鬼で も 蛇 

でも ございま せんが、 お話し 申し上げれば 西 鶴の 種本 

になる かも 知れません」 

「しからば  」 

侵入者 は、 ついに 客人 としてもて 扱われる ことにな 

りました。 無制限の 逗留と、 無条件の 寄食 を 許されて 


神 尾 主 膳 は、 このたびの 新しい 使命の 下に、 いよい 

よ 京都へ 行く ことにき めて、 その 暫時の 名残りの よう 

な 意味で、 江戸の 巿中を 一 通り 見て 置こうと 思い まし 

た。 

そもそも、 主 膳が このたびの 使命と いうの は、 前に 

しるした ように、 全く 無 任 所と して、 京都の 鷹ケ 峰に 

住って おれば いいと いう こと だけです。 そうして 遊び 


たいだけ 遊んで、 その 見たところと、 聞いた ところと、 

感じた まま を、 江戸の ある 方面へ 知らせれ ばいい とい 

うだけ の 役目であります。 つまり 情報部と か、 隠目附 

とかいう ような 意味、 悪く言えば 一 種の 高等 スパイの 

ような ものら しいが、 当人 はそう は 思いません。 

まあ、 昔の 石 川 丈 山と いう 男の 役 どころ をつ とめる 

と 思えば いい。 それに 主 膳 は いささか 気 をよ くして い 

るので すが、 この 丈 山 は 詩 は 作れない、 歌 は 詠めない 

けれど、 風流の 道 は 心得て いる、 この 風流と いうの が、 

御 承知の 通りの 悪風 流で ある 分の ことです。 この 男の 

使命 を、 なぜ 石 川 丈 山に たとえた かとい うこと は、 当 


人に もま だよ く はわから ず、 これに 嘱 する 人 もく わし 

く は 説明し ませんで した。 スパイで ある、 諜者 である、 

という 名よ リは、 詩仙 堂の 隠者に なぞらえる 方が 聞き 

よくも あるし、 当人の 気持 もい いという ものです。 

そういう 意味で、 しばらく はまた 江戸の 地 を 離れな 

ければ ならない。 長 州 征伐に 行く 軍人と 違って、 これ 

は 必ずしも 生還 を 期せず という 出征で はない から、 こ 

れが 江戸の 見納めと いう 意味に はならない が、 それで 

も 風向きの 都合 上、 しばらく は 帰れない と 思わな けれ 

ばなら ない。 よって 神 尾 は、 江戸の 巿中を 一通り 見学 

して 置きたい という 気になった ものでしょう。 


江戸に 生れて、 江戸 を 見ない 人 はいくら も ある もの 

です。 江戸 も、 本場 を 知って 場末 を 知らない 人 も あれ 

ば、 場末に いて 盛り場 を 知らない 人 も、 いくら も ある 

ものであります。 

神 尾 主 膳 も、 祖先 以来の 江戸っ子 でありながら、 江 

戸と いう ものの 地理の 多分 を 知りません。 あると ころ 

は 知り 過ぎて いるが、 知らない ところ は、 他国の 人の 

知らないよりも 知らない、 そういう 意味に 於て、 江戸 

の巿 中の 再吟味と いう ことが 大切 だと 思いました。 た 

とえば 今日、 洋行す る 人が、 あわてて 日本の 内地の 名 

所見 物 をして 置いて 出かける というのと、 同じような 


筋合いになる でありましょう。 

このたびの 就職から、 新しく 雇い入れた 渡り者の 年 

寄の 仲間 を 一 人 従えて、 巿中 見物の 門出に、 根 岸から、 

しょくしょう しんみち おびた だ 

広小路の 方へ 出て 見る と、 食傷 新道に 夥しい 人の 

行列が ありました。 無数の 人が 長蛇の列 をな して、 町 

並の 軒下に 立って、 三 丁 も 五 丁 もつな がって いる。 

「何 だい、 あれ は」 

「どんどん 焼 を 買いに 出た ので ございます」 

「どんどん 焼？」 

神 尾が 立ち どまって 注視し ました。 どんどん 焼 を 買 

うべ く、 この 早朝から、 この 人出。 タカが どんどん 焼 


ではない か、 神 尾に は 何の 意味 だか わからない。 それ 

を 渡り者の 老 仲間に 心得が あると 覚えて、 語り 聞かせ 

る ことに は、 

「近 ごろ は、 ああして、 どんどん 焼が 御大 相に 売れる 

ん でございます、 朝早く 行きません と 売 切れに なつち 

ま うんで ございまして、 それで あの 通り 行列が つ づ き 

ます」 

• つま 

「ここの どんどん 焼 は それほど 名物な のか、 特別に 旨 

いの か」 

「いいえ、 ベ つ だん 旨い という わけで も ございません 

しんみせ 

し、 近頃の 新 店で、 べつだん 名物と いう わけで も ござ 


いません が、 変な 風説が 起り まして、 近 ごろ は、 ああ 

やつ て 飲食の 前へ 人立ち をす るの が 流行り 出し まし 

た」 

「変な 風説と いうの は、 いったい 何 だ」 

「な あに、 つかまえ どころ が ある わけで は ございませ 

んが、 つまり、 関東と、 関西と、 近いうちに 大 合戦が 

はじまる、 いつ、 薩摩ゃ 長 州が、 江戸へ 攻め込んで 来 

ない もので もない、 そう 致します と、 食糧が ひっぱく 

になる、 軍の 方の 兵糧に は 困りません が、 一 般巿 民が 

食う に 困る、 米 も 出 廻らなくなる し、 麦 も 来なくなる • 

そういう わけで、 どんどん 焼が 急に 売れ 出す ようにな 


りました」 

「ふ ー む」 

と 神 尾 主 膳 は、 まだ その 行列 を ながめて 突立って いる。 

神 尾が 動かない から、 渡り者の 老 仲間 も 動く わけに 

は ゆかない。 テレ きってお 傍に ついてい たが、 やがて、 

「一 つ 買って 参りましょう か」 

と、 眼の 玉の 飛び出す ほど、 渡り者の 老 仲間が 叱り 飛 

ばされ ました。 

渡り者の 老 仲間 は、 せ つ かく 親切 ごころ で 言った の 

に、 頭 ごな しに やられた ので、 何が お 気に 召さな かつ 


たの か、 それが わかりません。 見れば 神 尾 は三ッ 眼で、 

にら  みな ぎ 

行列 を 睨んだ まま、 怒気と、 軽蔑 を 満面に 漲らせて い 

る。 

馬鹿！ 時勢が 険悪 だと 言った ところで、 天から 矢 

玉が 一 つ 降って 来た わけで はない ぞ、 地から 薩長が 湧 

いて 来た わけで はない ぞ、 それに 今から 食糧の 心配 を 

して、 どんどん 焼 を 食いた さに、 こうして 早朝に 時間 

をつ ぶし、 仕事 をつ ぶして、 行列 を 作る と は 何たる 醜 

態 だ！ これが 江戸っ子の 仕業 か！ 武士 は 食わね ど 

高 楊枝 も 古 いもの だが、 およそ 江戸っ子の 全部が 武士 

でな いまでも、 江戸っ子 は 江戸っ子 としての 恥 を 知ら 


なければ なるまい。 こいつら、 江戸っ子の 皮 を かぶつ 

た 江戸っ子 では あるまい、 他所から 流れ込んだ 江戸つ 

子の 居候 共だろう。 山猿 や、 百姓 共が、 ガ ッガッ して 

この ザ マなん だ、 少なくとも、 二 代、 三代、 江戸の 水 

を 飲んだ 奴に、 こんな 恥 を 知らぬ 奴 はない はず だ。 面 

を 見て くれよう、 面 を 見れば わかる、 江戸っ子の 面よ 

ごしめ！ 

神 尾 主 膳 は、 こう 思う と、 ズ カズ 力 近寄って、 その 

行列の 面 を 二つ 三つ、 つかまえて 調べて みました が、 

ささぐ ま 

「御 安直な 面 あして やが る、 大方、 四国 猿 か、 篠 熊の 

親類 筋だろう」 


こう 言って、 悪態をつき、 唾 を 吐いて 歩き 出した も 

ろ-つち ゆ-つげん 

のです から、 渡り者の 老 仲間 も、 これに 続きました。 

歩きながら も、 怒気 忿々 たる 神 尾 は、 繰返して 胸の 

中で、 

「江戸っ子 も 下落した もんだ な あ、 だが、 この 恥 知ら 

ず は、 江戸っ子 ばかりの 罪 じ やね えぞ、 政治が 悪 いん 

だ、 まだ、 天から 矢玉が 降って 来た わけ じゃァ なし、 

西 国の 又 者が 攻め込んで 来た わけで もな し、 天 保の 飢 

饉が プリ 返して 来たと いう わけで もない のに、 もう 食 

物で ガッ ガッ して この ザ マ だ、 一 つに は 江戸っ子の 下 

落、 一 つに は 政治 向の 堕落、 江戸の 台閣に は 人間が い 


ねえの かな あ」 

六十 七 

こういう 余憤に 駆られながら、 神 尾 主 膳 主従 は、 昌 

平 橋 高札 場のと ころまで 来て 見る と、 橋の たもと から 

引 廻し 養 麦に 至る まで、 また、 人だかり、 人 騒ぎが 穏 

かでありません。 

今度 は、 広小路の 時の ように 一列 は 作らない が、 無 

数の 人が かたまって、 押し合い、 へし 合い、 後なる は 

前なる を 引戻し、 横から 来る の は 突きの け 押し倒し、 


襟髪 を 引っぱる もの、 足 もと を さらおう とする 者、 前 

なる は 必死で、 しがみついて 放すまい とする、 その 事 

の 体が 平常ではありません から、 神 尾が 立ち どまって、 

篤と 見定める と、 彼等が 押し合い、 へし 合いして いる 

中央に、 一 台の 馬車が あるので あります。 

その 一台の 馬車 を 中心に して、 これらの 群集が、 押 

し 合い、 へし 合い、 なぐり 合い をして いるの だとい う 

ことが わかりました。 つまり 我勝ちに あの 馬車に 乗ろ 

うとして、 押し合い、 へし 合い、 もみ 立てて いるの だ 

という ことが わかりました。 

馬車と いっても、 バスと いっても、 その 頃 はま だ 珍 


しい もので ありました。 その 当時に 於て は、 まだ、 バ 

ス という もの も、 馬車と いう もの もなかつ たから、 神 

尾 主 膳に は、 バス も 馬車 も わからない。 なんで みんな 

が、 あれ を 取りまい てこん なに 騒いで いるの か、 それ 

がわから ない。 ことに、 さいぜん 食傷 新道で 見た 行列 

は、 おさん どん や、 山猿 連の よう だが、 これ は 見て い 

ると、 しかるべき 身上の 奴が 多い。 町人で は 大尽 株、 

一党の 頭株と いったよ うな 連中まで が、 あの 通り、 

ちまなこ 

血眼に なって 取つつ き 引つつ いている、 見られた 図で 

はない。 

それ を また、 世間 知りの 渡り 仲間が 説明して くれ ま 


した。 

つまり、 このごろ 「馬車」 という もの を 流行らせた 

奴が ある、 やっぱり 毛唐 かぶれで、 あっちから 見て 来 

たやつ の 猿真似なん でがん しょうが、 ごらんの 通り、 

大八車の 上へ 四 本 柱 を 押 立て、 ズックで 屋根 を 仕 かけ、 

中へ 拽敷を 立て込んで、 早く 言って みれば それ、 船に 

屋形船と いうの が ありま さあ、 あの 伝 を 馬で 行った だ 

けの もので、 屋形 車と いった もんで がんしょう、 それ 

を 馬で 引かせて トツ ト、 トツ トと 走らせ、 一 人前お い 

くら、 先様お 代りと いう 仕組みで 席料 を 取る、 それが 

面白い と 言って、 流行 物に なり、 われ 乗り遅れ じと、 


あの 通りの 大 繁昌。 

ちえ ッ！ これ は 食い物と は 違う が、 先 を 争って ガ 

ッガッ の 醜態 は 甲乙な し！ 

かく 正面から、 乗り遅れ まじの 血眼の 大手の ほかに、 

ひそかに 裏へ 廻って、 御者に 袖の 下 をつ かって、 早く 

も 席に 納まり 返って いる 奴が ある、 あいつら の 得意げ 

な 面 を 見ろ、 ふん ぞリ 返って 幅 を 取って、 親類の 奴 や、 

おべっかの 奴 を 引立てて、 納まり 込んで いる あいつら 

の 面 を 見ろ、 どんどん 焼の 場合と 違って、 こいつら が、 

みな 相当 身分の ありげ な 奴 だけに 一 層 あさましい、 こ 

いつら、 やっぱり 場違いの 江戸っ子だろう、 いかに 下 


落した からといって、 本場の 江戸っ子に、 あんな 奴が 

ありつ こ はない。 

時勢 は、 どうか 知らないが、 お 膝元の この 醜態 は ど 

うだ。 

神 尾 主 膳の 面 は、 赤 怒から 白 怒に 変って 行く ものの 

ようであります。 

六十 八 

ひめいな リ 

昌平 橋 を 渡って 姫 稲荷のと ころへ 来る と、 そこに ま 

がん にんぼう ず 

た 人だかり があります。 見る と 願 人 坊主が チヨ ボクレ 


をうた つてい る。 

本来、 願 人 坊主 は チヨ ボクレ を 語るべき もので はな 

い。 これ は東敦 山の 配下で、 寒い 朝で も 赤裸で、 とう 

とうと 言つ て 人の 門に 立 つ て 銭 貰い をす るの だが、 無 

芸と 無頼と を 以て 聞え ている。 どうかす ると 謎々 のよ 

うな もの を 持って来 るの も ある。 一文 人形 を 並べて、 

これ はこれ でも 王子の 稲荷の 大明 神、 色 は 白く も 黒 助 

稲荷 なぞと 出 鳕目を 言って、 一 文人 形 を 二三 十 も 並べ 

て、 いちいち 名前 を くっつけて 銭 貰い をす る ことなん 

ぞは、 芸 ある 方の うちだが、 この 願 人 坊主 は、 能弁に 

チヨ ボクレ を 唱えて いると ころ を 見る と、 願 人 坊主と 


して は 知能の ある 方 だと 思って、 暫く 耳 を 傾けて いた 

が、 その 文句に 何ぞ 思い当る ことがあ ると 覚 しく、 一 

くさり 終る と、 渡り 仲間 を 使に やって、 その チヨ ボク 

レの願 人 坊主 を 附近の 縛の れんに 招き 寄せました。 

神 尾 主 膳 は、 件 の 願 人 坊主 を緦 のれんへ 連れ込んで、 

これに 一 杯 飲ませ、 

「さて、 只今、 その 方が 姫 稲荷で 唄った チヨ ボクレ を、 

もう 一 遍 ここで 唄って くれ、 いくら 長くても かまわん、 

初 端 から 終りまで 唄って 聞かせて くれ」 

「お 耳 ざ わりで 恐れ入りました、 どうか 悪しからず 御 

勘弁な すつ ていた だきて えもんで ござんす」 


「勘弁 は あるまい、 その 方 も 商売で 唄って いるの だろ 

う、 それが 商売で、 つまり 食う と 食わぬ の 境 だから、 

それで 唄つ ている のだろう」 

ぎょい 

「御意の 通りに) J ざ い ます、 しがね え 商売で) J ざ い ま 

すが、 これ も 意気地なしの 身過ぎ 世 過ぎ、 致し方 あご 

ざいません」 

「お前 を 叱って いるの じ やない ぞ、 後学の ために 一 つ 

聞いて 置きたい の だ、 さいぜんの 立 聞きで、 よっぽど 

面白い と 思った が、 忙 がしくて 追い かけ きれない、 こ 

こで 改めて ゆっくり 一 つ 聞かせても らいたい の だ」 

「唄えと おっしゃられ ると、 これが 商売で ござんす か 


ら、 唄わね えと は 申し上げません が、 なにぶん 作が 作 

でございますから」 

「誰の 作 だ」 

「ええ、 その 作者て えの がわから ねえんで げすよ、 奥 

坊主のう ちに 作者が あるんだ そうでげ すが、 その 奥坊 

主の 中の 誰の 作で ござんす か、 わつ しど もに や、 ちつ 

とも わからね えんで げす、 ただ、 当時、 こういう のが 

流行って いるから 唄え、 受ける ぜ、 儲かる ぜ、 と 仲間 

が 伝えて くれる もんで げすから、 その 口真似 を やって 

いる だけの もんで げす、 文句が よく 出来て おりました 

からって 賞め ていた だかなくて ようがす が、 もし また 


誤って 穏 かなら ねえと ころが ございましても、 わしの 

罪で は ございません」 

「それ はわ かってい る、 なにも 貴様の 口占 を 引いて、 

罪に 落そう なん ぞ というの じ やない、 ただ、 そういう 

唄 を 聞いて いると、 最も 正直な 時代の 声が 聞え ると い 

うわけ だ、 おべっか や、 おてん たらと 違って、 言わん 

とすると ころ を 忌憚な く 正直に 言つ ている から、 それ 

で 時代の 風向き も わかる し、 政治 向の 参考に もなる と 

いう もの だ、 ただ、 一 つの 学問と して 聞いて 置きたい 

の だから、 正直に 唄え」 

おぼしめ  あご ょリ 

「左様な 思 召しで ござんすなら、 一 番、 腮に撚 を かけ 


てお 聞きに 入れ やしよう かな」 

願 人 坊主 はよう やく 酔い も 廻って、 いい 気になり、 

ことに この 殿様 は、 話が わかって らっしゃる、 気前 も 

ききとが 

よろしくて らっしゃる、 お 聞 咎めで お調べの 筋と 来る 

んじ やなし、 学問の ために 聞いて 置きて えと おっしゃ 

るんだ から、 ここ は 一番、 願 人 坊主の 腮の 見せ どころ、 

いや 咽喉の 聞かせ どころ と 舌 なめずり、 咳払いよ ろし 

たるし よ うぎ 

くあって、 樽 床几 を宙に 浮かせて —— 

お聞きに 入れます 「当世よ くばり 武士」 チヨ ボクレ 

始まり さよ …… 


そもそも このたび 

京都の 騒動 

聞いても くんね え 

長 州 征伐 咽喉 元 過ぎれば 

熱さ を 忘れた たわけの 青 公家 

歌舞伎 芝居のと つ たりめ かして 

攘夷 攘夷と お 先 まっくら 

おのが 身 を 焼く 火攻めの 辛苦 も 

とんぼの 鉢巻、 向う が 見えない 

やまき 

山気で やら かす 王政復古 も 

天下の 諸侯に 綸旨 のな ン のと 


勿体ない ぞぇ 

神に ひとしき 尊い お 方の 

勅書 を 名に して 

ざん まい 

言いたい 三昧 

あきよく 

我が 田へ 水引く 阿 曲の 小人 

トドの 詰り は 首がない ぞぇ 

それに 諂う 末社の 奴 原 

得手に 帆 揚げる 四 藩の 奸物 

隅の 方から ソロ ソロ 這い 出し 

濡 手で 粟 取る あわてた 根性 

眉に 八の字、 青筋 出して 


向う 鉢巻、 すりこ 木 かかえて 

威張った と ッても 

天下の 諸侯 は なかなか 服さぬ 

足元 あかるい うちこ そ 幸い 

お 国土 産の 芋で も くらって 

屁で もこき 出し ひッ たらよ かろう 

おらが 親分お 気が 好 過ぎる 

自分の 政事 を 一 から 十まで 

取り上げられても 黙って いるの か 

おめえ は それでもい いか は 知らぬ が 

冥途に いなさる 神祖 に対して 


なンと 言い わけし なさる つも リだ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

一 一 百 余 年の 社稷 の 大業 

人手に 渡して 済む か 済まぬ か 

わからぬ ながら も 積って みなさい 

一朝一夕、 骨 も 折らずに 

取ッ たか 見た かの 天下 じ やない ぞぇ 

七ッの 歳から 駿 河の 人質 

数年の 辛苦 も 臣下の 忠義に 


ようようお 家に ぉ帰リ なさる と 

門徒の 争乱 

大高 城内、 兵糧 運びの 

みかた  はら 

三方 ケ 原に は 一 騎の 脱走 

武田 北条、 左右に 引受け 

孤立の 接戦、 数ケ 度の 敗軍 

つ くづ く 思えば 涙が こぼれる 

小牧 山な り、 関ヶ原な り 

大 阪御陣 も、 眉に 火の つく 火急の 接戦 

夏 は 炎天 

兜 の 上から 照りつ けられても 


水 も 呑めない 

冬 は 寒気が 肌 を 通して 

霜 をいた だき 兜の 緖を 締め 

昼夜 を 分たぬ 艱難辛苦と 

共に 積ッた 七十 有余の 歳に なっても 

肉 さえ 食わず 

麁 食に 水 呑み 

昔 を 忘れず 

肱 を 枕に 山野に 起き 臥し 

それに 従う 臣下 も 同様 

こんな 憂目 をな された 天下 を 


いかに 気楽な お 人 だと ッても 

熨斗 を はりつけ 進上 申す と 

渡す 間抜けが 唐に もあろう か 

これ も 奸賊四 藩の 為す こと 

腕 を 捲 ッて やつ きと 気 を 張り 

ピ シピシ やら かせ、 しっかり しなせえ 

馬に 鞍 置き、 鞭 を 加えて 

ノン ノン 出かけろ 

譜代 恩顧 の 諸侯 も ある ぞぇ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 


安芸のお じさん、 どうした もの だよ 

お前 は 当家 のお 知 耳 じ やない かえ 

いわば 一 門 同様な お 方が 

長 州なん どのお 先に 使われ 

狐になる と は 呆れた もの だよ 

四十 二 万のお 高 はどうした 

妾 にばつ かり 入れ あげたの か 

譜代 恩顧の 郎党 励まし 

一 手に 引受け 長 州 討ったら 

少し は 先祖 へ 言い わけ 立 つべ ィ 


加賀 さん、 どうした 

お前 も やっぱりお 知 耳 じ やない かえ 

今 は 息子のお 代と いえ ども 

しッ かりしなさい 

百万 以上の 大きな お 高 を 掌握しながら 

豆で も 食った 鳩で は あるまい 

隅にば つかり かがんで おって は 

根ッ から 詰らぬ 

大名の 頭 か、 芋の 頭 か 

なんだか かんだか 少しも わからぬ 

今度 は 天下の 安危に 関わる 


肝心 かなめの 大事のと ころ だ 

腕 を 捲って ふんぱつしなさい 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

仙 台、 南部 ゃ津 軽の 爺さん 

ム クム ク しないで 何とか 言いね え 

たとえお 国 は 山の 中で も 

たびたび  さんきん 

これまで 度々 お 江戸へ 参覲 

少し は 世間が 知れた であるべ ィ 

天下の 大事 は 御 家の 大事 だ 


それとも 西国奸 徒の 野郎に 

頭 を 叩かれ あやまる 所存 か 

グ ニヤ グ ニヤ、 グ ニヤつ く菊篛 野郎 だ 

ことに 仙 台 

お前のお 家の 先祖 は 高名 

一 一 百 余 年の 静かに 治まる 

天下 泰平の 先祖 は政宗 

天下の 諸侯 を 一 手に 引受け 

いくさ を 致す といわれた 度胸に 

皆々 屈服した ではない かえ 

それに 何ぞゃ 今の 始末 は 


あんまり 手ぬ るい 

しじゅう は つたて 

万 石 以上の 四十 八 館 

槍先 揃えて 中国 征伐 

一 手に 引受け ふんぱつしなさい 

金 はなく とも 来 はたく さん 

蒸汽 で どんどん 積 出す ものなら 

国 は 忽 ち 天下 有 福 

これから ふんぱつ、 一旗揚げれば 

天下に 敵す る 諸侯 は あるまい 

徳川 中古の 回復 諸侯と 

あっぱれ 言われろ 


しッ かりしなさい 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

ろうそく おやかた 

次に は 会 律の 蠟燭 親方 

お前 はほんと に 忠義な お 人 だ 

四 五 年 このかた ふんぱつ 勉強 

一 一十 余 万の 僅かな お 高で 

かくまで する の は 感心 感心 

今に 奸 徒が 鎮静した らば 

百万 石に は 請 合 いなる ぞぇ 


なおなお この 上し ッ かりやら かせ 

いんび  あき 

因備の 腰抜け、 呆れた もの だよ 

お前 は 眼前、 今の 君に はまことの 兄弟 

それに 何ぞ や、 奸 徒に 一 味と 世間の 風聞 

不忠 不義のお 人で ある ぞぇ 

家来 不足で 処置が できぬ か 

僅か 一 国、 一 一国に 過ぎない 

国の 政事が 行き届か ぬと は 

生きて 甲斐な き 間抜けの 親玉 

ぃッ そ、 死んだ が 何より まし だよ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 


チヤ カポコ チヤ カポコ 

のろま 

阿波の 野呂麻 も、 やっぱり そうだよ 

土 佐の 奸 徒に ブル ブル ふるえて 

ヘイ ヘイ あやまり 

やつ こどうよ 

奴 同様に さるる はなに) J と 

お前のお 家 は 立派な 生え抜き 

尻 を はしょって、 やっきと やら かせ 

福 井の 坊ちゃん、 何して いなさる 

ことに 一 旦、 政事 を 執った る 

肩書 御所 持 の 御身 じ やない かえ 


今の 騒動 はお 前が ベ ラ ボウ 

すま い 

諸侯の 奥方、 国 もと 住居と 

やらせた ことから 起った こと だよ 

お前 は 元来 立派な 御 家門 

何 はさて 置き 出で ずば なる ま い 

向う 鉢巻、 七ッ 道具 をし つかり 背負って 

腕 も 砕ける 奮撃 突 戦 

矢玉 を 冒して 進まに やなるまい 

それが できぬ は、 やっぱり 腰抜け 

グ ズ グズ なさる と 首が 飛びます 

天下の 人民、 挙ってに くむ ぞ 


肥 前の 御 隠居、 昼寝 をな さる か 

天下 は累 卵、 危うくな つたよ 

出かけて 騒動 鎮めて 下さい 

かど かど 

今まで 尽 した 忠義の 廉々 

ここでた ゆむ と 水の 泡 だよ 

会 律に 劣らぬ 文武のお 人 だ 

なにぶん お頼み 申す と ある ぞぇ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

肥 後の 親玉、 これ も 同様 


惜しい こと だが 砲術 開けぬ 

しかし 日和 を 見て いちやい けない 

今度の 争議 を 治めて 下さい 

黒 田の 親方、 グズ グズ しないで 

むさぼ 

早く 出ない か、 五十二 万の 高禄 貪り 

何して いなさる 

まごまごな さると 

腰抜け 仲間と 人が 言 い ます 

長 崎 警固も 厳しく しな さ い 

薩 摩に 渡す と 笑われ 草 だよ 

雲 州と 姫路は 何して おいで だ 


お 二人さん とも 立派な 御 家門 

中国 山陰、 押えの 大名 

しっかり しないと 切腹 もの だよ 

中国 西 海 平定した らば 

何とか 御 処置 をせ ねばなる まい 

まことに 気の毒、 笑止の 限り だ 

松 山 ふんぱつ、 感心 感心 

早くに 加勢に やる のがよ かろう 

福 山 どうした、 銘酒 を 飲み過ぎ 

酔って はならない 

砲術 開いて 先手 を 勤めろ 


井伊 や 高 田 は 先に も 懲りずに 

少し は 鉄砲 開く もよ かろう 

戦地に 臨んで 青菜に 塩で は 困った もの だよ 

先祖の 武功 も 水の 泡 だよ 

銷 びた 刀 や、 へら 弓ば かりじ や 叶わぬ 世の中 

主家の 大変、 何と 思う ぞ 

ばかげた 野郎 だ 

こいつ も、 やっぱり 死んだ がよ かろう 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 


藤 堂の 爺さん、 早く 出ない か 

慶長 頃まで 五 万の 小禄 

当家に 仕えて 三十 余 万の 

国主と いえ ども 御 譜代 同様 

国の 異名に ひとしき 親方 

貰う ば かりが 能で も あるまい 

関西 諸侯の 旗の Is が 

あき 

聞いて 呆れて 物が 言えね え 

讃岐の 高 松、 大和の 甲斐さん 

枝 も 鳴らさぬ 泰平の 浮世に 

十万 余 石の 高禄 貪り 


家来に 文武の 世話 もな さずに 

飲み食い ばかりに 世の中 送る は 

虫 けら 同然 

高 を 差 出す 仲間の 頭 だ 

そんな 心 じ や 腹 も 切れまい 

緦 をた よりに 首で も縊 つて 

死んだ がよ かろう 

上 杉 親方、 お前 は 感心 

譜代 恩顧の 人と は 違って 

大きな お 高 を 取られた お 前が 

先年 以来の 忠義 は なかなか 


諸人 の 及ばぬ と - J ろで) J ざ るぞ 

佐 竹の 親方、 お前 も やっぱり 

高 を 取られた 仲間の 者 だが 

今度の 大変、 非常の 場合 だ 

恨み を さし 置き 勤めて 下さい 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

尾 張の 太郎 さん 

大きな ベ ラ ボウ 

神祖 以来の 三 家の 頭と 


言われる おん 身が 

先年 以来の 御 処置 はなに"、 - J と 

宮の おやまの 瘡毒 身に 染み 

癩病 病みと はなん ともかん とも 

たとえ 様な き 家来 の 奴ば ら 

塒 に 離れた 烏 じゃあるまい 

うろうろ ま) ^ つき 

力 ァカァ 言っても 仕方がない ぞぇ 

ね ぼ 

寝惚けな さんすな 

お 附の御 家老 

紀 伊さん なん ぞは 感服 者 だよ 


一 同 挙って 兵隊 こさえ て 

天下に 忠義 を尽 していな さる 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

水 戸の 甚六、 困った もの だよ 

副将 軍と 言われ る お 人が 

一 国 さて 置き 

半国ば かりの 政事が できぬ か 


家来 は 不服で 四方に 分散 

お前 もま ことに 摺 古木 野郎 だ 

高 を 差 出し 

十万 余りの 賄 い 貰って 

引 込み 思案が 相当 だんべ ェ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

それ はさて 置き ゾロゾ 口い なさる 

閣老 参政 その他の 役人 

分別つ いたか 


いんじゅんこそく 

因循姑息 も 時に よります 

歌舞伎 芝居の 上使の 者岐 さん 

i 舎 ざむ らい、 役に は 立た ねえ 

ちんぷん かんぷん、 お 臍で 茶が 沸く 

先年、 長 州 先手の 総督 

九州 大名 指揮す るなん ぞと 

出かけた ところ はべら 棒に よけれ ど 

知恵が なく つ て 了簡 なく つ て 

お尻が 早くて 長 崎なん ぞ へ 

かけおち などと はまこと に 呆れる 

江 南 小児の 遼来遼 来 どころ か 


それと はか ゎッ てあかん 弁慶 

屁で も景 清、 外道の 大将 

天下の 人民、 挙って 笑う ぞ 

唐の 真 卿、 杲 卿が 忠勇 

画像 を 拝した 張 巡 見なせえ 

皆 これ 天下の 英傑 だんべ ェ 

これ こそ 天下の 将帥，" と言われる 

それに 何 ぞゃ賊 の 旗の 手 

見る か 見え ぬ にブ ルブ ル ふるえて 

兵士 を 振り捨て 一 人で 欠落 

馬鹿と 言 おうか 臆病と 言 おうか 


めくらめっぽう  かっぱ 

文盲 滅法、 河童の屁の よな 

腐った 根性、 譬え 様な き 

摺 古木 野郎 だ、 首で も縊 つて 

死んだ がよ かろう 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

困る 佐賀 さん、 呆れた 縫ち やん 

下から 経 上る 平 山 図書さん 

浅 野の 御 隠居 川 勝 先生 

これら も やっぱり 学者の 生酔い 


漢語 交りの 言葉 を 用いて 

書附 なンぞ はよ しても くんね え 

机に 向うて 詩文の 研究 

山 ほど 書いても 役に は 立たない 

あっぱれ 立派な 物識りめ かして 

事務 策な ン ぞも 無暗 にやら かし 

一 ッ廉 天下の 議論 を 述べても 

社稷 を 助ける 知恵がなければ 

腐れ 儒者 だと 孔 明が 言わず や 

春秋 左 伝に 通鑑 綱目 

史記ゃ 漢書 や 元 明 史略 を 


百た び 見た とて 千た び 見た とて 

生れつ いての 馬鹿 は 直らぬ 

鉄砲 か ついで ピ ィピィ ドン ドン 

やった がまし だろ 

武 侯の 中流 吴 起が 立 策 

七十 余 城 を 一 時に 落した 楽毅が 行い 

よくよく 目 をつ け 考えみ なせえ 

野 呂間じ や 天下の 助け はでき ない 

ナポレオン でも ワシントン でも 

天下 を 治める 技倆 は 格別 

なかなか 及ばぬ、 勉強し なせえ 


スチ ヤラカ チヤ カポコ 

チヤ カポコ スチ ヤラカ 

稲葉の 兵 六 どうした もン だよ 

おやじい 

腰抜け 仲間の よぼよぼ 親爺 

海軍 総督、 聞いて 呆れる 

敗軍 相当な 臆病 だましい 

船に 乗ったら 嘔吐で もす るより 

ほかに はな ン にも 働き 出来まい 

まだ ある、 淀さん、 川 越 親方 

グ ズグズ してる とお 江戸が 危 ねえ 


四 五 年 かかって、 ようよう 仕上げた 

いとま 

歩兵 はお 暇 

儉 約な ンぞ とお 為) J かしに 

旗本 苦しめ 金納なん ぞと 

でかした 揚句に 半 高 取上げ 

融通に したる は 何のた めだ ェ 

今が今まで 兵士 も 出来ね え 

金が 有っても 兵士がなければ 

軍 は 偖 置きな ン にもで きまい 

かくの 如くの 斗筲の 小人 

集まり 挙って 政治 を 執る 奴 


内憂外患 一 時に 起ッて 

今にも 知れね え 天下の 累卵 

これから 俄かに ガヤ ガヤ 騒いで 

太鼓が 廻って 触が 廻って 

兵士が はいって 小隊 前へ と 

号令 かけても 何が 何やら 

わからぬ 歩兵 を 催し 散らして 

出かける 騒動、 馬鹿と 言おう か 

たわけと 言おう か、 耳 はあって も 木耳 同様 

まな こ は ぁッて も 節穴 同然 

木偶の坊と は これらの こと だよ 


いまに 見なせえ 

みなぎ 

中国 西 国 激浪 漲 る 天下の 騒動 

お 江戸 は 灰燼、 その 時 どうす る 

ガ ラガ ラ 崩れ て 地べたへ 転げて 

よだれ 

鼻血と 诞を 流した と ッても 

あやめ  きく ざけ 

六日の 菖蒲に 十日の菊 酒 

あとの 祭りで おさま リ附 かない 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

スチ ヤス チヤ チヤ 力 チヤ 力 

ス チヤ チヤ 力 ポ コポコ 


譜代 恩顧の 小禄 大名 

やっぱり 間抜けで 仕方 もな けれど 

これら は 天下の 来 喰 虫に て 

論に 足らない 度 外の 奴 原 

何 は ともあれ 肝腎 かなめの 

天下の 権老、 こんな ことで はまこと に 困った 

神袓 以来の 尊き 大業 

賊徒の 馬蹄に かける は 歎息 

数 も 知らない 旗本 御家人 

多くの 中には 一 人 や 半分 


忠義な お 人が 有り そな もの だよ 

むさぼ 

三千 以上のお 高 を 貪 リ 

惰弱な 奴 原、 役に は 立たない 

かかる 危急の 場合に のぞんで 

ね ぼ 

や つ ま り隻： M け て 

半 高なん ぞと 

己れ に 水引き 小 言 を 言 いおる 

主家が 亡びて 己れ が 俸禄 

万々 年まで 保つ の 所存 か 

お 先 真暗、 足 許 見えぬ も 程が あります 

間抜けで 腑抜けで 奥 詰銃隊 


藁人形 にも 劣った 人物 

遊撃隊に も 困った もの だよ 

槍術 剣術、 役に は 立たない 

これこれ 旗本、 しっかり しなせえ 

今の 時節 はなん と 思う ぞ 

一 同 挙って 京都へ 詰め寄せ 

愁訴と 出かける 覚悟 はない かえ 

ぞろ 

さりと は 困った 腰抜け 揃いだ 

鳶の 人足、 土方と いえ ども 

頭が やられり や 皆々 出かける 

ちゅうげん こもの  リ ようけん 

中間 小者に 劣った 了簡 


引つ こみ 思案 は 泰平な 時 だよ 

これほど 励まし、 わけが わからに や 

虫と もなん とも 言 い 様が ， 、- j ざ ら ぬ 

残らず 揃つ て 両国 橋から 

身で も 投げる か 

あたま 

豆腐で 天窓 を 叩き壊して 

ぃッそ 死んだ が 何より まし だろ 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

大関 兄さん、 お前が 頼み だ 


ピン ピン やら かせ 

あとの 奴等 は 頼む に 足らない 

玄蕃 の 水汲み 読書が 足らな い 

漢字ば かりじ ゃボ わぬ 世の中 

翻訳 本で も 見たら ばよ かろう 

平 岡 丹 州、 石 川、 京 極、 立 花 

な ンぞは 蛆虫 同様 

外 夷に 笑われ 京都 はしく じる 

金が なくなる、 世の中 乱れる 

お 口 はすくなる 

ここらで 一 トロ、 湯で も 呑む ペイ 


スチ ヤラカ チヤ カポコ 

チヤ カポコ スチ ヤラカ 

スチ ヤス チヤ チヤ 力 チヤ 力 

チヤ カポコ チヤ カポコ 

スチ ヤラカ チヤ カポコ 

チヨ ボクレ となり、 チョン ガレと なり、 阿房 陀羅経 

となって、 あいの 手に は 木魚 を あしらい、 願 人 坊主 即 

ち 浮かれ 坊主と なって、 この 長物 を 唄い 済ました 方 も 

済ました もの だが、 聞く 方 もよ く 聞いた もの だ。 聞き 

終って から 主 膳 は 妙に 気が 滅. ^りました。 


それ は、 チヨ ボクレ として 文句が 練れない、 言葉が 

野卑に 過ぐ る、 そのく せ、 学者ぶ つたと ころが 鼻に つ 

くもの が ある、 天下の 諸侯に 八ッ 当り、 罵詈 讒謗 を 極 

めた それ を 不快に 思う のではありません。 痛快に 罵倒 

を 試みた ことに、 無限の 哀愁が ある。 それ はこの ざれ 

ののし 

歌 を 作った 奴が、 罵らん がた めに 罵った ので はない、 

火の つくよう な徳 川の 天下の 危急 を 見て、 救いの 手 を 

絶叫して いる、 その 声 だとし か 聞かれなかった からで 

あります。 そうして、 かような 罵倒の 声に 事寄せて、 

祖先の 恩顧 人心の 義侠に 訴えて、 この 時局の 火消し 勢 

に 加勢 を 求む る 悲鳴 絶叫 だとし か 聞け ないから であり 


ます。 皆さん、 お 蔵に 火が ついて 焼死に ますから 早く 

来て 助けて 下さいようと、 哀鳴 号泣す る ことの 代りに、 

こんな 歌が 飛び出した ものであると、 それ を 感じた か 

ら 不快に なり、 もう、 今日は これまで、 江戸 見学の 第 

一日 程 はこれ で 終る、 今日は 立 帰って、 明日 また 出直 

しとい うこと で、 願 人 坊主に は 若干の 祝儀 を 取らせて、 

その 日の 帰路に 就きました。 

六十 九 

さて その 翌日、 改めて 出直した 神 尾 主 膳の 江戸 再吟 


味 日程 第二 日。 今日は、 芝の 増 上 寺へ 参詣 を 志し まし 

た。 

御成門まで 来る と、 一隊の 練兵が 粛々 と 練って 来 

る。 主 膳 も 勢い、 道 を 避けて 通さなければ ならぬ。 

「菜つ ぱ隊 にして は 出来が いい 方 だ」 

いずれも 見上げる ような 体格。 幕府 もェ ライ もの だ • 

い つの まに、 こんな 立派な 歩兵 を こしらえた —— 感心 

ちゅうげん 

して 見て いると、 渡り 仲間が 言う、 

「あれが 名代の 六尺 豊かの 歩兵さん で ござんす よ」 

なるほど、 六尺 豊かの 歩兵さん と はよ く 言った、 名 

だいひょう  そろ 

実相 叶うて いる、 よくもこう 大兵ば かり 揃えた もの だ • 


この 点、 また 少々 感心 もの だと 見て いると、 

「もとは みんなお 陸 尺の がえん 者なん です が、 ああ 

して 見る と 立派な 兵隊さん で ござんす ねえ、 馬子に も 

衣裳と はよ く 言った もので —— 」 

言わない ことか、 六尺と 陸 尺との 混線 だ、 すなわち 

これ は、 このごろ 江戸の 巿 中に 溢れて いた 諸国 諸 大名 

かご かき 

の 陸 尺、 即ち 籠舁の 人足の 転向 だ。 

諸 大名お 抱えの 陸 尺 は、 体格 抜群の もの を 選りに 選 

リ、 各 大名屋敷が 自慢で 養って 置いた が、 このごろ、 

さんきんこうたい 

諸 大名の 参覲 交代が 御免に なって、 奥方 を 初め、 江戸 

住居 を 引上げて 国へ 帰れる ようにな つてから、 この 陸 


尺が 失業した、 アブれ てみ ると ロクな こと はしない、 

盛り場 をュス つたり、 見世物 をコヮ したり、 良家へ 因 

縁 をつ けて みたり、 手に 負えない ところ を 幕府の 陸軍 

頭が 買 込んで、 浜から 千 人、 こちらから 千 人、 それに 

洋服 を 着せて 団袋を はかせて みると、 見かけ はこの 

通り 堂々 たる 国家の 干城、 これ を 称して 六尺 豊かの 

兵隊さん と は 誰が 洒落た。 

それ を 見送った 神 尾 は、 なるほど、 見かけ だけ は 立 

派に 六尺 豊かの 兵隊さん だが、 渡り者の 寄 集め、 いざ 

という 時、 役に立てば いいが、 と 冷笑して、 さて、 増 

上 寺の 参詣 も 無事に 済ませて、 山門 を 出て 見る と、 今 


度 は 赤 羽 橋の 方から 息 を 切って 飛んで 来る 裸 男。 襌 

ゆわ 

一 つで 木刀 を 一本、 その 真中に 状 箱 を 結いつ けたの を 

肩に かついで いる。 その せかせか とする 息の 合間に、 

時々 大声で わめいて 来る。 主 膳と すれ違った 時に、 耳 

を 澄まして みると、 

ここから 江戸まで 三百 里、 裸で 道中が なる もの か、 

なる かならぬ か、 やって来た、 一貫 占めた か、 セ 

ィゴ どん、 しゃか、 しゃか 

何の こと だか わからない。 すれちがって しまって か 

ら、 また 振 返る と、 

ここから 江戸まで 三百 里、 裸で 道中が なる もの か、 


なる かならぬ か、 やって きた、 一貫 占めた か、 セ 

ィゴ どん、 しゃか、 しゃか 

「何 だい、 あれ は」 

「薩摩 飛脚で ござんしょう」 

ナニ、 薩摩、 その 薩摩 がどうした、 憎い 奴 だ。 

このごろ、 江戸の 巿 中の 火 附 強盗の 帳元 は、 皆 その 

薩 摩の 為す 業 だと 言って いる。 この 増 上 寺に 近いと こ 

ろに、 その 市中の 山賊 強盗の 巣、 薩摩 屋敷が ある はず 

だ、 よし、 ひとつ、 その 巣 を 見届けて くれよう。 

神 尾 は、 直ちに 爪先 を 四国 町の 方へ と 向けました。 

なにかと 面憎い 薩摩 屋敷へ、 仕返しに 行く ので はない、 


見届けに 行く の だ。 

まもなく、 その 三 田の 四国 町、 薩州 邸の 表門 を 横目 

で 睨んで 神 尾 主 膳 —— 

「薯の 奴め、 蔓を 延ばした もの だ、 もとこの 屋敷の こつ 

ち 側 は 土 佐の 屋敷 だつ たんだが、 それ を薩 摩が 併合し 

こうらん 

ちま やが つた、 そうして、 今や この 邸が 江戸 攪 乱の 策 

源 地と なって いる、 退治し なけり やい かん、 公然たる 

強盗の 巣窟 を 将軍の 膝元で 見過して 置く 法 はない」 

こう 思って 睨みつ けて はみ たが、 神 尾の 力で、 今 ど 

うしょう という わけに もい かない。 いまに 見ろ、 眼に 

物見せ て やる 時が 来る ぞ。 


薩摩 という 奴、 怪しから ぬ 奴 だ。 松 平薩摩 守で、 徳 

川 御 一家 待遇に あるの みならず、 将軍と は 切っても 切 

れぬ 縁組みの 間柄で あるのに、 幕府 を 軽蔑し きってい 

る。 薩 摩が 増長して いると いうよりも、 幕府の 役人 共 

に 意気地がない からだ。 幕府の 上役 共、 何 か 大事が 起 

ると、 自分の 力で 決断し 兼ねて、 薩 摩へ 持 込む。 薩摩 

守が こ う だ と 言 えば、 大抵 は その 方に 事が きまる。 

歯痒い。 というの は、 老中 共が 三 家 あたりへ 押しが 利 

かない、 そういう 時 は、 薩摩守 も 同意で ござる、 と 言 

うと、 三 家 も 屈伏 するとい うていた らく。 だからい よ 

いよ 薩搴を 増長させる。 このごろの 増長ぶ リ では、 ど 


うやら 徳川家 を 倒して、 次の 天下 を 乗 取ろうと は 言語 

道 断。 いずれ はこの 邸から ブッ つぶして かからぬ こと 

に は、 天下の 見せしめ にならぬ わい。 

そういう こと を、 神 尾が 心肝に こたえつつ、 そこ を 

はまぐ リ 

引返して 品 川へ 出る と、 海岸の 茶屋で、 蛤 を 焼かせ 

て 一杯 飲みながら、 海 を 見る と、 さすがに 気がせい せ 

しゃく 

いする が、 お 台場 を 見る と、 また 癩だ。 いったい、 こ 

と ざ ま 

のお 台場 を 外様の 大名に 任せた という ことが、 すでに 

徳 川の 名折れ だ。 痩せたり とも、 枯れたり とも、 徳川 

の 手で 造り、 直参の 旗で 固めな けり やならん、 と 我々 

も 若い 時に がんばつ たもの だが、 幕府の 力が 足りない。 


この 台場なん ぞも、 薩 摩の 力 を 借りて やり 上げた もの 

だ。 

これが 出来 上った 時に、 薩摩 守が、 ぜひ ひとつ、 老 

中の 阿部 伊勢 守に 見ても らいたい とのこと で、 伊勢 守 

が 大目 附 あたり をし かるべく 召し つれて 見に 来た 時に 

は、 薩 摩の 太守が 門の 表まで 出迎えて、 ていねいな 挨 

拶 だが、 伊勢 守 は 頭 を 下げない、 ただ 会釈ば かりで 玄 

関へ 通った。 何とい つても、 まだ 天下の 徳 川の 老中 だ。 

世間で は、 薩 摩の 太守、 薩 摩の 太守と あがめ 奉る が、 

見受ける ところ、 老中に 対して は あの 通り だ。 老中 も 

また あれ だけの 権 式 を 保ち 得られた もの だが、 僅かの 


間に それ もガタ 落ち、 薩 摩の 藩邸が 江戸 荒しの 山賊の 

策源地と 公認され ながら、 それに 一 指 を 加うる ことが 

できない と は …… 

神 尾 は 憤 り を 含みつつ、 小 酌 を 傾けました。 

七十 

さて その 次の 夜 は、 またお ぼろ 月の 大 原の 里。 

おぼろ 月と いうの は、 春に 限った もの だが、 ここ 大 

原の 里に は、 秋 も 月が おぼろに 出る と、 それに 浮かれ 

て 二つの 蝶が 寂 光院の 塔 頭から 舞い 出で ました。 


蝶と いうに は 少しとう が 立ち 過ぎて いる 嫌い は ある 

が、 雌 蝶で あり、 雄 蝶で あり、 それが 月に 浮かれて，. 庵 

を 立ち 出で たこと は 間違いが ありません。 

「大 原へ 来たら、 美しい 尼さんでも 出て 来る か、 そう 

あ わ つぼね 

でなければ、 阿波の 局 の 後 身に でも 見参が できる かと、 

それ を 楽しみにして 来たら、 餓鬼 草紙から 抜け出した 

ような 婆さんが 出て、 因果 経のお さらい をして 見せた 

に は、 一 時 うんざりし ましたが、 こうして、 苦労人の 

昔の 美しい 人と 一緒に 歩いて みると、 悪い 心 持 は 致し 

ません」 

と 言った の は、 とうの 立った 雄 蝶でありまして、 昨夜 


以来、 無条件 の 逗留 を 許された 盲目 のさす らい 人の 声 

であります。 

見れば、 今までの ように、 コケ嚇 しの 覆面 や、 白衣 

たてじま あわせ 

はかなぐ リ 捨てて、 さっぱりした 竪縞の 袷の 筋目 も 

正しい の を 一着に 及んで、 帯 も 博 多の 角な の を キュッ 

と 締め込み、 刀 もな く、 脇差 もない 代りに、 手に は 時 

ならぬ 団扇 を 携えて、 はたはたと 路傍の 草花 を薙 伏せ 

ながら 先に 立って、 そぞろ歩き をして います。 

若々 しい 老尼 もまた、 いい 気な もので、 すらりと し 

た 尼さん の 姿で は あるが、 この 尼さん は、 裝裟 もな く、 

法衣 もな く、 数珠 さえ も 手に していない 代り、 前の 人 


と^な 団扇 を 持って、 はたはたと 路傍の 花 を 撫でな が 

ら、 

しのびお ど 

「花 尻の 森へ 行きましょう よ、 忍 踊り を 見に 行き ま 

しょうよ」 

「何です か、 そこ は …… 花 尻の 森と いうの は」 

「源 太夫の 屋敷 あとな のです」 

「その 源 太夫と 申します の は？」 

「松 田 源 太夫の ことで ございま すよ」 

「松 田 源 太夫 —— あんまり 聞いた ことのない 名 じ や」 

「源 頼 朝 公から、 建 礼 門院 様お 目附 のために 差しつ か 

わされた 鎌 倉の 御家人の 名で ございます、 それが あの 


森に 屋敷 を 構えて いて、 建 礼 門院 様のお 目附 をして い 

ました」 

「それ は 古い 昔の こと だな あ、 そこに 今晩お 祭りが あ 

るので すか」 

「森の 中に 竜王 明 神の 祠が ございま してね、 今晩は 

そこで 忍 踊りが ございます」 

「なるほど、 唄が 聞え ますな」 

「さあ、 しばらく、 そのままで、 あの 唄 を 聞いて いらつ 

しゃい」 

ふし  ことば 

「節 は 聞え るが、 詞 はわ かりません」 

「森へ 着く までの 間に、 唄のお さらい をして 上げます 


から、 お聞き 下さい、 あちらの 調子に 合わせて、 わた 

くしが 唄つ て 上げます から」 

森の 中で 起る 節 を 伴奏に して、 水々 しい 尼さん は、 

こちらの 耳に も はっきり わかる ように、 忍 踊りの 歌詞 

を 唄い 出しました。 

わが 恋 は、 小 倉の 里の ひる 霞 

つもりつ もりて、 はれ やらぬ 

忍 踊り を 一 踊リ 

われが 身 は、 君 を 思うて 浮かる る も 

行く も かえるもう つ つな や 

忍 踊り を 一 踊り 


忍び 行く、 のべの 川瀬 は 浅 かれよ 

君の 契り は 深 かれよ 

忍 踊り を 一 踊り 

君 様に、 ここに 一 つのた とえ あり 
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なにと て 君 様 つれな さよ 

忍 踊り を 一 踊り 

君 様 を、 思い かけた る 庭の 花 

うらの 妻戸 を 忍び入る 

忍 踊り を 一 踊り 

忍び入り、 君の 枕に 手 を かけて 


ここで この 夜 を 明かせ かや 

忍 踊り を 一 踊り 

今 はは や、 思いし 恋いし がかの て そろ 

まくらびょうぶ 

枕屏風 にかたよ けて 

物語り は 限りな や 

忍 踊り を 一 踊り 

若々 しい 老尼 は、 忍 踊りの 声 を 逐一、 遠音の 伴奏に 

合わせて うたい 出した が、 やがて 手 を さし、 足 をのべ 

て、 おのれ も 踊りながら 歩いて 行く。 

「手ぶ りなら、 こちらへ きて ござんせ えな、 トト さん 

も、 力 力さん も、 ニイ も、 ネェ も、 ボ ー も、 マ— も、 


みんな 踊って ござんす わい な あ」 

やれやれ よういな 

声が 欲し いわいな 

「ちょ いとこな あ」 

よう 立つ 声が 

声で 人 を や、 迷わす は 

しょん がいな 

これ や 名代の 大原 女、 木綿 小紋に 黒掛 襟の 着物、 昔 

ゆかしい 御所 染の 細帯、 物 を 載せた 頭に 房 手拭、 かい 

がいしく からげ た 裾の 下から 白 腰巻、 黒の 手 甲に 前 合 

はばき  い や 

せ 脛巾 も賤 しからず、 


「薪、 買わし やん せんかいな」 

の 姿 は、 以前の 時に よく 見かけた。 姿より は その 健康 

な 肉体に 魅せられ たもの だが、 その 踊りと いうの はま 

だ 見参し ない。 早く それ を 見たい もの だ。 

年 は よれ ども 

まだ 気が わ こて 

若い あねごの そばが よい 

水々 しい 老尼 は、 自分 を 唄って いるの かひと ごと か • 

手ぶ り、 足ぶ リ、 歌の 声まで も 浮き立って、 さして 行 

方 は 花の 大原、 花 尻の 森の 忍びの 踊り。 

森の 中には、 踊り 疲れる 人ば かりで はない。 竜王 明 


神の ほこらに は、 烈しい 嫉妬の 神が 待って いる こと を 

知る や、 知らず や。 この 年老いて、 そうして 省みる こ 

と を 知らぬ 水々 しい 雌 蝶と、 老いたり というに は あら 

ね ど、 生きたり というに は あまりに 痩せた 雄 蝶と は、 

年甲斐 もな く、 浮かれ 浮かれて、 花 尻の 森、 源 太夫の 

屋敷 あと、 且つ は 嫉妬の 神の 隠れた 竜王 明 神の 祭りの 

庭の 赤い 火に 向って 行く のが 危ない。 

七十 一 

その 夜、 大原 三千 院の 来迎 院の 一室で、 声明 学の 


すえ まろし ゆうさ い 

博士が、 季麿 秀才 を 前に 置いて 物語り をして おり ま 

したが、 

「こんな 話 をす ると、 君た ち は、 なに を 子供 だましの 

と 思う か 知らん が、 だまされる 子供が 幸いで、 だまさ 

れ ない 現代人が 不幸で ある こと を 思わなければ なり ま 

せんよ」 

この 秀才 は、 子供の ように 素直な ところの ある 青年 

でありました から、 博士の 言う 意味が よく 呑 込め まし 

た。 且つ また、 この 季麿 秀才 は、 年に 似合わぬ 博学 多 

才で、 能文 達識で、 品行が 方正で、 ことに 人の 悪口な 

ど を 言う ことが 最も 嫌いな 好学の 青年で ありまし たか 


ら、 それに 張 合 いの ある 博士 は 言葉 を つづけて 言う 様 

は、 

「この 世界 は 一 つの 寓話に 過ぎない のです よ、 釈尊 は 

最も 譬喩 をよ く 用いました、 おそらく 釈尊 ほど 卓越し 

た 修辞 家 はあります まい、 また、 古来の あらゆる 作家 

よりも 優れた 作家 は 即ち 釈迦です、 ドコの 国に、 あれ 

ほど 優秀な 譬喩の 創作者と、 使用者と が ありまし たか。 

譬喩 は 即ち 寓話です、 寓話 は 即ち 子供 だましです、 お 

よそ 四諦 十一 一因 縁の わからぬ ものに も 譬喩 はわ かりま 

す、 阿 含 華厳の 哲学に 盲目な もの も、 寓話の 手裏剣に 

は 胸 を 貫かれる のです。 今まで 私が 話した 話、 これ か 


ら 私が 語リ出 でようと する 長物 語 を、 君た ちが 空に 聞 

き 流さない こと を 望みます」 

と 言います と、 季麿 秀才 は、 それに 敬意 ある 諒解 を以 

て つけ 加えました、 

「左様で ございます、 哲学者が 訴え 得られる 範囲 は、 

少数の 特志家 の 頭脳 だ けにし か 過ぎません が、 詩人と 

いう もの は、 大多数の 人に も、 後代の 人に も、 了解 さ 

れる 特権が ございます、 それ を ことさらに 緦 張り をし 

て、 大衆の 文学 だの、 少数の 芸術 だのと、 差別な きと 

ころに 差別 を 設ける 彼等の 術策 を 憫 まなければ なり 

ません、 また、 左様な 術策に ひっかかる おめでたき 民 


衆を憫 まなければ なりません。 世に 優れたる 詩人の 空 

想 ほど 確実性 を 持つ もの は ございません、 科学な ど は 

それに 比べる と 全くお 伽噺 のよう な ものです。 アミ 

エル は、 ミゼラブルの 雄大なる 構想 を 支配す る 中心 思 

想 を 知ろうと 思って、 三千 五 百 頁の あの 大冊 を 幾度 も 

繰返して 読んだ 後に、 こういう こと を 言いました、 ヴィ 

ク トル • ュ ー ゴ ー は、 効果 を 以て その美 学 論の 中心と 

している から、 作が これによ つて 煩わされ ている、 然 

し ヴィク トル • ュ ー ゴ ー は 何とい う 驚くべき 言語学 

的 • 文学的 能力の 所有者 か —— 地上 及び 地下に 於け る 

驚異すべき もの を 彼 は 悉 く 知っている、 知っている 


だけで はない、 それと 親密に なって いる、 たとえば 

巴 里の 都の ことに 就いても、 あの 町々 を 幾度 も 幾度 も、 

裏返し、 表 返して、 ちょうど 人が 自分の ポケットの 中 

身 をよ く 知っている ように 巴 里 を 知っている、 彼 は 夢 

みる 人で あると 同時に、 その 夢 を 支配す る こと を 知つ 

ている、 彼 は 巧みに 阿片 や 硫酸から 生ずる 魔力 をよ び 

出し はする が、 それの 術中に 陥った ためしがない 彼 は 

発狂 を も 自分の ならした 獣の 一 匹と して 取扱う こと を 

知っている、 ペガサス でも、 夢魔で も、 ヒ ポク リツ フ 

でも、 キミ イラで も、 同じような 冷静な 手綱 を 以て 乗 

り 廻して いる、 一種の 心理的 現象と しても 彼 ほど 興味 


ある 存在 は あまりない、 ヴィク トル • ュ ー ゴ— は 硫酸 

を 以て 絵画 を 描き、 電光 を 以て これ を 照らして いる、 

彼 は 読者 を 魅惑し、 説得 するとい うより は、 これ を 聾 

せしめ、 これ を 盲せ しめ、 そうして 幻惑せ しめてい る、 

力 もこ こまで 進んで 来れば、 これ は 一種の 魔力で ある、 

しこう  かきん 

要するに 彼の 嗜好 は 壮大と いう ことに あり、 彼の 瑕瑾 

は 過度と いう ことに ある  アミ エル はこうい うよう 

な こと を 言って いるので あります が、 私 は、 大 菩薩 峠 

の 著者に 就いては なお 以上の ことが 言える と 思う ので 

す」 

「それ は 私の 知らない こと だ、 わたし は大 菩薩 峠なる 


もの を 読んで いない」 

しょうみょうが く 

声明 学の 博士 は、 季麿 秀才の 感情に 走る を 制する 

かの ように、 その 論鋒 をお さえて、 

「私に こういう 経験が あるので す、 私が 若い 頃、 宮中 

しょうにん 

に 勤める 身でありまして、 ここの 上人に 就いて 声明 

学 を 研究し ようと 思って、 京都の 今 出 川から、 毎日 毎 

夜、 ここへ 通いました。 声明に 就いて、 私 は 絶大なる 

趣味と 研究心 を 持って いたので すから、 ことに 若い 時 

ひま 

分の 情熱 も 加わって、 ほとんど 隙 さえ 見出せば 老師の 

お 邪魔 をした ものです。 ある 時の こと、 これへ 参向し 

て、 上人のお いでになる 扉の 外で、 こういう こと を考 


えたです、 こうして、 うるさく 上人に おつきまといし 

て 研究 はいいが、 自分 も 宮中に 微職を 奉ずる 身 を 以て 

かく 大 原の 僧院まで 毎日 参 学す る こと は、 職務に 対し 

ての 聞え もい かがで ぁリ、 且つ また 上人に 対して、 か 

くば かりうる さくおつ きまとう ことのお 煩わしさ を考 

える と、 一本調子 ではい けない、 少し は 遠慮と いう も 

のがない ことに は、 自他の ために 重大な 迷惑と なる、 

では 明日から 断念して 参 学 を 控えよう、 今後 は、 上人 

をお 訪ね 申す こと を やめよう、 こう 思って、 上人の 前 

へ 出ます と、 私が 何も 言わない 先に、 上人が、 これ 秀 

才、 お前の 考えて いる こと は 人情 だが、 わしの 方 はか 


まわない、 その 道の ために、 いくらお 前が わしに 附き 

まとっても 苦しくない、 かように 亡き 上人が 仰せられ 

ましたので、 はっとし ました。 扉 一 つ を 隔てて、 私の 

思う ところ、 これから 述べよう とする 意志が、 すつ か 

リ 上人に 予知され てし まった のです。 私が いよいよ 真 

剣に 声明の 学に 精進す る ことにな つたの は、 それから 

のこと で、 同時に 声明 は 即ち 無声な リ、 無声の 声 を 聞 

かざれば、 声明の 神に 通ず る こと 能わず と 悟った の も 

それからの ことです。 それまで は、 趣味と しての 声明、 

科学と しての 音律の 研究に うき 身 を やつした ので あり 

ますが、 それで はいけ ない こと を さとりました」 


「無声の 声 は、 禅家の いわゆる 隻手の 音声と いった 

ような もので ございま すか」 

「いや、 それと は 少しく 違います、 声明 家 は 禅家の よ 

うな 独断論 法 を 嫌います、 信仰者で なければ ならない 

が、 同時に、 科学者で なければ ならな いのは 一 つの 資 

格と いえる でしよう。 人間の 声に も、 有 位 有声と、 有 

位 無声と があります が、 前者 を 十一 位に 分つ と 後者が 

四 位、 これ を宫 商角徴 羽に 分けてす ベての 音声 を 十五 

位に 分類す る、 これ を 律呂と いう、 十五 位 は 十五 声に 

して 一 声、 一 声に して 全 声なる ものです。 御 承知で 

しょう、 この 外 を 流れる 川に、 呂の 川と、 律の 川と が 


あります、 この 律と 呂の川 を 溯-つて 行きます と、 そ 

こに 音な しの 滝と いうの が ある のです、 百 声 万 音 は 律 

呂に 帰し、 律呂 は 即ち 音な しに 帰 するとい うのが 声明 

の 極意な のです、 そうして 日本に 於け る 声明の 総本山 

は 即ち この 寺な のです、 大日 本の 魚 山 はこの 大 原の ほ 

かにありません」 

「ギヨ サンです か、 ギヨ サンと は、 どういう 字 を 書き 

ます 力」 

「魚と いう 字です、 サ カナと いう 字です、 魚の 山と 書 

てんじく  インド  リ ようじ ゆせん いぬい かた 

きまして、 天竺、 即ち 印度で は 霊 鷲 山の 乾の 方に あ 

り、 支那で は 天台 山の 乾の 方、 日本で はこの 比 敷 山の 


乾、 即ち 当 山、 大原 来迎 院を 即ち 魚 山と いうので す、 

じきでん  そう-じょう- 

慈覚 大師 直伝、 智証 大師 相承の 日本の 声明の 総本山 

なのです」 

声明の 博士が、 季麿 青年 を 相手に 諄 々として、 こ 

ういう こと を 語り 聞かせ、 おた がいに 夜の 更 くる を 知 

ら ない 時分に、 不意に 戸 を 叩く 音が ありました。 

「御免 下さり ませ」 

「どなたで すか」 

「はい、 わたくし は、 東国 安房の 清澄 山から 出て 参り 

ました、 弁 信と 申す 小坊主で ございます」 

博士と、 秀才と、 二人の 談論 酣ゎ にして 倦む こと を 


知らない この 場へ、 さしもの 広 長 舌のお 喋り 坊主が 

ほとばし  たきつ せ 

一 枚 加わった ので は、 その 舌端 を 迸 る滝津 瀬の 奔流 

が、 律呂の 相場 を 狂わす に 相違 あるまい と、 知る 人 は 

色 を 変える だろう が、 幸いに 内なる 二人 は、 弁 信の 何 

者で あるか を まだ 知りませんでした。 

七十 二 

魚 山の 来迎 院に、 声明の 博士と、 季麿 秀才と を 驚か 

した 弁 信 法師 は、 座に 招せられ ると、 案外に 慎し み 深 

く、 簡単に 来意 を 述べました。 


ごらんの 通りの 盲目の 身、 東夷 東条の 安房の 国、 清 

澄の 山 を 出で てより 幾年 月、 世 を 渡る たつき として は 

一 面の 琵琶、 覚束ない 音締に 今日まで 通して 来たが、 

琵琶 は 最後の 思い出に 竹 生 島の 明 神へ 奉納し、 わが 身 

は 山 科の 光仙 林に しばらく 杖 をと どめて いたが、 山 科 

より は 程遠から ぬと ころ、 ここ は 大日 本の 魚 山と して 

聞え たる 大 原の 来迎 院 こそ は 声明の 根本 道場と 聞く か 

らに、 ここで 修行 を させて いただきたい、 奥義と いう 

も おこがまし いが、 見えぬ 世界 を 見ん とする 不具者の 

ごんぐ しん  ご れんびん 

欣 求心に 御 憐憫 を 下されたい、 入門の 儀、 ひたすらに 

御 紹介 を 頼み入る と、 これ は 例の ほしいままなる 広 長 


舌 を 弄する ことなく、 極めて 簡単 明瞭に 来意の 要領 を、 

しょうみょう  ひれき 

まず 声明の 博士に 向って 披瀝し ますと、 博士 は その 

志 を 諒なリ として、 院主 上人に 向って その 希望 を 通じ 

ましたと ころ、 院主 上人 は、 また 弁 信の 志 を憐ん で、 

これに 対面して 次のように 申しました。 

「金剛 語 菩薩 即ち 無言 語 菩薩、 声明の 奥義 を 極めん と 

ならば、 まず 声な きの 声 を 聞くべし、 幸いに この 律呂 

こち 

の 川の 上に 音な しの 滝が ある、 音な しの 滝に 籠って、 

無音 底の 音 を 聞く 気 はない か」 

かように 申されました 時、 弁 信 は、 一 議に 及ばず、 

これ こそ 望む ところと あって、 直ちに 翌日の 明星 をい 


ま い 

ただいて 坊を 出で、 音な しの 滝に 詣リ ました。 

その 日より、 滝の ほとりに、 ささやかな 安居の 地 を 

求めて、 そこへ 飛 花 落葉 を 積み重ね、 正 身の 座 を 構え 

ると 共に、 心神 をす まして 音な しの 音 を 聞かん とする 

ことが、 この 法師の 早天 暁の 欠かさぬ つとめ、 世間 は 

暫く 彼の 広 長 舌から 免れる の 自由 を 得ました。 

七十 三 

有 野 村の 与 八が、 この 春から 勧化 をして 歩いた こと 

の 一 つに、 荒 地の 開拓と、 ハト 麦の 栽培、 ジャガ タラ 


薯の 増産 等が あります。 

与 八 は、 その 時、 こう 言って 村々 に 勧誘 をして 廻り 

ました —— 

皆さん、 何が 怖ろ しいと いって、 戦争と 饑饉 ほど 怖 

ろしい もの はこの 世に ございません。 地震 だの、 雷 だ 

の、 火事 だのと いう もの も 怖ろ しいに は 違い ありませ 

ん けれど、 その 災難の 程度 を 比べる と、 戦争 や 饑饉と 

比べ ものに はなり ません よ。 戦争 はどう かする と 一 国 

の 人 を 殺して しまい、 一 つの 国 を 亡ぼして しまう こと 

がご ざいます。 饑饉 もまた 国中の 人が、 の たれ 死 をし 

てし まう こと も ございます。 戦争の こと は 人間の する 


ことです から、 わしら に はわから ねえです が、 饑饉 は 

天道様のお 仕置 だから、 わし も 少し は 知っています。 

なんしろ、 人間が 食えないで 死 ぬんで ございま すから、 

こんな 悲惨な こと は ある もん じゃあ ございません。 で 

も、 人間の 力で、 日頃の 心がけが よければ、 逃れられ 

ない はず はねえ とこう 思 うんです が、 それに 就いて 皆 

さん、 なるべく 荒 地 を 開いて、 それに、 ハト 麦と、 ジャ 

ガ タラ 著と をお 植えなさい まし。 ハト麦 は、 世間並み 

の 大麦 や 小麦と 違って、 肥料が いりません。 そうして、 

蒔いて 僅かの 間に 取 入れが できます。 その上に 取穀が 

多い し、 味が よろしい し、 食べて 薬用に もなる もので 


ございます。 種子 はわし のと ころに たくさん ございま 

すから、 分けてお 上げ 致します よ。 

与 八 は、 電剣 先生から 聞き覚えた ハト 麦の 栽培 法 を、 

村人に 伝授 を 致しました。 それから、 ジャガ タラ 薯も、 

まだ 作り方 を 知らない 人に 教えて やりました。 村人の 

うちに は、 ハイ ハイと 聞いて はいるが、 実行し ない 人 

も 多く ありまし たが、 与 八 は、 それに 頓着な しに、 ハ 

ト 麦の 効能 を 説きながら、 その 種子 を 配り 歩いて いま 

す。 

饑饉と いう もの は 怖ろ しい ものです よ。 わしら も 子 

供の 時に 見ました。 野原に ちっとも 青い ものが ありま 


せんで な。 みんな 人間が 摘んで 食べて しまう からです。 

それでも 足りないで 飢え 死ぬ 人が 多くありまして、 わ 

しらが 見ても、 街道 筋に ゴ ロゴ 口 行 倒れが 毎日の よう 

おおせん せい 

に 倒れました。 わしの 大 先生 は 心がけの いい 人です か 

ら、 そういう 時の 用心が ちゃ あんと 出来て ましたから、 

わしら はいくら 饑饉で も、 ちっとも ひもじい思い をし 

たこと は ございませんで したが、 世間に は、 明日 食う 

ものがない、 今日 食う ものがない、 二三 曰 食わない、 

なんてい う 人が ザラ にあり ました。 

天 保の 年 は、 四 年と 七 年と 二度 も 続いて 饑饉が ござ 

いました が、 七 年の 方が 殊に ひどう ござんした。 その 


年 は 春の 初めから 引続いて、 季候が 不順で ございまし 

て、 梅雨から 土用まで 降り つづいた 上に、 時候が たい 

そう 寒う ございまして、 日々 毎日、 陰気に 曇って ばつ 

かり、 晴れた かと 思えば 曇り、 曇った かと 思えば 雨が 

降る、 といった ような 陰気な 年で ございました。 その 

時の ことです、 相 摸の 国の 二宮 金次郎 という 先生が、 

その 年の 季候 をたい そう 心配して おいでな さいました 

が、 土用に さしかか ると、 もう 空の 気色が なんとなく 

秋め いて 来て、 草木に 当る 風 あたりが、 気味の 悪い ほ 

どヒ ヤヒヤして いました が、 ある 時 新 茄子 をよ そから 

持って来て くれた ものです から、 その 茄子 を 糠味噌へ 


つけさせて 食べて みます と、 どうしても 秋 茄子の 味で 

ございま すから、 これ は 只事で はね えぞ、 さあ 村の 人 

たちよ、 饑饉 年が 来る から 用心しなさい と 言って、 そ 

ふれが き 

の晚、 夜 どお し 触 書 をつ くって 諸方へ 廻して、 皆の 者 

に 勧める ことに は、 明 地 や 空地 は 勿論の こと、 木棉を 

植えた 畑 をつ ぶしても いいから、 作 をつ くりなさい、 

養 麦、 大根、 蕪菁、 にんじん など をた くさん お作りな 

あわ ひえ 

さい、 粟、 稗、 大豆な ど は 勿論の こと、 すべて 食料に 

なる もの は 念 を 入れて お作りな さいと すすめ、 御 自分 

では、 穀物の 売 物が あると 聞く と、 なんでも かまわず、 

ドシ ドシ買 入れ、 お金が 尽きた 時 は、 貸金の 証文まで 


も 抵当に 入れて お金 を 借 入れ、 それで 穀物 を 買い、 人 

にも そのよう におす すめに なり ましたが、 なに を そん 

なに 二宮 様が おあわて なさる、 と 本気に しなかった も 

の も あるで ございま したが、 先生 を 信仰す る 人 は、 おつ 

しゃる 通りに やつ て、 大助かりに 助か つ たそうで，、 y J ざ 

レます 

なかには 二宮 先生の、 そのお 触 書 を 見て、 直ぐに 馬 

に 乗って 先生 をお たずねして、 その 仕方 を 丹念に 聞き 

取って から、 村々 をお 諭しに なって、 木棉畑 をつ ぶし、 

お 堂 やお 寺の 庭まで も、 薔麦ゃ 大根 をお 作らせなさい 

ましたお 奉行 様 も ありまし たが、 下野の 国の 真 岡 近在 


は、 真 岡 木綿の 出る ところで すから、 木棉 畑が うんと 

ある、 せっかくの その 畑 をつ ぶして、 ほかの 作物 を 作 

る こと をィャ がる 人が 多い に は、 先生 も 困った そうで 

ございま すが、 その 時に 先生が、 それで は あきらめの 

ために、 木棉 畑の いいと ころ を 少し 残して 置いて みな 

と、 所々 へ 一 反ぐ らいず つ 木 棉畑を 残させて みます と、 

わたのみ 

秋に なって 棉実 がー つも 結ばない のでなる ほどと、 は 

じめ て 感心した そうで ございます。 

すべて、 大 偉人の 言う こと は、 聞いて 置かな けり や 

なりません。 わしら は、 二宮 先生の ような 大 偉人で は 

ございま せんが、 用心 をして しそこな いという こと は 


ございま せんから、 皆さん、 何 を さし 置いても 饑饉の 

御用 心 をして お置きなさい ませよ。 

それに は、 ハト 麦なん ぞは 至極よ ろしいで ございま 

す。 種子が 入用なら ば、 わしんと ころへ 言って およ こ 

ま 

しなさい。 蒔き 方が わからなければ、 わしが 教えて 上 

げ ますよ。 もし 人手が 足りなければ、 わしが 行って 手 

助け をして 上げます からね。 

それからもう 一 つ、 ジャガ タラ 薯 というの がご ざん 

すが、 あれ は 近 ごろ 南蛮から 来たの だそう です が、 結 

構た くさん 取れて 穀類の 代りになります、 あれ をお 植 

えなさい。 


そうして、 用心 をして 置いて、 いざ 饑饉と いう 時に 

は、 その 貯え を 大切に、 控え目に して 食べる です。 そ 

うすれば、 悪食 をし ないでも 次の 実りまで、 きっと 凌 

げる もので ござんす よ。 で ござんす から 一 一宮 先生 は、 

饑饉の 年で も 決して、 草の根 や 木の 皮 を 食えと はおつ 

しゃいませんでした。 心がけ さえして 置けば、 どんな 

饑饉に でも 五穀 を 食いのば して 行ける もので ございま 

す。 饑饉の 時 は、 なんでも 食べられます、 食べな けれ 

ばなら ない 場合 も あるで ございま すが、 少しの 間 はい 

いが、 長くなる と 病気になります。 

こういう 説教 を 与 八が 試みました 時に、 慢心 和尚が 


来合わせて、 次の ような あいづち を 打ちました。 

そうと も、 そうと も、 与 八の 言う ことと、 二 宫尊徳 

の 言う こと は 間違い はない ぞ、 饑饉 は 怖い ぞ、 用心し 

て 五穀 を 貯えろ よ、 草根木皮 は 食うな よ。 天 保の 饑饉 

の 時、 わし は 江戸で 見た がな、 なにしろ 作の 本場の 百 

姓で さえ、 食う 物がなくて 餓え 死ぬ 世の中 だから、 町 

家と きて は 目 も 当てられなかった よ。 その 時の 窮策で 

な、 赤土 一升 を 水 一升で 溶いて な、 それ を 布の 上に 厚 

てんぴ  さら  なまふ 

く 敷いて、 天日に 曝して 乾かしてから 生 魅の 粉な ど を 

入れて な、 それで 団子 を 作って 食った もの もあった ぞ_ 

それから 松の 枝を剝 いで 錫 のようにして 食い 出した 


者 もあった ぞ。 わし も 食って みたよ。 わしなん ぞは腹 

が 出来て いるから、 何 を 食っても、 あんまり 当り さわ 

リ という こと はない が、 普通の 人間 は、 たんと 食えば 

黄疸の ような 顔色に なって、 やがて 病気 だ。 この間 も 

「救荒 草木」 という 本 を、 わしが ところへ 持って来て 見 

せた 人が ある。 その 本に は、 野生の 草木で 食える もの 

の 種類 を 三十 種 も 挙げて、 その 料理 方な ど を 書いて 

あつたが、 わし は ああい うこと は あんまり 賛成 を せん 

の だ。 わしなん ぞは 腹が 出来て いる 上に、 口が この 通 

り 大きい から、 なに を 投げ込んでも たいてい は 当り さ 

わりな く 消化す るよう な もの だが、 人間並みの 人間 は、 


人間並みの 食物 を 食う がよ い。 なんに せよ、 天照大神、 

神 農 帝 以来、 人間が 選りに 選り出して 来た 今日の 五穀 

蔬菜と いう もの は、 人間の 養いに は 最上 無類の もの さ。 

野草 雑草 も 食って 食えない こと はない が、 食わずに 済 

めば 食わずに 済ます こと だよ。 誰も 食いたくて 食う わ 

けで はない が、 そこ だ、 日頃の 心がけと いう やつが そ 

こに あるの だ。 丹精して 人間ら しい 作 をつ くリ、 それ 

を 丹念して 囲穀 にして置く こと だ。 それが 最上 唯一 

の 饑饉 救済策と いう もの だ。 よくよく 与 八大明 神の 御 

託宣 を 聞いて 置く がいい ぞ。 

それから、 若い者 は 天 保の 饑饉 は 知ってい るが、 天 


明の 饑饉 時代 を 知る 者 は 少なかろう、 おれ は それ を 実 

地に 見せられて よく 知っている ぞ。 この 村で 食えなく 

なった ものが、 隊を 成して 次の 村へ と 流れ込んだ、 流 

れ 込んで みたところで、 次の 村に だって、 他村に 食わ 

す 貯穀が ある はず はない。 そこで、 流れ 流れて 毎日 毎 

日、 千 人、 二 千 人と いう ものが、 かたまって、 飢 死し 

ている、 そうすると、 先に 飢えて 死んだ ものの 肉 を、 

あとのが 切り取って 食った もの もあった ぞ。 食う や 食 

わぬ の 境になる と、 人間が 鬼になる 浅まし さ、 おれ は 

この 眼で よく 見て 来た ぞ。 その くらいだ から、 盗賊が 

横行す る、 いや、 人間と いう 人間が みんな 盗賊に なつ 


てし まう、 浅ましい もの じ や。 大名の 来で さえ も、 警 

護が 薄い と 途中で 飢えた る 民が 襲い かか つて 奪って し 

まう、 それ だから、 一台 か 二 台の 車に 積んで 運ぶ 

ふちまい 

扶持米で さえ、 さむらい 共が 四 五十人して 守って 引か 

せた もの だ。 村々 町々 でめ ぼしい 家屋敷 は ブチこわし 

が はじまる、 ブチこわされる 方 も、 はじめの うち は 辛 

抱して いたが、 今度 は その 方で 組合 を 作って、 竹槍 を 

構えて 待ち かけ、 皆殺しに して くれる という 有様 だか 

ら、 全く、 餓鬼道 修羅 地獄 さ。 食い物が なくなる と、 

政治 も 奉行 も あ つた もので はない じ や。 

だから、 百姓 は、 平生 丹精して よく 作り、 丹念して 


それ を 貯えて 置く ことじ や。 近 ごろ、 節食 節食と 言つ 

て、 なる ベ く 少し 食えと いう こと を 言つ て 歩く 奴 も あ 

るが、 わしら がよう な もの は、 小食で もさし つかえな 

いじ や。 わしら がよう な 坊主と か、 役人と か、 学者と 

かいう やから は、 そう 大した 体力の 骨折り 仕事と いう 

の はせんで も 済む じ やから、 そういう やから は、 いわ 

い そうろう 

ばお 百姓 様の 食客 同様な もの だから、 なるべく 遠慮 

して、 少なく 食っても らいたい。 ことに わしら がよう 

な 坊主 は、 少々 の 間 は、 食わず 飲まず でも 平気で いら 

れる くらいに 慣らして 置かな けり やならぬ じ や。 それ 

で 決して 身体の さわりになる もの じ やない のじ や。 一 


日 一食で 済まして、 それで 達者で 長寿 をした 坊主 もい 

くら も あるじ や。 東 數山寛 永 寺の 天 海 和尚と いうの は、 

百 三十 三 歳まで 生きた が、 これ も 一日 一食 じ や。 播州 

しょうくう しょうにん 

の 書写 山の 性 空 上人と いうの が、 これ も 一日 一食で 

しんらんし よ-つ にん 

九十 八まで 生きた じ や。 真宗の 親鸞 上人 は 九十まで 

げっ せんお しょう 

生きた が、 これ も 一日 一食。 伊勢の 月撂 和尚と いうの 

が 八十 九、 鳥 羽 僧正が 八十 八、 一休 和尚が 同年と いう 

ような わけで、 こういう 坊主 は、 いずれも 一日 一食 同 

然の 節食 をして、 それで 達者で 長寿 をした もの だが、 

それ は 坊主 だからで きる ので、 やっぱりお 百姓さん の 

居候で ある ことに は 変り はない。 お 百姓と いう やつ は、 


節食 をして はならない、 節食 をして は 働け ないから、 

うんと 食う がよ い。 大きな 口 を あいて 飯 を 食う 権利の 

あるの は、 百姓 だけの 役徳 だと 思う がいい。 うんと 

食って、 うんと 働き、 うんと 生産 をして、 坊主 を はじ 

め、 役人 だの、 学者 だの、 この 世の 寄生虫に 食わして 

やって もらわな けり やならぬ。 饑饉の 時 は、 今 も 言う 

あくじき  かゆ 

通り、 悪食 をせ ず、 その 時 は 節食 をして、 一 日に お 粥 

一 ぱい だけで も 食って、 静かに 寝て 体力 を 養って いる 

がいい、 死なない 程度に 生きて いるが いい、 そのうち 

に は 凶年と いう 年ば かりで はない からな。 

こういう ような こと を 言つ て 侵 心 和尚が、 与 八の 勧 


誘に 補足 をして 村人 を 説得して いると ころへ、 一人の 

風 来 人が やって来ました。 

その 風 来 人と いうの は、 五十 がらみ、 小肥りに 太つ 

た、 笠 を かぶって、 もんぺ を 穿いた 旅の 者ら しい 一 人 

の 男であります。 

はね むら 

「わし は、 武州刎 村と いうと ころの 百姓 弥之 助と 申し 

ますが、 諸国 廻歴の 途中、 はからずも このところへ 立 

寄りまして、 只今のお 話 を 聞かせて いただき、 まこと 

つかまつ 

に 結構に 存じて、 いたく 共鳴 を 仕 りました。 わしが 

諸国 廻歴の 目的 も、 只今の、 お 若衆さん と 御 出家さん 

のおつ しゃった と 同じ 趣意の 下に 出発いた したんで ご 


ざり ますが、 なにぶん、 徳が 足りない もので ござんす 

から、 せっかくの 志が 通らず、 わしが 本心が 通らぬ の 

みか、 到る ところでば かにされ て、 どうもな リ ませぬ- 

ところで、 只今のお 話 を 伺って みます と、 世間に はま 

だ 同じ 志の 者が ある、 捨てた もので はない、 と 頼もし 

さ 限りが ございません。 まあお 笑い 下さい、 わし ども 

はこうい う 帳面 を 捲 えて 諸国 廻歴を 致して おります」 

と 言って、 腰に ブラ 下げて いた 一 冊の 部厚の 帳簿 を 解 

いて、 慢心 和尚と 与 八の 前へ 差 出しました から、 

「それ は それ は、 御 奇特な ことで」 

と 答えながら 隱心 和尚が、 その 帳面 を 手に 取って 見 ま 


すと、 

「百姓 大腹 帳」 

ながと じ 

と 書いて あります。 二つ 折 長 綴の 部厚の 帳面で、 俗に 

「大福帳」 型の 帳面で ありまし たが、 大福帳 を ここに は 

「大腹 帳」 と 書いた ところに 趣意が ありそう なのです。 

果して 武州刎 村の 百姓 弥之 助と 名乗る 男 は、 その 「犬 

腹」 の 字面 を 指してから 次のように 語りました。 

「只今 も おっしゃる 通り、 近 ごろ は 戦争 や 饑饉の 心配 

から、 ドコへ 行っても 食 を 控えろ、 食物 を 食べ過ぎる 

な、 節食 をし ろ、 節米 をし ろと、 専，. ら このように 申し 

触らされて おります が、 わし は それと 違いまして、 百 


姓 は 物 を うんと 食え、 そうして 腹 を 充分に こしらえろ、 

非常の 災難が 来る 時 こそ、 腹 を こしらえて、 度胸 を据 

いくさ 

えなければ ならない、 腹が減って は 戦が できない 道理、 

ですから、 ゥンと 食べて、 ゥンと 働きな さいと、 こう 

いう 勧化の ために、 この 通り 百姓 大腹 帳と いうの を こ 

しらえ て、 宣伝 を 致して 歩く ので ございま すが、 相手 

にされ ないで 困って いるんで ございます。 つまりが、 

わしが 百姓 だから、 ばかにする 者が 多い という わけな 

ん でして ね。 わしが、 こんなぶ つきら ぼうの 百姓で な 

しのび  みょうだい 

く、 黄 門 様のお 微行で あると か、 お 大名の 名代、 聖堂 

の 先生と でもい つた 経歴が あります と、 みんな 感心し 


て 聞 くんで ございま すが、 な あに、 あいつ は 百姓 だ、 

百姓が 何 を 言う と、 頭から 取合って くれません。 そこ 

で、 わし は 考えました、 百姓に 百姓の 心得 を 説いて 聞 

かすに は、 まず 『百姓』 という 文字の 意義から 説いて 

聞かせなければ ならない と。 このごろ では、 もっぱら、 

百姓の 名の 起リ から 説いて 聞かせて いると いうよう な 

次第なん です が、 これ を まあ ひとつお 読み下さ いまし」 

と 言って、 武州刎 村の 百姓 弥之 助と 名乗る 男が、 大腹 

帳の 開巻 第一 を 開いて、 慢心 和尚の 前に 示しました。 

和尚が 受取って、 それ を 読んで みると、 

「そもそも 『百姓』 とい ふ は、 支那 四千 年の 古典 『書 


経』 並びに 『詩経』 等に 見 ゆる を 最初と すべ し。 『百 

姓』 と は、 あまねく 『人民』 とい ふ 意味に して、 こ 

れを 農耕 者に 限りた る 約束 は 更にな し。 されば 天子 

以外の もの は 皆 百姓な り。 

日本に 於ても、 古代 はこれ と 典故 を 同じう したれば、 

歴代の 天皇、 皆 直接 〔# 「直接」 は 底本で は 「直後 匕 に 

人民 を 呼ぶ に 『百姓』 の 語 を 以てし 給 ふ。 愚、 ひそ 

かに 数へ 上げ 奉る に、 日本書紀 三十 巻の 中に 於て、 

天子 おんみ づ から 『百姓』 の 語 を 以て 呼びかけ 給へ 

ると ころ 七十 四ケ 所に 及ぶ。 殊に、 第 十六 代 仁徳 天 

皇に於 かれて は、 


『君ハ 百姓 ヲ以 テ本ト ナス』 

『百姓 貧 シキハ 則 チ朕ノ 貧シキ ナリ、 百姓 ノ富メ 

ルハ則 チ朕ノ 富 メル ナリ』 

とまで 仰せら る。 

まことに、 日本 は 天皇の 国に して 百姓の 国 也。 天皇 

は 親に して 百姓 は 子 也。 関白、 将軍、 国主、 郡 司、 

諸々 の 門閥 は 皆 後世 この 百姓の 間より 出で て、 或は 

国家に 功 あり、 或は 国家に 害 を 為す。 功 ある は 即ち 

天皇と 百姓の 間 を 助く るな り。 害 ある は 則ち 天皇と 

百姓の 間を紊 すなり。 

中世 以後に 漸く 『百姓』 の 名 を 農耕 者に 限る やうに 


なり 行く と共に、 これに 下賤 軽蔑の 色を附 与した る 

は、 まさしく 中間 勢力の 横暴の 致す ところ なれば、 

日本の 政治の 革新 は、 天皇と 百姓の 間 を、 ，. 古 の 美 

虱に 帰す ことなり。 

かく、 百姓 は 即ち 万民の 意味に して、 農耕 業者に 限 

りたる 約束 は 更にな しとい へど も、 百姓の 基本 業が 

則ち 農耕に 存 する こと、 万世 渝る こと あるべ から ざ 

る 也。 

それ、 她 何に 世態 変化す ると も、 人 は 衣食住な くし 

て 生く る こと 能 はざる なり。 而 して 衣食住の 生産 は 

農業 を 待ち、 これ を 為す より 外に その 道 あるべ から 


ず。 政治 は 即ち この 生産 を 助長す るの 道に して、 商 

ェは 即ち この 生産 を 融通す るの 道 也。 根幹 を 侮りて、 

枝葉の み を 繁茂せ しむる 国は危 し。 

お ほみ たから 

されば 日本の 百姓た る もの は、 自らが 天皇の 大御宝 

かしこ  もつ ぱ 

たる こと を畏 み、 専ら この 道 をつ とめ、 国に 三年 

の蓄へ あり、 人に 三年の 糧 あり、 而 して 後に 四方 経 

さか 

営 を隆ん にすべきな リ。 而 して 後に 通商 貿易 を 盛ん 

になすべき なり。 本 を 忘れて 末に 走る こと あるべ か 

らず。 

近代 は 国難 内外に 起り て、 志士 東西に 奔走す といへ 

ども、 国本 培養に 心 を 注ぐ の士、 極めて 乏しき は慨 


すべく 歎ずべ し。 故に 良き 百姓 は、 世上の 空言 虚語 

に 惑 はされ ず、 大いに 食 ひて 大いに 働き、 自ら 三年 

の 糧を貯 ふると 共に、 国に 三年の 糧を捧 ぐる こと を 

本意と 心得べ きなり。 百姓 大腹 なれば 国富み て 兵 強 

く、 百姓 空腹なら ば 国 貧に して 兵 弱し。 つとめざる 

可 けんや」 

おわ 

これ を 読み 了った 慢心 和尚 は 大いに 感心して、 

「なるほど、 なるほど —— その 通り、 これに 違いない、 

百姓の 本分 を 知らせる に は、 『百姓』 の 文字から 説いて 

聞かす が 本筋 じ や、 自分が 百姓の くせに、 百姓 百姓と 

人 を 軽蔑す る 奴から 退治せ にやい かん、 天皇 様と 百姓 


の 間 を さまたげる、 もろもろの 寄生 害虫から 退治せ 

にや、 国 は 治まる もので は ござらぬ、 百姓 大腹ナ レバ 

国富 ミテ兵 強ク、 百姓 空腹 ナ ラバ 国 貧 二 シテ兵 弱シ、 

ッ トメ ザル可 ケンャ II 大 賛成！」 

もろて 

慢心 和尚が 双手 を 挙げて 賛成した ものです から、 百 

姓 弥之助 も 大いに よろこびました。 

七十 四 

その 前後、 京都の ニ条 城で 勝 麟太郎 の 受爵の 式が 行 

われました。 


夢 酔 道 人の 丹精むな しからず、 あっぱれ 幕府 旗下の 

麒麟 児と して、 徳 川の 興亡 を 肩に かけて 起つ 人となり、 

ここに、 受爵の 恩命が 伝わ る こと 偶然な ら ずと 言わな 

ければ なりません。 これより 先、 受爵の 内命が 伝わつ 

た 時、 勝 は 考えました、 

「さて、 受爵に は 何の 国 を 所望した もの か、 願わく ば 

日本 一 の 小国 を 願いたい」 

あわの かみ 

そこで、 安房 守が 選 まれました。 大国 を 名乗った と 

ころで 大国の 主と なる わけで はなく、 小国 を 冒した か 

ら とて 器量が 小さくなる わけで はない の だが、 勝が さ 

らに 小国 を 所望した の は、 この 人 特有の 皮肉が させる 


業ら しい。 この 人 は、 後年、 功 成り 名 遂げて、 維新の 

功臣の 中に 加えられ、 ここに 再び 明治 政府の 下に 受爵 

の 恩命が 行われる の 際、 子爵に 叙 せらる るの 風聞 を 伝 

え 聞いて、 

今まで は 人並な りと 思 ひしに 

五 尺に 足らぬ 四 尺な リ けり 

と 歌 を よんで、 さて こそ 伯爵に 叙せられ たという 伝説 

の あるく らいの 人です から、 そういう 人 を 食った 性癖 

が、 おのずから 小国 を 好んで 所望す る ことにな つたら 

しい。 

それ はさて 置き、 当時、 叙爵の 儀が 済んで から、 控 


室に 於て、 諸士を 相手の 気焰の 中に 次の ような のが あ 

りました、 

「政治家の 秘訣 はなに もない よ、 ただ 誠心誠意の 四 字 

ばかり だよ —— 内政の ことにしろ、 この 秘訣 を 知らな 

しゃくしじょうぎ 

いから、 どうも 构子 定規で、 さっぱり 妙味と いう もの 

がない。 徳川 氏の やり方 は、 いま 言った 四 字の 秘訣 を 

体認して、 よく 民 を 親しんで、 実地に 適応す る 政治 を 

やった もの だ、 その 重んずる ところ は 人に あって、 法 

にある ので はない、 八 代将 軍の 時に 諸 法度の 類 もやつ 

と 出来 上った くらいだ が、 それにしても 北条 時代の 式 

じょうえい しきもく 

目が 土台に なって いる、 あの 貞永 式目と いうの が 深 


く 人心に 染み込んで いるもの であり、 なにも わざわざ 

ァ クドィ 新体制 を 作って 民 を 惑わす が もの はない、 こ 

の 辺 をよ く 注意した もの さ」 

「東照宮の 如き も、 駿府に 隠居 をされ た 後で も、 ただ、 

じ— つと して 城内に 引 籠って いられた わけで はない、 

駿府の 近傍の 庄屋と か、 古老と かいうの を 集めて は、 

碁の 会 を 催して、 輪番に それらの 人々 の 家へ 碁 を 打ち 

に 行かれた もの だ。 あの 辺の 旧家に は、 東照宮が 来て 

碁 を 打 たれた 座敷 だとい うのが いまだに 残って いるよ。 

道楽で 碁 を 打 つん じ やない、 ああして いるう ちに、 偽 

ら ざる 民晴が 聞け るから だ」 


「日本 国中で 民政の よく 行 届いた ところ は、 まず 甲 州 

と、 尾 州と、 小 田 原の 三 力 所だろう よ、 信玄 や、 信 長 

や、 早 雲 の 遺徳 はま だ この 三 力 所の 人民に 慕われて い 

るら しい」 

「信 長と いう 男 は、 さすがに 天下に 大望 を 持って いた 

だけあって、 民政の ことに は 深く 意 を 用いて、 租税 を 

軽く し、 民力 を 養い、 大いに 武を 天下に 用うる の 実力 

を 蓄えた と 見える、 今日、 尾 州に 行って よく 吟味して 

みなさい、 当時の 善政 良法が、 今な ぉ歴々 として 残つ 

ている から」 

「信玄 がた だの 武将でなかった こと は、 ひとたび 甲 州 


に 行けば わかる、 見なさい、 彼 地の 人 は 信玄を 神様と 

して 信仰して いるの だ、 これ は 当時 民政が よく 行 届い 

て、 人民が よく 心服して いた 証拠で はない か。 その 兵 

法の 如き も、 規律 あり、 節制 ある 当今の 西洋 流と 少し 

も 違わない、 近頃まで 八 王子に、 信玄 当時の 槍 法が 残つ 

ていて、 毎年 二度、 その 槍 法の 調練 をす る ことにな つ 

ていたが、 その 槍 を 使う の を 見る と、 近頃の ように、 

お 面お 胴と いう ふうな、 個人的の 勝負ではなくて、 大 

勢の 人が 一様に 槍先 を 揃えて、 えい、 えい、 えい、 と 

声をかけながら、 初めは 緩やかに、 次第 次第に 急に な 

り、 漸く 敵に 近づく と、 一斉に 槍先 を 揃えて 敵陣へ 突 


うかつ 

貫す るの だ、 ちょっと 見たところ では 甚だ 迂闊の よう 

だが、 おれ は 後で 西洋の 操 練 を 習って から、 はじめて 

この 法の すこぶる 実用に 叶つ て いる こと を 知った」 

「北 条早 雲と いう 男 も、 なかなかの 傑物で あつたに 相 

違ない、 赤手 空拳で もって、 関 八州 を 横領し、 うまく 

人心 を 収攬した の は なかなかの 手腕家 だ。 当時、 関 

八州 は 管領の 所領であって、 万事 京都 風で、 小む ず か 

しい ことば かりであった、 ちょうど 今時 はやりの 

はんぶんじょくれい 

繁文縛 礼で あつたの だ、 そこへ 早 雲が 来て、 この 繁文 

纏 礼の 弊風 を 一掃して しまい、 また 苛税 を 免じて 民力 

の 休養 を はかった、 つまり これで、 うまく 治めた の だ。 


徳川 時代に は、 小 田 原 附近から 関 八州へ かけて が、 全 

国中で いちばん 地租の 安いと ころで あつたが、 これ は 

よたく 

全くの 早 雲の 余沢 だ」 

「それで、 北条の 亡んだ 後に、 徳川 氏が 駿遠 参の 故 土 

から、 この 関 八州へ 移 封され たの だが、 もともと 租税 

の 安いと ころであった から、 徳川 氏の 方で は 非常に 迷 

惑だった の だ。 太閤と いう 男 は、 なかなかの 狡隱 者で、 

よくこの 事情 を 承知して おりながら、 いわゆる、 その 

名 を 与えて その実 を 奪う の 政策に 出で たの だ。 しかし、 

そこ は さすが に 徳川氏 だ 、 少しも 早 雲 の 遺 法 を 崩さず、 

しきた 

従来の 仕来りに 従って、 これ を 治めた の だ」 


「天下の 富 を 以てして、 天下の 経済に 困る という 理窟 

はない はず だ、 いにしえの 英雄 はみ な 経済の ために 苦 

心した よ。 織 田 信 長 は 経済 上の 着眼が 周密で あつたか 

かしら 

ら、 六 雄 八将に 頭と なり 得た のさ。 南朝の 政治 も、 北 

朝の 細 川 頼 之の 経済の ために 倒れた の だ」 

「おれが はじめて アメリカへ 行って 帰った 時に、 御老 

そのぼう  そな 

中から、 『其方 は 一 種の 眼光 を 具えた 人物で あるから、 

さだめて 異国へ 渡って から、 何 か 眼 をつ けた ことがあ 

つまび 

るだろう、 それ を詳ら かに 申し述べよ』 とのこと で 

あつたから、 おれ は、 『人間の する こと は、 ドコへ 行つ 

たって、 そう 変る ものじゃありません、 アメリカ だつ 


て 御 同様です よ』 と 言った が、 再三再四、 問われる か 

ら、 『左様、 アメリカ では、 政府で も、 民間で も、 すべ 

て 人の 上に 立つ 者 は、 みんな 相当り こうで ございます、 

この 点ば つかりが、 日本と 反対の ように 心得ます』 と 

言ったら 御 老中が 眼 を 円く して、 『この 無礼者め、 控え 

おろう』 と 叱った つけ、 ハハハ ハハハ …… 」 

「支那 人 は、 いったい 気分が 大きい、 支那 人 は、 天子 

が 代ろう が、 戦争に 負けよう が、 ほとんど 馬耳東風で、 

は あ、 天子が 代った のか、 は あ、 ドコが 勝った のか、 

など 言って 平気で ある。 ソレも その はずさ、 一 つ 帝室 

が 亡んで、 他の 皇帝が 代ろう が、 国が 亡んで 他の 領分 


になろう が、 全体の 社会 は 依然として 旧態 を存 してい 

るの だから ノ ー」 

七十 五 

かように 天下 有事、 幕政 維持 か、 王政復古 かの 瀬戸 

際 —— それに 外国の 難題が、 攘夷 か 開国 かで、 怪奇で 

はない が、 複雑 を 極めた 間にあって、 一歩 あやまれば、 

社稷が 取 返しの つかない ことになる。 志士 仁人が 往 

来し、 一般人 心が おびえて いるう ちに、 広い 世間に は 

のんき せんばん 

極めて 暢気 千万な 奴 も あれば ある もので、 道 庵 十八 文 


の 如き その 一 人。 

且つ また、 媚態 百出、 風向きの いい 方へ 便乗しょう 

と、 色目の 使い 通しな 不都合な 奴 も あれば ある もので、 

びた こう 

鶴 公の 如きが その 一 人。 

さても、 山城の 国、 綴 喜の 郡、 田 辺の 里に 逗留の 道 

庵 先生 は、 健 斎 老の取 持ちで、 何も ございま せんがと 

たきぎな つとう 

言って、 上方 名物の よき 酒に、 薪 納豆 を 添えて 振舞わ 

れ たもので すから、 大いに よろこびました。 これ は酬 

恩 庵 名物の 一 休 禅 師伝 来、 薪 納豆と いう もの だと 聞か 

されて、 道 庵が なっとう しました。 

道 庵 は、 この 機会に、 一休 禅師の 研究 を はじめる こ 


とに なりました。 道 庵 は、 一休 は 話せる 男 だと 思い、 

一休の 方で は、 道 庵 は 知らないと 言って いる。 いずれ 

にしても、 酔眼に 人な き 道 庵 も、 一 休 禅 師には 一 目ぐ 

らい は 置いて いるら しい。 これから 大阪へ 行って、 ひ 

と つ 親類のお 墓参り もして やらず ばなる まいと、 酒の 

間に 口走った ところ を 見る と、 大阪 あたりに 親類な ど 

はな かるべき はずの 道 庵が、 変な こと を 言う と 思って、 

問いた だしてみ ると、 大阪に 永 富 独 嘯 庵の 墓が ある 

から、 それ を ひとつ 訪ねて やろうと 思って るんだ よ、 

と言う。 してみ ると、 永 富 独 嘯 庵なる もの は、 道 庵の 

親類 筋に 当る のか も 知れない。 


それ は トニ カクと して、 この 機会に 道 庵 は 酬恩庵 を 

おとずれて、 古蹟 をたず ね、 筆蹟 を 見て、 しきりに 

くわ い あたま 

慈姑 頭 を 振り立てました。 山陽の 書 を 見て くれの、 

畢 山の 画 を 鑑定し ろのと 申込んで 来る 茶人 もいた が、 

そんなの は 一切、 道 庵の 眼中に なく、 一休 禅師の 筆蹟 

だけ は 相当 丹念に 見ました。 一 休 自筆の 「狂 雲集」 と 

まつご 

いう やつ も 見て、 しきりに 首 を ひねつたり、 その 末期 

の 書 だとい うの を ひろげる と、 

須 弥南畔 

誰 会 我 禅 

虚堂来 也 


不直半 銭 

東海 純 一 休 

と 書いて ある。 同行の 者が ちょっと 読みな やんで いる 

の を、 道 庵はス ラスラと 読んで しまいました、 

しゅみ なんはん 

須 弥南畔 

誰 力 我 ガ禅ヲ 会スャ 

き ど う ら い や 

虚堂来 也 

あた ひ 

半 銭 二 直セズ 

東海 純 一 休 

ス ラスラと 読んで しまつてから、 慈姑 頭 を 更に 一 倍 

振り立てて、 


「諸方に 一 休の 書と 称せられる ものが 相当 あるに は あ 

るが ね、 あんまり 感心し ないよう。 ところで、 こいつ 

はいい ぜ、 こり や、 たしかに 一休の 書 だよ。 一休と い 

う 奴 あ、 こういう 字 を 書かな けり やなら ねえ 奴なん だ。 

これ やい いよ、 句 もなかな かいいよ。 ただ、 虚堂来 也 

—— 素人 はこれ を キヨ ドウと 読みた がるが、 いけね え 

よ、 キ ドウと 読まな くち やい けね え、 ただこの 虚堂来 

也が ねえ、 ちっとば かり 小せ えよ、 道 庵に 言わせる と、 

仏祖 来 也と いきて えと ころなん だが、 それ は それと し 

て、 この 辞世の 文句に も はじめてお 目に かかる よ、 一 

休 名所 図会 ( 一 休 諸国 物語の 誤りな らん) にも、 辞世 


の 句と いうの がいくつ も 出て いるが、 この 文句 は 無え、 

名所 図会の がニセ 物で、 これが ホン 物 だ」 

と 言いました。 道 庵が 多少と もに 物 を 賞め ると いう こ 

と は、 極めて 少ない 中の これ も その 一 つで ございまし 

た。 

そうして いるう ちに も、 お雪 ちゃんの 容体 を 見て や 

る 親切 は 変り ません。 脈 をと る ことになると 忠実な も 

ので、 商売柄、 健 斎老を 啓発す る こと も 少なく はあり 

ません。 それから、 健 斎 老が道 庵に 感心して いる こと 

の 一つ は、 その ふざけた 中に、 まじめな 研究心が 少し 

も 衰えて いないと いう ことです。 見る もの、 聞く もの、 


みんな 箸 をつ けずに は 置かない、 箸 をつ ければ、 みん 

な 食って しまわなければ 置かない、 という 知識の 

貪食ぶ りに は、 遠近 四方、 敬服せ ざる を 得ません でし 

た。 

しかし、 うつかり 敬服ば かりして いると、 その 次が 

い つ せき 

あぶない。 一夕、 道 庵の 声 名 を 聞いて、 京から 名 酒 を 

取 寄せて 贈リ 越した ものが あって、 

「この 地 は、 お茶に かけて は 日本一で すが、 お 酒の 方 

はそう は ゆきません が、 ここら あたり は 少し 飲める か 

も 知れません」 

道 庵が その 尾に ついて、 


「なるほど、 お茶 は、 この 界隈が 宇治 茶の 本場 だが、 

酒 もどう して、 なかなか ばかに できねえ、 いったい、 

上方 は 酒が よろしい、 日本一の お茶 も 結構 だが、 日本 

一 の 酒 は 飲みて えな」 

それ を 言う と、 土地の人が、 

「では、 近いう ち、 その 日本一 の 酒と いうの を 飲ませ 

て 進ぜましょう」 

「そいつ は 耳より だぜ、 いったい、 池 田、 伊丹なん ぞ 

と、 大ざっぱに 名乗り は 聞く が、 さあ、 どれが 日本一 

だと 聞かれたら 上方で も 困る だろう、 道 庵 も 人に 聞か 

れて、 その 点、 常に いささか テレ ている、 今度と いう 


今度 は、 ひとつ、 京大 阪の 酒と いう 酒 を 飲み 抜いて、 

道 庵 先生 御 推賞、 日本一と いう 極 をつ けて 帰りて え 

もの だ」 

「いや、 それ は 先生 を 煩わす ことなく、 もう 出来て お 

リ ますよ、 日本一の 酒と いう 極めつ き は …… 」 

「おやおや、 道 庵の 承認な しに 酒の 日本一 をき めるな 

んて、 不 届な 話 だ、 万一、 道 庵が 不服 を 唱えたら、 ど 

うする つもりだろう、 一番 そいつの 再検討 をして みて 

え、 その 日本一の 極めつ きの 酒と いうの は、 いったい、 

なんという 酒で、 ドコ から 出ます ねえ」 

「これよ リ少々 南の 方、 河内の 国の 天 野 酒、 これが 日 


本 一 という 定評に なって おります」 

「うむ —— 河内の 国の 天 野 酒、 聞いた ことの ある 名 だ、 

これ は ひとつ、 道 庵が 再吟味 をす る 必要が ある」 

と 言って、 その 翌日、 飄々 として 出かけて 帰らない 

ところ を 見る と、 河内の 国までの したの かも 知れ ませ 

ん。 

七十 六 

さて、 江戸の 方面に 於け る 軟派、 鍵 は 鶴で、 この ご 

ろ 少し 憂鬱に なって いる。 


鍵と して は、 せっかくの ヒットた る 芸娼院 の 方 も、 

開店休業の 姿 だから、 なんとかせ ねばなる まいが、 い 

や はや、 手 をつ けて みると、 その ややこし いこと、 そ 

れで少 々気 を 腐らせて いると いう 次第です。 

芸娼 の芸娼 たる 所以の もの を 説いて 聞かせても、 世 

間 は なかなか わかって くれない。 とりあえず 鶴の 方へ 

持ち こまれた 苦情のう ちの 一 つに —— 

いやしくも 芸と 名のつ く 以上、 ナゼ 役者 を 入れない 

芸人の 王た る 役者 を 入れない と はなに ごと だ —— と 力 

んで 来た！ 

それから、 芸事の 芸事 たるめき きとい う もの は、 そ 


の 道の ものが しなければ ならない、 金 茶 や 木口の 輩が、 

御 右筆の 下つ ばのお つちよ こちよい を 相手に、 人選 を 

すると は 怪しからん。 

と 言って、 膝詰めで 来た もの も あれば、 ビタ ちゃん 

のお 袖に すがって、 せっぴ、 お 刺身の ツマに なりと も 

ありつきたい、 と 歎願に 及んで 来た 奴 も ある。 

その 辺 は、 ビタ ちゃんだ つて 心得た ものなん だが、 

何 を 言う にも それ、 役者の 方から 言つ てみ るて えと、 

愚 左 衛門を 入れれば、 轟 四郎が 納まらないし、 毒 五郎 

をのけ て戸団 次に 戸惑い をさせる わけに もい かねえ、 

そうなる とまた、 土 右衛門 や 絡 之 助の 方の ひいきが 承 


知し ない。 ト カク、 これ は 難物 だから、 後 廻し、 後 廻 

し。 

絵 かきの 方 は、 昔から 相場 附 けが ほぼき まっている 

やす  ぶんか 

から、 これ はわり あいに 手なずけ 易い が、 文書き の 方 

はト カク 店が 新しいだ けに、 品が ややこしく ていけね 

え。 

絵 かきが 五十八 人 もい るのに、 文書き が 十 人 じゃあ 

あた じけ ねえ、 と ムクれ る 奴に は、 刺身の ツマと して 

さが 

お下り を あてがって 置いた が、 このごろ、 木口 勘兵衛 

尉 源 丁 馬と、 金 茶 金 十 郎とを 入れろ、 せっぴと 言って 

推薦して 来た 奴が あるが、 こいつ は 鍵 も 買えね えよ。 


金 茶 や 木口 は、 武芸 もや つ ぱ り芸 のうち だから 芸娼 

院へ 入れろ、 刺身の ツマで もい いから 入れろ、 と 捻じ 

込んで 来て いるの だが、 どうも、 さし も 悪食の ビタに 

も、 こいつ はちつ と 買えね えよ。 

なるほど、 武芸 も 芸には 違いない が、 あいつら の芸 

は 下町の 芸で、 デモ 倉 流 盛んな 時 は デモ 倉 流、 プロ 亀 

派が 景気の いい 時 は プロ 亀 派、 勤王が よければ 勤王、 

佐幕が よければ 佐幕で、 風向き 次第、 どっちで も 御用 

をつ とめる 大道 武芸者 だから、 本当の 芸人の 中へ は 加 

えられね え、 大道芸人の 方で は、 あいつら が 大御所 面 

で 納まって いる けれども、 公儀に は 柳 生 流と いうお 


留 流儀 も あれば、 実力 第一 小 野 派 一 刀 流と いう、 れつ 

きとした のが ある、 木口 や 金 茶の 大御所 流 を 入れる こ 

さんした やつ こ 

と は、 三下奴な らば 知らぬ こと、 ビタ ちゃんとして は 

ごゆ-つ ひつ 

いささか 気がさす ねえ、 な あに、 御 祐筆の 方へ 申し込 

めば、 御 祐筆 は みんなお 人よ しぞ ろいだ から、 ビタ ちゃ 

んの 言うな りに はなる がね、 ビタ ちゃんの 眼鏡の 貫禄 

として、 そう 安売り はでき ねえ。 

鶴 は、 とつ、 おいつ、 こんな こと を 言って、 自宅に 

くすぶって 気 を 腐らせて いると、 溝板 を 荒々 しく 蹴 鳴 

らして、 

「鍵 公、 いるか」 


その 声 は、 まさしく 木口 勘 兵 衛尉源 丁 馬。 

「来たな」 

と 鍵 は 思いました。 

ガラリ と 腰高障子 を 引き あけた 木口 勘 兵 衛尉源 丁 馬 

は、 朱 稍の 大小の、 ことに イカつ いの を 差しお ろし、 

高山 彦九郎 もどき の 大きな 包 を 背負い 込んで、 割 鍋 を 

叩く ような 大昔 を 振 立て、 

「鶴、 いたな、 今日は ひとつ、 てめ えに 膝 詰 談判に 来 

たんだが、 このお 爺さん を ひとつ、 芸娼院 の 人別に 入 

れて くんな、 これ は 木 曾の 藤 兄い といって、 1^ を 孕ま 

せて 子まで 産ませて 追ん 出した 上に、 それ を 板 下に 書 


いて 売出した 当代の 甘い おやじ さんだ、 文書き の 方で 

は 古顔なん だが、 近 ごろ 拙者の 子分 同様にな り やん し 

た、 よろしく 頼む」 

高飛車に 出られた ので、 鶴 も あっけに 取られて いる 

と、 

「さあ、 お爺さん、 こっちへ 来て、 芸娼院 の 人別に 入 

れて もらいね えよ、 これが お 安いと ころの 鍵 公と いう 

おっちょこちょい だ、 お見知り 置きな せえ」 

と言うから、 鶴が 木口の 後ろ を 見る と、 いかにも 人の 

よさそう な 老爺が 一 人、 なべ ー ん とした 面 をして、 しょ 

んぼ りと 控えて いる。 その 姿 を 見て、 鶴が、 なるほど 


姪 を 孕まして、 板 下に 書いて 売出し そうな おやじ だ、 

至極お 人よ しだな と 思いました。 だが、 いい年をして、 

木口 あたりの 手下に なって、 頭 を 下げに 来る、 老爺の 

人の よい 姿 を 見る と、 鶴 も 物の 哀れ を 感じない わけに 

は ゆきません。 

木口の 後ろに は、 まだ、 これ を 親分と 頼む イカ モノ 

が 多分に 控えて いる。 これら を 押 並べて、 

つ ら そろ 

「さあ、 面が 揃ったら、 ひとっこ こで パ チリと やって 

くんな」 

当時、 舶来の 珍しい はや どり 機械 を 据えた 三下奴 I 


とつ  めえ 

「爺つ あん、 お前 も 下つ ばの 方へ 坐りな」 

信 州から 来た 木 曾の 藤 爺 さ んを、 下つ ばに 押 据えて、 

ごうぜん 

木口 勘 兵 衛尉源 丁 馬が 傲然と して 正座に 構えた ところ 

を 見る と、 さすがの 鶴 も 悲鳴 を あげ、 

「ト テモ 受け きれね え」 

と 言って、 逃げ出して しまいました。 

下駄 を ひつ 提げて、 溝板のと ころ を ほうほうの 体で 

逃げ出した 鶴 助 —— 

「どうも はや、 木口 勘兵衛 ときて は、 さしもの 鑼も受 

け きれね えよ、 あいつ、 イカ モノ 作りの 四国 猿の くせ 

に、 いやに アブ ク 銭の 銭 廻りが いい もんだ から、 トカ 


そで  したな でぎ リリ ゆう 

ク 銭の 力で、 八方 袖の 下撫斬 流と 来る から 受け きれ 

ねえ」 

七十 七 

勝 安房 守が ニ条 城で 任官して 後の こと、 近 藤 勇と、 

土方 歳 三の 二人が、 慷慨 淋漓と して、 ニ条 城の 天主 台 

の 上に 立って、 洛中 洛外の 大観 を 見澄まし ており まし 

たが、 やがて 近 藤が 言う ことに は、 

「どう だ、 土方、 おれに 十万 石 を 与えれば、 ここにい 

て 天下 を 定めて しまう が、 あ つ たら 城に 主がない な あ」 


そうすると、 土方が これに 答えて、 

「あえて 十万 石と は 言わない、 五 千の 兵 を 与うれば、 

ィャ、 五 千と も 望むまい、 二 千の 精兵 を 与うれば、 天 

下の こと を 定めて 見せる がな あ」 

ぶぜん 

と 言って、 両士は 相 顧みて 憮然た る ものが ありました。 

今、 京 中に 於て、 近 藤 勇の 名 は 鬼の 名と 等しい。 そ 

の 実力 は ほぼ 諸侯と 等しい ものが あるが、 何 を 言う に 

も、 二人 は武 州の 一塊の 土民の 出であって、 譜代が あ 

る わけで はない、 羽翼が ある わけで はない、 会 津を背 

景 にして、 その 配下 僅かに 二百 人足らず、 やがて 会津 

が 百万 石に なれば、 近 藤 も 十万 石 だ、 などとの し 上げ 


るの は、 取る に 足らぬ 沙の 上の 功名 話で、 会津 どころ 

か、 徳川 宗家 そのものが あぶない 今日、 彼等 とても、 

百万 石 や 十万 石の 夢 を 見なが ら 請負仕事 をし ている わ 

けで はない。 近 藤 勇と しても、 功名 利禄 以外に、 やむ 

にや まれぬ 慷慨 を 感じて いるものが あるので す。 

「織 田 信 長 もい けない よ、 これほどの 城 を 信忠に 預け 

て、 巿 中の 本能 寺 あたりへ 手 ぶら で 泊る という ことが 

ある もの か、 この 城へ 納まって さえ いれば、 明智 如き 

に 歯が 立つ もので はない、 名将と いえ ども 運の 尽くる 

時 はぜ ひの ない もの だ、 まして、 名将に 非ざる 凡将に 

於て を や」 


近 藤が こう 言います と、 土方が それ を 受けつ いで、 

「慶喜 公 も、 ドッシ リと ここに 納まって 動かなければ 

いいに、 ややもすれば 動きたがって 腰が 据ら ない、 悲 

しいかな、 今の 徳 川に、 この ニ条 城へ 坐り きれる 人が 

いないの だ」 

かくて 二人 は、 しきりに 天主 台の 上から、 飽かずに 

洛中 洛外の 風景と、 ニ条 城の 規模 を 見渡して おり まし 

たが、 

「京都に 於け る ニ条の 城と、 江戸に 於け る東歙 山と は、 

形式が 違って 立場 は 同じ だ、 この 二 条城を 守り きれる 

や 否やで、 京都に 於け る徳 川の 勢力が 決する、 東に 於 


て は、 よし江 戸の 城が 落つ ると も、 東 敷 山に 於て 徳川 

旗下の 意気 の 死活が 示さ れ るの だ」 

と 言いました。 二人の 慷慨の 語気で 察する と、 この 城 

を 二人に 任せる 限り、 幕府の 社稷 を 死守して みせる 意 

気 込み は 充分 だけれ ども、 その 貫禄の 備わらざる こと 

にじ だんだ を 踏んで いるよう にも 見られます。 且つ ま 

た、 これ だけの 備えが あって、 人がない こと を、 三百 

年の 徳川 のために も 大息して いるかの ように も 見られ 

ま ^ 

無名 島に 上陸した 無名 丸の 乗組のう ちに、 書き漏ら 


された 存在と して、 柳 田 平 治と、 金椎 とがあります。 

柳 田 は、 最初から 駒 井 船長が、 虫の 好かない 唯一 の 

存在で ありまし たから、 つとめて これに 近づこう とし 

ない。 その くらいだ から 船中の 誰もに 親しみ を 持た な 

いし、 船中の 誰もが また どうも 山出しの ブッ キラ ボウ 

な 青年で、 且つ 好んで 長い 刀 を ひねくり 廻したり など 

する ものです から、 気味 を 悪が つて のけ者 あっかいに 

している。 ただ 一 人 田 山 白雲に だけ は 親しみ を 持つ も 

のです から、 田 山と 二人が、 別棟 を こしらえて、 植民 

地に 住む というよ うな 有様です。 しかし、 柳 田 は 田 山 

ほどに 世界 を 知らないし、 また 超 世間の 美術に 没頭す 


ると いう 術 を 持たない から、 田 山の ために 写生 旅行の 

助手 をつ とめよう という 気に もなら ず、 黙々 として 働 

くだけ を 働き、 その 合間に は、 長い 刀 を 振り 廻して、 

居 合の 独り 稽古 をして いる だけの ものです。 

柳 田が すっぱ 抜き をして いると ころへ、 白雲が 通り 

かかる と、 それに 引き入れられて、 同じように 居 合 を 

試みて みたり、 それが 嵩ず ると、 真剣で 型 を 使って み 

たりす るので あります が、 また 時として は 真剣 や 白刃 

を 取らずに、 素手で やわらの 乱取り を 試む る ことな ど 

があります。 ちょうど その 場へ 七 兵衛が 来合わせた 時 

など は、 非常な 興味 を 以て ながめて いる こと も ありま 


すが、 武術に かけて はさし もの 田 山 白雲 も、 この 青年 

を あしらい 兼ねてい るので あります。 

そこで、 七 兵衛が 思いつきました。 今後、 一週に 二 

三回ぐ らいず つ、 この 青年 を 指南役と して、 島の 人の 

すべてに 武芸 を 仕込んで 置けば、 なに かの 役に立つ。 

そう 思って、 そのこと を 田 山 白雲に 相談す ると、 白雲 

は 直ちに 同意し、 柳 田 平 治 も、 好きな 道で あり、 自分 

も 練習になる から、 異議なく これ を 引受けて、 早く も 

この 島に、 一箇の 武術 道場が 出来 上る という ことにな 

りました。 

今日は 大 へん 暑い ものです から、 田 山 白雲と、 柳 田 


平 治 は、 一番、 泳ごう ではない かと 言って、 海へ 飛び 

込みました。 二人とも、 水練 は 達者です。 さんざんに 

泳いで 陸へ 上り、 裸の ままで 砂 ツバに 寝ころんで 話 を 

はじめました。 

「田 山 先生、 日本 はこれ からどう なる のです」 

「そうさな あ、 今頃 はどうな つてる かな あ、 西と 東に 

わかれて、 戦争で も おっぱじめて いはしな いかな あ、 

わからん な あ」 

「日本で 東西が 争う となると、 どっちが 勝つ のです か 

ねえ」 

「それ も わからん な あ、 日本に いると そういう ことに 


すてきに 気が もめた が、 こうして 大海へ 乗り出して 来 

てみ ると、 そんな 気持が カラ リ としてし まう の は不思 

議 だね」 

「田 山 先生、 あなた はもう 日本へ 帰らない のです か、 

帰りた く 思いません か」 

「帰らない と 断言 はで きないね え。 しかし、 ここまで 

乗り出して 来た 以上 は、 こっちで 相当 成功して、 向う 

の 妻子 を こっちへ 呼び寄せた いとい う 希望の 方が 先 だ 

ねえ。 だから、 この 無人島が 永住の 地 だと も 思って い 

ない よ、 ここへ 足が かりが 出来たら、 この 先の 方に は 

大陸が あって、 そこに は 日本よりも 何 倍 も 開けた 国が 


あるの だから、 そっちへ 行って、 第二の 山 田 長 政と な 

る こと も 愉快 だと 思 つてい る」 

「僕 も、 そういう こと を 考えて います、 僕 はそんな 開 

けた 国よりも 野蛮人の ゥン といる ところへ 行って、 そ 

いつら を みんな 征服して、 王に なりたいです、 こんな 

無人島で は 物足りないです」 

こんな 話 をして いたが、 やがて、 むつく りと 跳び 起 

き、 裸の ままで 二人 は 椰子 林の 中 を 歩き、 己れ の 小屋 

へと 帰りに 向った が、 椰子の 林の 中のと ある 木蔭に、 

小さな 人影が 一 つ、 うずくまって いるの を 見ました。 

「ああ、 金椎 だ」 


と 言って、 二人 は 遠の いて 避けて 通る ようにし ました 

けれども、 避けなかった ところで、 相手 は 気がつく は 

ず もなかった のです。 

「相 変らず、 イエス. キリスト を 信じて いるよ」 

と 田 山 白雲が 言います と、 柳 田 平 治が、 

「ちえ ッ、 キリシタン！」 

と、 嚙んで 吐き出す ように 言いました。 
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